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「私からの報告は以上でございます」

　もはや常じょう套とう句くとなった言葉で締めると、すぐにプロジェクターの電源をオフにした。その途端、ふたりきりの小会議室はシンと静まり返る。緊張と共に待つのは、目の前のクールな面持ちを崩さない上司の答え。すると相手は視線をテーブルのほうに移し、たくさんの資料を集めてトントンと揃えた。今、彼の手にある検査結果報告書は、これで用なしを意味する。向かい側からその様子をジッと見ていても、何も読み取れず。この時間は、何回味わっても慣れない。

「寸法のわずかなズレは早々に対処したと聞いたが、その後は？」

「材料の配合比率を変更後は不具合も発生しておりません。今後も問題は起きないかと存じます」

「そうか」

「はい」

　冷静な上司と同じく、先ほどまで説明していた私だって顔色を変えられない。一抹の不安を悟られるのは、責任を負う者ならば失格。何よりダークグレイの瞳に臆さず、きっぱりと言い切れるだけの自信を持ってこの報告に臨んでいた。視線を逸らさずにいると、突如フッとその顔を緩ませたのは彼のほうだった。

「じゃあお疲れさま。明日の全体会議が楽しみだ」

「……ありがとうございます」

　落ち着いた声こわ音ねで『お疲れさま』のひと言をもらえた時は、徹夜続きで溜まった疲れも吹き飛んでしまう。じわりじわり、と嬉しさが心に沁み渡り、いけないとは思いながらもつい頬が緩んでしまう。

「さすが構造課自慢の美人係長だ」

「よく言いますね」

「事実なのに？」

「そんな冗談は笑えません」

　呆れたという声色を出す私に対して、くすくすと小さく笑うその表情はひどく優しい。

　簡素なテーブルとオフィスチェア数個が配置されたシンプルな空間には、先ほどまでの張り詰めた空気はもう消えている。資料などを抱えて席を立つ上司に続き、私も立ち上がる。部屋のドアの前で立ち止まった彼は、その扉を開ける前に振り向く。

「明日の夜が待ち遠しいな。……嬉しい返事がもらえるように祈ってるよ」

「……修平さん、あのね」

「あとはよろしくね、『吉よし川かわさん』？」

　思わず口をついて出たその呼び方を咎めることなく、仕立てのよいスーツを着た、ダークグレイの瞳を持つ彼は静かに部屋を出ていった。残された私はドキドキと逸はやる鼓動を落ち着けるようにひとつ息を吐き、テーブル上にある書類を片付け始めた。

　そんな私こと、吉川真ま帆ほは、もうすぐ二十八歳を迎える社会人。

　勤務するＳＪ社はアメリカ資本の企業で、ここ日本支社は、都内に大きな自社ビルを構えている。本社はアメリカのシカゴにあって、グループ関連企業を含めた全世界の従業員数は五万人を超える大手の製造業社だ。扱うものは、鉄、プラスチック、化学製品など。そこから波生し、現在は幅広い分野に参入して成功をおさめているという。

　資料を片付け終えたところへ、テーブルに置いていたスマホが着信を告げる。

「はい、吉川です。……かしこまりました、すぐに伺います」

　通話を終えたスマホはスーツの内ポケットへ沈める。たくさんの資料を胸に抱えると、最後に小会議室の電気を消してフロアを駆けていく。

　ちなみに私は、試作部の構造課という部署に所属している。前年の開発製品の大ヒットや部内の人員不足も重なって、恐れ多くも係長の役職をいただいたばかり。そして明日は、ついに彼との未来を拓く日を迎えられる……。でもその前に、『今すべきことが最優先』。

　そう教えてくれた上司との出会いによって、私のすべては変わったの――。




　まだ就職する前の大学生の頃。私は就活の際、とにかく専攻の理工学分野と海外での在住経験を活かせる職種を重視した。複数の企業にエントリーし、内定をいただいた数社のうち、特に好印象だったＳＪ社に入社を決める。それは研究施設には最新設備が充実し、投資を惜しまない企業理念に惹かれたため。さらに実力成果主義の外資系では好きな分野を極められ、仕事にも打ち込める、と思っていたのだ。

　その考えがシロップのように甘ったるい理想論だと気づくのは、入社直後のこと。

　噂通りの厳しさを肌で感じた研修終了後。私に出された辞令は、どういうわけか総務部付の秘書課だった。

『美人って何もしなくても得よね』

　秘書課を熱望しながら、営業事務への配属が決まった女性の恨み言までプラスされて……。その同期に同調する子もいれば、たしなめてくれる子もいたけれど、当の私は配属先にショックを受けていて、周囲の声もあまり聞こえてこなかった。

　人当たりはそんなによくないし、帰国子女の割には人見知り。よく派手だと言われる外見とは違って、性格や日常は地味なもの。つまり、目立つ場所で働くことなど一切望んでいなかった。製品開発の研究をしたい、ひとえにそう望んでいた。同時に、じっくり腰を据えて働きたいと選んだ企業なのに。入社早々、出鼻を挫かれ、社会の厳しさも初めて体感することになった。

　それでも負けず嫌いな性格と就活当時の苦労を思えば、あっさり辞めることはできず。なかば諦めの境地で、自社ビル最上階の一階下にある秘書課のドアをノックした。

　その扉の向こうでは、ブラックのジャケットとスカートやパンツという、部署の制服に身を包んだ女性数名が動き回る姿を目の当たりにする。

「あ、吉川さんね？　私は阪さか本もと絵え美みです、よろしく！　ここは実戦形式だから研修とかすっ飛ばして、今から仕事に就いてもらうね！」

「は、はい。吉川真帆です、どうぞよろしくお願いいたします」

　たとえ不本意な部署であっても中途半端な新人ではダメだ、と身の引き締まる思いがした社会人一年目の春。

　ところがその決意が続いたのは、わずか半年で。ひよっ子の新人にもかかわらず、その頃には日々のルーチン・ワークに魅力を感じられずにいた。役員のサポートやスケジュール編成、各種文書類の作成など想像以上に大変で、すべてが重要な業務だとわかっていながら、自分にはしっくりこないと嘆いてばかり。それは大学時代の友人の話を聞くたび、『研究がしたい』という思いに駆られたからだった。

　初めに抱いた不本意な気持ちが、次第に心の奥底で燻くすぶりをみせる。それでも社会人には諦めも必要、と感情にふたをしながら仕事を続けるほかない。

　パソコン画面と向き合いながら黙々と業務をこなし、電話用のひと際高い声がフロアに響くのみという秘書課の状況が当たり前のものと化していた、ある日のこと。

「これを至急、営業部の小会議室Ａに届けてほしいの」

「はい、わかりました」

　先輩の絵美さんから指示を受け、私は八階にある営業部の会議室へ資料を届けに向かった。他部署の上席へ書類を届けることはよくある。けれど、停止したエレベーターを降りてもなお、じめじめとした気分だけはまだ降下していくようだった。

　営業部がおもに使用する会議室は、その部屋のどれもが営業部のフロアを通らなければならないところにある。このフロアはただでさえ女性社員が少ないうえに、その女性の九割が営業事務で占められている。ゆえに私服で働く営業事務の女性とは違う、黒いスーツの制服姿の私は、ここを訪れるとどうしても浮いてしまう。さらに静けさの漂う秘書課とは異なる、活気に溢あふれた空気感に馴染めるはずもなく。どこか場違いなところに迷い込んだような気まずさを味わいつつ、営業部のフロアをコソコソ通り抜けようとしていた。

「あら？　〝秘書課〟の吉川さんが珍しいわね」

「……ええ、ちょっとお届け物があって」

　何より、私がここを避けたくなる最大の理由。もとい、辞令交付の場で、『美人って何もしなくても得よね』と辛しん辣らつな言葉をお見舞いしてくれた、営業事務の阿あ野のさんに今回も見つかってしまう。可愛い洋服の似合うオシャレな彼女。ただ、本年度唯一の秘書課配属だった私を見る目はとても厳しい。

　周囲から聞いた話によれば、秘書課の制服を着るチャンスを今も狙っているという。つまりその腹いせで、たびたび私に嫌味をプレゼントしてくれるのだろう。今日も彼女は、腕を組みながら不機嫌な態度で攻撃してくる。

「そう言ってホントは、黒くろ岩いわ課長が目的なんでしょ？」

「違います。すみません、急いでいるので失礼しますね」

　言いがかりをつけられた私は、ぎこちない笑顔のままその場から逃げてしまう。




　ようやくたどり着いた小会議室Ａ。そこで重い溜め息を思わずつきながら、扉を数回ノックする。「どうぞ」という入室許可の言葉を待って、目の前のドアを静かに開いた。

「失礼いたします」

　四席しかない小さなその部屋でひとり壁にもたれかかり、窓の外の景色を眺めていた人と目が合う。ライトグレイのスーツにブルーのネクタイを合わせたその男性は、目を奪われるほど甘く整った顔をしていた。特にダークグレイの瞳が印象的で、どこまでも澄んだその色に息を呑む。

　彼こそが、黒岩修しゅう平へい試作部課長。

「こんにちは」

「こ、こんにちは。……お疲れさまです」

「中に入らないの？」

　ドアノブに手をかけたまま、部屋へ入らず固まっていた私。それがおかしかったのだろう、くすりと一笑した彼に促されて慌ててドアを閉めた。大きな封筒を抱えながら、恐る恐る黒岩課長を見上げる。

　秘書課へ何度か来た時は会釈したり、会議などでも遠目から見かけたことはある。前例のないスピードで成果を積み重ね、異例の出世を遂げる〝エリート〟――これが彼の異名。確かハーフとは噂で聞いていたけれど――実際に向かい合ってみれば、顔とスタイルのよさは芸能人に勝るとも劣らず、阿野さんの機嫌が一段と悪かった理由はこれね、と妙に納得した。

「何度か秘書課では会ってるよね？　俺は試作部の黒岩です、よろしく」

「あ、私は吉川と申します。よ、よろしくお願いいたします」

　小さく頭を下げると、フッと小さく笑われる。その魅力的な微笑を前に、恥ずかしさと緊張が押し寄せてきた。

「あの、営業部長はご不在でしょうか？」

「打ち合わせが長引いてるらしいよ？　俺も待たされてるところ」

　肝心な用件を尋ねると、オフィスチェアを引いた彼が窓に背を向けて腰を下ろした。

「では、申し訳ありませんが、こちらを営業部長にお渡しいただき」

「よかったら、少しだけ話に付き合ってくれないかな？　あと十分って言われても、ひとりで待つのは暇なんだ」

「え……？」

　用件を済ませて早く逃げようとした私に畳みかけるように、でも穏やかな口調で課長が言った。悠然と綺麗な笑みを見せる彼に打つ手立てもなく、私は目の前のオフィスチェアに座って向かい合う。栗色の髪とダークグレイの瞳は、まさに現代のプリンスのようで。人目を引くその容姿にドギマギするばかり。

「吉川さんって」

「は、はい？」

　今も向かい合うだけで緊張感を生み出すのだから、エリートと呼ばれている理由も何となくわかった。

「仕事、楽しくないでしょ？」

「へっ？」

「この部屋の壁は意外と薄いから、注意したほうがいいよ？」

「えっ？　あ！　その……」

　間抜けな声を発しながら課長を見ると、ダークグレイの瞳はどこか無機質な色をしていた。

　溜め息をついただけのはずが声まで漏れていたらしい。まっすぐ向けられる瞳を前になす術もなく、ただ苦笑いを浮かべる。それさえ引きつったものへと変わっていく。一切の表情を消した黒岩課長がその態度に怒ったと感じて。

「理工学部出身らしいね」

「え？　あ、は、はい」

　身構えたところで、口を開いた課長の唐突な問いかけに目を見開いてしまう。『なぜ知っているの？』と動揺しながら頷うなずくものの、相変わらずクールな表情に変化なし。そこで彼の骨張った指先が、トントンと数回デスクを叩く。その音さえも、今の私には恐怖心を煽るものだった。

「なんのために入社したの？」

「……え、と」

「遠慮する必要はないよ」

　突拍子のない質問の数々に耐えきれず、ついに視線を逸らしてしまう。口調はいたって穏やかで優しい。ただ、ダークグレイの瞳が無機質に映るだけ。まして、目を泳がせているのは彼が理由ではなかった。

　心の内を他人に悟られてしまった、という気まずさから。

「吉川さんの目が……俺が入社した当時と似ていたんだ」

「それは、どういう？」

　しばらく続いた沈黙を破ったのは、エリートと称される人からはとても想像のできないひと言。私は唖然としながら共通項を探ってみるものの、そんなの皆無。

「事情はどうあれ、人には必ずチャンスが訪れるってことかな？」

「チャンス、ですか？」

　その言葉に引き寄せられるように顔を上げた私に、黒岩課長は微笑みを浮かべて頷いてくれる。そこはかとなく漂う彼のオーラに、捉われたように目が離せない。

「さっきの質問のすべてに答えが見つかるまでは……まず、目の前のものをこなすべきだと思うよ？　今はわからなくていい、ひた向きにぶつかっていくその姿勢こそが一番大事！　そこで得られるものは必ず、いつか役立つ時が来ると、経験者は語ってみたりね？」

「は、は、い。あの、ありがとうございます」

　バリトンの声音で、今の私には最も手厳しい言葉を向けられた。けれど、不思議と反発心は湧き上がらない。きっと、黒岩課長という自分に縁遠い人物のアドバイスであるからだろう。微笑のあとでセンスの光る腕時計へ目を向けた彼が、「あ、そろそろ時間だ。付き合ってくれてありがとう」と言って、話はあっさりエンドを迎える。

　その瞬間、ふっと破顔した黒岩課長に、ものの十分で圧倒されたらしい。おずおずと立ち上がった私が封筒を手渡した時も、爽やかなフレグランスの香りが鼻腔をくすぐった。今までの彼氏とは違う、大人の男性と接して、鼓動はまた一段と速くなっていた。

「失礼しました」と一礼して、逃げるようにその部屋をあとにする。慎重に扉を閉めれば、今度は鳴りやまない心臓の音に戸惑う。

　噂以上に素敵な人だった。課長に恋する社内の女性の気持ちがわかった気がする。思わず、熱い吐息が漏れた。ハッとした私は、ドアから離れて廊下の壁にもたれる。今度は落ち着かない気持ちを悟られないように……。両頬の熱さは少し気になるけれど、もうすぐ営業部長が戻ってくるはず。名残惜しい気持ちにフタをして、静かにその場を離れることにした。

　すると営業部のフロアを通り抜ける時、こちらへ近づいてくる阿野さんが視界に入った。黒岩課長ファンの彼女に捕まれば、嫌味のオンパレードが待っているだろう。そこでとっさに腕時計に目をやり、俯うつむき加減のままエレベーターまで小走りで向かった。さすがに彼女も新人であるから、フロアを離れてまでは追いかけられず。

　いささかホッとして到着したエレベーターへ乗り込んだ。上昇していくにつれ同乗していた人の数も減り、秘書課へ戻る時には広いエレベーターにひとりきりだった。フロアを歩きながら、両手で頬をぺチンと軽くひと叩き。いつまでも〝課長オーラ〟に夢中になっていてはいけないから……。

「ただいま戻りました！　遅くなってすみません」

「いいのよー、部長の雑談に付き合わされたでしょ？」

　茶色のドアを開けて一礼すると、一番奥のデスクでパソコンと格闘している絵美さんの明るい声が返ってきた。

「え、と……はい、すみません」

「ほんと長いのよねぇ、あの人の話って。人はいいんだけど、そこが難点よ」

　彼女がそう言った直後、室内はたちまち笑いに包まれる。その中で、私は思い出していた。

『必ず訪れるチャンス』――。先ほどの言葉で、今までが嘘のように心は軽くなっている。入社時点で希望を絶たれた今の私に、果たして彼の言うチャンスが巡ってくるのかはわからない。けれど、心を入れ替えて秘書課で頑張ってみようと、素直にそう思えた。










新たなる日々




　秋の冷たい木枯らしの次は、寒さ厳しい冬が訪れる。賑やかなクリスマスやお正月を過ぎれば、あっという間に年末年始の休暇ムードも薄れていく。

　周りから『社会人になると年月の経過が早い』とは聞いていたそれを実感した、社会人生活一年目。あれほど心に巣食っていた負の感情は跡形もなく消えていて。むしろ、いかに自己中心的だったのかと猛省している。課長との一件から半年ほど経ち、私も少しは大人になれたのかもしれない。

　さらに先輩秘書達と飲みに行く機会が増えたことも重なって、今は心から楽しい職場だと思っている。また先輩からのアドバイスをきっかけに、予想外の配属によって持っていなかった秘書検定の試験に挑戦。先ごろ、まずは準一級を取得。次回は一級合格のために勉強中で、〝とにかく前へ進むこと〟を大切にしている。

　そうして桜のつぼみが膨らみ始める頃、季節は穏やかな陽気の春を迎えていた。同時に、社内もにわかに騒がしくなる。三月中に行なう異動による引き継ぎや、四月に入社する新人の配属先がその多くを占めていた。めったに異動のない秘書課でも新人が入るのか、と話題に上がっていた。

「絵美さん、今年度は採用枠が増えるんですか？」

「うーん……そうねえ。たぶんね」

　給湯室でコーヒーを飲みながらの休憩中。明朗快活な彼女から珍しく歯切れの悪い答えが返ってきたので、私はつい首を傾げてしまう。去年は同じ頃に、私の採用決定を聞きつけて秘書課内で話を広めたと先輩達から聞いていたのでなおさら。

「あ、電話。ごめん、先に行くね」

「はい、わかりました」

　そこで着信が入った絵美さんは、プラスチックのカップを捨てて給湯室をあとにした。ちょうど休憩時間も終わりに近づき、私もカップをゴミ箱へ捨てて部屋を出る。秘書室へ戻る前に化粧室へ立ち寄ろうと、ひとり廊下を歩いていた時だった。

「ちょっと修平！」

　このフロアには似つかわしくない怒りに満ちた声に驚き、思わず足を止めた。その声は、化粧室の近くにある階段のほうから聞こえた。

「どういうことよ!?」

　息を潜めていると、再び響いた怒声は絵美さんのもの。彼女が発した名前って、もしかして……。

「絵美さん……頼むからそんなに怒らないでほしいんだけど」

「修平！」

　もう一度、叫んだその名前と、もうひとつの声が聞こえて、ビクリと身体が揺れていた。それはまぎれもない、黒岩課長のものだったから。

「私の気持ちを知ってたくせに、どういうことよ!?」

「……わかってるよ、それは充分」

「わかってたら、どうしてそんな態度でいられるわけ!?」

　私のいる場所からふたりを捉えられないけれど、苛立ちを露わにする絵美さんと、いたって冷静な課長の声はひどく対照的に聞こえて。それは同時に、ふたりの親密さまで窺うかがわせていた。

「どうしても欲しい」

「修平……」

　絵美さんへ向けられたストレートなひと言が耳に届いた瞬間、胸に小さな痛みを感じて目を見張る。

　私、なんでこんなに傷ついてるの……？　この胸の痛みの理由なんか知りたくない。そのまま音を立てないように注意し、この場を離れることにした。




　化粧室に寄ることも忘れて秘書課へ戻った私は、動揺を隠すためにパソコンと向き合っていた。カタカタと必要以上にキーボードを叩いてしまい、力んでいるのに直らず。それでも、画面と無言で向き合うデータ入力が今日ラストの業務で救われた。この心境のままでは、絵美さんのサポートは少し辛い。上手く笑えそうにない……。そこでピタリ、と手の動きを止めた。

『どうして今、そんなことを考えてしまったの……？』と、我に返ったあとは、ひどい自己嫌悪に見舞われる。これだと私、黒岩課長を好きみたい。あの一瞬で、そんなのあり得ないよ……。

　この半年間で黒岩課長が秘書課を訪れる機会は何度もあった。もちろん下っ端の私に用事はなく、ほぼ絵美さんと秘書室の奥にある談話スペースで打ち合わせ。もしくは黒岩課長から連絡が入って、彼の所属する試作部まで絵美さんが赴いた。まれに、私が専務への書類を届けたりお茶を出す時など、専務と談話中の課長に出くわすことは数回あった。そこで挨拶を交わしたりはしたけど、所詮は社内での対応として相応なもの。

　美しいその外見だけでなく、仕事面で高く評価されている彼に、憧れる女性は数知れず。出世頭の独身男性とあれば、彼女達が積極的になってもおかしくないのに、なぜか告白する人はほぼゼロに近いという。

『絵美さんと課長って付き合ってるらしいよ？　お似合いだよね』と、あっさり疑問を解いてくれたのは、秘書課で一番お喋りな先輩だった。背の高い絵美さんと黒岩課長が並ぶと、まさに美男美女。絵になるふたりは、プライベートでも〝親密〟とも教えてくれた。

　そんな噂を目の当たりにして、やっぱり驚いた。きっと、憧れと尊敬の念を恋と勘違いしたんだ……。まだ開かない秘書室のドアと一番奥の不在のままの絵美さんの席を、ちらりと見たのは不可抗力にしよう。いつしかスリープに切り替わっていた画面をクリックし、ようやく資料作成を再開した。




　すっかり春の心地よさにも慣れ始めた、数日後。その日の私は、第二秘書として担当する専務秘書室で留守番をしていた。そこで指示を受けたレセプションパーティー招待客の確認作業に追われている。

　専務室の手前に備えつけられているマホガニー色のデスクが今日の職場。秘書室より座り心地のいいオフィスチェアで、ひとり黙々とパソコン画面と招待客リストのそれぞれを注視する。

　おおらかな専務との相性のいい絵美さんは、彼の第一秘書を長年担当している。それに加え、副社長と常務の第二秘書までこなしており、課内や重役からの信頼も厚い。そんな彼女は本日、専務の日帰り出張に同行しているので不在だ。

　三月末の現在、すでに異動者や新入社員の配属先も発表されているが、予想通り秘書課は該当者ゼロ。このまま秘書課への新入社員の配属も見送りかな？と考えていれば、備えつけの電話が内線を知らせた。受話器を手に取り、「専務秘書室でございます」とワントーン高い声で応じる。

『試作部の黒岩です』

「お、お疲れさまです」

『お疲れさま。吉川さん、専務は本日、不在だよね？』

　まさかの電話相手に動揺した直後、『吉川さん』と覚えていてくれた嬉しさで頬が熱くなる。

「はい、終日不在ですが」

『だったら今、書類だけ持参するから』

「でしたら私がっ」

『そちらまでお伺いしますよ』

　再度断ろうとした時には、無機質な通話終了音に阻まれてしまう。静かに受話器を置いた途端、彼がここに来るという緊張感が襲ってきた。右往左往しそうな心をなだめていると、コンコンコン、とドアのノック音が響く。「はい！」と言いながら急いで立ち上がると、重厚な扉がゆっくりと開いた。

「吉川さん失礼するよ？」

　顔を覗かせたのは、数日ぶりに見る黒岩課長。

「は、はい。わざわざすみません。私が伺いましたのに」

「いいよ。俺も気分転換になるから」

　ペコリと頭を下げれば、彼は穏やかに笑ってフォローしてくれた。そして「専務から頼まれた資料だからよろしく」と手渡されたのは、社外秘と記載された書類一式。いささか緊張しながらも丁重に受け取り、ひとまず自分のデスク上へ静かに置いた。

　ふたりきりの今、不意に数日前の絵美さんとの光景が浮かび、上手く笑えているのかわからない。

「あれから頑張ってるそうだね」

「え……？」

　ただでさえ多忙の課長だから、すぐに戻るだろうと考えていたのに。思いがけず話しかけられて言葉に詰まる。意志の強いダークグレイの瞳と恐る恐る向き合ったのは、これが二度目のこと。オフィスチェアの隣で佇み、ひとり困惑していると、課長は私の使用するデスクの正面に立った。それは、私に逃げられないと告げるように。

　今日の課長はネイビーのストライプスーツに、光沢あるシルバーのネクタイを合わせている。彼の発するオーラのせいか、なおさら大人の雰囲気を醸していた。

「あ、あの」

「うん」

　真近で見る彼の整った顔、人の心までも読み取ってしまいそうな強い眼差し。それらに触れ、半年前に抱いたあの感情が蘇った。認められない何かが、心を忙しく動かしていく。私は混乱する頭を必死に整理しながら、ようやく口を開いた。

「あ、あの私……ずっと課長にお礼が言いたかったんです」

「お礼？」

「はい……えと」

　続きを待ってくれるのか、課長は反応を見せない。恥ずかしさが込み上げる中で、ひと呼吸おいて続けた。

「あの時……半年くらい前にお話しさせていただいた時……。課長がアドバイスをくださらなければ、私はとんでもない勘違いをしたまま仕事から逃げるところでした。どれだけ自分を過大評価して、自己中心的に物事を捉えていたか、身に沁みて反省しております。課長のおっしゃっていた『チャンス』がいつ訪れるかわかりませんが、この会社に入社できてよかったです。阪本先輩みたいに目標としたい先輩に出会え、日々鍛えていただいていますから」

　課長は静かに私の話に耳を傾けてくれる。あの時の感謝を伝えたくて、私は深くお辞儀をして話を締め括った。あれから以前のように、溜め息混じりで仕事に向かうことがなくなった。そして自分に足りないものを探し出し、必死に励むきっかけを与えてくれたのは、あなただと……。

「吉川さん」

　名前を呼ばれて勢いよく顔を上げると、課長は穏やかな顔でフッと一笑した。

「絵美さんが心配する後輩を救えて、俺も嬉しいよ」

「どういう？」

「実を言うとね、少し相談されていたんだ」

「……え」

　黒岩課長が絵美さんから相談を受けていた……？

　思いもよらない発言に目を丸くすると、彼は小さく笑って頷いてくれた。

「知ってるかもしれないけど、絵美さんは俺の大学の先輩でね。吉川さんが入って、確か半年くらいの頃かな……？　同じ大学出身者で飲み会をしたんだ。その時に珍しく、絵美さんから相談されたことがあってね……」

　専務秘書室にもうひとつある、第一秘書の絵美さんのデスクにもたれた課長の話を聞いていても、頭の中は真っ白だった。絵美さんはずっとわかっていたんだ。そして課長は優しい彼女を案じて、生意気な後輩へエールを下さったのに、私は……。

「す、みませ……っ」

　謝罪をするよりも早く、涙が頬を濡らしていた。それ以上は何も言えずに口を閉ざした。せめて見苦しい泣き顔は見られたくないと、俯いた私は、この空間から出ようと出口へ向かった。

　しかし、「待って」という声がかかり、後方から右手首を掴まれる。手首をとらわれた私は、ドアノブに手が届くまで、あと一歩だったのに。顔も上げられず、今もこぼれ落ちる涙が惨めな気分を誘うようだ。

「ごめん、勝手なことして」

　背後で聞こえた悔やむ声音に、私は左右に頭を振るのが精一杯だった。課長が謝る必要はどこにもない。あなたの大切な人である、絵美さんの好意を踏みにじってきた私がすべて悪いのだから。立ち尽くしたまま流れていく無言の時は、自分を責めるには充分だった。それなのに、大きな手に掴まれている右手首は意に反して熱を帯びていく。

「吉川さん」

　たった一度、名前を呼ばれるだけで、こんなに鼓動が速まることはかつてなかった。どうして今この状況で、認めなければならないの？　――私はあの日から、黒岩課長が好きだったという事実を。

「は、なして……くださっ」

　この答えに行き着いた以上は、潔く距離を置かなければダメ。課長の善意は、大切な人の苦しみを取り除くためのものだから……。

「お、ねが……っ」

　このままでは埒があかない、と後ろを振り返る。ポロポロとこぼれる涙にかまう余裕もないまま、行く手を阻む課長に解放を望んだ。

「ごめんな」

　ふと悲しみ混じりの表情を見せる彼の手の力が緩んだ。私はダークグレイの瞳を直視することもできず、視線をさまよわせてしまう。謝られるほど、惨めになって苦しさが増す。私は無言で深く一礼すると、専務秘書室のドアを開けて部屋をあとにした。




　まだ仕事もあるのにこの顔で秘書課には戻れない。申し訳なさを抱えてひと気のない階段へと走った。そして急ぎ足でバタバタと半階分下りた先にある、踊り場手前の段で座り込んだ。床はひやりと冷たいものの、それが火照りを沈めるように、ほんの少し落ち着いた。ポケットからハンカチを取り出し、涙の乾き始めた頬と目元を押さえながら深呼吸。

　早く戻らなければ、と思えるまで平常心が戻って来た。だから、ふたりの姿を見ても大丈夫。ズキズキするこの痛みの余韻には素知らぬふりをして片隅に追いやってしまおう……。

　それから腕時計をちらりと見ると、専務秘書室を抜け出して五分が経過していた。黒岩課長は、もう部署へ戻られたよね……？　スカートについた埃をはたきながら立ち上がる。そのまま階段を下りて向かったのは、秘書課のある階の化粧室。

　その扉を押すとすぐ、隅に備えつけられた棚を開ける。そこには課員が手ぶらで来てもメイクが直せるように、それぞれの化粧ポーチが収納されていた。

　化粧室の大きな鏡と対面する。案の定、目元と肌は悲惨なもので、溜め息のあとに手直ししていった。

　それでも、メイクでは真っ赤な目と腫れをごまかせず。『あとは時間頼み』とまた溜め息をついて、使用したポーチを片付ける。なかば開き直って化粧室のドアを引くと、声をかけられた。

「大丈夫？」

「……え？」

　まさか化粧室のドアの向こうに人がいるとは思わず、私はその場で固まってしまう。それが先ほどまで、〝ひと悶着〟あった課長とあれば当然だった。

　驚きのあまりまばたきを繰り返す私に、壁にもたれていた課長は静かに微笑する。組んでいた腕をはずして姿勢を正すと、ダークグレイの瞳でこちらを見据えた。

「あ、の、先ほどはご迷惑をおかけしてすみません」

　課長は何も悪くない。まずは謝らなければと、私は急いで頭を下げる。きっと、泣かせた罪悪感から探しに来てくれたはず。勝手に焦燥感に駆られて、仕事中に悲劇のヒロインのごとく大泣きした私は社会人失格だ。

「いいから、顔を上げて。怒ってないから」

　すると、課長の声が優しく響いた。秘書室からわずかに聞こえる音以外、このフロアに響くものはない。全面窓のビル内から臨む景色は雑多な都会を映し、差し込む光が高層階のオフィスで向き合う私達を温かく照らしていた。

「ありがとう、ございます」

　私は、たどたどしくも笑ってお礼を伝えた。でなければ、課長のほうがまた、『ごめんね』と口にすると思ったから。無用な謝罪は、どちらも空虚感が募るだけ。それにこの優しさも同情にすぎず、彼女以外の万人に向けられるものだと承知していると伝えたくて……。

　いつまでも化粧室の前にいるのもなんだからという彼の提案で、この階の給湯室へ向かうと、コーヒー・サーバーで熱々のコーヒーを飲んだ。

「やっぱり苦いよね、こういうのって」

「ブラック、苦手でした？」

「いや……喫茶店のが好きなんだよね」

　コーヒー党にとって、インスタントのコーヒーはお世辞にも美お味いしいと言えない。カップに口をつけて苦笑する姿が可愛く見えるのは、どうしてだろう？　狭い空間に漂うコーヒーの香りに加え、ふわりと届く課長の香りにも過敏らしい。私は意識をそらすため、給湯室の出口付近の壁にもたれて、彼と一定の距離を保つことに気を配る。

「あの……お時間は大丈夫でしょうか？」

　忘れてはいけない。課長のお相手は、私の大好きな先輩の絵美さん。強く意識するたび、事務的な口調になってしまう。

　そこで、早くもコーヒーを飲み終えた彼がゴミ箱へカップを捨てる。私も続いて残りをあけた。どうにか飲み終えたコーヒーの容器を捨てると、待っていたように彼が口を開いた。

「吉川さんに一番大事なことを伝えてないから、このまま戻れないんだ。さっき邪魔したのも、実は吉川さんに話があったからだ」

　課長が私に伝えたい大事なこと……？　答えが見えず、首を傾げる私に微笑んだ彼。距離を置くと決めたのに、その表情を見て、胸の鼓動が高まる。そんな自分に苛立ちを覚えた。

　こうして課長と共に、まず隣接する秘書課へと立ち寄る。課長に指示された通りに、「専務秘書室をしばらく留守にします」と先輩方に話す。その結果、不審がられることもなく、ふたつ返事でＯＫをくれた。

「申し訳ないけど、吉川さんに少し手伝ってもらいたい件があるから」

　課長の有無をいわせない、この援護のおかげだろう。

「場所を変えようか」と言われて、まずはふたりで専務秘書室へ赴き、部屋を施錠する。専務と絵美さんは不在だし、この部屋でもよかったのにと思ったことは秘密だ。ダークグレイの瞳は何を考えているのかわからず、私は黙ってついていくしかない。

　エレベーターが到着を告げて降りる。そこは二十階。部署の人間以外はほぼ縁のない試作部のフロアだった。もうすぐ秘書課で二年目を迎える私もまたしかり。

　よく頼まれて行く営業部とは違い、エレベーターを降りた先に重厚な鉄製のドアが構えていた。この部署には関係者以外は入室できない仕組みがあって、課長はそのひとつである指紋認証チェックを済ませた。その他にも私には理解できない装置があり、電子音がいくつも鳴って、ようやく入室が可能になるらしい。その様子を見ながら感心していた私に、課長が聞いてくる。

「吉川さん、危険物は持ってないよね？」

「えっ、もちろんです！」

「セキュリティーの決まりで悪いけど、ここではスマホの電源をオフにしてくれるかな？」

「かしこまりました」

　部署内の厳重な情報漏えい対策は、開発や研究の苦労を思えば、面倒とは言えないだろう。スマホの電源をオフにして、課長の後ろをついていく。初めて足を踏み入れる試作部に、緊張で身体が固くなっていた。

　落ち着かない気分で歩く私は秘書課の制服姿。白衣姿が大半のこのフロアでは明らかに浮いていた。さらには試作部のエリート――黒岩課長が隣を歩いている。私達が部署に入るなり、一斉に視線を集めたと気づいて身の縮まる思いだった。

　この部署は日夜、自社製品もしくは他社との共同制作製品の開発と研究をおもに行っている。たとえばプラスチック製品、繊維製品、美容製品と、この部署だけで幅広い事業に携わっているらしい。

　そんなこのフロアは、秘書課の私から見て異次元空間だった。

　課ごとに向かい合って並んでいるデスク上には、書類の他、器具やサンプル品が山のように積み上げられている。その中で打ち合わせをしたり、諸外国からの電話に応じる光景はバイタリティに満ちていた。奥にも研究施設が見えて、そこを出入りする白衣姿の女性も見られる。誰の目から見ても、会社の未来を担うと謳われる部署にふさわしい姿がそこにあった。私もここで働きたかった。ここには、かつて抱いていた熱い気持ちを思い起こさせるだけの、何かがあった。

「……さん、吉川さん聞いてる？」

「は、はい!?」

　フロア全体を必死に眺めていたところへかけられた穏やかな声。我に返った私は、慌てて前方へ視線を戻した。

「『ここのミーティングルームに入るよ』って言ったんだけどな」

　ダークグレイの瞳はいささか困惑しているのが窺えた。課長は苦笑いを浮かべながら、小さな部屋のドアを開けた。

「す、すみません！」

　ドアを開けたまま待っているので、ペコペコ何度も頭を下げて中に入った。どうやらここは数人で使用する小会議室らしい。

「ハハッ！」

　突如聞こえた笑い声に驚き、「な、なんでしょう!?」と、慌てて尋ねる。

「吉川さんって……見た目と違って面白いよね」

「えええっ!?」

「ハハハッ、その反応とか」

　室内に響くのは、ドアを閉めてくれた課長の軽快な声。屈託のない表情も、仕事中にはめったに見られないはず。促されるままに向かい合う形で座っても、彼はいまだに笑いが止まらないのか、小刻みに肩を揺らしている。

「……本当にご迷惑ばかり」

「いや、想像していた通りで嬉しいよ」

　そこで課長は潔く、態度を切り替えた。ダークグレイの瞳は、静かに私の思考を見破っていたのだ。ほんの少しでも気に留めてもらえていた事実が嬉しくて、先ほどより速まった鼓動。これは不可抗力だと思いつつ、「いろいろとすみません……」と返した。

「まーた謝った！」

「へっ!?」

「謝るよりも『ありがとう』がベターだと思うよ」

　私の思いを知ってか知らずか、デスクから身を乗り出して言う。ぱちぱちと目を瞬かせる私を見て、フッと笑みを見せた課長に鼓動が速まる。

「早速だけど、吉川さんは、この部署を見てどう感じた？」

　あまりに唐突すぎる課長の質問に、今度は戸惑いを覚えた。なんと答えればいいのか、何が正しいのかまったく見当がつかない。その瞳に捉えられると、まるで金縛りに遭ったように目を逸らせない。無言を貫く課長になぜこれほど心を揺さぶられるの……？

　おもむろに席を立った彼が、カーテン代わりの部屋のブラインドを開くと、こちらを振り返る。途端に蛍光灯の白い光が差し込み、フロア全体の見晴らしがよくなった。

「さっきの問いに正解はない。単純にどうかを聞いているだけだよ？」

「ですが、私の意見は参考にならないかと」

「だから～！　自分の意見を初めから否定するのはよくないって。口にする前から自分の意見を卑下すれば、人には伝わらないと思わない？　それにこの状況って、本当に俺が苛めてるみたいじゃん！　ね、違う？」

「……かもしれません」

「フッ、そうだよ！」

　窓の隅の壁へもたれながら諭してくれる姿は、噂とは違って実にフランクなもの。これこそレアな場面よね？と、思わず笑ってしまう。すると、課長もまた優しい表情を浮かべていた。

「あの……私ですね。非常に単純なんですが、試作部の方々をすごいと思いました。とても多忙な部署だと噂で伺っていたのですが、初めて拝見させていただいて、みなさんが生き生きとしていて圧倒されました。純粋に仕事を楽しんでいる姿は、正直言って羨ましいというか……素直に憧れます」

　うん、これが偽りのない正直な感想。ひたすら好きな仕事に打ち込める環境を、ただ羨ましいと思ったから。静かに私の話を聞いてくれた課長が微笑する。それが今までのものとはまた違って、甘く感じるから不思議……。

　すると彼は、先ほど自ら開いたばかりのブラインドをなぜかまた閉じてしまった。戸惑う私をよそに、シルバーのネクタイへ手をかけた。それを緩ませながらひと息ついた課長のラフな姿を前にしてドギマギする。

　ど、どうしたの……？　いつでも固さを崩さない課長の違った一面に、ドキドキと逸る鼓動が緊張で包む。こんな姿を見せる理由って……あ、私が絵美さんの後輩だから、か。そんな事実を再確認して、心に暗いものが漂いはじめた。彼女に申し訳なさを感じつつ、貴重なその姿からは目が離せなかった。

「あ～、ホッとした。これで進められる！」

　席へ戻り、椅子に腰を下ろした課長の第一声に目を丸くする。

「す、進められるって、どういうことでしょう……？」

「吉川さんの感想のお陰」

　再び向き合うと、満足げに笑った顔で私を見てくるので首を傾げた。ますますわからない。あの陳腐な意見のどこに、この顔を引き出せる何が隠れていたの……？

「ここの仕事……興味あるんだよね？」

「……あ、ええ、はい」

「秘書課や試作部の人事異動が少ないことは知ってるよね？」

「は、い」

　上ずった声で動揺は悟られているはず。ひとつずつ言質を取られるかのごとく、尋ねられるたびに私は頷いた。しばらくして課長は人差し指でトントン、と数回テーブルを叩いた。以前見たその行為が、部屋の空気をピンと張り詰めたものに変えてしまう。

「秘書課の本筋はサポート業務。適性はもちろんのこと、担当者と良好な関係を築くことが何よりも重要。それらが相まって、細やかな気配りや信頼へ繋がると聞いているけど、どう？」

「ええ……先輩方を見ているとそう感じます」

「つまり、別部署と同じスパンで異動させるにはいろいろと難しい面が発生する。形式的な引き継ぎだけでは解決できない部分があるとね……。事情はどうあれ、この部署も同じなんだけど」

「どういう……？」

　いつしか課長の声音が変わっていた。それは相手を威圧するようなものではなく、実に心地よくすんなりと耳に入ってくる。

「試作部はね……確かに専門知識は相当必要だと思う。ここに在籍しているメンバーは、各々がスキルを持って入社しているからね。でも、そんなのたいした話じゃないんだよ」

「え……？」

「平たく言えば、知識を活かす力がなければ務まらない。つけ加えて、試作開発で習得した技術経験を活かすセンスも必要かな？　未来で役立つために、腰を据えて研究に取り組める態勢づくりがここの大前提。それで部署異動が行なわれないんだ」

「端折ったけど大丈夫？」と尋ねられて、頷き返した。親切に説明して下さるけど、なぜそれを私に〝今〟するのか……。今もなお、ダークグレイの瞳はこちらをまっすぐ捉えて離さない。

「ねえ吉川さん、ここへ来ない？」

「……は？」

「うん。スカウトしてるんだけど」

　沈黙を破ったのは、茶目っ気たっぷりの課長の声。さらに彼はテーブル上で腕を組んで、微笑している。薄く形のよい唇をぼんやり見ながら、そのひと言を噛み砕いていた。

「……ええええ!?」

　そこでようやく事態をのみ込んだ私が発狂し、静かなミーティングルームに木こ霊だました。

「実は、この部署の新たに発足する課で働いてもらいたいと思うんだけど。どう？」

「ど、どうって……」

　どんな反応をしようと想定内なのか、表情は崩れない。そうして唖然とする私をじわじわ追い詰め、不安定な心を揺さぶってくる。

　姿勢を正した真剣な眼差しの課長と、改めて対たい峙じする。ここぞの檄げきはあまりに強力で。クールな表情と優しい声のギャップに惑わされた私の口からは、『よろしくお願いします』とやけに頼りない声が出ていた……。










気持ちの狭間で




　あれよあれよと辞令を受け、試作部への異動が決定して早一週間。専務の第二秘書の席は、私の三期上の先輩が兼務で担当くださるという。実感がないまま始まった引き継ぎ業務も、いざ開始すれば下っ端の私にはなんら伝達事項がなく、さほど変わらない日々が過ぎていた。

　若干、一名の不機嫌さを除いては……。

「あームカつくっ！　真帆ちゃん取られた！」

「すみません」

　そんな今日は秘書課としては最後の出勤日。絵美さんとふたり、いつものように専務秘書室で仕事をしている。パソコン内のファイル整理をする私の隣のデスクで、カーペット張りの床をダンダンとヒールで蹴る彼女には謝る他ない。

「いいのよ真帆ちゃん。悪いのはぜーんぶ修平だ・か・ら！」

　ニコリと微笑んでくれたものの、その顔はどこか黒いものを漂わせている。まだ怒りがおさまらない、と手にしていた書類をグシャリと握り潰したのがその証拠。さらに鋭い視線をゴミ箱へと向け、紙くずを思いきり投げ入れた。その足で自身のデスクへ戻って油性ペンを持った彼女は、〝打倒・試作部！〟と紙一面に書いていた。それをデスク脇にある、小さなシュレッダーの差し込み口へ投入。音を立てて粉砕される紙を見送る、眼力は素晴らしい。

　美人が怒ると迫力が増すというのは本当だ。

「え、絵美さーん！　段ボールの中のファイル類、すべて保管室へ戻しますね？」

「あ、うん。よろしくー」

　使用済みのファイルが入った箱を持ち上げると、両手で支えながら秘書室を出た。オフィス最上階から臨む景色は、都会の喧騒を一望できるから好き。荷物を抱えながら、今日で見おさめとなるその光景を横目に、役員室の連なる廊下を歩いていた。

　資料室は秘書課の階にあるので、専務室からひとつ下の階に行くだけ。でも、荷物が重いのでエレベーターを使用する。さほど待たずして到着し、扉が開いたので、その中へ急いで乗り込んだ。

　その後も、何かひとり言をぶつぶつ呟いていた絵美さん。黒岩課長……彼氏の不満を漏らす様子を可愛いなと思う半面、胸の痛みが止まらなかった。

　エレベーターを降りてまっすぐ進むと、つきあたりに秘書課専用の資料室がある。箱を下へ置いて、制服のポケットに入れてあるキーを取り出した。ここは役員会等で使用した、いわば重要書類の保管庫。

　カチャリ、と音を立ててドアノブを回す。小会議室ほどの広さの室内は、ガラス書庫と書棚で埋め尽くされていて殺風景。小さな白テーブル上へと持ってきた箱を静かに置く。そしてドアを閉めれば、室内に立ちこめる古びた紙のにおいが鼻をついた。持ち込んだファイルをすべて取り出すと、それぞれ所定の位置へ戻していく。

　秘書課に配属された時は辞めたい……なんて生意気なことを思っていたのに。実際に去ることになると、居心地のよかった職場を離れがたい。それは紛れもなく、秘書課の主任である絵美さんのおかげだ。彼女の仕事に対する姿勢は、秘書課の士気も高めていた。黒岩課長が絵美さんのことを好きになる理由も充分すぎるほど伝わっていたもの……。

　ファイルを戻し終えると、準備室に施錠する。箱を処分してから再びエレベーターに乗り込んだ。一階上へ到着し、全面窓を一瞥すれば、外の景色は薄闇色に変わっていた。

　小走りで向かった専務秘書室のドアを開けると、絵美さんがパソコンと向き合いながら恐るべき速さで入力中だった。

「ただいま戻りました」

「あ、お帰りー」

　そう言ってその手を止め、オフィスチェアごとくるりとこちらを向いてくれた。

「あの、あと何か」

「ううん、もう大丈夫！　このあとウェブ会議の進行が入ってるし、そろそろここを閉めようと思ってたの」

「会議、何時からですか？」

「うーん、現地に合わせて二十二時の予定」

　椅子から立ち上がった絵美さんは、両腕を伸ばしたり首を回したりと、相当お疲れのご様子。

「ご準備大変ですよね……あの、もし何かお手伝い」

「あっ、いいのいいの！　大丈夫よ、修平のサポートだけだし」

「そ、そうですか」

「そうそう。アイツに任せて私は見てるだけー」

　ここは動揺する前に、おどける彼女に笑って返すべきだったのに、笑顔が作れなかった。

「それより、私のせいで送別会できなくてごめんね……。真帆ちゃんはゆっくり休んで来週に備えて、ねっ？」

　今月は特に多忙を極めている絵美さん。秘書課のメンバーで私の送別会をしよう、という自らの提案を実現できないゆえの謝罪。気遣わせてばかりのこちらのほうが申し訳ないのに。私は再び座った彼女の隣の席から、そそくさとバッグを手にした。

「……あの、絵美さん、今まで本当にお世話になりました」

「もう真帆ちゃんってば改まって……恥ずかしいなぁ。ずっと会えなくなるわけじゃないし、また飲みに行こうよ？」

「はい、ぜひ！　ありがとうございます。ではお先に失礼します」

　ちなみに昨日から専務は単独で本社出張中。そのため事前に異動する旨とお礼は伝えてある。専務秘書室を出たその足で秘書課にも立ち寄る。先輩達にお礼を告げて部屋をあとにした。

　更衣室で制服から私服に着替えるのもこれで最後か……。感慨深くエレベーターへ乗り込むと一階を目指す機内は帰宅ラッシュの最中。階ごとに人が増えていき、私は隅のほうで定員すれすれの中を耐えていた。すると何度目かの停止先の八階で、見慣れた女性の姿を捉えた。

「あ、吉川さんもいたのね」

　窮屈な機内で遭遇した相手に困惑しつつも、笑って小さく頭を下げた。その後、動き始めたエレベーターのデジタル表示を見るふりをして、居心地悪い視線を逸らす。依然として鋭い眼差しを前方から感じ、私は早く地上へ到着することを願っていた。

　ようやく停止した機内から続々と人が出ていき、ホッとしながらエレベーターを降りると、出口すぐのところで待ちかまえていた阿野さん。対峙した瞬間、パシン！と乾いた音が響き、頬には鋭い痛みが走った。

「痛ッ」

　パンプスを履いた足元はふらつき、視界にはチカチカと閃光が走った。エントランス付近に居合わせた、周囲のざわめきを気にする余裕はなくて。今、何が起きたのかもよくわからないまま、ひりひり痛む頬を押さえるだけ。呆然と立ち尽くす私は、腕を組んで、こちらを強く睨み続ける彼女と向き合っていた。

「ほんと、男に取り入るのが上手いのね。秘書課から試作部ってなんなの？　私のこと、どこまでバカにしたいわけ？」

「……どういう」

　口を開いたかと思えば、まったく身に覚えのない言葉を投げられる。その間にも私と阿野さんを囲んで、ざわざわと騒がしくなっていた。背後では、何機ものエレベーターの扉が開閉する音が聞こえる。

「どうせ専務にでも取り入ったんでしょ？　私、聞いたの。あんたが大学時代、彼氏をとっかえひっかえしてた男好きって……！」

「えっ……な、にそれ」

　放たれた言葉に声を失った。大学時代はそれなりに、何人かの男性と付き合っていた。でもそれを今、どうして彼女がここで……？

「男好きは結局、身体を利用してのし上がるんでしょ!?」

　面白半分の囁ささやき声が耳に届く中で、けたたましく叫ぶ彼女。無言の私にはいくつもの視線が突き刺さり、徐々に体温が奪われていく。

「あんたが秘書課に選ばれなきゃ……私が入れたかもしれないのに！」

　語尾に力を込めた阿野さんの目から、まだ秘書課に入れなかったことを恨んでいるのだとわかった。確かに試作部にとって異例の人事。ましてや昨年度、秘書課唯一の採用枠を予定外の私が奪ってしまった。

　それでも、彼女に伝えなければいけない。――事実とまったく違う、と。

　秘書課へ配属された一年前、そして今回の試作部への異動だって、どれもが寝耳に水だったこと。何より、とっかえひっかえするほど男好きじゃない。それが本当なら……今ごろ、好きな人に告白してる。

「この男好き！　あんたなんて最低っ！」

　このひと言で、目の奥にツン、と鈍い痛みを覚える。それでも今ここで泣いてしまえば、また〝女〟を利用したと追及されるだけ。傍観者を貫く周囲に、いわれのない疑いを抱かせる阿野さん。私はかろうじて頬を押さえ、涙をこらえるのに必死だった。

「いい加減にしないか」

　突如響いた凍るように冷静な声。その声が、ざわついていた周囲を静寂へと変えた。コツコツ、と革靴の音が聞こえたのはエントランス付近で。自然と空間のできた一角に捉えたのは、いつになくクールな面持ちの黒岩課長。

　ブラウンのダレスバッグを提げている姿から察するに、どこかへ出ていたのだろう。グレイのストライプスーツを着こなし、オシャレな彼の栗色の髪はサイドへ流されていた。すると私と阿野さんの間を分けるように立った課長。そこで彼女の視線がようやく逸れてホッとする。頬に手を添えたままの私を一瞥したあと、ダークグレイの瞳は阿野さんへ向いた。

「どうしたんだ？」

「……いえ」

　いつになく無機質な面持ちの課長に、意気消沈したのか俯いてしまう彼女。綺麗に巻かれている髪がサイドに落ちて、その表情を隠してしまった。

「私は現場を見ていない。何があったんだ？」

　取り囲んでいた周囲へ視線を移す課長。すると中からポツリ、と答えが返ってきた。

「……え、と、巻き髪の子が彼女の頬を叩いて、いろいろ言って」

「何を？」

「その……男好きとか……専務に取り入って利用したとか、です」

『いろいろ』という曖昧なニュアンスに眉をひそめた課長の詰問に、たどたどしく言葉が返される。それらを再び耳にして、私は我慢できずにうな垂れる。黒岩課長にまで知られてしまった、と……。

「頬を叩いた。そしていろいろ言った、さらにこの状況ね……わかった」

　取り囲んでいた人達は、今さら逃げることもできなかったのだろう。課長の放つ緊張感に気圧され、ひっそりと静まっていた。不意に「吉川さん」と呼びかけられた瞬間、ハッと顔を上げる。ダークグレイの瞳に捉えられ、何を言われるのかと固かた唾ずをのんだ。

「吉川さん、彼女が言ったことは事実？」

「……ち、がいます……違います！」

　ようやく出た本音とともに、フルフルと勢いよく頭を振った。ひとつ頷いた課長の目が今度は、相変わらず俯いている阿野さんへ移る。

「では、本人が身に覚えのないことを言ったと」

「……聞いた、話です」

「それはつまり、噂でしょ？　本人が否定している限り、事実とは異なると思うよ」

　顔を上げることなく、ポツリと呟いた阿野さんをあっさり説き伏せてしまった。

「名めい誉よ棄き損そん……この言葉は知ってるよね？　公共の場で悪口を言えば、君は彼女の名誉を傷つけたことになる。――もちろん、この場で聞いていた者がのちに面白半分で広めても同じとは思うが」

　最後のひと言はゾクリと身震いするほど、課長には珍しい声色だった。すると泣き始めてしまった阿野さん。どうやら感情のままにしたことの重大さに、今気づいたのだろう。泣きたいのはこっちなのに……。

「事情もはっきりしたことだし、これで解散！」

「はいお疲れさま！」と加えて、張り詰めた空気を一瞬にして変えたのも課長で。『助かった』と胸を撫で下ろすように、周囲を取り囲んでいた人々はみな足早に帰宅の途についていく。

「ちょっと話があるから、ふたりとも来てくれる？」

「……は、いっ」

　黒岩課長の言葉に頷いた阿野さん。私も静かにそのあとに続いてエレベーターに三人で乗る。いまだに泣きじゃくる彼女に対し、今はとても言葉をかけられなかった。動き始めたエレベーターが止まったのは総務部のある十二階。エレベーターを降りるよう阿野さんを促す課長に続こうとすると、大きな手でスッと制される。

「吉川さんは先に手当てをしてきなさい」

「え？」とその言葉に顔を上げると、ふたりの姿を見送るより早く、扉が静かに閉まった。

　手当てするまでもないと、秘書課の階のボタンを押した。ぼんやりしている私を乗せて、エレベーターが上昇を始めた。到着音と共にエレベーターを出ると無心で秘書課を通過し、化粧室へと逃げ込んだ。バタン、と勢いよく閉めたドアを背にしてもたれる。

「……ふっ、ひっ……くっ」

　次の瞬間、ポタポタと涙が頬を伝っていく。叩かれた頬の痛みより……胸が痛い。阿野さんの言葉はいまだに刃のように私の心をえぐっていた。

　ハンカチで涙を拭っていた時、トントンと背後のドアをノックする音がして、すぐに『吉川さん、大丈夫だったか？』という黒岩課長の穏やかな声が聞こえた。慌てて鏡で自分の顔を見ると、頬に少し赤みがあった。それよりも涙で濡れている顔は、見られたものではない。

「吉川さん？」

　また声をかけられる。

「……えっ、と……大丈夫、です」

「そうか」

　ドア越しに答えると、ドアの向こうの声は安堵に満ちている様子だった。

「ご迷惑ばかりおかけして……本当に――」

「迷惑なんかじゃない」

　謝罪を遮った課長の優しさが、また新たな涙を誘う。自分がひどく情けなく感じ、ポロポロとこぼれる涙は止まらない。

　この優しさの意味を履き違えそうになる。だけどこの人は、絵美さんの彼氏。嗚咽が漏れそうな口を手で押さえて、鏡に映るどこまでも子供な自分が嫌で仕方ない。

「吉川さん……出てきてくれないか？」

「……ごめんなさい、その」

「心配なんだ」

　戸口から聞こえた切ない声音。それがさらに涙を生み出すと、彼は知らない。心の鈍い痛みに負け、私は黙り込んでしまう。その沈黙を切り裂くように、突如『……もしもし？』という声がした。どうやら課長の元に電話がかかってきたようだ。

「ああ……それなら絵美さんが持ってる。ああわかった、行くよ」

　その言葉を最後に、また静寂に包まれた。多忙な彼を引き留める理由は、どこにもない。急いでハンカチで頬と目を拭うと、バッグを持って化粧室のドアを引いた。

「……課長、その、お忙しいのにすみませんでした！」

　廊下の中心に佇む彼と目が合った。たどたどしい私の言葉にも優しい顔を見せる。

「何も心配する必要ないから」

「……え？」

「ひたすら自分の能力を信じて頑張ってほしい」

　すると大きな手が私の肩をポンポン、と小さく叩いた。ふわりと漂う男らしい香りが、熱い鼓動を呼び覚ます。

　栗色の髪とダークグレイが美しい二重の目。高い鼻び梁りょうとキュッと上がった口角。パーツ自体ははっきりしているのに、甘くてくどさもない。すべてがバランスよく配置されているためだろう。それを引き立てるシャープな輪郭がまた、独特の男らしさを醸し出している。

「来週からよろしくね、吉川さん」と、柔らかく破顔してくれた。

「わ、私のほうこそ!!　何とぞよろしくお願いいたします！」

「ハハッ、律儀だね。……さっきの件は心配しないで」

　化粧室の先にある階段で、最上階へと颯爽と駆け上がって行く後ろ姿を見送りながら、部下に対するフォローが手厚い人だ、と二度目の今回は納得していた。

　あの綺麗な顔と優しさに慣れる日が来るの？　――来週からは直属の上司になるのに……。










空回り




「で、それで？」

　翌日のランチタイムに訪れたのは、都内でも人気のイタリアンレストラン。本場仕込みの味とメニューも豊富で大人気のお店だ。向かいの席で話を聞きながら、トマトベースのパスタをフォークでくるくると回している美女は短くそう言った。

「どうって……話は終わったけど？」

　話し終えた私は、チーズの香りがそそるリゾットをスプーンですくう。熱々のそれをひと口運ぶと、その美味しさに頬が緩んでしまう。

「中学生以下。ううん、今どきの幼稚園児以下ね」

　そんな私に盛大な溜め息をつき、実に失礼な言葉をお見舞いしてくれる。またパスタをフォークに絡ませて食しながらも、彼女の探りの目は変わらず。可哀想なものでも見るような、その顔はやめてほしい……。

「少し気の毒になるわね。真帆に振られた男やその男を諦めた女達も含めてね」

「ちょっと瑞みず穂ほ？　失礼なんだけど」

　さすがにひどいと、少し口を尖らせて反論する。しかし、こちらの言葉など意にも介さず、グラスに入ったアイスティーを悠長に飲んでいる。

「その課長の対応は大人だけど、今みたいに否定しないのも悪い。なんでその程度の女に好き勝手させるわけ？　つけ上がらせる原因を作ったのは、紛れもなく真帆自身よ」

　グラスを置くと、気分を害したと言いきる彼女。その声も発言も、いつになく鋭さが際立っていた。

「……仕方ないじゃない。だいたい私、殴られたのって初めてでびっくりしたし」

「生ぬるいなぁ。私なら、やられた分の倍以上は密かにやり返すけど？」

　親友だから言わせてもらう。彼女のこの、見た目とは裏腹な性格は少々難ありだと。

「とにかく！　もういいの」

「えー、いい方法教えてあげるのにぃ。つまんない」

「怖いからっ！」

　軽口を叩いている彼女だけど、その頭脳をフルに使ってとんでもない仕返しを実行しかねない。

「真帆って、妙なところで遠慮するよね」

「一般常識なんですっ」

　ちなみに彼女は、林はやし 瑞穂。大学時代に女子の少ない理工学部で知り合い、互いに親友と言える関係は今も変わらず。

　肩までの長さの茶色い髪を、いつも上品に巻いている彼女。洋服は高身長と長い足を引き立てるパンツスタイルが多い。ファッション雑誌にそのまま出られそうな容姿を持ち、実際に芸能事務所にスカウトされた経験も数知れず。

「そういう瑞穂こそ！　久々に合コン参加するって言ってたけどどうだった？」

　すっかり汗をかいているグラスの中の氷を、ストローでカラカラとかき混ぜ始めた彼女。顔をしかめている時点で、その結果が散々だったとわかった。そこへコースの最後となる、デザートのシャーベットとケーキの盛り合わせが運ばれてきた。甘酸っぱいフランボワーズのムースは舌触りがよく、シャーベットが口の中をさっぱりさせてくれる。

「はぁ……男ってなんであんなに軟弱なわけ？」

『瑞穂の基準で判断すると、ほぼ全員軟弱だと思う』とは、さすがに言えない。

　その憂いを帯びた表情さえ、人目を惹くだろう。〝理工学部のクール・クイーン〟という大学時代の称号は今も健在。しかし、クイーンの名に恥じぬ女王様気質の彼女。歴代の彼氏はみな、彼女に尽くしてひれ伏す男性ばかりだったけど……。

「この前の合コンでね、ある男に『将来安泰だね。働くのメンドイし、養って？』とか言われてさぁ。あー、思い出すだけでうっとうしい！　そんなクズ男と同じ空気も吸いたくないし、その日は女子にも黙って即帰宅したわ。時間の無駄よ」

　彼女は追加オーダーしたアイスティーを飲みながら、いまだ消えないうっ憤を晴らすかのように愚痴っている。

「初対面で!?　……信じらんない」

　こんな時は、当たり障りのない言葉で聞き役に徹する。そんな瑞穂の仕事――それは国立機関の研究員だ。高齢社会の現代、介護や生活を補助するためのロボットを開発しているという。

　絶品のデザートを食べ終え、食後のコーヒーを飲みながら向かいの席の彼女を見た。大学時代から学部内でも天才肌と賞賛されてきた美人なのに……悩みは人それぞれだったりする。

「つくづく思うんだよね。社会に出た途端、仕事の成果か外見で〝私〟のすべてを判断されてるって。……真帆は、そう思う時ない？」

「……うん、それは思う」

　騒がしい店内で頷いた。飲みかけのコーヒーを一瞥し、ふと考えてみる。

「でしょー？　ようやく仕事のペースを掴み始めたと思えば、プライベートは大不況なんだけど！」

　勉強や仕事は初志貫徹で真面目だけど、恋愛に関しては別だと自ら豪語する瑞穂。そんな彼女をなだめながら、久々に訪れたイタリアンレストランをあとにした。

　暖かい風が肌を撫でる春の陽気の中、賑わう街並みを散策する私達の気分はどこかイマイチ。それでも緑生い茂る並木道をふたりで歩きながら、店頭にディスプレイされている洋服の新作チェックは欠かせない。

「あー、どっかにイイ男、転がってないかなぁ」

「それだと、合コンより確率低いよ」

　苦笑する私をよそに、肉食系な彼女いわく、理性よりも本能が先に働くタイプだからと気合いを入れている。

「そういう真帆は、近くにいてもハントしないくせに」

「だから、私は違うの！　それ八つ当たりでしょ」

「真帆に言わなきゃ誰に言うの？」

「それは嬉しいご指名ありがとう」

　社会に出てからの彼女は激務に追われ、男性にも巡り会えずに日々不満を募らせているらしい。時には合コンに赴くものの、クイーンには腹立たしい結果が待つばかり。

　私はしばらく恋愛にかまけている暇はない。――黒岩課長に二度と私的な迷惑をかけないことが、試作部で働くと決めた日の誓いだから。

　大学時代の恋愛話は楽しいことが多かったのに、今ではそれが遠い日の出来事に感じられる。まして仕事が一番の今は、恋愛に溺れたくない。

　課長のことは憧れとして、ノーカウントで良いよね？　尊敬する上司を恋愛対象にはしたくない……。

「ちょっと真帆、聞いてる？」

「あ、ごめん！　何？」

「だからー、たまには泊まりに来ない？って言ったの。真帆の美味し〜い料理が食べたいんですけど」

「それはいいけど。ねえ、本当に美味しいって思ってる？」

「料理嫌いには神に見える」

「ふふっ、何それ！」

　ぽかぽかした気候の中、たまには女友達と何も考えずに出歩く時間も必要らしい。どこまでも勝手だけど譲ることはできない――そんな大人ゆえのジレンマに、苛さいなまれている今は……。




　瑞穂と楽しんだ週末も過ぎ、月曜の朝はシンプルなスーツに身を包んで緊張感と共にエントランスをくぐった。週明け特有の活気に溶け込むようにそっと紛れて、ぎゅうぎゅう詰めのエレベーターに乗り込んだ。

　さすがに金曜日の件も気になる。でも、目下の心配はこのエレベーターが停止する先でのこと。デジタル表示が上層階になるにつれて人も減る。徐々に私の心臓の鼓動は忙しなくなっていた。……この次だと、表示を見つめた。

　到着音とともに扉が開いた先は二十階。

　小さく頭を下げながら、さっとエレベーターから抜け出す。通りすがりの社員に会釈をし、きょろきょろと辺りを見渡すと、景色は秘書課がある二十三階とあまり変わらない。

　今日の東京はあいにくの曇り空。どこかすっきりしない心情にリンクする。私がひとりで何かを考えると決まってネガティブになると、瑞穂からは注意されているけれど。自嘲しつつ視線を移した前方には、つきあたりすぐに構えるセキュリティー万全の出入口。鈍い鉛色のドアが放つ艶がまた、右も左もわからない私に妙な圧迫感を与える。

「吉川さん？　おはよ」

「へっ？　あ、お、おはようございます！」

　すると突然声をかけられ、慌てて挨拶をした。と同時に振り返った私の背後にいた人物。

「ま、松まつ岡おか係長……！」

「どーしたの？　こんなところでボーっとして」

　それは口元に笑みをたたえて見下ろしてくる、松岡哲てつさん。異動する一週間前に、今後の説明があるから、と試作部全体のミーティングに参加した時に挨拶していた。

「え、と……緊張？　です」

「何、その疑問形！」

　まじまじと顔を見られていたと思えば、今度はツボに入ったと言いたげに噴き出し笑い。奥二重の目元が涼やかな印象の彼は、試作部で今回新設された課の係長を務める人物。それにしても、いまだに笑われているのも心持ち悪い。

「ま、松岡係長！」

「俺、その呼ばれ方は嫌だから、〝係長〟は抜きにしてね？」

「は、はぁ」

　今度は口角を上げてニヤリと笑う。

「一緒に行こうよ」と言われて、彼のすぐ隣を歩いて行く。

　百八十センチはあろう長身とスラリとした体たい躯くには、細身デザインの紺のスーツがよく似合う。さらにレイヤーの入った短めの黒髪はくせ毛風に遊ばせている。そしてスーツのポケットへ手を突っ込んで歩く姿は、ラフなオシャレを楽しんでいる様子。

「セキュリティーって、吉川さんもメンドイと思うでしょ？　まあ仕方ないけどね。前にさ、一日に三回も暗証番号の入力ミスったのよ。それ、どうなったと思う？」

「え？　うーん……警告音が鳴ったとか？」

「残念！　正解は〝入れたカードキーが粉砕された〟でしたー」

「えええ！　本当ですかそれ!?」

「うん、吉川さんやってみてよ」

「嫌ですよ！　それに……嘘っぽく感じますけど」

「うーわ、俺、早速嘘つき扱い？」

「す、すみません！　そうじゃなくてっ」

　松岡さんの笑い声は、ひんやりと冷たい廊下に温かみをもたらしてくれるようだ。

　頑丈なドアの前に立つ頃には、顔の強張りもほぐれていた。緊張して立ちすくんでいたこと……松岡さんはわかっていたらしい。

　真新しいセキュリティーカードを使って、異動前に完璧に覚えたセキュリティーの解き方。それらの最後に指紋チェックを行なうと、ピピピッ！　とこれで解錠が完了。松岡さんとはそこで一旦お別れ。白衣姿の社員のいる部署内へ入った。

　あらかじめ指示されていた通り、いくつもの課を通り抜けて目指したのは、このたび試作部内に新設された『構造課』。その、出入口よりもっとも遠い課へ到着する。さらに対面式に設置されたデスクから、少し離れた位置にあるひとつの大きなデスクまで小走りで向かった。そのデスクに席を持つ人物は電話中。引き返そうとすると、指と目で『ここで待て』の指示が。ペコリと一礼をしたあと、デスクの隅に立って、電話が終わるのを少し待った。

「黒岩課長、おはようございます」

「ああ、おはよう。じゃあ行こうか」

　微笑みを浮かべて立ち上がった彼こそ、構造課を担っていく黒岩課長その人だ。今日はライトグレイのスーツに淡いイエローのネクタイを合わせている。試作部での彼は、エリートと周囲に言わしめるクールな姿そのものらしい。

　彼に会釈をする部員に私もペコペコと頭を下げながら、大きすぎるその背中を追った。そうしてフロアの一角にある部長室を訪れる。試作部全体を統括する伊藤部長に、改めて挨拶するためだ。

　ちなみに部署のほうへは、前回の説明会の時に紹介を受けて簡単な挨拶は済んでいる。その時にまず知らされたのが、黒岩課長も配置転換すること。もともとはマネジメント課の課長だったものの、今回から構造課を任されたという。

　次に教わったこの課の特性が、研究開発ひと筋とはいかないこと。クライアント回りを受け持ち、打ち合わせや段取りなど他の課のヘルプ作業も含まれているらしい。さまざまな案件を抱えて消化していくため、頭の切り替えが速くなければ成り立たない。

　さっき会った松岡さんをはじめ、課内のメンバー編成は試作部でも有名揃いと聞いて驚いたものだ。また意外なことに試作部の部長室は、パーティションで区切ってある簡素なスペース。現場主義の伊藤部長が部屋を撤廃したそうだ。そちらへ課長とふたりでお邪魔すると、マホガニー色の大きなデスクを挟んで私達を見る伊藤部長の姿があった。

「吉川さん、ここでは慣習や失敗に捉われずにどんどんトライしてほしい。それが構造課を立ち上げた一番の目的だ。よろしく頼むよ」

　この課の特徴こそが新人の私をここへ導いた大きな理由だ、と重ねてくださった部長。目尻と口元に笑いジワを見せながら笑うその表情に、かつて『スパルタ部長』と呼ばれていたらしいその片鱗は窺えなかった……。

　挨拶を終えてまたふたりで会話なく課へと戻る。構造課は黒岩課長を含めて、スタートは七人編成。六席あるうち五席は男性で埋まっている。――つまり私は構造課で、紅一点。さらに最年少とあれば、始終ペコペコと頭を下げてばかり。

　ひらひら手を振っている松岡さんの席は、構造課のスペースで最も手前。彼の隣が私に与えられた白い事務デスクだ。真新しいオフィスチェアを引き、ドキドキしながら腰を下ろした。その間に自席へ戻っていた黒岩課長が、パン、と乾いた音をひとつ立てた。

「今日から気持ちを新たに、構造課としてよろしくお願いします。まずは今後のスケジュールについて、一気に説明させてもらいますが……」

　課全体を見渡しながら話しているのは、もちろん課長。彼の様子を窺いながら手帳を取り出すと、ペンを握った手に力が込もる。一斉にペンを走らせるメンバーと同じく、今は一言一句を逃さないことに必死。

「先日伝えた通り、各案件のリーダーとなってすべて受け持ってもらうから。あと、吉川さん」

「は、はい！」

「吉川さんは松岡係長のアシスタントになってもらうよ」

「か、かしこまりました」

　ダークグレイの瞳を持つ上司の雄弁さに圧倒されながら、いよいよ構造課での勤務の始まりだ。「以上」と端的に話を締めた課長。それに続いてメンバーは、一斉に立ち上がった。白衣を着ながら課に隣接した研究ルームへ行く人。スマホを片手に別の課へ向かう人。

　すっかり閑散としてしまった課の中で、残っているのは私と隣の松岡さんのみ。右も左もわからない私の今後は、片肘をついてじーっとこちらを見てくる彼が握っている。

「さて、今日からよろしくねー」

「あ、恐れ入ります。よろしくお願いいたします」

　うんうん、とニコニコ笑ってくれる。緊張感漂う部署には、不釣り合いなほどに。おもむろに立ち上がった彼が、私が握ったままのペンを取る。呆気にとられているところに間髪入れず、びっしりメモした手帳も閉じられてしまった。

「よし真帆ちゃん、行こうか」

「……えっ、ま」

　そのうえ手首を取られて、一気にオフィスチェアから起立させられる。

「黒岩さん！　ちょっとふたりで出てきますー」

　そう私の後ろへと声をかけた松岡さん。相変わらず手を掴んだまま、闊歩していくその行動にびっくり。とくに『真帆ちゃん』と呼ばれたことには、目を白黒させてしまう。

　手を引かれて試作部からあっさり退出した私たち。そんな彼は左方向へと進んだ。されるがままの私の視界には、紺色のジャケットの背中が映るのみ。

「松岡さん、どちらに行かれるんですか!?」

「着いてからのお楽しみ？」

『はあああ!?』と出かけた言葉は仕事中だとのみ込んで。なおもテンポよく前をスタスタと歩く彼に従って行く。しばらくしてつきあたりを曲がると、いきなりピタッと足を止めて。同時に手首を掴んでいた力も緩まった。そして、くるりとこちらへ向き直った松岡さん。

　そこはフロア内の、数台の自動販売機が設置されたスペースだった。

「コーヒー飲める？」

「……は？」

　目を丸くする私の反応を『イエス』と受け取ったのだろう。ニヤリと笑ってまた背を向ける。

　ガコン、と音が鳴って屈んだ彼が差し出してくれたのは、缶コーヒー。受け取ると、それは温かいブラックの無糖。また背を向けた彼が同じ動作を繰り返す。

　同じ品を手にした彼が向かったのは、脇にあるプラスチック製のベンチ。そこへのんびり腰を下ろすと、足を組んで手招きしている。

「ごめんねー。昨日ちょっと寝てないから、なんか眠いんだよねぇ」

「……た、大変ですね」

「老化現象かもね」

　そう言うと、けらけらと笑ってコーヒーを飲み始めた松岡さん。隣り合った私も缶コーヒーの固いプルトップを開けた。

　ちなみにコーヒーはアレンジテイストより、断然ブラックのほうが好き。手のひらまで温めてくれた缶を傾けると、ほろ苦い味が口いっぱいに広がった。

「真帆ちゃん、この仕事はいかに楽しめるかが鍵だよ」

「そ、うなんですか？」

　缶を片手に立ち上がって捨てたと思えば、また同じ物を買って帰って来る。

「だって開発製品がタダで味わえるもん。サイコーじゃない？」

「えええ、そこですか!?」

「もちろん最高のご褒美でしょ？」と言いながら、またプルトップを開けた松岡さん。

　目の前にある自販機は、大手飲料水メーカーと共同開発したそうだ。缶コーヒーは企業に備えつけられた自動販売機でよく売れるとか。それなら社内設置用として、コーヒーに限った自販機を作るのはどうだろう？と、うちの会社の担当者が呟いたひと言が発端で生まれた製品なのだとか。

　コーヒーメーカーからは、風味を損なわないための缶のリニューアルなどのオーダーが入った。さまざまな苦労が重なってできた自販機は、コーヒー好きの多い会社にウケて隠れヒットしたそうだ。

「何気ないところから、製品って生まれるんですね」

「不思議でしょ？　まあ成功するのはほんのひと握りだけどな」

　松岡さんの話を聞いていたため、すっかりぬるくなっていたコーヒー。だけどこの開発秘話を知れば、そんな温度も気にならなかった。

「でも、すごいです」

　素人から見ればなんてことのない自販機ひとつをとっても、開発者の苦労が隠れているのだから。

「うん、だからそんなに緊張する必要ないから、ね？」

「はい」

　そう返事をしたと同時に身体がびくっとなる。それは隣から伸びてきた手に、頭を撫でられたから。横に座る松岡さんを見れば、嬉しそうに撫で撫でと一向に手を止める素振りはない。「サラサラだねぇ。手入れされてるぅ」と言われても、至近距離の彼には困惑する。

「……ま、松岡さん？」

「うん？」

「あの、そろそろ仕事って……」

「うーん、もうちょっと」

　ニヤリと口元を緩ませたり、柔らかい笑顔を浮かべてみたり。とにかく男女問わずに翻弄するのがこの人。緩い笑顔の絶えないイケメンさんは、社内で『キラー・スマイル』として有名だ。そのうえのんびりとしているようで、試作部のエースといえば、この松岡さんであるのだから、その実力は計り知れない。

「もうちょっとって……本当に大丈夫ですか？」

「真帆ちゃんはホントに〝いい子〟だねー」

　相変わらず髪の感触をたしかめるように、撫でるのをやめない彼の指先。かれこれ一分は経っている。さすがに彼氏でもない人から、髪に触れられているのはどうなの？そちらばかりに気を取られて、この時の私は大事なフレーズを取りこぼしていた……。

　それからふたりで試作部へ戻ると、ちらほら戻っていたメンバーが忙しそうにしていた。奥に一席ある大きな課長席は、いつの間にか空席。松岡さんいわく、課長は席に座っているほうが少ないとか。

　ようやく仕事に取りかかったといっても、私は無知の新人にすぎない。そこで松岡さんがリーダーを務める、女性向け美容用品の開発状況の議事録作成を指示された。これなら専門用語を見知る機会にもなるし、秘書課で必須の作業ゆえに問題ないだろうと。

　その時初めて、デスク上にある自分専用のノートパソコンの電源を入れた。その隣で松岡さんは、早くも何かのデータを入力している最中だった。

「すみません……すごく素人的意見で申し訳ないんですが」

「え？　俺も素人だけど」

「……」

　手を止めてこちらに向けられた眼差しに加えて、口元もニヤリと笑っている。

「ところで聞いてくれる？　俺の彼女さんって、いちいち注文多いのよ。あ、彼女いるってのは内緒にしてね」

　と、しーっと口元で人差し指を立てる彼。真顔で仕事とかけ離れたことを言う松岡さんに、ここは何を言うべきなのか、はたまた試されているのか、まったく読み取れずにいた。

　とりあえず、社内で結構モテる松岡さんには彼女がいるのね……。

「固まらないでよ。寂しいじゃん」

「……すみません」

「謝られると、もっとつき放された気分ー」

　自販機スペースでの攻防だけで疲れていたのに。松岡さんという人は、いろいろとタフらしい。本音を言えば、これほど対応に困惑する、と思わせる男性もなかなかいない。

「……で、何が聞きたいの？」

　反応にようやく満足したのか視線を画面へ戻し、クククッと笑いながら聞き返してくる。カチカチと音を立ててマウスを操作している指先は、意外にも長くて綺麗だなと思った。そして私も画面へ身体を戻すと、議事録作成をしながら尋ねることにする。

「あ、ええと、うちの会社は製造業ですよね？」

「そうそう。銀にワイヤーにアルミとかたくさん扱ってるよね」

「この品のように、美容関連の製品が去年も発売されているので、どうしてかな？と」

　言い終えて隣を見ると、松岡さんと目が合う。真っ黒な瞳から答えを探ろうとすれば笑われた。

「んー……これはあくまで俺の見解だけど。メーカーにとって、〝この業種はこれを作らなきゃいけない〟っていう決まりはないと思う」

「どういうことですか？」

「製品を作る時に必要な材料も、普通に使用していればただの材料でしかないけどさ。でも、たまたまその材料に美容効果があったらどうする？　それを売り出さない手はないでしょ？」

「つまり、副産物が化けた結果……」

「まっ、そーいうこと！」

　本格的に画面と向き合い始めた松岡さん。その言葉を聞いて、議事録を作成中に出てきた成分や品名に早速興味が湧いていた……。

　議事録作成後も、続々とデスク上へ置かれていった書類の数々を処理していく。

「ねえ吉川さん」

「……はい？」

　パソコンにかじりついてそれらを片付けていたところ、前方から声をかけられる。

「どうかされましたか？」

「あ、いや……」

　手を止めて正面を見れば、向かいの席に座る三期上の遠藤さんが、顔を赤らめ立っていた。

「昼過ぎてるし、社食でも一緒にどうかなーって」

　確かさっきまで不在だったのに、白衣も脱いだ今はスーツ姿に変わっている彼。視線を落として腕時計をちらりと見る。いつの間にかランチの時間を示していた。

「あー……ちょっと今日は」

　愛想笑いで、やんわりと断りの意思を見せたが。

「あ、もちろん奢おごるから」

「あ、そういうわけじゃ！　ただ、仕事がですね」

　どうやら手持ちのお金がないと思われたらしい。それに理由もなく奢られるのも好きじゃない。

　気を遣ってくれるのはありがたいことだけど、「すみません」と何度も言うしかない。

「何、どうしても無理？」

「……え、と」

　次第に声のトーンが下がっていく遠藤さんは、向かいの席のオフィスチェアに勢いよく腰かけた。初日から課の空気を悪くするのは嫌だけど、金曜の一件があって公共の場へ行くのは怖い。その事情を知らないらしい遠藤さんにしてみれば、腹立たしく思っても当然だった。

「なー遠藤、真帆ちゃん怖がってるじゃん」

「いや……そんなつもりじゃ」

　狼狽する私に助け船を出してくれたのは、隣の席で頬杖をついている松岡さん。遠藤さんにとっても上司である彼の苦言は応えたのか、今は困惑気味だ。

「それに真帆ちゃんには、手ぇ出さないでね」

　そこで松岡さんからあっさりと放たれた言葉。もちろん目を白黒させて隣を窺った。

「えっ……まさか」

「どうなんだろうね？」

　私と松岡さんを交互に見てくる遠藤さんは、明らかに勘違いをしているみたい。そして松岡さんに「真帆ちゃん、ランチ行こー」と手を引かれたまま、試作部を連れ出されてしまった。

　彼の案内でやってきたのは、オフィスを出て五分ほどの距離にある路地裏の一軒。細長い造りのそこはカウンターのみの小さなお店。夜はフランス料理とワインを提供しているという。

「松岡さん」

「んー、うまい。真帆ちゃんも早く食べなきゃ冷めるよ？」

　運ばれてきたコーヒーとともに、中央に卵が落とされたガレットを切り分けて食べている松岡さん。

「……はい」

　隣でパクパクと食べる姿に小さく溜め息をつきながらも、できたてを味わうことにした。ナイフとフォークを手にして切り分けると、口へ運ぶ。

「美味しい！」

「でしょー？　ここお気に入りなんだよねぇ」

　トロトロのチーズにハムの塩味がいいアクセントとなり、生地の香ばしさがまた食欲をそそる。隣でニヤリと口角を上げて笑う松岡さんに大きく頷いた。今まで食べたガレットの中で断トツに美味しい。

　会社のすぐそばに、こんな隠れ家があったんだと感動する。今も食欲が勝る辺り、基本的に能天気なのだろう。

「ああ言っておけば、しばらく静かに過ごせるでしょ？」

　早くもお皿いっぱいの大きさのガレットを完食していた松岡さんの声が届く。

「……知っていらっしゃるんですか？」

「うん、まあちょっとねぇ」

　咀嚼しながらちらりと隣を見れば、彼はすでに食べ終えてコーヒーを飲んでいた。

「でも、松岡さんは彼女がいるのに」

「何？　早くも俺に惚れちゃった？」

「それはあり得ません」

「あれ、勘違い？」

　つい眉を寄せてしまった私などおかまいなしに、けたけた笑っている。

「でもね……」

　私が呆れてもうひと口ガレットを放り込むと、そこで松岡さんの声色が変わった。

「オレもこの前のことは心配だし、どうしたって人の口に戸は立てられない。話を聞きつけたヤツが騒ぎ立てる可能性もある。だから、当面は会社の人間が集まるような場所は避けたほうがいいんじゃない？　ちなみに、俺と彼女さんなら気にしなくて良いよ。波風も立たないし……あ、でも面白いかも？」

　落ち着いた声でアドバイスをくださったかと思えば、最後はニヤリと企み顔をみせた。話から察するに、松岡さんの彼女は社内にいる気がした。

「……あの、修羅場になる前に言ってくださいね？　私、きちんとご説明とお詫びしますので」

「うん、それは絶対ないね。嘘はつかないよ」

　真っ黒な色の瞳が温かいものに感じて、なんだかくすぐったさを覚えてしまう。

「それじゃあ遠慮なく……ありがとうございます」

　ここまでフォローされてしまうと、受け取らないほうが失礼に当たる。狭い店内でさすがに小さく頭を下げることしかできなかった。

「うんうん、やっぱり素直だねえ。じゃあ、あと五分で食べてね」

「えっ！　い、急ぎます」

　私は慌ててカトラリーを手にした。さっきよりスピードを上げ、笑いながらこちらを見ている松岡さんの隣で、ひそかに感謝していた……。

　あのままひとりで食事をしていたら、きっと先週のいざこざを思い出していたと思う。優しい嘘で救ってくれた松岡さんには申し訳ない。でも、謝罪はいらないという彼と試作部に戻ってきた。

　構造課のスペースに到着するなり、遠藤さんが奥の研究室から駆けてきた。

「さっきはすみませんっ！　ふたりが付き合ってるなんて知らなくて」

　フロア全体には届かなかっただろう。でも、顔を上げた構造課のメンバーを一瞥すれば、全員に聞こえていたことは明らかだ。

　狼狽する私とは対照的に、松岡さんは楽しそうな表情でニヤニヤと笑っていた。

「真帆ちゃんって呼んでいいのは、俺だけだからね」

　これをまた肯定と受け取った遠藤さんは、なぜか顔を引きつらせながら乾いた笑いを浮かべている。

　ふたりのやりとりに小さく笑っていると、なんとなく視線を移した先でダークグレイの瞳を捉えてしまう。ドキリ、としながら私は彼を見つめていた。

　いつもの穏やかさは消え、どこか冷たい色をした表情から目が離せない。しかし、課長の眼差しはそのままデスクに戻ってしまう。

　彼に興味がないことは、初めからわかりきっていたのに。それでも、ひどく傷ついている私がいた。

「真帆ちゃんどーした？」

「い、いえ！」

　いつの間にか遠藤さんはいなくなっていて、席へ着こうとする松岡さんに呼ばれた。

　作り笑いで必死にごまかしながら、自分で自分を守れない子供だと思い知らされた日となった……。










溢れる涙




　試作部の忙しさは社内随一、と噂では聞いていた。それを実感する毎日はまさに、息つく間もなく過ぎていった。通勤途中に肌をくすぐる風の変化だけが、季節の移ろいを教えていたほどに……。

「……この携帯美顔器を完成させるに当たりまして、いかにローラー部分と肌とを優しく密着させ、素早く成分を行き渡らせるのかが最大のポイントでした。ターゲットとなる三十代以降の女性にも広く受け入れられると考えております。では、ご質問はよろしいでしょうか？」

　試作部のある二十階で最も広々としたこの会議室も、今日は人口密度が高い。これも午後から部署のメンバーが集まった全体会議によるもの。

　はつらつとした声を響き渡らせていたマイクを置き、一礼した人物は次の発表者とバトンタッチ。足取りも軽やかに颯さっ爽そうとこちらへ戻って来る。薄明かりの中でも早歩きで自分の席にたどり着き、ひとつだけの空席に座った。

「お疲れさまです、松岡さん」

「うーん、真帆ちゃんも」

　次のグループの発表が始まったので小さく声をかけるが、やはり彼は相当お疲れのご様子。睡眠三時間以下の日々に加え、ここ二日間は徹夜とあれば無理もない。かくいう私も、彼と同じ生活を続けていたので、気を抜けば瞼まぶたが閉じそうになる。ちなみに一番端に座っている私の隣に松岡さん、松岡さんの隣に遠藤さんと、各課ごとで横並びに席に着いていた。

「あー、ヤバい……ダメ、眠い」

「ちょ、松岡さん寝ないでくださいって！」

　遠藤さんは、どうにか彼を起こそうと躍起になっていた。

「マジでヤバいっすよ！　ほら、課長がこっち見てますって！」

　そのひと言に素早く反応した私は、発表者の隅に設けられた課長席を見る。脇に置かれたプロジェクターの優しい光が、黒岩課長の顔をおぼろげに映し出す。それでも彼の視線を追いかけると、今日もダークグレイの瞳は無機質な色をしていた。

「絶対に怒ってますって、どうするんですか」

「えー、起こせなかったお前が怒られてよ」

「なんっすか、その不条理！」

　いつものように松岡さんに翻弄される遠藤さんをなだめる間に、課長の視線はあっさり発表者へと移っていた。あれほど感じていた強い眠気も、冷水を浴びたようになくなっていた。

「真帆ちゃん、どーした？」

　松岡さんの声はいつもと同じで、目も冴さえていた。『なんでもないです』と頭を振った私は、そのまま正面を見ることにした。

　心に感じるズキズキとした鈍い痛みは、今日もまた暗い気分にさせる。諦めようとしてるのに、いつまでも消えない。どうしてもっと募っていくの……？




　全体会議は最後に部長が締めて終わった。明かりの戻った会議室は賑やかさを取り戻し、ぞろぞろと部員が出ていく。

　私も部署に戻るため、ふたりと一緒に歩いていた。けれど、課長のさっきの表情が忘れられずに上の空。

　試作部へ異動して、すでに一年半が経過している。課長とは毎日顔を合わせていても、ほぼ目が合わなくなった。まして微笑みかけられることもない。異動する前よりも、上司と部下の関係が上手くいっていない。最初は気持ちを悟られないよう必死だったのに、今は部下としても落第点をとっている。この頃はどうすれば良いのか、そればかり考えてしまう。

　全面窓から景色を見やると、太陽は役目を終えて沈みかけていた。だけど眠らないこの街で働いていると、時間の感覚も薄れてくる。

　遅れをとっていた私はふたりの元へ駆け寄った。小柄な遠藤さんは松岡さんと頭ひとつ分の差があって、彼らの後ろ姿は兄弟のようだ。

「あー、今日はすっぽん鍋でも食べねーと」

「なんですか？　いきなり」

「勃たないと大変じゃん？」

「彼女が職場にいるのによく生々しく」

「うーわ、想像するお前のほうがダメだろー。ねえ真帆ちゃん？」

「いやいや違う！　吉川さん誤解だって！」

　相変わらずいたぶられる遠藤さん。そしてふたりから一斉に話を振られた私は、今日もまた苦笑い。

　ようやく部署に到着した私達は、それぞれの席に戻っていった。

　会議のために諦めた資料作成の続きをするため、気持ちを切り替えてひたすら入力に従事する。

　最近になって、構造課での自分の立ち位置や要領が掴めてきた気がする。いまだに失敗するし、男の人との体力差を歯がゆく思うことだってよくある。それでも月日の経過はあっという間で、次々と入る依頼に向かうことがとにかく楽しかった。

「真帆ちゃん、今夜はすっぽんー！」

「まだ言ってるんですか？」

　隣から陽気な声をかけられた私は、作業の手を止めて呆れ顔で返す。それでも温厚な松岡さんは怒らない。

「店も予約してあるし、あと十五分で帰るよー」

「……は？　私もですか？」

「何言ってんの。主役がいないと始まんない」

　作業を再開していた手をあっさり止める彼の発言。

　そして、唖然とする私のパソコン画面を覗き込んできた。さらに私の手からマウスを奪うと、上書き保存ののち電源もシャットダウンさせる。

　鼻歌混じりの彼に白旗を振った私は、デスク上に散らばった書類やサンプル類を片付けることにした。

　会社を出ると、拾ったタクシーにふたりで乗り込んだ。松岡さんが「六本木」と運転手さんに告げると、車は夜に染まった街並みを目指して走行する。

「明日はぷるっぷるになるよー」

「すっぽん、お好きなんですか？」

「俺より、相手さんにコラーゲンが必要なんだよねぇ」

　彼女さんが聞いていたら怒りそうな発言だ。

「あ！　今日もしかして？」

「うん、あとで落ち合うよ」

　ネクタイに手をかけて緩める姿を見ると、確かにカッコいい。……あくまで第三者目線で、だけど。

「あの、おふたりのデートに私なんかがご一緒して……」

「心配いらないよ。ていうかね、いてくれないと困るの！」

　並木道を通るタクシーの中、遠慮がちに尋ねると参加して当たり前だと言う。

　激務明けの金曜夜デートを邪魔するのが、偽恋人役の私なんて……どう考えてもあり得ない。

「いやいや！　私がいたら彼女さんが迷惑しますよ!?」

「いなかったら俺が怒られるんだけど？　仮に真帆ちゃんが来ないせいで別れることになったら、ずっと隣の席で念仏を唱え続けるけど、それでもいいの？」

「……イヤです。はい、わかりました」

「わかればよろしい」

　そう言われたので、不満はグッとのみ込んで従うことにした。

　しばらくしてタクシーが停車したのは、昼夜問わず賑わう六本木の大通りを一本入った路地。

　その道から徒歩で狭い道を曲がったところにあるのが、目的のオシャレな外観のお店。ここですっぽん料理が提供されるのか、疑いながら中へ足を踏み入れた。

　洋風建築の佇まいとは裏腹に、板前さんが立つカウンターのある割烹料理店だった。良い意味で期待を裏切られ、思わず感動したほど。そして笑顔の女将さんは、店内の奥にある掘りごたつ式の個室へ案内してくれた。

「嬉しいっ！　畳、好きなんですよー！」

　靴を脱いで部屋へ上がると、入口そばの席に私が、その向かい側に松岡さんがそれぞれ座った。さて、肝心の彼女さんは仕事で遅れるという。さらに気になるのが、私の隣にもう一客分用意された席だ。

「あの、もうおひとり……？」

「あ、言ってなかった？　そーなの」

「松岡さーん」

「気にしないでいいよ。友達っていうか……うん、面白い人だね」

「あの、その表現って」

「まっ、会えば納得するから！」

　出されたお冷やを飲みつつ、ふたりが来るのをのんびりと待つ。ただ、襖の向こうから聞こえてくる楽しそうな声。さらに、どこからか漂ってくるにおいが鼻腔をくすぐる。それにつられてお腹が減ってきたのは、どうやら松岡さんも同じらしい。

　次第に彼はテーブルに突っ伏してみたり、畳に大の字でゴロンと寝転んでみたり。「お腹空いたー！」と言っては、子供よりも性質の悪い行動を取っている。

　呆れていた最中、スパーン！と勢いよく襖の開く音が背後で響いた。何事かと振り向くなり、私は大きく口を開いていた。

「……絵美さん!?」

「真帆ちゃんー、お待たせ！」

　やって来たのは、なんと絵美さんだった。ぽかんとする私をよそに、彼女は豪快にパンプスを脱ぎ捨てて部屋に上がって来た。

「真帆ちゃん、久しぶりねー」

「は、はい……絵美さんもお元気そうで」

「もちろん！　ご飯はもりもり食べてるわ」

　隣に座るなり、テーブル上で頬杖をついて言う彼女は、やけに上機嫌。どういうこと？と首を傾げて見た先には松岡さんがいる。

「ちょっとお姉さーん。あなたはこっちでしょ？」

　そのひと声に彼女は、「うっさい！」と鬱陶しげに眉をしかめている。

「ひっどいなー」

「面倒な男の口にはガムテープ！」

　私が耳にしたことのない低い声音で、松岡さんの軽口をぴしゃりと一喝した。

「……も、しかして絵美さんが？」

「え？　コイツから聞いてないの？　――このアホッ！」

　コクンとひとつ頷くと、眼光鋭い視線が容赦なく松岡さんへ向けられた。

「お察しの通り、オレの彼女さんは絵美なワケ。大学ん時から付き合ってるし、ご長寿カップル的？」

「四六時中、鬱陶しいヤツだから、真帆ちゃんも適当に相手してやってね」

「お姉様、ひどーい」

「あー、うざいわぁ」

　あしらい方で、ふたりの付き合いの長さが窺い知れる。

　唐突に知ったおめでたい事実にもかかわらず、心を黒いもやもやが覆っていく。

　絵美さんを好きな課長はどうなるの……？

　急に黙り込んだ私を心配し、顔を覗いてきた絵美さんに慌てて微笑む。そんな彼女を見つめる松岡さんは、いつになく優しい表情をしていた。

「あ、あの、もうひとりの方って？」

「もうすぐ来るみたい……ったく、タクシー代がもったいないから早くしろって言ったのに！」

「すぐ苛立つお姉様はカルシウム不足だね」

「うっさいわ！」

　憤慨している絵美さんから察するに、最後のおひとりも同じ会社の人だろう。それでも私には見当がつかず、ぼんやりとふたりのやりとりを眺めていた。

　それから十分ほど経った頃、今度はふたりの「お腹空いた」コールが始まった。確かに松岡さんとこの店にやってきてから、すでに四十分ほど経過している。それでいて女将さんの『ドリンクはどうなさいます？』の声かけには、『あとひとりを待ちたいのですみません』と、ふたりして断りを入れてしまう。まさに、似たもの夫婦だ。

　絵美さんは時間を見ながら、その方へ嫌味オンパレードなメールを送信し続けていた。最新の内容は一分前の、『会ったら覚えとけ』という脅し文句。

「俺も送っとくね。――お姉様の肌が干からびてますけどって」

「私の肌年齢は二十五歳！　真帆ちゃんは？」

「……カサカサ過ぎて泣きたいです」

　思いがけず絵美さんに肌のケア方法を教わりながら、水で空腹をごまかす時間が過ぎていた。すると騒がしい店内に、案内の声が初めてこの部屋に近づいて来たのがわかる。逸る心で振り返って見つめていると、ついに後ろの襖が開かれる。

「遅くなってごめん！」

　謝罪しながら部屋に入ってくる人物を捉えた瞬間、私はそのまま固まってしまう。

「ほんとよ！」と、憤慨する絵美さん。

「まあまあ」と、その彼女をなだめる松岡さん。

「ちょっと呼ばれて、すみません」

「ふんっ、そんな顔して謝ってもね。私はあんたの顔に騙されないっての！」

「……だから、ごめん」

「はいはい、お姉様はハウス」

　彼氏を睨みつつも、席を立った絵美さんは向かいの席へ移動してしまう。

「あー、時間に遅れる男ってやだ！」

「ごめんって、絵美さん」

　苦笑しながらまたお詫びを入れたのは、紛れもなく黒岩課長その人だった。

「そもそも真帆ちゃんに謝れっての！」

　呆然と栗色の髪に視線を向けていると、その声でダークグレイ色の瞳と目が合ってしまった。

　その刹那、スーツ姿でダレスバッグを提げた課長はクールな表情に切り替わる。

　私に気づかないはずないのに。……明らかに避けられていた。

「黒岩さん、早く座ってよ」

　松岡さんの声が気まずい空気をあっさりと破る。

「隣、失礼するね？」

「は、はいどうぞ！　……お疲れさまです」

　バッグを隅へ置き、あいていた隣へ座った課長。それに頭を振ったあとは、当たり障りのない挨拶をするのが精一杯の私。

「ああ、お疲れさま」

　短く返してくれた声のトーンも仕事用。この場でひとり線引きされている虚しさに、気分はより深く沈んでいった。

　その直後、ようやくオーダーをとれた女将さんの顔はにこやかなものだった。すぐに運ばれてきたジョッキは四つ。それを掲げたところで、「かんぱーい！」と、絵美さんの弾んだ声とジョッキのぶつかる音が室内に響き渡った。

「はぁー美味いっ！　やっぱり仕事のあとの一杯っていえば、これよねぇ」

「オヤジ」

「アラサーのあんたが言うなっての！」

　黄金色のビールに目を輝かせていた絵美さんは、隣を鋭く睨んだ。

「うーわ、それ禁句でしょ？　年長者なのに」

「はぁ？　もう一度言ってみなさいよ？」

　私は少しだけ軽くなったジョッキを置くと、終わりなきバトルについ笑ってしまう。

「面白いだろう？」

　穏やかな声に虚を突かれた私は、そっと視線を移す。その先で捉えたのは、もう見られないと思っていた、あたたかい瞳。不意打ちされたような驚きと嬉しさで、ドキンドキン、と鼓動は速まる。

「あのふたり、昔からああなんだよな。まったく変わんない」

「そ、うなんですね」

「夫婦めおと漫才って言われると怒ってたよ、絵美さんのほうがね」

　なおも繰り広げられるその光景を前に、屈託なく笑う課長から思わず顔を逸らした。手持ち無ぶ沙さ汰たで何となくジョッキに手を添えたものの、ふた口目は進まなかった。

　課長は、ずっと絵美さんが好きなのに……。こちらまで悲しくなってきて、とても飲む気にはなれなかった。

「ちょっと下僕！　おかわり！」

「さっすがお姉様、ピッチ早ーい」

　早くも一杯目のジョッキをあけた絵美さんのために、店員さんを呼ぶ松岡さん。

「ちょっと修平！」

　すると突然、対角線上の課長を強く睨みつけた絵美さん。

「……なんです？」

　しれっとした態度で返し、大切な女性にも本音を隠してしまう。でもそれが絵美さんの苛立ちを誘うのか、眼差しは鋭さを増す。〝秘書課のキラーアイ〟と呼ばれるその片鱗を、まじまじと見てしまった。

「あんたね、真帆ちゃんを気遣いなさいよ！」

　だけど次の瞬間、彼女が放った言葉に大きく動揺してしまった。私は課長の反応が怖くて、とても隣を見られない。

「真帆ちゃんごめんね。もしかして、ビール苦手だった？」

　その問いかけに、しまったと気づいてももう遅い。

「ほら、乾杯したあとずっと飲んでないから」

「……え、あ……はい」

　持っていたジョッキの水滴が手のひらを濡らしていたので、隅に置いてあるおしぼりで拭く。気泡が抜けかけたビールは、私の萎すさんだ心を表すようで滑稽なもの。

「隣にクレーマーがいなけりゃ、俺は真帆ちゃんの専属執事になるのに」

「とかいって、下僕のくせに！」

「あれ？　お姉様ジェラってるの？」

「ほんっと、ごめんね！　気の利かないヤツばかりで」

　キラーアイ全開ながら、松岡さんに対する優しさが垣間見えた。さらに私に向ける柔和な顔は、彼女の心根の優しさを表している。一杯目のお決まりは大抵ビールだから、オーダーの際は素直に頷いていた。アルコールは全般的に飲めるし、別にビールが嫌いなわけでもないのに……。

「はい、好きなの頼んで？」

「あ、りがとうございます」

　それでもメニュー表を手渡してくれる彼女の好意を無駄にはできず、ぎこちなく笑ってそれを受け取った。

「ていうか修平、あんた聞いてんの？」

　ただ、課長に対する非難の目がつらくて、申し訳なかった。その瞬間、頭に置かれた手の感触に驚いて隣へ目を向ける。不安げにダークグレイの瞳を見上げると、今日初めてフッと微笑んでくれた。

「……ごめんな、吉川さん」

　なぜか謝罪をした彼が、そのまま私の頭をポンポンと軽く触れていった。

「い、いえっ、そんな！」

　ただでさえ狭い、正方形のテーブル席。さらに近づいた距離が、彼の爽やかな香りまで連れて来る。上ずった声に恥ずかしさを覚えながら、そっと離れた手に寂しさを感じてしまう。胸の高鳴りの続く心を隠したくて表情を作ると、案外まだ笑えることに安心した。

「うーわ、俺の真帆ちゃんなのにー」

　相変わらず気の抜けた松岡さんの発言に、課長は苦笑混じりで尋ねた。

「じゃあ、絵美さんどうするつもりだよ」

「え？　俺は両刀使いですから」

「黙れや変態！」

「松岡……お前、楽しんでるだろ？」

「さあ？　黒岩さん次第ですけど」

　二杯目のビールをあおる絵美さんを尻目に、飄ひょう々ひょうとしたふたりの会話に疎外感を覚えた。彼らが同じ大学出身と知っているから、余計に切ない。ちくりちくり、と針が刺さるような歯がゆさ。……結局、見ているだけで何もできないのに。

「まあいいよ。それで吉川さん、次は何を飲むか決めた？」

「あ、えー、と。グラスワインの赤を」

「それならボトルで頼もうか。待たせたお詫びに遠慮はいらないからね？」

　そう言って、注文をとりにきた店員さんに、ボトルごと注文した課長。

『あとはどうする？』と、聞いてくれるその表情も穏やかで、私も微笑みながら首を振る。久しぶりに笑った顔が見られただけで充分。部下として扱ってもらえるだけで、もう充分だから……。次第に注文した料理が運ばれてきて、私の目の前にはボトルが置かれた。

「飲めなくなるまでどうぞ」

　イタズラに笑った課長の前には日本酒の徳利。無礼講だという今日の飲み会。そのため、私もピカピカに磨かれたワイングラスへ赤い液体を注いでもらう。

「課長……日本酒お好きなんですか？」

「なんでも飲むけど、やっぱり日本人は米だろ？」

　当然といった様子でお猪口を傾ける彼の言葉に、声を上げて笑ってしまう。

「どうかした？」

　それにきょとん、としたのは課長。理由を探る眼差しを向けられて鼓動が速まる。

「す、すみません……父と同じことを言われたので、つい」

　素直に白状すると、ダークグレイの瞳がわずかに見開いた。そしてフッと、微笑んでくれる。

「初めてだよね」

「……え？」

　ポツリと呟かれた言葉の意味がわからず、首を傾げた。そこで、頭をポンポンと撫でられる。もう一度触れられながら、澄んだその瞳に心まで溶かされそう。

「笑ってくれたの、初めて」

「……えっ、そうでした？」

「うん」と頷いて、彼は嬉しそうな顔を見せる。それらすべてを錯覚してしまえたら良いのに……。なぜ今になって、優しくするの？　ずっと捨てきれずにきた、愚かな感情がどんどん心を支配していく。

「……よ、しかわ、さん？」

　明らかな困惑の声が聞こえた時には、ひと筋の涙が頬を伝っていた。ずっと我慢してきたけれど、もう限界だった。大きな手の重みに、男らしい爽やかな香り、穏やかな笑顔もそう。課長に触れられて気づいてしまった。諦めきれずにいる、浅ましい女だと。

　顔を伏せようとしたものの、時すでに遅し。今まであれほど騒いでいた、絵美さんと松岡さんの会話まで途切れていた。それでも泣きかけの顔で必死に笑い、小さく頭を下げた私は口を開く。

「す、みません……ちょ、っと体調がよくなくって」

「真帆ちゃ」

「ごめんなさい……失礼します」

「でもっ」

　何か言いたげな絵美さんに、数回首を振るのが精一杯。傍らに置いてあったバッグを握りしめると、黒いパンプスを履いて個室を飛び出した。

　泣いていると気づかれないよう、早足で店の出入口を目指す。お店の暖簾をくぐる瞬間、カウンター越しに「ありがとうございました」と大きな声がかけられる。気持ちの良い接客さえも、今夜は悲しみを助長させる気がした。

　このまま大通りへ出てタクシーを捕まえよう。ぼんやりした頭に重い足取りで、とぼとぼ歩いていたその時、急ぐ足音とともに後ろからパシリ、と右腕を掴まれた。夜道での突然の出来事に足が止まってしまう。恐怖で振り向けずにいると荒い呼吸を繰り返す人物に、小さく肩を震わせた。

「待って」

「……っ」

　その耳慣れた声に、目を見開く。それは紛れもなく、黒岩課長の声だったから。

「……は、離してください」

「そうしたら吉川さん、逃げるでしょ？」

　いつまでも解かれることのない腕に声を上げると、生地越しにある手の力が微かに増した。あくまでこちらの出方を待ち続ける彼は無言を貫き、小さく嘆息する私。

「……逃げませんから」

「わかった。ありがとう」

　諦め半分で口にすれば、ようやく右腕は自由を取り戻した。目尻に残る涙のあとを拭うと、覚悟を決めて振り返った。恐る恐る顔を上げた先で、仕事中の顔とはほど遠い、苦悩に満ちた表情の課長と目が合う。

「また俺……吉川さんを傷つけたよね？」

「……え」

「ごめんな」

　そう告げて、力なく笑った彼。その姿に罪悪感が押し寄せ、左右に頭を振って否定する。

「……ち、がいます！　ち、がうんです」

「吉川さん？」

「課長は何も……悪くなんてありません！　私が悪いんです」

　その真意を探るような顔つきに変わったものの、私は言葉足らずのまま口をつぐむ。試作部に異動後の彼はひどく端的で、ままならない関係にさせた自分をずっと責めてきた。それを思えば、今はどれほど恵まれてる……？

　車のクラクションの音や週末の街中を楽しむ声が遠くから聞こえる。路地裏にある細い通りで静かに向き合う私達とは、あまりに対照的なものに感じられた。

「……ですから、もう戻ってください」

「どうして？」

「え、絵美さん達が」

「あのふたりはどうでもいい。吉川さんが心配だから」

「な、何を言って……」

「嘘は言ってない」

　ダークグレイの瞳をまっすぐ受け止めながらも、彼の発言ひとつひとつに動揺は隠せずにいた。

　そのたびに、勘違いをしてはダメと自らを戒める。これは課長が親切なだけで、好きな人のための行動だと。心に痛みを覚えると、肩にかけていたバッグを持つ手に、キュッと力を込めてしまう。

「……課長は優しいですね、いつも」

「え？」

　ぽつりと紡ぎ出したのは、ずっと思ってきたひと言。無理やり笑ったので、変な顔をしているに違いない。

「すっごく……優しいです」

　切なく微笑した彼を見上げ、もう一度言った。ここまで部下を心配したり、憂いてくれる上司はめったにいない。陰から見守りつつ、困っていると、すかさず手を差し伸べてくれる。そんな課長は、部下にとって心強くて、頼もしい存在だから。

　しばらくして、自嘲的に小さく笑った彼が視線を逸らした。その横顔から真意は読めず、佇む私の頬を冷たい夜風がそっと撫でていく。

「……大切な人を、いつも泣かせているのに？」

「うっ」

「本当は好きだって言えない、ただの臆病なヤツが？」

「ううっ……」

　こうした言葉の数々が繋ぐものは、絵美さんへの恋情。はっきり口に出されると、奈落へ落とされるようにショックだった。

「何度も諦めようと思ったんだけど……やっぱり無理で。それどころか泣かせてばかりだよね」

　課長はもちろん、私の愚かな思いなど知る由もない。悲しみの色をたたえたダークグレイの瞳で、問いかけるように切なく微笑んだ。ビル群の隙間から覗く、くすんだ青色の夜空がいたずらに月を隠している。それは人通りのない路地で立ち止まり、行き場のない心に囚われたままの私達となぜか重なった。

　本心をさらけ出せないところが課長との共通点だと、今この瞬間わかった。

「か、ちょうの……す、好きな人って」

　遠くを見つめるその横顔が切なさを誘い、目を瞑ってしまう。それでも、勝手に動きだした口はもう止まらない。だったら、いっそのこと、このまま潔くフラれようと思った。

「どんな方ですか……？」

　しかし、肝心の答えが一向に返ってこない。どうしたのかと薄目を開けると、彼は大きな手で口元を覆っていて、違和感を覚えた私は少し近づくと、その顔を覗き込んで見る。

「急にどうしたんですか？」

　課長の視線が中空をさまよっているので、不ぶ躾しつけにもストレートに尋ねてしまう。

「……本気で言ってるの？」

「は……？」

　ようやく口からその手をはずした彼はそう言って、今度は深い溜め息を吐いた。その意味がわからず、ぽかんとしてしまう。

　そこで少し屈んだ彼に距離を詰められ、虚を突かれた私は身を固くする。頬に熱が集まる気がしたけれど、ここが薄暗い夜道で救われた。

「吉川さん。彼氏は？」

「は？　え、と……いません」

「好きな男は？」

　なぜこんなきわどい質問を？とも聞けず、あっさり核心に迫られる。ダークグレイの瞳がどこか扇せん情じょう的てきで、至近距離で彼を見つめながら口を開く。

「……い、ます」

　鼓動の速さは最高潮に達し、心臓が飛び出そうなほど必死に紡いだひと言。その答えを聞くなり、大きく肩を落とした課長はそのままアスファルトへしゃがみ込んでしまう。

「どうしました!?」

　突然のことに驚いた私も、慌ててその隣へ覗き込むようにしゃがみ込む。

「……やっぱり、な。それって、松岡だよね？」

「は？　ち、違いますよ！　そんなわけありませんっ！　松岡さんはただの先輩です！　確かに素敵な方とは思いますけど……お兄ちゃんみたいですから」

「……本当？」

「ええ、誓って！」

　松岡さんの名前が出た瞬間、のけ反りそうになって耐えた私。おもむろに立ち上がった彼に続くと、両肩に手を置かれて真向かいにされる。

「他の男が好きでも、もう諦めない。……ずっと吉川さんが好きだった」

「……か、ちょ」

「いや、好きだ」

　呆然とする私を捉えた課長のまっすぐな声音が、静かな夜へ甘く溶けていく。

「……う、そ」

「嘘じゃないよ」

「だ、って……え、みさん、が」

　真っ白な頭では、たどたどしい口調になってもどかしい。

「絵美さん？」

「え、絵美さんが……好き、なんですよね？」

　深入りしすぎたか、と怪け訝げんな表情の課長に不安が募る。

「ちょっと待った。それ、どこ情報？」

「秘書課内、とかいろいろ？」

　噂の出所は知らないので曖昧に答えると、彼は大きく嘆息した。

「確かに絵美さんはいい先輩だけどな……あの人はおと」

「その続き、言う覚悟ある？」

　言葉を遮るように、怒気を含んだ低い声が辺りに響き渡った。声が聞こえたほうへ同時に向くと、その約十メートル先で腕を組んで立つ絵美さんの姿を捉えた。また、彼女のすぐ隣で満足げな笑みを浮かべている松岡さんも見えた。こちらに近づいて来るふたりに慌てた私は、肩から手をはずした課長と距離をとってしまう。

　しかし、「真帆ちゃんおめでとう！」と、打って変わって、弾んだ声の絵美さん。

「ほんとにねー。俺、隣で見ててジレったくてさぁ」

「あんたが余計なことするからこじれたんでしょ！」

　松岡さんを一喝する彼女を前に、私はうろたえてばかりだ。

「で、ふたりがしっかり画策してくださったというわけか」

「だって勘違いし合ってるから、これは誰かがその紐をほどいてあげないとってね」

「……よく言うよ」

「えー、優しい後輩なのにぃ」

　溜め息をついた課長の肩をポンポン、と叩いた松岡さん。その表情は、明らかにこの状況を楽しんでいる。ずっと建物の陰から私達を見ていたと言うふたりに、再び割烹の個室へと連行された。ひとまず注文した分のお会計を済ませ、荷物も預けての行動力には恐れ入る。

「ね？　これで噂だってわかってくれた？」

「はい、……すみません」

「真帆ちゃんは悪くないの！　勝手に勘違いしてたアホ男がぜーんぶ悪いから！」

　食欲をそそるダシの香りをさせながら、ぐつぐつと煮えるすっぽん鍋を前にして。これで何杯目かわからないビールジョッキをあおる絵美さんは、男性陣にのみ辛辣発言を向けていた。

　社内でやりにくくなるのは嫌だから、と付き合っていることを隠していた絵美さんと松岡さん。大学時代の後輩として、長年付き合いのある課長と絵美さんが親しいのは当然。それでも美男美女のふたりゆえ、周囲から見れば付き合っていると映ったのだろう。異性からの誘いに困っていた課長と彼女の利害が一致して噂を放置し、上手く利用してきた。まさに私と松岡さんの関係と似ている。

「まあいいじゃん。一件落着したし」

「いや、まだ吉川さんに返事もらってないけど？」

　うんうん頷きながら、すっぽん鍋をつつく絵美さんが、黒岩課長のさらりとした発言に大きな目を見開く。彼らの視線が一斉に向かう先はもちろん、呑気にすっぽんを食べていた私だ。

「……真帆ちゃん、放置プレイ？」

「うわー、俺もそれ参加していい？」

「ち、違いますよ！」

　とりあえずお茶碗と箸を置いたものの、集中攻撃されているようで居心地が悪い。告白に放心していたところへ現れたふたりに圧倒されて現在に至るのだから、返事をするタイミングもなかった。ただその後、すっぽんが美味しくて夢中になっていたけれど……。ちらりと隣に座る課長を窺うと、目が合った彼はそっと微笑んでくれた。この表情を見られるだけで、本当に贅沢だと思う。……それでも、訪れたチャンスを逃していいの？

「……好きです、私も」

　するり、とこのひと言が出ていた。不安の消えた今だからこそ、なおさら課長に気持ちを伝えなきゃいけない。にわかにダークグレイの目が見開いた直後、気づくと彼の腕の中にいた。そして頭上から心地よい声音で「ありがとう」と言ってくれる。力強くて広い胸の中で、自然と涙がこぼれていく。

「好きなんです……っ、ずっと、ずっと」

　伝えたいことはたくさんあるのに、上手く言葉が出なくてじれったい。それでも、彼のシャツを掴んでいたのは本心の表れだろう。

「うん、うん」

　優しい声で受け止めてくれる彼にすがる。不安がっているより、この気持ちを大切にして前に進みたい。……だって、課長が大好きだから。

　温かさに委ねて抱きしめられていると、前方から楽しそうな声が聞こえてきた。ハッとして課長から離れた私は、目尻に残った涙を慌てて拭う。

「らぶらぶぅー」

「ヘタレ修平も、ちょっとは進歩したわね」

　囃すふたりの言葉に、恥ずかしさが込み上げて赤くなる私。すると、また隣から肩をグッと引き寄せられた。

「我慢するのはもうやめた」

　女性社員の憧れ――もといエリートの彼から、好きになってもらえる日が来るなんて夢にも思わなかった。

「……え、と。私もですよ？」

　彼に微笑み返すと、ゆるゆると本音を告げた。課長の表情が和らぐのを見て、胸がきゅんと高鳴るから。消せなかった思いまで言葉にしたいと思えたの……。

「じゃあ、そろそろお開きってことで！」

　向かいのふたりがそう言って、バッグを片手に立ち上がった。すると部屋を出ようとしていた松岡さんが私達のほうを振り返り、課長にキラースマイル全開で「これの力どうだろうね？」と、空になったすっぽん鍋を一瞥した。

「わかった」

　ひとり狼狽する私をよそに、端的に締めた彼の発言で顔が紅潮していく。

「真帆」

「……はっ、はい!?」

　ふたりが部屋を出ると突然名前を呼ばれ、ひっくり返ったような声を出して課長を見る。すると彼は、ドギマギする私の顔を覗き込んできた。恥ずかしさで目を閉じた瞬間、リップノイズを立てて重なった唇。ほんの一瞬、柔らかな感触が触れるだけのそれは、『続きが欲しい』と思わせるものだった。

　課長が会計を済ませてお店を出ると、私達はタクシーに乗り込んだ。彼が告げた行き先は自宅マンション。車中でコンビニに寄ってほしいとお願いすると、自宅からほど近いコンビニ前でタクシーを止めてくれた。そして買い物を済ませた私達は、そこから歩いて五分というマンションを目指す。

　歩みを進めるごとに、初体験の時より遥かに緊張している私がいた。そのせいか、自然と口数も減っていく。ほんの数時間前までは、ただの上司と部下――それが崩れるなんて……。余裕を窺わせる彼の横顔を覗くたび、不安と期待がせめぎ合う感覚だった。

　到着したのは、青山にある高層タワーマンション。オートロックを解除した課長の案内で、エントランスホールを進むとエレベーターに乗り込んだ。静かに上昇するエレベーターの中、気持ちを落ち着かせるためにデジタル表示を眺めていた。

「ねえ、真帆」

　呼びかけに返事をするより早く、唇を奪われてしまう。虚を突かれた私が目をぱちくりしていると、いたずらに笑った彼が離れていく。そして到着したのは二十五階。部屋のドアを開けた彼は、先に私を部屋に上がらせた。

「お、お邪魔します」

「フッ、どうぞ」

　扉を閉めた彼の背中を追って上がると、リビングへ通された。そこはブラウン色のインテリアで統一された、落ち着きあるシンプルな空間だった。

「綺麗ですね」

「そう？　何もないだけだよ」

　彼は小さく笑いながらジャケットを脱ぐと、ソファへ放り投げた。次にネクタイを緩め始めたので、その仕草にドキッとしてしまう。

「先にシャワー浴びる？　疲れただろ」

「……はい」と頷いた。バスルームの使い方を教わったあと、洗面台の前でメイクを落とす。すっぴんを見せることより、その先を想像して落ち着かないまま、シャワータイムを手短に終えた。

　鳴りやまない鼓動を抱いたままリビングへ戻ると、ソファに座っていた課長と目が合う。立ち上がった彼は、私の頭を撫でて浴室へ。優しい色をしたダークグレイの瞳を見られるだけで、息が止まりそうだった。

　しばらくして戻って来た彼の濡れ髪がセクシーで、淡いブルーのシャツにデニムというラフな姿もその魅力を増していた。

「コーヒー飲むよね？」

「えっ！　あ、おかまいなく……」

　おもむろにキッチンへ向かう彼に続くと、ひっくり返ったような声が出た私を笑い始めた。

「松岡が最後に言ったひと言、気にしてる？」

「えーと」

「夜も遅いし、コーヒー飲んでひと息ついてから寝ようか？　今日じゃなくていいよ。……真帆の心の準備ができた時でね」

「あ、できれば早くね」と、茶化しながらつけ加えた彼が電気ケトルのスイッチを入れた。

　どこまでも続く水平線のようにまっすぐで、固まっていた私の心をあっさり溶かすほどに優しい人。だから、気を遣わせてしまった……。

「そ、それなら……今がいいです」

　コーヒー豆とカップを取り出してセットする途中の、その大きな背中へと後ろから抱きついて告げた。

「……真帆、どうした？」

　一瞬、戸惑いの色を覗かせた課長の声にも怯まずに続ける。

「……今すぐ、抱いてほしいです。課長が欲しい――ダメですか？」

　さっきまでは迷っていたのも事実。でも、今はこの時間が本物だと身体に刻み込んでほしい。シャツを掴む手に、祈るようにギュッと力を込めた。

「真帆、ちょっとだけ離れてくれる？」

「す、みませっ、ええ！」

　勢いよく課長から離れた次の瞬間、力強い腕に膝をすくわれていた。一気に高くなった不安定な視界に言葉を失う。私を抱き抱えたまま足早に歩く彼は、リビングを出てすぐの部屋のドアを、私を下ろさず開け放つ。そこはベッドとサイドテーブルのみの寝室。

　広いキングサイズのベッドに私を静かに沈めると、その上に覆いかぶさってきた。大きな手でそっと両頬を包まれながら、性急な口づけが降ってくる。その触れ方は、先ほどまでのキスとはまったく違っていた。

「ん……ふっ」

　何度も角度を変えては重なる唇の熱を感じながら、私は静かに目を伏せる。ねじ込まれた舌先は歯列をなぞり、徐々に口腔を痺れさせるように身体の力を奪っていく。唇の触れる先が首筋に移ると、同時に彼の手が私のシャツのボタンをひとつずつはずしていく。すべてのボタンの取れたシャツを左右へ広げると、ブラジャーの上から大きな手が包むように触れてくる。その甘い感覚に、ぴくりと身体が粟立つのを感じた。

「綺麗だ」

　顔を上げた彼のバリトンの声が静寂に響き、スカートへ手を忍ばせながらこちらを見ている。冷静な課長の裏にある情熱的な素顔に触れた刹那、言葉なんてもういらなかった。

「あぁ……んんっ、あぁああ！」

　焦らすような指先の甘い感覚と、身体を這はう舌先に翻弄されては嬌きょう声せいを上げた。課長の重みと質量を受け入れるたび、初めて肌を重ねた夜に、この上ない幸せを感じていた……。










内緒の関係




「……それで、肝心の続きは!?」

「楽しんでるでしょ？」

「当然でしょ〜」

　二日後の日曜日は、ソファでクッションを抱えながら、楽しそうに話の続きをせがむ瑞穂と過ごしていた。

　今日のトップニュースは黒岩課長とお付き合いを始めたこと。本当は今朝、電話で報告するつもりが、『真帆の作った茶碗蒸しが食べたい！』のひと言で彼女のマンションに遊びにやって来たのだ。

　地方出身の瑞穂は、東京郊外のベッドタウンにあるファミリーマンションでひとり暮らしをしている。近くのスーパーで買い物をし、デザートもゲットしての訪問には大感激された。朝食もとらずに待っていたという彼女に呆れつつ、私はすぐにキッチンの前に立つ。研究センスはピカイチでも料理は一切ダメという彼女の食生活が心配になる。特に彼氏不在の現在、こうして食材持参で作りに訪れることもしばしば。

　ようやく女王様のお腹も満たし終えると、リビングに設置されたソファでふたりで寛いでいた。

「で、ヤったの？」

「あのね。女子なんだから、もうちょっとソフトに」

「ねえ、エッチ上手かった？」

「あー、もうっ！」

「ふふふっ」

　前方にあるガラステーブルには、ブラックコーヒーとデザートのプリンが並ぶ。

　ほくそ笑む彼女はそれらに手をつけるより、私をイジるほうが優先事項らしい。ひっそり息を吐いた私は彼女の横顔を見る。

「でも、あんたにしては珍しいよね。付き合ってすぐのエッチとか。ん？　初めてじゃない？　その当日にヤったのって」

　ようやくプリンとスプーンを手にした彼女。ひと口食べてからズバリと指摘する。

「そうなんだよねぇ」

　確かに言われた通り、これほど早く身体を許したのは課長が初めて。今までに何人かと付き合ったものの、受け身の私は自分から迫ったこともない。

「なんかね……とにかく抱かれたいって思ったの。あんな風に自分から誘ったりして、今でもびっくりしてる」

　後ろから彼に抱きついて『課長が欲しい』とか……思い出しても顔が熱くなる。

「それは真帆が、ついに本気の相手を見つけたって証拠でしょ？　今までは、なーんか流されてるっていうか、消極的だったし」

「……本気、うん、それはそう」

　学生時代の経験が思い出せないほど、今は課長への熱に浮かされている。……あの声で求められると応えたくて、あんな風に乱れたこともないと思う。

「甘酸っぱーい！　大人の初マジ恋愛とか胸キュンだわー。……大変かもしんないけど、頑張れ」

「うん、ありがと瑞穂」

「よし次は私の番か。釣ちょう果か報告に乞うご期待！　よって、コーヒーおかわり」

　そう言ってマグカップを差し出す瑞穂に呆れながらもキッチンへ向かった。けれど、熱々のコーヒーをカップに注ぎながら、ご機嫌な彼女に後ろめたさを覚えてしまう。

　何度も迷ったものの、情に厚い彼女に余計な心配をさせたくなくて。

　結局、姉妹のような間柄だから、あえて言わない選択をした。

　この不都合は、幸せを得た代償なのかもしれない……。
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「真帆……話があるんだけど」

「ん……なぁに？」

　あれは髪を下ろした課長が少し幼く見えることを知った、初めて抱かれた夜のこと。

　幸せなひと時を浸るように寄り添って。情事の余韻に満たされている中で、そう切り出された。

　傍らで眠る私にずっと腕枕をしてくれていた彼に支えられて起き上がると、私達は素肌のままベッド上で向かい合った。

「俺達のことは会社に知られたらいけないんだ」

「え……どうして？」

　彼の発言の真意がわからず、直後はきょとんとする。でも、『この関係を公にはできない』という遠回しな物言いだとやっと気づいた。

　それでも、社会人になって初めての彼氏で、社内恋愛とは無縁だった私にはその意味が理解できずにいた。

「ごめん、言葉足らずだった。ウチは自由な社風だし、社内恋愛も禁止されていないよ。まあ、業務に支障をきたすとなれば話は別だろうけどね……。一番の理由としては、俺の一存でうちの部へ真帆を異動させたことにあるから」

「そう、なんですか？」

　社内恋愛に問題がないことに安堵するような子供の私では、とても課長の本音を慮おもんばかれるわけもなかった。私の肩へシーツをかけると、また体勢を元に戻した彼はこう言った。

「ああ、その時に『ある条件』が出されていて、付き合っていると会社関係に知られたら、多少なりともお互いの立場に」

「ど、どういうことですか!?」

　一気に重みを増した彼の話に、つい声を上げてしまう。それまでの幸せ気分から、急に現実へ呼び戻す言葉の数々に黙っていられなかった。

「これから全部話すから。大丈夫だよ、な？」

「……うん」

　戸惑うこともわかっていたように微笑し、私の髪を手櫛で整えてくれる。その優しさですぐに落ち着きを取り戻し、彼の目を見て今度は静かに続きを待つことができた。

「真帆は入社前から有名だったって知ってる？」

「え？　なぜ？」

　突然そんな話にすり替えられたため、訝いぶかしげな顔を見せる私に小さく笑った。

「その年の理工系出身者の中で入社試験トップだったから」

「えええ、そうなんですか!?」

　目の前で素すっ頓とん狂きょうな声を上げたため、さすがの彼もこれには苦笑い。

「それも配属希望先が、試作部か海外事業部だったんだろ？」

「それも知ってるんですか!?」

　次々と言い当てられてそのたびに驚くと、「調べたもん」と舌をぺろっと出して茶化される。

「まあ、あとから聞いたんだけどな……。それで真帆が優秀と知っていたから、秘書課で顔を合わせていた時もずっと試作部のメンバーに欲しかったんだよね。本人がせっかくある能力やセンスを活かせずに、つまらないって顔してたし？」

「……そ、そんな露骨でしたっけ？」

　こちらを窺うように視線を投げかけられて、あははと苦笑い。尖っていた秘書課時代の自分を省みると、今でも穴を掘って埋まりたくなるほど恥ずかしい。

「真帆と同じ年齢の頃の俺と比べたら、ひよこみたいに可愛いもんだよ」

「……それって、褒められてます？」

「もちろん」

　なんとなく納得できないけれど、綺麗な微笑がそれを煙に巻いてしまう。

「それでいろいろな方面と協議した結果、真帆は試作部へ異動して働くことになったんだよ。まあ……その時に揉めて、多少なりともゴタつきがあったけどね」

　ずっと不思議だと思っていた。けれど、やっぱり異例中の異例だったんだ。オブラートな言い方で気遣われると、一層のこと申し訳なく感じた。

「ここで本筋に入ると、真帆を秘書課からはずすことに難色を示していた上層部から、ある条件つきで異動を許可してもらっているんだ。『なんらかのトラブルが発生した場合、異動や処分を課す』と」

「な……嘘」

　異動や処分というフレーズを聞き、身震いがした。がく然とした私は彼を見ながら、固唾をのんで続きを待つ。

「うん。生意気な俺を気に入らないことが、まず大部分を占めるだろう。同時に、私的感情から俺が真帆を故意に異動させたと思い込んでいる節もあった」

「そ、んな……」

「噂や思い込みほど、信用ならないものはないのにな？」

　自嘲笑いを浮かべた課長は、きっと直接責め立てられたことが何度もあったのだろう。苦い思いを感じていると、そこではたと気づく。

「あの……私が異動する前の週の一件は……まさか」

「ああ彼女？　仙台営業所の所長補佐に選ばれて喜んでたね」

　異動直前にあった、阿野さんとのいざこざ。私がその噂に怯おびえていたのは、ほんの一週間だった。それはかつて彼が言った通り、彼女が二週間もしないうちに国内の営業所では最大の仙台へ転勤となったため。これがただの異動ならば、問題あっての左遷と受け取られる。でも営業事務の彼女がずっと望んでいた秘書業務とあれば、たちまち栄転話にすり替わる。

　結局、最後まで会うことはなかったけれど、今もそれでよかったと思っている。彼女にとって、私が疎ましい存在であることには変わりない。反対に私からしても、あの日のことはどれだけ経っても快いものではないから。

「人事の方……素早いんですね」

「ヒューマン・トラブルに善処するのが仕事だって、その同期は言ってるけどな」

　だから課長はエントランスで出くわした時、いち早く行動に移してくださったのかと納得する。確か仙台営業所の所長さんは、日本支社の試作部の方だったはず。人事が迅速な対応を見せたのも、口にしないだけで間違いなく彼のお陰だ……。

「ご、めんなさい」

「なんで謝るの？」

「私のせいで迷惑ばかり」

　顔を覗き込んでくる彼に俯き加減で答えると、再び大きな手でそっと頭を撫でてくれた。

「迷惑なんて考えたことは一度もないよ」

「……でも」

　すっかり冷えてしまった身体をシーツで覆う。すると彼は、私の左手の指の間に手を滑り込ませて握った。仕事柄、製品や薬品類を扱っているのに荒れ知らずで羨ましい。心まで温めてくれるようなその手を、私もキュッと握り返した。

「真帆がいなかったら、松岡のフォローは誰ができた？　案件を抱えても完璧にこなせるのは、真帆ののみ込みが早いからだって言ってたぞ」

「え……本当？」

　目をぱちぱち瞬かせて尋ねると、もちろんと頷いてくれた。「それに」と重ねて、ダークグレイの瞳でこちらを見つめてくる。

「真帆の存在があって、今の俺があるから。感謝こそしても、迷惑なんて絶対にあり得ないよ」

「っ」

「それくらい、大きな存在だから」

　穏やかな笑みにあらがう術はなく、涙がこぼれそうになるのをこらえた。さっきまでは、彼の熱を求めて寄り添っていた。けれど今は言葉にならなくて、すがりついたのだろう。

　何事にも一生懸命で、課長の仕事に対する情熱だって私には計り知れない。阿野さんのこともしかり、結局は誰にも損害が被らない結果に落ち着かせた。周りの環境向上のためなら、と奔走する彼が私情を挟んで行動するわけがない。

　仮にこれが恋愛ありきの異動だったなら、こんなにも長い間、気持ちがさまようこともなかったのに……。温もりを確かめるようにさらに身を寄せると、シーツの中で腰の辺りへ手を回して支えてくれた。

「……私の気持ちのほうが大きいこと、忘れないで下さいね？」

「それはどうだろう？」

　ダウンライトの鈍い光が小さく辺りを照らす中で、私からキスをするとどちらともなく笑った。

「この関係は内緒でも大丈夫。俺達は崩れないよ。真帆は今までと変わらずに、毎日をこなしていけばいいから」

　彼のこの言葉の意味を今も探ってしまうのは、私はまだ心のどこかで納得できずにいるからなの……？

　好きな人との関係を内緒にするのは、やっぱり悲しい。それでも互いの気持ちさえ通じていれば大丈夫だ、と弱気な心に言い聞かせるしかなかった……。
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「この検査結果から、二点のうち精度の安定する本品でどうかと……」

　たとえ若輩者でも、バタバタと奔走している毎日は時間が惜しく感じてしまう。

　私が今週明けからずっと取り組んでいたのは、松岡さんの案件のひとつ。それが本日――金曜日にようやく完成し、リーダーである彼に提示しているところ。小さなネジのサンプルを彼に手渡すと、「ちいせぇー」と顔をしかめた。もう一方のサンプル品も顕微鏡で交互にチェックし、しばらくして視線をこちらへ戻した。

「うん、真帆ちゃんの意見に賛成ー。もう一方って耐久テストの点数は高いけど精度は低いし、何より工程が多すぎるもん。いずれ生産にかかった時に面倒だって現場サイドから文句出るよ。俺も面倒なことは嫌いだしー」

「はい、ありがとうございます！」

　松岡さんは大きなあくびをしながら、サンプル入りの小箱を私のデスクへ置いた。今日は研究室にこもっていたため、ポロシャツの上から白衣を羽織ったラフな姿だ。ホッとひと息つく前に、私も隣席でパソコンを開いて正式な報告書の作成に入った。

　今回の案件で完成したネジは、小指の腹に乗せてもまだ小さい。これは医療機器メーカーが開発中の機械で、軸となる箇所に使用されるもの。医療機器は人体に使用するので、部品ひとつをとっても高度かつ高精細。そのため打ち合わせや設計といった初期段階から何度も頭を抱えるほどのトラブルが頻発した。

　幾たびの衝突を重ねながら、試作に携わった人々の力で形となった経緯もあるので喜びもひとしお。

　それも松岡さんの的確な采配があってのことで、私も午前中いっぱい東奔西走していた。彼の下で働いていると、奇想天外な発言と大胆な発想には驚かされる。

　マイペースに見えるのに無駄がなく、迷いのない素早い指示が飛んでくる。それでいて、私のような後輩にも深い部分まで任せてくれる。さっきのサンプル選出にしても、私の意見を信頼してくれたことは嬉しかった。

「真帆ちゃん、最近ちゃんと食べてる？」

「もちろんです！　腹が減っては戦はできませんから」

　自信満々に答えると彼は満足そうに笑い、すっかり慣れた手つきで髪を撫でる。

「松岡さんこそ、無理しないでくださいね」

「それじゃあ、膝枕してくれる？」

「それは丁重にお断りしますけど」

「えー、じゃあ添い寝？」

「もっと嫌です！」

　こんな砕けたところも彼の才能のひとつだと、最近ようやく納得したけれど……。

　報告書の作成を終えてようやくホッとした私が部署を一瞥すると、今日もフロアは活気に満ちていた。

「あら、黒岩くんどうしたの？」

　その時、彼を呼ぶ甘い声が耳に届き、つい目で追っていた。視線の向かう先は、最奥にある構造課のスペースのすぐ隣で。課長が構造課を新設する前に所属していた、マネジメント課の一角。そこではグレイのスーツ姿の課長と、彼に寄り添ってファイルを見ているひとりの女性を捉えた。百八十センチをゆうに超える課長の隣に並んでも、絵美さん以外で唯一バランスがとれると感じさせる人だ。

　その矢や崎ざきさんは中途入社でここへ配属された、部署内では初めての女性。今では彼の抜けた課の係長を務めており、課長と同じ年で女性の出世頭でもある。ノンフレームのメガネをかけた瞳には秘めた強さがあって、同性から見てもカッコいい女性だ。

「矢崎さんならできる、よな？」

「もー……そう言われたら断れなくなること、よく知ってるわね？」

「俺、そんなに性格悪く見えるかな？」

　私のいる場所からだと、課長のその大きな背中しか見えずに少しじれったい。

「ああ、わかったわ！」

　けれど皮肉なことに、手にしていたファイルを閉じる矢崎さんの表情がわかってしまう。どうして、頬を染めて彼の腕に掴まっているの……？　楽しそうにひとしきり話し、彼女の肩へポンと手を置いて「よろしく！」と言った課長。

　小さく頷いた矢崎さんが課長に向けるその眼差しから、彼女の気持ちが伝わってきた。それこそ、課長には密かに社内ファンクラブが存在するらしいので無理もない。とはいえ、彼を好きな女性と一緒のところを目の当たりにすると気分も落ちていく。

　こちらへ歩み始めた課長に慌てて、オフィスチェアをくるりと一回転した私はパソコン画面と向き合う。あんな些細な場面でひとり傷ついて、もう情けない……！　小さく溜め息をついて、スリープ状態のパソコンに再びログインしようとしたその時。

「ねえ真帆ちゃん」

　隣からのんびりした声で話しかけてきたのは、もちろん松岡さんだ。

「どうしましたか？」

「ねえ、ちょっと耳貸してくれる？」

　彼の唐突な発言にも慣れてはいるけれど、今の言葉の理由はまったく読めない。日頃を思えば、勘ぐってしまうのも当然だ。

「どうしたんです？　本当に」

　もう一度尋ねてみても、ニヤニヤとした顔を見せるだけ。この表情は、よくないことを企てている時のものだ。いくら上司の頼みでも聞けないことはある、と顔を逸らしたのに。

「いーからー」と右腕を引っ張られ、その隙にセミロングの髪を耳へかけられる。右耳に開放感を覚えた直後、ペロリと生温かい何かが触れていった。

「ひっ、ひゃああああ！」

　もちろん犯人は松岡さん。彼は私の耳を舐めると、最後に耳たぶまでカリっと噛んだ。すぐに腕を解かれた反動で、声を上げながら席を立つ私。今もリアルに感触の残る右耳を押さえ、オロオロしながら犯人のほうを睨む。

「松岡さん！　何してんすか!?」

「え？　真帆ちゃんの耳舐めて噛んだだけ」

「そーじゃなくて！　今ここ会社っすよ！」

　ちょうど向かい側の席で書類にペンを走らせていた遠藤さんがたしなめると、松岡さんの目が彼へ楽しそうに移った。




　その間にも、私の叫び声のせいで「なんだ、なんだ？」と、背後から声が上がった。非常に気まずく振り返ると、どこへともなくペコペコと謝罪する。さすがに『耳を噛まれて叫んでしまいすみません』と、口にはできない。

　とはいえ、試作部内の松岡さんは優秀な頭脳だけでなく、仰天行動でも有名。お陰で周囲は、『またか』といささか呆れ気味に仕事に戻っていた。それでも私に安堵する余裕はなかった。構造課のエリアまであと数メートルのところで、クールな顔で佇んでいた課長と目が合ったから。そのダークグレイの瞳に居心地の悪さを感じ、軽く頭を下げて早々に席へ着いた。

　再びパソコン画面をのぞき込むと、さっき作成した資料の印刷プレビュー表示。『印刷しますか？』のメッセージに、キャンセルをクリックしてファイルを終了させる。

　遠藤さんもクライアントとの打ち合わせが入って、気づけば席から消えている。結局、課長は席へ戻ってこなかった。あれから、どこかへ行ってしまったらしい。窓からの景色は、日暮れの空とオフィス街のコントラストが鮮やかで、私の心模様と正反対だ。

「おしおき効いた？」

「……猫が舐めたと思っておきます」

「おいおい、せめてお兄ちゃんにしてくれる？」

「……ぷっ、それこそ危ないと思うんですけど」

　耐えきれずに噴き出し、ちらりと上目遣いでそう返す。

「うーわー、真帆ちゃんが妹って……エロ」

「なっ、なんですかそれ！」

　片付け終えた綺麗なデスクで頬杖をつき、横目でこちらを見ながら言葉を投げかけてくる。

　いつもの笑みを浮かべるその横顔は、黙っていればモテる男の雰囲気を醸し出しているのに。

「お兄ちゃんとしては心配ー」

「ふふっ、も、もう……いいです」

　彼のテキトー発言は油断すると地味にツボへ入ってしまう。引き際を間違えれば、二次災害にも繋がるので注意が必要だ。こちらへオフィスチェアごと向き直った彼は、また私の頭を撫でながら優しい眼差しを向けてくる。

「あんなので動揺してたら身が持たないでしょ？」

「え？」

　松岡さんは髪に触れていた手を元に戻した。真っ黒なその瞳の色の変化に、私は言葉を失う。

「優しさはいくら振りまいたっていいけど、心配の出血大サービスは賛成しないな。身体も心もひとつしかないんだから、無駄なものにまで心配するなんて、疲れるよそんなの。だったら、大事なものを優先するのがよくない？　まあ、どれもテキトーでね」

　抽象的な表現だけど、言っていることはよくわかる――いちいち惑わされるな、と。

「……松岡さん」

「さて、行ってこよーっと」

　白衣姿の松岡さんがおもむろに立ち上がる。頭の後ろで手を組みながら、その言葉を置き去りに部屋を出て行った。

　ひとりきりになった構造課で、私は自分の至らなさを痛感していた。それでも、時間を惜しむことはあれど、無駄にしたくない。そこで心を入れ替えると、次回の打ち合わせで使用する、三次元ＣＡＤキャドデータを引っ張り出す。設計担当が作ったベクトル形式のデータは、試作部またはごく一部の取引先とで共有されているのでいつでも閲覧できる。それをじっくり見ていたところ、「ただいまー」と、まるで家に帰ってきたような松岡さんの声が聞こえて顔を上げる。

「お帰りなさい。もう着替えられたんですか？」

「うん、スーツのほうが落ち着くから」

　と、ネクタイを締めながら席へ落ち着いた。

「あ、またＣＡＤ見てたの？　好きだねー。でももう帰るよー」

「まだ十九時ですよ？」

「金曜の夜だもん。たまには帰ればよろしい」

　そう言ってＣＡＤ画面を強制的にシャットダウンさせ、持ち前の自由さで片付けの指示を出す。慌てて手を動かしたけれど、中途半端なところで時間切れ。

　颯爽とオフィスをあとにし、すぐにタクシーを捕まえてまず私を後部座席へ押し込んだ。その隣に松岡さんも乗って目的地を告げると、タクシーは静かに都会の喧騒へ紛れるように発進した。ただし、その行き先こそが問題だった。彼が口にしたのは、私が一度だけ行った課長のマンションだから。

「……どういうことですか？」

　車が走り始めて一分も経たないうちに、傍らでウトウトしている人へ疑うたぐりの目を向けて尋ねた。それでも「眠いのにー」と言って、大きなあくびをひとつした彼はどこまでもマイペースだ。

「もー！　行き先……課長のマンションじゃないですか!?　いきなり行くっていったい、どういうことですか松岡さん！」

　ひとり車内で憤慨する私にもかまわず、ククッと喉を鳴らして笑いながら、スーツの外ポケットに手を入れて中を探り始めた彼。そしてすぐ見つかったらしい物が、チャリと金属音を立て私の目の前に出される。ぶらぶらと揺れる黒のレザーのキーケースに目を白黒させていると、「はい。これ預かっちゃった」と弾んだ声で言われた。

「……どういう」

「はい、お手！　じゃなくて手のひら！」

「なんですかそれ！」

　戸惑いながらも右の手のひらを出した。彼の表現に呆れながらも従う私は、そのキラースマイルに上手く転がされているのだろう。

「よくできました」

　手のひらに重みが加わったのはすぐのこと。シックなデザインのキーケースと松岡さんを交互に見てしまう。

「本当に……どういうことですか？」

「え？　黒岩さんの自宅のキーのこと？　あ、本人から奪ってきたんだから、自分んちに帰っちゃダメだよ」

　順調に青山を目指して走行中の車窓に映る、夜の都内の景色へと視線を移してしまった松岡さん。もちろん彼の言っていることはわかるけれど、経緯がすっかり抜けてしまっているから困りもの。消化不良な感情が取り巻く中で、ひとまず手渡されたキーケースを膝上へ置いた。

「シンプルに思いをぶつけるべきでしょ？」

「……どうして」

「黒岩さんのとこ……あれから行ってないって？」

　もう一度、松岡さんを見ようとする。けれど、こちらを向いてくれずシャープな横顔しか窺えない。

「なーんかねぇ。ふたりを見てると、意地張りすぎなんだよ。黒岩さんが大変な立場ってことは重々わかってるし、真帆ちゃんにしても今が踏ん張り時だってこと、先輩としてよく知ってるけどさぁ。なんで互いに遠慮してんの？　別にイイじゃん。もっと簡単に会いたいって言えば」

　その言葉はぐさり、と心に深く突き刺さった。それはひた隠しの本音を見抜かれたから。ようやく向き直った松岡さんに、今度はどんな顔をすべきかわからなくなる。

　課長の私用の連絡先を眺めては、疲れているだろうなと電話を躊ちゅう躇ちょしたり。メールを送るにしても、同じ職場ゆえ彼の状況は一目瞭然。とりとめない内容は負担になると遠慮してしまう。どうすれば内緒の関係を築けるのか……それがわからなくて自己嫌悪。いつも『会いたい』って言いたかったけれど、そのたびにふたりの関係を秘密にするという約束が脳裏を掠かすめて連絡できずにいた。

「……どうして松岡さんはこんなに優しいんですか？」

　さすがにこの問いかけは予想外だったのだろう。珍しく、「それ聞く？」と普通の反応を見せた。

「お節介でもいろいろするのはね。俺にとってふたりが〝大事〟だからなの、わかる？昔から知ってる後輩として……黒岩さんは人に優しすぎるんだよねぇ。あ、ちなみに今年できた後輩は、大食いな小悪魔だから困っちゃうしぃ」

「大食いは否定しませんけど」

「ほんとその身体のどこに入るんだろうねぇ」

　私の食べっぷりを想像しているのか、けたけたと笑っている。

「……でも」

　そこで笑いを止めた彼の眼差しは真剣なものに変わった。

「黒岩さんが自分から欲しい、って言ったの、真帆ちゃんが初めてなんだよね。だからさぁ、もっと軽くかまえてヤってこい！」

「はあ!?　もー！　なんでいつもそっちへ落ち着くんですか!?　せっかく松岡さん、ちょっとは格好よく見えてたのに……」

　最後はニヤリとした顔で言う彼に溜め息をつくと、そっぽを向いた私は車外に視線を移した。

「うーわ、褒め方が微妙じゃん」

「最後の言葉でマイナス百点ですもん！」

「それだと振り出しじゃん。あーあ、天然小悪魔には敵いませーん」

　背中へかけられる声をことごとくスルーしていると、今度は「不良娘になった！」とうるさい。

「……ところで、本当にお借りしたんですか？」

　今になって尋ねると、「さあねぇ」と答えた松岡さんはやっぱり優しいクセ者だ。うるさい乗客、もとい私達を乗せた車が青山のタワーマンション前に到着する。私が降車した直後、「黒岩さんのお金だから直帰するね〜」と言って、最高額の紙幣をヒラヒラ泳がせた彼を乗せたままタクシーは走り去ってしまった。

　ひとりその場に取り残された私の手には、例のレザーのキーケースが握られている。前にお邪魔した時に、課長が持っていたから間違いはないと思うけれど……。果たして入っていいものなのか、と玄関付近をうろうろしていると、帰宅したらしいマンションの住人に不審な目を向けられた。

　ここで焦ると余計に怪しまれるかも、と堂々と会釈をしてごまかすことにした。とりあえず不思議な顔をして立ち去ってくれたものの、ずっとここにとどまっているのはまずい。これが本人から預かっていたら、お邪魔する決心も湧くのだけれど……さすがに人づてでは悩んでしまう。

　そこで一度キーケースをバッグへしまうと、代わりにスマホを取り出した。アドレス帳から『修平さん』の文字をすぐに見つけてタップすると、その直後に無機質なコール音が耳元で鳴り始めた。

『はい？』

「あ、すみません、吉川です……今、大丈夫ですか？」

　勢いで電話してしまったものの、繋がった瞬間に後悔する。時刻はまだ二十時を回ったばかり。常に忙しい彼にとっては、まだ宵の口といっても過言ではない。何より、後味の悪いまま会えていなかったことを思い出す。その途端、スマホを持つ手に自然と力が込もり、口調までビジネスモードとなっていた。




『フッ……今は他人行儀じゃなくていいのに』

「……ほ、んとに？」

　電話向こうの柔らかい声で、一気に肩の力が抜けた。それは取り越し苦労で、ひとり怖がっていただけと教えてくれるから。

『うん。それで松岡から聞いたけど、もう着いた？　……あれ、騒がしい？　まだ出先？』

　大通りから一本はずれるだけで静かなものだけど、それでも車の往来は多い。その生活音が通話口にも届いたのだろう。

「え、と……到着はしているんです、けど」

『けど？』

　電話越しの課長の声も心地よく感じられ、久々の会話が乾ききった心にじんわりと沁みていく。

「その……私ひとりでお邪魔して、本当にいいのかと」

『ハハハ！』

　たどたどしく伺ったところ、一拍置いて届いた軽快な笑い声に今度は目を丸くする。

「私、変なこと言いました？」

『うん』と短く肯定してまた笑っている課長に、恥ずかしさで口ごもる。

「……笑いすぎです」

『あはは、あー、ごめんごめん、違うよ。たぶん、入っていいのか悩んでうろうろしたんじゃないかと思って』

「なっ、なんでわかったんですか!?」

　言い当てられて声を上げると、今度は穏やかにくすくす笑う声が返ってきた。

『あと一時間くらいで帰るから、部屋で待っててくれる？』

　ずるい、ずるい……。イエスしか返せない聞き方をされて顔がぽっと熱くなる。

「……それじゃあ、ご飯作って待ってますね？」

『いいの？　疲れてるだろ？』

「いいえ！　……ダメですか？」

　あと一時間で帰ってきてくれるのなら、せめて疲れた彼を温かい食事とともに迎えたい。実は尋ねておきながら、すでにスーパーを目指して歩いていたりするけど。

『いや、嬉しい……なるべく早く帰るから』

「はい……気をつけて」

　彼の『ありがとう』の言葉を聞いて通話を終えたスマホを、バッグへ沈める。以前コンビニへ立ち寄った時に見つけていたスーパーまで、車のライトが頻繁に行き交う光景を横目に街路樹の下を進んだ。

　電話を終えて数分後。目当てのスーパーへ着くと、メニューを組み立てながら材料をパパッと買い込んで行く。

　何が好きだろう？と考えて店内を歩く時間が楽しいのは、食べてくれる人の顔が浮かぶからだろう。調味料類はひと通り揃っていたので材料だけを選んだはずなのに、つい買い込んでしまった。いっぱいに詰め込んだレジ袋を両手に提げ、来た道を戻ること数分。課長の自宅マンションへと到着し、ドキドキしながらキーケースについた鍵でオートロックを解除する。

　そしてエレベーターに乗り込むと、目的階の二十五のボタンを押す。まともに課長の顔も見られなかった〝彼との初めての日〟を思い描けばますます胸が高鳴っていた。

　到着音と共に二十五階で停止したエレベーターを降りると、目指すのはひとつの部屋。一旦レジ袋を下へ置き、手で持っていたキーを鍵口へ差し込んで回す。ガチャリ、と音を立てて解錠した部屋の中へ、荷物と共に勢いのまま入ってしまった。

　パンプスを脱ぎ揃えると、恐る恐る直進して向かったのはもちろんリビング。玄関フロアの薄明かりが差し込む中、その部屋の電気のスイッチをつけるその前に、開いていたカーテンの先に臨む、色鮮やかな景色に今夜も目を奪われた。

『この夜景は帰宅した時のささやかな楽しみ』。そう言った彼が、あえてリビングの電気をつけずにカーテンを開いてくれた時と何も変わっていない。窓に近づいて見つめるのは、そんな街並みを一望できる絶景。はしゃぐ私を窺っていた、あの日の彼の優しい表情も鮮明に覚えているのに。

　どうして約束ばかりに囚われて、あまりに簡単で最も大切なことを疎かにしていたんだろう……。松岡さんの言葉通りだなと、自嘲気味に部屋の電気をつけた。ふと腕時計へ目を向けると、約束の時間まであと三十分しかない。

「急がなきゃー！」

　ジャケットを脱いでブラウスの袖をまくると、慌てながらキッチンスペースへ向かった。松岡さんの優しさがもたらしてくれた、彼とのプライベート時間を大切にしよう。高層階から見渡せる無数のビル群の眩まばゆい光のように、暗かった私の心にも灯りがともり始めていた。

　キッチンで料理を開始して二十分が経つ頃、コトコトと煮える音と食欲をそそるにおいが辺りを包んでいた。

「……にしても、すごい」

　整理された調理器具を見ながらポツリと呟いた言葉はもちろん、感嘆のひと言。料理は困らない程度に、と言っていた課長。だけど、キッチンに入ればそれは謙遜だとすぐにわかった。

　圧力鍋やノンフライヤー調理器、さらには食器やカトラリーの数々を見れば一目瞭然。包丁やまな板にしても用途別にある。ひとり暮らしの女性より多いのではないかと思う。もっとお料理頑張ろうと考えながら、湯気を立てる鍋を見ることに。ちなみに今日のご飯は二十一時を過ぎての食事になるから、消化がよくて温まるみぞれ鍋だ。野菜もたくさん食べられるし、何より日本酒愛飲家の彼は和食好きだろうと思ったから。あとは鍋を煮込んでいる間に、野菜の肉巻きや長芋とオクラの和え物を作ってある。

　鍋以外の料理をダイニングテーブルに並べ終えたところで、インターフォンが室内に鳴り響く。急いでキッチンそばのカウンターに手を伸ばす。その応対専用のワイヤレス子機を操作すると、向こうの画面が鮮明に映った。

「……はい？」

『あ、真帆？　オートロック解除してくれる？』

　緊張で少し声が上ずってしまったのは、もちろんその相手が黒岩課長だから。

「今開けますね！」

『よろしく』の言葉を聞いて、すぐにボタンを押してマンション玄関のオートロックを解除した。そしてレザーのキーケースを手にし、ジャケットを羽織りながら玄関へ急ぐ。パンプスに足を沈めて玄関を出ると、部屋の施錠をして小走りで向かった先は、まだ閉ざされたエレベーターの前。ここで課長の到着を迎えるつもりだ。

　まだかな、と相手を待つことも楽しく感じていると、しばらくしてランプの点灯が目に入る。そして静かに開いた扉の先で、ダレスバッグを提げた課長の姿を捉えた私は自然と笑みがこぼれる。

「あれ？　どうした」

　降りながら聞く彼が不思議そうな顔を見せるから、わだかまりはまた溶けていく。

「早く会いたくて……来ちゃいました」

「それは俺のセリフなのに？」

　気恥ずかしく白状すると、甘い言葉をかけられて嬉しくなった。連日ほぼ徹夜続きでも、爽やかな課長スタイルは崩れていない。

「お帰りなさい」

「うん、ただいま」

　閉まったエレベーターの扉を背に、とても穏やかに笑ってくれたから。その瞬間、改めて来てよかったのだと教えてくれる。これも松岡さんの温かさのお陰だ。あの日と何も変わっていなかった彼と、また会えたのだから……。そして預かっていたキーケースを返したところ、「真帆の役目でしょ」と受け取らず。静かなフロアから部屋へ到着するまでのわずかな間、ふたりで手を繋いで歩いていた。

「こんなに早く……大丈夫ですか？」

「ああ今日は会議もないし、ちょっとバタバタが続いてたから、たまにはいいよ」

　あっという間にドアの前に着いて手を離すと、もう片方の手で大切に握っていた鍵で開ける。

「じゃあ、今日は食べたらゆっくり休んでくださいね」

　初めて訪れた時は彼がドアを開けていてくれたから、今日は私の番と言わんばかりにドアを開けて待つ。

「……」

「どうしたんですか？」

　ところが彼は玄関にも入らず、ダークグレイの瞳でジッと私に何かを訴えてくる。何か間違えたのだろうか、と不安になってしまう。

「……いや」

「いや？」

　それが見事に顔に表れていたのだろう。歯切れの悪い彼の表情が気になって仕方ない。すると固まっていた私を今回も先に玄関へ入れると、彼の後ろでバタンと扉が性急に閉まった。

「真帆はノリ気じゃないんだって知って、ちょっとショック受けたり？」

　あーあ、と重ねて、まるで残念だと言いたげに向けられた眼差しで、ついに合点がいく。

「……え、え？　そんな話、ですか？」

　呆気にとられる私をよそに、彼は玄関と繋がる一段高いフローリングにダレスバッグを置いた。

　そして玄関フロアで私の両肩にそれぞれ手を乗せると、改めて彼と向かい合った。

「真帆もバタバタお疲れさま」

　課長や松岡さんは、どんな状況下でも『忙しい』とは言わない。なんでも松岡さんいわく、忙の字は〝心〟を〝亡くす〟って書くから、キャパシティがいっぱいな自分をアピールするようで勘弁らしい。

「今週もバタバタ……お疲れさまです」

　彼らのすべては計り知れないけれど、相手を労ねぎらう言葉は大切だと実感している。もらった側の心はたったひと言で晴れるから。「やっと笑った」、その声が静かに響いた時にはもう、私の身体はがっしりとした腕の中にあった。

「ずっと、寂しい思いをさせてごめん……」

「そ、んな」

　背中に回された腕の力でさらに密着すれば、漂う彼の爽やかな香りにも包まれる。距離を詰めるように再び力を込め、ぎゅっと抱きしめてくれた。だから私も自然と、彼のジャケットをキュッと掴んでしまう。

　ずっと触れたかった温もりが今ここにある。それだけで不安も払拭できることを教えてくれるから、たとえ子供っぽくても気にしない。……ううん、そんなこと考えられないくらいにこの時間は大切だもの。

「ずっと寂しい思いさせてごめん……ほんと俺もダメだな」

　沈黙を破るように頭上から聞こえた、どこか苦笑混じりの甘い声に、私はその胸の中から顔を覗かせる。

「そ、んな……謝るのは私のほうなのに」

　頭を小さく振って返したところ、「どうして？」と優しく聞き返されて。答えずにいる私を『真帆』と呼ぶその声が、どれほど安心感をもたらすのか、きっと本人は知らないはず。

「なんでかな？　……謝ることばかり、だから？」

「フッ、じゃあお互い様？」

「はい、そうしてくださいね」

『わかったよ』の言葉を聞きながら、再び私は広い胸の中でそっと目を伏せた。

　もっとも大切なことも忘れて、お互いに変に思い悩んでいたから、また『ごめん』の往来になるのは目に見えている。それなら、相手を愛しみ、たまには言葉をのむことも必要だと思う。ただ失敗を悔やむより、ごく自然に身を任せられる時間を過ごせるように。

　そこで私は、課長のジャケットを掴みながら、「もっとギュッとしてください」とお願いした。にわかに増した力にホッとすると、すぐにその腕を解かれてしまう。不満げに見上げると、そのままクッと顎先を引き上げられて顔はさらに上を向く。

「やっぱり、天然由来の小悪魔だ」

「へっ？　……んっ、か、ちょっ」

　ゆっくり近づいてきた彼に、一度ストップをかけようとして小さく口を開ける。その瞬間、チュッとついばむようなキスが降ってきた。そうして言葉にならないまま、熱い舌の侵入をあっさりと許してしまう。口腔をなぞる舌先にほだされてすぐ、なんのためらいもなくなった私。歯列をなぞり、水音とともに絡み合う熱に早くも酔い始めていた。

「……ふぅ……んっ」

　玄関フロアの静寂の中で響くのは、鼻にかかった頼りない私の吐息とリップノイズだけ。何度も角度を変えて続く口づけに、すっかりとろけそうな私の思考はシャットダウン寸前。いつしか顎先から私の両頬へ移り変わった彼の手に包まれた顔は、さらに火照る。

　持ち合わせていたはずのテクニックなど、ことごとく彼の唇と舌によって塗り潰されていく。酸素を求めているのに……この蜜のような甘い時はやめたくない。彼の唇が秘めたる私の本能をあっさり引き出し、目の前の誘惑を切望するほどに、甘美な吐息と声が漏れていく……。

　そうしてどれくらい経ったのだろうか。

　ゆっくり唇が離れたと同時に、カクンと膝が折れるように力が抜けていく。はぁはぁ、と酸素を求めて肩で息をする私を支えてくれたのは、綺麗な形の唇を濡らした彼だ。熱を宿したダークグレイの瞳に見つめられて、お腹の辺りがきゅんとなる。

「大丈夫？」

「……ん」

　熱に侵された口では、『はい』と言うこともできなくて。コクンと頷くので精一杯。真っ赤な顔を隠すように彼の胸を借りていると、少しずつ呼吸も落ち着いてきた。

「あの、かちょ」

「課長じゃない」

「……え？」

『もう大丈夫です』という言葉を遮られて頭上にある彼を窺うと、どこか不満そうな表情をしている。

「今は真帆しか考えられない、ただの男ってこと！　まさかとは思うけど、俺の名前忘れたとは言わせないよ……？　ほら、呼んで？」

「……あ、し、しゅうへ、い」

　しどろもどろの私に口元を緩ませながら、『聞こえないー』と意地悪な声で言う。どこか拗ねたその顔が可愛い、と言ったら怒るかな？　そう思ってくすくす笑っていた私の唇に、そっと彼の親指の腹が触れる。

「まだ乾いてない」

「っ」

　妖しさを潜めた顔で口にすると、指先で優しく拭ってくれる。何気ない仕草にまた心の高ぶりが舞い戻り、おのずと唇も強張る。

「で、俺の名前は？」

「し、しゅうへ、いさん」

「『さん』はいらないのに」

「……これは、譲りません」

　唇からようやく離れた指先に安堵した私の発言に、今度は楽しそうに笑い始める。それに拗ねた顔をすると彼が頭をポンと撫で、ようやくその場を離れた私達。別室へ着替えに向かった彼を待つ間、私もキッチンで鍋を温めていた。

「うまそー、何作ってくれたの？」

　ぐつぐつ音を立てて躍る鍋を見ていると、キッチンに現れた彼から不意に首へ回された腕の重みがひどく心地よい。

「みぞれ鍋を……あ。今さらですけど、嫌いなものとか……？」

　苦手な物とかアレルギーとか、事前に聞くのを忘れてたと気づくなんて。気合いを入れた割には肝心なことでドジるよね、と瑞穂に言われる通りの失敗だ。

「いや、何もないよ？　あー腹減った」

「ホント!?　よかったー、じゃあ食べましょうか？」

　振り返ると、カットソーにスウェットパンツというリラックスした姿とご対面。鍋つかみを手にしたところ、「重いし俺が持つよ。真帆はもう座ってて」と取り上げられてしまった。節々で気遣いを見せてくれる彼はやっぱり優しいな、と頷いてお願いする。

「……修平さんは何飲みます？」

　冷蔵庫を開けた私がそう尋ねると、「もちろんこれ」とミトンをつけた彼の手が伸びてきて、ある物が取り出された。

　それはブルーのすりガラスが鮮やかな小ボトルの日本酒。

「真帆はワイン？」

「これはよく飲むから、ついでに買ってきたんです」

　白ワインと魚は相性がいいとよく言われるけれど、個人的には日本料理と合わせるのも好き。今日は買い物中にいつも自宅で飲んでいるワインを見つけたので、ゲットして冷やしておいたのだ。「じゃあ乾杯はそれにしよう」と言った彼が、ワイングラスを食器棚から取り出した。小さく笑ってそれらを順番に持っていくと、彼が後ろから湯気の立つ鍋を運んでくれる。そして四席あるダイニングテーブルに並ぶ料理を前に、ふたりで向かい合って席に着いた。

　透明グラスにほんのり色を添える、白ワインの澄んだ薄緑色。それぞれグラスへ注いで軽く掲げて乾杯。両手を合わせて「いただきます」を、当たり前のようにする姿を見れて密かに嬉しい。私も一緒に「いただきます」と言って、少し遅めの食事が始まった。そしていよいよメインのみぞれ鍋を取り分け、ぱくりと口に含んだ瞬間。

「ん？」

「美味しくない!?」

「いや、美味しすぎて感動」

「もー！　心配したのに！」

「ハハ、ごめんごめん」

　茶目っ気たっぷりに言うものだから、心配したのにと頬を膨らませてしまう。やっぱり彼氏に初めて食べてもらう時は、それぞれの家庭の味や好みがあるから心配になるもの。このお鍋だって何度も味見を繰り返したけど、最後には味がよくわからなくなって不安だったのに。

「意地悪」

　ともあれ受け入れてもらえたことにホッとして、私も自分のお皿の中身をぱくぱく食べ始めた。大根おろしがスープの味をまろやかにするから、こんな時間に食べてもどんどん箸が進む。

「細いのによく食べる、って言われない？」

「まあ、食いしん坊って言われます。それも、私より食べる親友に」

「ハハッ！　健康的でいいじゃん」

　そんな私へイタズラな声をかけては、ちらりと上目で様子を窺って、また戻すの繰り返し。

「……あの、ジロジロ見られると食べづらい」

「だって真帆の心配する顔、可愛いんだもん」

「だ……だもん、って」

　鍋の具の豚肉を口へ入れる直前、サラッと言われたひと言でお皿へ豚肉を落とす。ああ、もう恥ずかしい……もう一度その豚肉を箸で掴んでぱくりと食べる。

「せっかくうまそうに食べてんのに、見逃すのはもったいない」

「もー、そうじゃなくて！」

　彼の口から自然に出てくる、極上スイーツのような甘い言葉の数々に困惑するばかり。

「素直に言えって、松岡のキツい説教を受けたんでね」

「……え？」

　松岡さんの名前が出てきて顔を上げると、微笑みを浮かべながらワイングラスを傾けていた。私が取り皿をテーブルへ置くと、彼もグラスを置いてその手が向かいから伸びてくる。

「何したら許してくれる？」

　色気たっぷりなダークグレイの瞳に尋ねられれば、答えはただひとつ。

「朝まで……離さないで」

「朝まででいいの？」

　心地よいバリトンの声がまた脳髄へと深く響いて、あの夜の熱を呼び覚ます。果たして、一晩で満たされるのかわからない……。

　扇情的なダークグレイの瞳に、鍛えられた厚い胸や低く掠れた声もそう。すべてが私を甘く溶かして、何も考えられなくなってしまうから。

　愛撫とともに激しく腰を揺すられ、時には意識を失いかけても、もっと彼が欲しくてたまらない。

　たとえどれほど深く繋がっても、さらなる奥を目指して突き上げる彼に、剥きだしにされる本能。……やっぱり彼との時間は、どれだけあっても足りないみたい――。










再会の波紋




「ほら真帆ちゃん、早く早くー」

　今日も呑気なのかせっかちなのか掴めない、松岡さんが隣から囃し立ててくる。

「ま、待ってください！　あと三分！」

「それじゃあカップ麺ができるじゃん。はいあと一分……」

「えええ！」

　本当にわからない人だ！　ギリギリまで粘ってパソコンにかじりついていたものの、シャットダウン後はデスク上に広げていた書類を大急ぎでまとめ始めた。

「あと三十秒ー」

「明らかに早すぎます！」

「ん？　松岡タイムだからじゃない？」

「意味がわかりません！」

　書類の山はミルフィーユのように何層にも積み重なっていて、デスク上はさらに雑然としている。楽しい時間が過ぎるのはあっという間でも、日々の仕事はそう簡単に片づいてはくれない。目下、『あと十秒ー』と腕時計を見て計測のふりをしている松岡さんが恨めしいところ。

　それでも、心根の優しい人だから素直に従ってしまう。今も三分を過ぎているのに、カウントダウンを続行してくれている。そんな彼のお陰で、修平さんと満たされた一夜を過ごせたのだから……。あの日から早くも一カ月が過ぎ、私はまた変わらない日常を送っている。

　第３四半期を過ぎてもバタバタしているので密かに会える時間もなく、まさに仕事ひと筋。最近では松岡さんのアシスタントというより、私が主体で任せてもらえる機会も増えていた。

「忘れ物ないね？　はい行くよー」

「はーい！」とここは威勢よく。でないと、松岡さんから檄が飛んでくるから。彼とふたりでオフィスを出てタクシーで向かうのは、以前依頼の入った医療機器メーカー。例のネジのサンプル品について、発生した弱点を克服することに力を注いだこの一カ月。いよいよ詰めの段階に入り、気が抜けないとはいえ、内心ホッとしている。

　車窓から眺める街並みは冬の足音が聞こえ、空も快晴ながら寒さで覆われているよう。黄色で染まっていたイチョウの並木道も、いつしか冷たい北風にその葉は舞い散っていた。

「今日を終えれば、やっとひと区切りついてゆっくりできるなー」

　隣で大きなあくびをした松岡さんに話しかけられる。さすがに最近は目の下のクマが目立っていた。

「本当ですねぇ……なんだか早かったのか長かったのかわからないです」

　タクシーの中で、不思議と笑みがこぼれてしまう。この二カ月という期間、ただひとつのサンプル制作に勤しんでわかったこと。それは、めまぐるしい毎日の中では、夜が高速で過ぎてしまうとか。失敗が続いて泣きそうになったときは、『涙を流す時間があるなら必死に働け！』と自らに言い聞かせたり。だから、自分の弱さとの戦いでもあったと思う。

「こうして年をとるんかねぇ、やだやだ」

「ですよねぇ。不規則だとお肌も荒れるし、ケアも頑張らないと」

「まあ、今の真帆ちゃん、ひいき目に見てもね……」

　その言葉に大きく頷いて彼を見ると、気の毒そうな視線を向けられてしまった。試作部のバタバタにかまけて後悔したのがスキンケア対策だ。学生時代はオールで遊び回ったり、メイクオフせずに寝ても大丈夫だったのに。悲しいことに今は、徹夜が続くとすぐにお肌どころか髪までパサパサになってしまう。

「また落ち着いたら戻りますもん」

「今はすぐ回復しても、アラサーの仲間入りしたら大変だな」

「松岡さんセクハラ！」

「いやいや、そこが真帆ちゃんのセクハラ認定基準？」

「気にしているからですっ！」

　そっぽを向く私の頭を撫でながら、彼は今日もけたけた笑っている。そこでふと、不安に思うことが美容に少し傾けられていると気づく。これも修平さんに対して、本音を包み隠さなくなったのが大きいだろう。以前は『余計な心配をさせたくない』と、お互いを思うあまりに関係をこじれさせていたから……。強がってみたけれど、最近は終電が過ぎても終われなくて、家で頭を抱えることもよくあった。あれほどバリバリ働くのが夢だったのに。いざ現実の厳しさに直面すると匙を投げたくなって、不安で押し潰されそうな日もあった。

　諦めてない、でも……本当にこれが形になるのか、と。

　夜更けにクタクタな身体で帰宅しても、落ち込んで眠れずに朝を迎えた日もあった。そんな、ある土曜日の夜。スマホに届いた一通のメールを見て大泣きしてしまう。

【たくさんご飯食べて寝たら大丈夫】

　送信主はもちろん修平さん。ごくシンプルなひと言が、心の迷いをスッと取り除いてくれた。ここで『頑張って』と言われたら、私はプレッシャーでさらに空回りしていたと思う。だけど『大丈夫』とひと息つかせるそのフレーズが、『そっか、私まだ頑張れる』と気づかせてくれたのだ。

　その日を境にして時どき送り合った短文メールは、いつも私のパワーの源となっていた。

　言葉の力は本当にある。それが大好きな人のものだと、なおさら心の奥に響いて新たな力になると教わった。もちろん社内では相変わらず、仕事外の話をする機会はまったくない。いわば、近くて遠い距離を保っている。

　何より、課長はやっぱりモテる。どうやら同じ部署の矢崎さんは、今も思いを寄せているみたい。彼女と話す姿に遭遇すると目を伏せたり、聞こえてくる楽しそうな声には聞こえないふりをしたり、今後もそれらへの機微に慣れないはず。でも同時に、この毎日が私の意識を着実に変えているのかもしれない。

　ただの噂やその場限りの光景に心を奪われるだけの暇を作るより、もっと先を見て、ひたすら前進しなきゃいけないと考えるようになれたから。

「落ち着いたらまた四人で飲みに行っちゃう？　またすっぽん料理でもいいけどぉ、もう精力剤はいらないでしょ？」

「……それこそセクハラです」

「えー、どの辺りが？」

　傍らでニヤリと口角を上げて言うその表情が、トリップしていた私をまた容赦なく追い詰める。溜め息をつくといつものように、「可愛い顔が台無しだよー」と気の抜けた言葉まで飛んでくる。まさにクセ者な松岡さんの発言にはいつも惑わされているけれど、やっぱり人として好きだな。

　そのお陰で周囲にはすっかり、付き合っていると信じ込まれているけれど。今も松岡さんが絵美さんと付き合っていると、社内の人はほぼ知らない。ううん、ふたりがカップルだと知っているのは、もしかすると私達だけかもしれない。

『彼氏と一緒に仕事できて羨ましい』。『ホントに仲がいいな！』などと何も知らない周りから、冷やかし半分の言葉がかけられるのも日常茶飯事。でも、そんな場面もお互いの顔を見て笑うだけで、なんら否定はしない。

　松岡さんは絵美さんとの関係を今さら公にするのが面倒だと言っているし。仮に絵美さんの名前を出しても、今度は社内に自らおいしいネタを発信するだけ。かといって、否定をしたところでまた追及される。結局、何をしても解決にならない。となれば所詮、楽しむだけの周囲に苦心するより、本当に大切なものを守りたいから……。

「ところで黒岩さんのこと、なんて呼んでるの？」

「はっ？　なんでそう唐突なんですか!?」

「天からのお告げじゃない？」

「いいですよ。絵美さんにメールで苦情入れますからね。――松岡さんが私の肌がヤバいって言いますよ、って！」

「へえー、じゃあ黒岩さんには――真帆ちゃんが俺のこと『てっちゃんって呼びたい』って言うんですけど？ってメールするね」

「明らかな嘘じゃないですか！」

「嘘から出たまこともあるよ？」

　また一本取られた！と横目で見ながら悔しがる私に対し、「まだまだ青い！」と勝者の笑みを浮かべていた。

　それから十五分ほどしてタクシーが停車したのは、国内トップのシェアを誇る、医療機器メーカーの本社ビル前。その企業の名は、ハートバイオ社という。三十階はゆうにあるビルのエントランスには、最近発表されたばかりのレーザーメスが展示されている。かねてより海外進出にも積極的で、当社にとってはお付き合いの長い大切なクライアントだ。

「それでは少々お待ちくださいませ」

　受付で申し出ると、私達は商談用の一室に通された。『ありがとうございます』と、案内してくれた女性に続いてこちらも頭を下げた。隣でビジネス用のスマイルを見せる松岡さんに、その女性はポッと顔を赤らめていた。こういった場面に遭遇すると、彼はやっぱりイケメンさんなのだと実感する。

　ドアが閉まり、静まった室内にふたりとなったところで、口を開く。

「……キラー・スマイルですよね、本当に」

　呆れた視線と嫌味を送ったところ、「それなりに」とすぐに本性を覗かせるから厄介な人だ。

　並んで座った私達は、個々で持参した資料をチェックする。ただこれから会う担当者のことを考えると、少々気が重い。

　その相手というのが、こちらの会社の課長を務める人物。医療機器に用いる製品は、審査基準がとても厳しいことは大前提なのだけど、『なぜ？』と思うような待ったがかかり、そのたびに徹夜をして翌日こちらへ出向いていた。今回の担当が彼でなければ、もう少し早く決着していたと思えてならない。

　もちろんこれが私の仕事と承知しているけれど、社内外で温厚と評判の松岡さんでさえ、この方からのクレーム・メールが入ると舌打ちをしていたほど。確かに大企業で三十四歳の課長とは、一般的に見て出世頭かもしれない。スポーツマンタイプの風貌なので、好みはあるにしろわりとかっこいい。けれど私にとっては取引先の中でもなく、天敵の位置づけなので論外だ。

「あー、アイツと会うの面倒」

「ま、松岡さん！　本音言ったらダメですよ」

「真帆ちゃんもそう思ってるでしょ？」

　私の顔色を読み取った松岡さんが、今回の案件でこちらを訪問するのはこれで二度目。初回の打ち合わせと私の紹介を兼ねて訪れた以降は、全面的に私に任せてくれていたから。何度も松岡さんとこれで大丈夫かと確認して臨んだ打ち合わせで、相手の本性を見たことが、この男性を苦手に変えてしまった……。

　初めてのひとりきりでの打ち合わせ。上手くできるかドキドキしながら訪れた私を、一気に幻滅させたのがその態度で。

「吉川さんって綺麗だよねー。うちの部署にこんな美人がいたら、メチャクチャやる気が出るのにさぁ。あ、彼氏っているの？　まあ、いても良いけどね。俺、上手いよ？」

　電話やメールでは注文をうるさくつけていたくせに。こちらへ赴くと、決まって私の隣に座って関係ない話をするし、下心見え見えの口説き方をしたり。資料を渡す時は決まって手に触られるし、挙句の果てには肩を抱かれたこともあった。どれもが時代錯誤とも言える、女性軽視のセクハラだった。

　ちなみに松岡さんとその人は、比べるに値せず。そこに下心があるかないかで、スキンシップの意味合いがまったく違うものになるから。

　さすがに『いい腰してるね』なんて言われた時は、我慢ならなくて手が出そうになった。それをグッとこらえたのは、ことを荒立てた時に不利になるのも私だとわかっていたから。何より、今回の依頼品は当社の技術力を結集させていた。そして揉めながらも部内で頑張ってきた話が、あまりに情けない理由で流れるのが絶対に嫌だった。

　能力を信じて支えてくれた修平さんや、仕事を任せてくれた松岡さん。その彼らのことを裏切るような気がして、口をつぐむしかなかった。だから今までの経緯は、自分だけの胸にとどめておこうと心に固く誓っている――。

「……真帆ちゃん、どした？」

　思いふけっていた私を心配したのか、顔を覗いて尋ねてくる松岡さんに笑顔を見せた。本当はビクビクしていたりもするけれど、怯えているほうが天敵に屈したようですごく嫌だ。それに今日は松岡さんが隣にいるから大丈夫。この一件が少なからず、修平さんの力になると思えば頑張れる。




　部屋へ通されてから早十分が経過している。

　いつもなら、この部屋であの人の薄気味悪い笑顔に出迎えられるのに。となれば、今日は遅刻の部類ではないかと思う。……決して嫌味ではなくて。そこへ部屋のドアを数回ノックする音が響き、後ろの扉が大きく開かれる。立ち上がった私と松岡さんは振り返った。

　けれど天敵との対峙に備えて、と顔に無理やり貼りつけていた笑みはすぐに消える。私は予想外の出来事に表情を失う代わりに、視線だけはまっすぐその人物を捉えていた。当然と言うべきなのか。相手も私の顔を見て目を見開いたけれど、それも一瞬。視線はすぐに隣の松岡さんへと移り、ジャケットから名刺入れを取り出した。

「大変お待たせして申し訳ございません。課長の辰見が急用により不在のため、代理で参りました佐々木と申します」

　名刺を交換し合った彼らに続いて私も交換し終えると、今度は三人で着席した。担当者と松岡さんが向き合って話をする中、私はその隣で資料などを準備していた。

「辰見課長はご多忙のようですね」

　聞く人によれば嫌味とわかる言葉でも笑顔で帳消しにするのだから、松岡さんのキラー・スマイルは抜かりない。

「……いえ、そうではなくてですね。ええと、ここだけの話にとどめてくださいね？実は本日、出社してすぐに……ぎっくり腰で病院に直行しまして」

　苦笑混じりにそんな事実を口にするとは……どうやら正直さは変わっていないようだ。

「あー、やっぱりいろいろとお忙しいんですね。腰は大事にしないと」

「……本当ですよね。ご迷惑をおかけしてすみません」

　一瞬、ニヤリと笑った松岡さんの向かいで溜め息をつく佐々木さん。苦労の絶えない職場なのだろう、きっと。ちなみに受け取った名刺を一瞥すると、試作部・金属部門第二グループの記載が。彼の場合の苦労は、セクハラ大好きな辰見課長の一件も含まれているはず。ただフィールドは違えど、同じ試作部で働いているのだから、あまりの偶然に笑えてしまう。

「さて、本題に入らせていただきますが……今回は私ではなく、担当の吉川からご説明したほうが早いので」

　そこで話を止めた松岡さんの視線を感じて、気持ちを切り替えた私は斜め向かいへと焦点を合わす。こちらを見ていた彼と目が合い、わずかな動揺を小さい会釈で隠した。

「では恐れ入ります、私からご説明申し上げますのでお願いいたします。……佐々木さん、今一度ご確認いただきたい箇所がございます。こちらの資料にお目通しいただけますでしょうか？」

「あ、はい。では拝見させていただきます」

　今までの打ち合わせ履歴と問題点克服の改善書を提示すると、それを一言一句たしかめるように見つめる彼。その眼差しの真剣さが昔と何も変わっていなくて、妙な懐かしさを感じさせた。さっきだって、『佐々木さん』と呼ぶことに違和感を覚えてしまったのは事実。それでも仕事モードへと入ってしまえば、彼が誰であろうと関係なくなるのは救いだった。

「何度も協議を重ねました結果、今回の状態でよろしいかと存じますが、いかがでしょうか？」

　その間、松岡さんは、傍らで簡単なフォローに入ってくださっただけ。向かいの彼もまた頷きながら話を聞き、時おり質問してくる程度。ひと通り今までの経過を話してから、そこでラストとなる先方のご意見伺いをした。ここで本当のＯＫを頂ければ、ようやく製品化に着手することになる。そのため彼を見る目とテーブルに置いていた手に、つい力が入ってしまう。

「ええ、辰見からは了承の答えを出すように言われてましたし、同じく部内も異論ありませんから」

　彼が破顔して松岡さんと私を交互に見た。この二カ月、ずっと欲しかった答えが彼の口から返ってきた。じわりじわり、心を占める喜びで頬が緩みかけるものの、キュッと顔を引き締めた。最後に今後のスケジュール確認と、量産部へ移行するための詰めの打ち合わせをした。これで本当に私達の担当するものはすべて終わり。立ち上がったふたりに慌てて続く。

「では、直接の担当ではなく申し訳ありませんが……大変感謝しております。こちらの意向を汲んだ製品を開発くださって、本当にありがとうございました」

「こちらこそ勉強になりました、ありがとうございます」

　最後にテーブルを挟んで握手を交わした彼ら。その手が離れると向けられるふたつの視線。スクエア・タイプのメガネの向こうの目は、正直なところ居心地がひどく悪そうに揺れていた。

「吉川さんもありがとうございました」

「……大変お世話になり、こちらこそありがとうございました」

　差し出された自分の手を恐る恐る近づけると、パシっと強く取られた。ビクッと肩が跳ねながらも、どうにか笑顔を見せて穏やかに彼との握手に応じる。少しして離れた手にホッとしたものの、ここはビジネスの場だと溜め息をのみ込んだ。そしてテーブル上を埋め尽くしていた書類をかき集め、急いでバッグへしまい込む。

　早く修平さんに伝えたい、という気持ちがじれったさを増す。パワーを与えてくれた彼に、今日はメールでもいいから感謝を伝えたい。

　ようやく終わって解放感に少しでも早く浸りたかったけれど、先方が玄関フロアまで送ると言うので、まず部屋を出てエレベーターへの道中を三人並んで歩いていた。当然あまり喜ばしいことでない私の足は、少しずつ歩幅が小さくなってしまう。嫌というより、もう会うこともないと思っていた人だから、こんな形で顔を合わせて気まずかった。

　ほんの少しだけ離れた、ふたつの男の人の背中に安堵していると。エレベーター前で不意に松岡さんが振り返った。「どうした？」と簡単に聞いてきたのは、ここが他社であるため。

「すみません、大丈夫です」

　短く返すと、「そうか」と微笑を見せる彼の隣に立ってエレベーターを待つ。なるべく目が合わないように、わずかに俯き加減でやり過ごしていたけれど。すぐに到着したエレベーターへ三人で乗り込んだところ、しばしの沈黙が流れる。

　それにボタン操作のため前方に立つ彼から向けられる視線に、ずっと気づいていた。けれど素知らぬふりを通すほうがいいと考えた私は、顔を上げずにその時間をひたすら耐える。ようやく到着音が鳴ると一階で停止。開ボタンを押して待つ彼に、軽く頭を下げて松岡さんと扉を出た。

　早くと急く気持ちが足を速めるのに、なぜか一定の距離が広がらず。さらにはエントランスの自動扉を潜り抜けてまでついてくる彼に、困惑の色が増していた。

「……では、この辺りで我々は失礼します」

　するとさすがに妙に感じたのか、丁寧に断ってキラー・スマイルを見せる松岡さん。私も遠慮がちに振り向いてまた一礼すると、向き直って大通りで早くタクシーを呼ぼうとした。

「最後まで知らないふり？　――真帆」

　苛立ちをわずかに含ませた声で呼ばれて、驚きと共に振り返った。

「久しぶり……覚えてるだろ？」

「……うん。剛史」

　肯定だけでは済まさず、呼び慣れたほうで答えろと強要する口ぶりに頷く私。

「やっぱりふたりって知り合い？って……この言い方も変か？」

　彼の目を改めて見た時、もうひとつの聞き慣れた声音が混ざりハッとした。口元に笑みをたたえる目撃者――松岡さんも、この不自然な場面を楽しんでいたらしい。

　メガネの奥の眼力が強い人とキラー・スマイルに挟まれ、視線を泳がせてばかりの私。立つ瀬がないとはまさにこのこと。

「佐々木くん、でいいかな？」

「あ、はい！　もちろんです」

　そんな私を置き去りに、フレンドリーな松岡さんは剛史へあっさり話を振った。

「単刀直入に聞くけど。もしかしなくても、真帆ちゃんの元カレ？」

　外角を狙うことなくあっさり高速ストレートで尋ねるのはある意味、猛者だと思う。

「あ、気づかれました？　大学四年の時にたったの二カ月で振られましたけどね。ただ真帆は、理工学部のマドンナだったから仕方ないか、と泣き寝入りです」

　それを強力なミットで受け止めるほうもしかり。さすが元野球部のエースだ。できればこのまま脱走させていただきたい私は、今なら盗塁王になれそうな気がする。

「でも、大学では最後の男だったよな？」

「ねえ真帆ちゃん、どうなの？」

「あ、はは、」

　余計なことまでベラベラ話し始めた剛史に、松岡さんはほくそ笑んでいる。クセ者上司へ無料で情報をリークしないでもらいたい。彼の戦術カードだけが増える一方なのに……その念を込めてメガネの彼を見たけれど、話すことに夢中でまったく気づかず。いっそのこと首を傾げてわからないふりをしようか？

「それにしても、こんな偶然ってあるんだな……あ、なあ今夜ってあいてる？」

　唐突な言葉に、「……は？」と間抜けな声を出す私。

「せっかく会えたのに、このままバイバイはもったいないって。積もる話でもしながら飲もうって言いたかったの。……さすがのマドンナは不機嫌か」

「あー、真帆ちゃんって妙なトコで譲らないんだよねぇ。それがマドンナの由縁だったりする？」

「あ、わかってくださいますか!?」

『本当にマイペースだよな』と、いわれのない非難を向けられて溜め息をつく。エントランスを出てすぐの隅で立ち話をしているとはいえ、やっぱり目立っているらしい。ふたりの相手にグッタリしているところへ、第三者から向けられる視線もつらい。

「また、みんなを誘ってからでも」

「それはそれ！　俺は今日、飲みたいの！」

　こういう時、剛史は研究者らしく粘る。どこまでいっても譲らない。私も頑固と言われる性質でも、彼にはとても及ばない。

「いいよ」

　軽い調子の声が響いた。こちらの思いとは真逆の言葉を耳にして目を丸くする。イエスの返事はもちろん私でなければ剛史でもない。そう、松岡さんだ。

「佐々木くんの終わりって何時？」

「今日は十八時頃かと」

　ちらりと時計を見ると、彼が松岡さんへ向けた声音は弾んでいる。夕刻近くのアポイントだったため、訪れた時よりさらに冷たい空気が頬を撫でていく。雲ひとつなかった空も、今はすっかり夜の階段を進むような暗さが覆っていた。

「それなら真帆ちゃん直帰決定。あそこで待たせますから」

　業務命令まがいの言葉で私を封じ、そして指差した方向には一軒の有名お手軽カフェが見えた。

「連絡先……って元カレだし、もちろん知ってるよねぇ」

　さらに私を突き落とすことも忘れなかった。これはもう確信犯以外の何者でもない。

「はい大丈夫です。松岡さんありがとうございます！　じゃあ真帆、あとで迎えに行くから。今日はお疲れさまでした、失礼します！」

　そして剛史もまた有無を言わせず踵を返してしまった。その背中を呆然と目で追いかけるだけ。

　せめて私の意見を聞いてからにしてほしい……。大きく肩を落とす私の手を引き、松岡さんは当然のようにスタスタと歩き始めた。そして交差点を挟んだカフェの前で立ち止まる。

「じゃあ待機しててねー」

　力を解いて向き直ったその顔に松岡スマイルが健在。これに敵う人はいるのだろうか？　立ち尽くす私に背を向け、彼の背中はどんどん遠ざかって行く。

　見送った私が目を向けたのは、穏やかな照明の光を纏まとう、全国的に人気のカフェ。出て来るお客さんと入れ替わるように扉を潜り抜けたところ、『いらっしゃいませ』と言うスタッフの明るい声とコーヒーの香りが店内に広がっていた。

　オフィス街にある店舗で平日の夕暮れ時とあってか、席はいくつかあいていた。カフェ・モカをオーダーして受け取った私は、ふたり席の小さなテーブルへ落ち着く。外での雑談によっていつの間にか冷えていた身体。それを温めてくれるカップの温度と甘味はいささか心をなだめるよう。

　カップを置いてバッグからスマホを取り出すと、時刻は約束の十八時まであと三十分。アドレス帳を開き、『修平さん』の名前を見て、ひとり意気消沈してしまう。

　一段落ついた今日は、メールより彼の声を聞きたくて電話しようと思ったのに。まさか、元カレと取引先で会うなんて……。喜べずにいるのも、隠しようのない本音だった。

　剛史とは同じ学部だったこともあって、時どき会うと話をする程度の間柄で。オシャレメガネに黒髪の彼は賢者と呼ばれ、周りから一目置かれる存在だった。彼らのような研究好きに囲まれた大学生活を、クール・クイーンの瑞穂と共に謳歌していた。

　剛史と付き合い始めたのは、大学三年の終わりに告白されたのがきっかけ。その前に付き合っていた人と別れて数カ月が経ち、卒論準備と就活に追われていた日々だったな……。

　ふと回顧していた時、テーブル上へ置いていたスマホが規則的に震え始めた。ディスプレイに表示された名前を見て、すぐに通話に切り替えた。『すぐ行くから』の言葉に頷いた私は、マグカップを返却口へ戻してカフェをあとにする。

　一段と寒さの増していた外で空を仰ぐと、いつの間にか藍色で塗り潰されていた。『真帆！』の声が聞こえたほうへ視線を戻すと、こちらへ駆けてくる剛史を捉えた。

「わりぃ！　待っただろ!?」

　首を振って答えれば、冷静沈着に見えるけど、明るくいつも輪の中心にいた剛史が笑う。やっぱり笑い方は変わっていないな、と自然に頬が緩んでいた。そんな私に、「何笑ってんの」と、ノックするように頭に触れるところもやっぱり昔と同じだ。

　仕事終わりらしき社会人の姿を横目に、ふたりで並んで向かった先は、大通りに面したカフェのすぐ裏にある、小さな洋風居酒屋。四つのテーブル席とカウンターがあって、私達は一番奥のテーブル席へ案内された。

「あー、腹減った！」と、座って早々に折りたたみ式のメニュー表を開いた剛史。

「真帆は何飲む？」

「カンパリオレンジ」

「じゃあ何食べたい？」と言って、次はメニュー表からアラカルトを見せてくる。私は適当にチョイスして、さらに彼がお勧めというパスタを頼むと、メニュー表を持った店員さんが下がった。

「変わってねえよな」

「何が？」

「真帆のパスタ好き」

「そういう剛史だって、カルボナーラ一辺倒だったじゃない？」

「この店のが美味いの！　ビールとよく合うんだよなー」

　そう言ってネクタイを緩めた彼は、会社の同僚とよくここを訪れているとか。向かい合うふたりはスーツ姿。どことなく違和感を覚えるけれど、それこそお互い様だ。

「それにしても、うちの課長が言ってた担当者がまさか真帆とはねぇ」

「……課長さん、何か言ってたの？」

　セクハラまがいの行為を受けていた私は、想像するのも嫌悪感を覚えるけれど……。

「すっげぇ美人で控えめな子だって聞いてたのにさぁ。ドア開けたら真帆！　詐欺だろ、思いっきり！」

「それこそ失礼でしょっ!?」

　軽口を叩く彼に思わず口を尖らせた。そのやりとりを何度か繰り返すうち、顔を見合って大笑いする。そこへアルコールが到着し、カクテルのグラスとビールジョッキを軽く合わせて乾杯。喉を通っていく液体はほんのり甘くて美味しい。向かいの彼もまたゴクゴクと豪快にジョッキをあけていた。さらに注文した品が徐々に運ばれてきて、取り皿に分けてそれぞれのお腹を満たす。

「真帆の食い意地は変わらねぇな」

「食い意地じゃなくて、せめて食いしん坊にしてよ！」

「そうだな。食い意地といえば瑞穂だよなー……」

　そうして気づけば三年前の昔話に花が咲き、また笑いが起きる。まさに無限のループ。剛史の声を聞いているだけで、まるで楽しかった大学時代にタイムスリップしたように思えてしまう。

　それはきっと、彼から再会直後の目の鋭さが消えたせいもある。けれど私達は大人になっていて、環境の違う中で毎日を戦っている。あの頃と変わっていないように見えても、それぞれ別々の道を歩んでいて。成長した姿を知るのは嬉しいけれど、少し寂しくもあるのは思い出のせい。なんとも言えない矛盾した感情が、心の中にあった。

　三杯目はグラスワインを頼んだ私。そしてピッチの速い彼は、これでビール四杯目だ。例のカルボナーラが濃厚な香りを連れて到着したところへ、テーブルに置いていたスマホが着信を告げる。万が一会社から電話が入ることを考え、カフェにいた時にバイブレーションから切り替えていたのだ。

「ご、ごめん！　ちょっと電話してくるね」

「りょーかい」

　スマホを持って急いで店外へ向かうと、そのディスプレイに表示されている名前に驚きを隠せない。慌てて通話へ切り替えると、『もしもし？』の声がすぐに聞こえた。

「は、はい。吉川です！　課長、何か……」

　飲み会をスタートさせて二時間。今はまだ二十時と、試作部では仕事をしていて当たり前の時間帯。当然、電話中の彼を『課長』と呼ぶのが正しい。うろたえながらも第一声はマナーを順守していた。大通りの車の往来がうるさいこちらとは違い、課長のほうは静かな場所とわかった。

『……真帆、会いたい』

「か、ちょ？」

　それなのに、向こうから返ってきた言葉が、シンプルに私を求めたから。一瞬、どう返せばいいのかわからなくて。寒空の下でひとり固まってしまう。

『……あー、ごめん、やっぱり』

「私だって会いたいです……！」

　だけど、その戸惑いを吹き飛ばしたのは、自嘲する彼の声を遮った私自身。

『……真帆』

「寂しい……会いたい。会いたいよ……」

　この案件が終わるまでは、会えないけれど大丈夫という、ストッパーがなくなった今。絶妙なタイミングで修平さんの声を聞いたら、我慢できない。きっとアルコールの力もあるけれど。電話越しに何度も伝えた言葉は、ずっと心に巣食っていた本心だから、もう無理だよ。

『今どこ？』

「……え」

『迎えに行くから』

　泣きそうな私の耳に届く声はとても優しい。けれど、素直にそれを受け入れていいのか、ためらう。

「……し、ごとは？」

　ここ最近の彼は眠っているのか心配になるほど、あまり顔色がよくなかった。それくらい激務である人が、この時間帯に帰れるわけがない。部下だからなおさらわかるもの。

『ああ、ウェブ会議が本社側の都合で急きゅう遽きょ中止になったんだよ。何もすることない俺は、ぜひ迎えに行かせてもらえると嬉しいんだけどなぁ？』

　私が遠慮するのをわかっていて、今日も〝はい〟と言えるきっかけをくれた。

「……お願いします」

『もちろん』

　弾んだ声音を聞かせてくれるのなら……今日だけ、わがままを許してほしい。さらにハートバイオ社の近くにある居酒屋だと伝えて、了承した修平さんの電話が切れた。慌てて店内へ戻ると視界の先には、何やら難しい顔をしてスマホを見ていた剛史が。

「ごめん！　どうかしたの？」と矢継ぎ早に尋ねれば、「はああ」と深い溜め息をついた。

「……今、彼氏は？」

「あ、うん」

「俺の知ってる人？」

　あまり詮索されると困るので、言葉少なく「ううん」と頭を振ってしまう。すると剛史は、スマホをスーツのポケットにおさめて、テーブル上で頬杖をついた。

「……なんか、相手を思うと難しいなぁ。俺が好きな子って、他の男にいいように扱われてんの。それも辰見課長！」

「え？」

　酒に酔ってきたのか、少し顔が赤くなっている彼が自嘲を浮かべながら言う。

「半年くらい前に偶然、その子が社内で泣いてるところを目撃してさ……。彼女のほうは本気なんだけど、あの課長って手癖が悪いんだよ。あ、ここだけの話な？　しつこくアタックかけて落とすと、あとは飽きるまで弄ぶだけ。彼女にしたってセフレのひとりにしか考えてない。ほら俺、課長と同じ職場だろ？　だからその子に頼りにされて、何度も話を聞いてたんだよ」

「……剛史」

　辰見課長の素行の悪さは自分で体験済みだから、その話が他人事には聞こえない。半分ほど残ったビールで喉を潤す剛史のその目は……私が別れを告げた日に見たものと同じ。チクンチクンと、今さらすぎる罪悪感が襲う。返せる言葉もなく、彼をただ見つめていると。

「今日なんか『……私のせい』とか、課長のぎっくり腰の原因言われてさぁ……さすがにへこんだ」

　そこでハッとした。剛史が強引に私を誘ったのは、純粋に飲んですっきりしたかったのだと。

「その人、は？」

「あーフロアに寄ったらいなかったし、課長の家に行ったと思う。……散々話聞いたクセに、今さらホントのことは言えねぇな？」

　ビールをわずかに残してジョッキを置くと、今度はガシガシと頭をかいている。振った女の立場で何と言うべきか。これだけで思案に暮れそう。

　テーブルに並べられた、残りわずかな料理はもう冷めてしまっていた。それぞれの席に置かれたグラスもすっかり汗をかいて、時間の経過を物語っている。

「あ！　真帆、同情だけはするなよ!?　その目は失礼だっての！　お前に可哀想って思われたら、振られた当時の俺まで気の毒じゃねえか！」

　すると思い出したようにこちらを見た彼。それにびっくりして目を白黒させてしまう。

「……剛史」

「俺にとっちゃ、まあ二カ月だけでも楽しい過去だ！　夢の国に行ったり、サッカー観戦したり……結構覚えてんだけど、俺はな」

　そう言って豪快に笑い飛ばすメガネの奥の瞳は、やっぱりあの頃と変わっていない。その当時、付き合っていた人と別れて半年後。『飽きさせないから付き合って』と告白してくれた剛史。何かと忙しい毎日に満たされていた私は当初断ったものの、粘り強い彼に根負けしてお付き合いが始まった。

　宣言通り、ふたりの都合が合うとテーマパークへ行ったり、景色の綺麗なレストランへ行ったり、スポーツ観戦も何度かした。どこか落ち着いた雰囲気を持つ外見とは違って、実際は笑顔の絶えない底抜けに明るいキャラだった。

「……私だって」

　ジョッキの残りわずかとなったビールを飲む彼が、「んー？」とこちらへ目を向けてくる。

「ちゃんと覚えてる。もちろん忘れるわけないよ。でも私は自分勝手で、傷つけた側だから……。付き合っていた時のことに何を言っても、説得力ないね？」

「そんなこと」

　まっすぐ見て口を開くが、たどたどしい口調のせいかほんの少し目を見開いた彼。

「今日……会った時、普通に話してくれたでしょ？」

「あ？　うん。そりゃあ、会えたんだから当然じゃね？」

　当たり前だと言いきった彼に、視線を落として小さく頭を左右に振った。

「……本音を言うとね、私は違ったんだ。どうして会っちゃったの？とか、上司に知られて気まずいとか、本当に身勝手で」

「真帆……」

　彼に呼ばれて顔を少し上げたものの、上手く表情が作れずにいる。人の喜ぶ顔を見るのが好きなのだと一緒に過ごして教えてくれた人だから、暗い顔を見せたくないのに……。でも当時の私は、剛史とデートを重ねても、やっぱり彼は〝友達〟としか見られなくて。

　付き合って二カ月を過ぎようとする目前だった。テーマパーク帰りに立ち寄った、イルミネーションに彩られた公園で、楽しそうに隣を歩く彼に向かって、『やっぱり好きになれない』と口にしたのだ。

　別れようよりむごいその言葉を告げた瞬間、『なんで？』と、顔を歪ゆがませて泣きそうになった彼。ずるい私はただ『ごめんね』と言い残して、その場を去ってしまった。あの粘り強い剛史が追いかけて来たり、その後、連絡を寄越さなかったくらいに彼を傷つけたのに。

「今さらだけど……ありがとう」

「何に？」

　突然のお礼を言ったせいか、ぽかんと口をあけている彼に微笑んだ。

「だって……別れても守ってくれたじゃない？　『お前らが傷口に塩塗り込むんじゃねぇよ！』って、噂してた子達に言ってくれて」

「……あー、そんなこともあったか。ま、男が女を守るのは当然っしょ！」

　思い出したように頷いた彼。そして、ニカッと歯を見せて笑ってくれる。

　同じ学部だから顔を合わせるのは気まずかったし、人気者をあっさり振った性悪女とか、周囲にあることないことを囁かれた。覚悟しての別れだったものの、尾ひれがついていくでたらめな話に何度心が折れかけたか……。それをきっかけに噂を怖がるようになった私より、剛史は何倍も大人で、誰よりも強くて優しかった。

「剛史に感謝してたの」

「おいおい、泣かせんなよー、マドンナ！」

「ちょ、ま、マドンナじゃないわよ！」

　ためらいながら口にする私を気遣ってくれたのだろう。目をゴシゴシして、泣く真似をする剛史。結局、最後まで『ありがとう』を言えずに、大学生活は終わってしまったけれど。

「……いい恋、してんだな」

「え？」

　また新たなビールを注文して笑い合っていた中で、突然の言葉にきょとんとする。

「あ、今から言うのは怒んなよ？　昔の真帆って、わがままな割に自分の意見はないっつーかねぇ。瑞穂がクイーンって言われる隣で、お姫様みたいにみんなにチヤホヤされてただろ？　わりと素直に従うくせに、意思と違う結果が出た途端、やっぱりヤダ！とか言い出すし」

「……最悪だよね、うん」

　あまりに的を射ている発言なだけに耳が痛い。かつての行ないを恥じるばかりだ。

「まあ俺もそこがいいと思って告ったからなー。振られた時は本気でショックだった」

「……ごめんなさい」

　新たなビールを喉を鳴らして飲んでいた彼に謝ると、鋭い眼差しが返ってきた。

「だからぁー、今の俺が可哀想だから謝るなっての！」と。

　叱咤に頷いてみせると、私の手元にやってきていたウーロン茶にストローで口をつけた。

「謝ってくるってことは、まだ悪いと思ってんだろ？　そんなのいらねえの。昔のことを今さら謝ってみても何も出ねえよ。俺は俺の中で消化してるからな」

「うん」

　そう言って牽けん制せいされた私は、再び言いかけた『ごめん』のセリフをのみ込んだ。するとジョッキを置いた彼が向かいから、まじまじと顔を見てくる。

「でも、真帆変わったよな。うん……ますます綺麗になった」

「はっ!?　何、いきなり」

　明らかに動揺する私をけらけらと笑いながら、「どんなヤツ？」と重ねられる。

「……いつもパワーをくれるから、私も彼に応えたいと思える優しい人で……。何より、一緒にいる時間が一番ホッとする、かな？」

　つい答えてしまったけれど、恥ずかしさのあまりウーロン茶を口にした。

　そこで友人では、瑞穂以外で修平さんのことを口にしたのは初めてだと気づく。興奮気味の私をなだめるように、冷たい飲み物は心も落ちつかせた。何杯目かわからなくなっている剛史もまた、ビールの細かい気泡と味に酔いしれていて。半分ほどまたあおってしまうと、そのジョッキをテーブルへ置いてこちらを見てきた。

「好きなんだろ？　その男のこと」

「うん。……すごく」

「まったくニヤけんなよー！」

　不意に立ち上がった彼の手がテーブルを挟んで伸びてくると、その手が顔に近づいてきた。

「ひゃ、に、ひゅる、の……」

　両頬を指でつままれた私が非難の声を上げても、口は上手く回らず。

「ハハハッ！　マドンナも遠い昔みてえな顔してるぜ」

「ひょっ、とー……」

　けらけら笑いながら、人の顔で遊ぶ彼を睨むことしかできず恨めしいけれど。

「いてっ！　暴力反対！」

「は、にゃひぃ、てよぉ」

「ってーな！　俺はこんな力入れてねえっての！」

　もちろん黙っている私ではない。目の前の手をつねり返し、つばぜり合いを繰り返していたその時。

「……手を離してあげてくれるかな？」

　両者を打ち止めさせる心地よい声がふと、背後から聞こえた。すぐさま剛史の視線は私から逸れてそちらを向く。同時に指先の力も抜けて解放感が訪れる。地味に痛い頬を押さえるよりも先に、振り返ってしまうのは当然だった。

　もちろんその声は、間違えようのない修平さんのもの。『迎えに来て』とねだった電話を終えてから、三十分ほど経過している現在。車でも二十分はかかるので、オフィスをすぐに出ていなければ今の到着は難しいはず。

　ベージュのコートを片手に持ち、スーツ姿で現れた彼をチラチラ見る店内の女性達は目ざとい。クールな眼差しでニコリと口元を緩ませた、その表情はやはり綺麗だと感心する。けれど、ダークグレイの瞳が捉えていたのは私の奥に座る剛史。

「真帆……知り合い？」

　剛史の声に、ハッとして席を立つ私。すると修平さんは、距離を詰めるようにゆっくりとした足取りで席へやって来る。私のすぐそばで立ち止まると、ふわりと彼の男らしい香りが鼻腔を掠めた。

「あ、ごめんなさい！　彼は大学の時の友人で……佐々木剛史くんです」

　私が慌てて紹介しようと手を前方へ向けたところで、おもむろに名刺入れを取り出した剛史。

「初めまして、佐々木剛史です」

　差し出された名刺を丁寧に受け取った修平さんの表情は、実に飄々としたもの。

「ご丁寧にありがとうございます。初めまして、黒岩です」

「はい、ＳＪ社の黒岩さんの噂はかねがね」

　名刺を出さず、簡単に名乗っただけの彼を剛史が知っていたことに驚かされる。

「真帆、この方が？」

　その剛史の言葉に、もはや隠せないと、コクンと小さく頷いた。

　修平さんは通常ならばすぐさま名刺を出すけれど、今日はそうしなかった。ただハートバイオ社は取引先なので、修平さんのことを知っているのも致し方ない。私のせいだ……迎えに来てほしいとか、わがままを言ったから。

「ええ、お世話になっております」

　今にも冷や汗が流れそうな私を尻目に、修平さんは少しも動じることなく対応している。

「いや、弊社のほうが黒岩さんにいつもお助けいただいてると伺っております……けど」

　含みを持たせて言葉を切った剛史。そうして、ほろ酔い加減から遠ざかった私と彼の顔を交互に見てくる。ちょっと待って。その『けど』の続きって何なの!?　ちらりと隣の修平さんの横顔を窺ってみても、何を考えているのか読めない。

「そっかぁー。ああ、納得」

　そう呟いた剛史の視線が私のほうに移った。

「真帆って本当に……面食いだよな」

「……はっ？」

　歯を見せて笑うその目つきは、明らかにふたりに挟まれてうろたえる私を楽しんでいた。それなのに「って言うのは冗談で」と重ねた剛史が、次にその眼差しを向けたのは修平さん。彼はそれを無機質に受け止めている。

「真帆のことお願いします。いや、振られた俺が言うことじゃないんすけど！　それと真帆」

　頭を下げておどけた剛史はビジネスバッグを手にし、唐突な出来事で呆然とした私にその視線を戻してくる。

「な、に？」

「ここはお前が払ってよ？　これが当時のお詫びの形ってことで」

「……つ、よし」

「いや、ここは俺が払うよ」

　そこへスッと入ってきた修平さんの声に、今度はふたりして彼の顔を見てしまう。小さな居酒屋ゆえに、店内の視線を集めていたことには気づいていた。けれどそれにかまう余裕はなくて、当事者の私さえ固唾をのんで見守っていたのだ。

「彼女の過去も……何もかもすべて受け止める。だから、この場も俺に払わせてほしい」

「うっ」

　穏やかな口調で告げた修平さんは、剛史に鋭い視線を向けている。その傍らで私は、ドクンドクンと底から湧くような嬉しさで鼓動は速まる一方。

　そんなことを言われたら……修平さんとの〝ずっと〟を望んでしまうのに。すると、先に破顔したのは剛史だった。私達を交互に見てくる顔も晴れやかなもの。

「ホントに真帆って、食い意地張ってるから大変でした」

「あっ！　また食い意地って言った……！」

「事実は事実として伝えるべきだろ」

　そこでようやく笑い合うと、たちまち和やかな空気が辺りを包んでいく。そして宣言通り、剛史は財布を出すことなく、飲食ゼロの修平さんがお会計を持つことに。さすがの私も、あの言葉を聞いたあとでは『私が払います！』と強く言えなかった。でも、クレジットカードで支払いする修平さんからちょっと離れがたくて。「ありがとう」を伝えたあとは、その隣でジッと静かに待っていた。

「ありがとうございましたー」の声に押されて居酒屋のドアを出ると、店のすぐそばでタバコを吸いながら夜空を仰いでいた剛史。私達に気づいてすぐ、「ゴチになります！」と歯を見せて笑う姿はやっぱり昔と同じだ。

「やっぱり食いしん坊なところって昔から？」

　コートを羽織りながら尋ねたのは修平さん。それに驚いて、彼の顔を見上げてしまう。

「そーなんですよ！　飯のあとはスイーツ補給とか言いながら下手すりゃ男の俺より食って……」

　吸っていた煙草を携帯灰皿で処理しながら、ここでも失礼なことを話し始める剛史。

「ちょ、そんなに食べてないでしょ！」

「いーや！　〝理工学部のマドンナ〟より、〝理工学部の隠れ大食い〟だろ！」

「ちょ、ちょっと！」

　頬を切るように冷たいビル風が三人の間を掠めていく中、寒さなどおかまいなしの剛史の饒舌さは感服もの。

「フッ、ありがとう。あとは真帆に聞くとするよ」

　すると肩へ手を置かれ、そのまま引き寄せられる。ビジネスコート姿の修平さんとの距離が縮まって、不意に高鳴る鼓動が頬を熱くする。

「あ、それもそうですね」

　携帯灰皿をバッグへしまった剛史が淡々と修平さんを見て言う。視線を送り合う彼らはまるで、無言の会話をしているようにも映った。

「じゃあ真帆、今日はサンキュ」

「あ、剛史……今日のことは」

「誰に言うんだよ？　つーか、お前こそ瑞穂に俺のことバラすなよ!?」

「ふふっ、もちろん。本当にありがとう！」

　そして背を向けて歩き始めた彼に言葉をかけると、振り向くことなく手を上げてくれた。駅を目指して歩いて行くその姿に、昔の面影はもう見当たらなくて。やっぱりお互い別の場所で、社会の荒波に揉まれながら歩いているのだと感じた。

　だから私達に、『またね』のひと言はいらない。いつかまた再会した時は、心の底から笑えるはずだから。










タイムリミット




「帰ろうか」

「あ、はいっ！」

　頭上から聞こえたその声に威勢よく答えると、肩を寄せ合いながら歩き始めた。大通りの街路樹の下を進んでいくと、北風はその強さを示すように呆気なく体温を奪っていた。

「寒いー……」

「今日コートはどうした？」

「……晴れてて大丈夫かな、と思って」

　ＳＪ社のオフィスから少し離れ、車の往来が激しい夜の歩道を進む私達に気づく人は誰もいないだろう。

「風が弱くて天気がいいほど、放射冷却が起きるのに？」

「……実は、寝坊しかけて忘れたんです。駅に到着して気づいたから、潔く諦めました」

「ハハッ！　真帆らしい」

　もう少し腕の力を強められると、密着がより高まった。それだけで心がほっこり温かくなるから、思わず寒さを忘れてしまいそう。しばらくして捕まえたタクシーに、ふたりで乗り込むと彼が告げた先――それは青山のタワーマンション。

『迎えに来てほしい』と言ったから当然だけど……本当に時間を作ってくれたという幸福感で満たされていた。金曜日の夜の街並みはどこか活気を感じ、ビルや店舗から漏れる優しい光と通りを行き交う人々の表情も明るい。さらには対向車のライトやテールランプが一帯に新たな色を添えていた。

「お酒くさくないですか？」

　久しぶりにお酒を楽しんだけれど、密室ではにおいが心配になって聞いてみる。

「うん、ちょっとね」と言われてしまい、ラストをウーロン茶にしたけれど無意味だったようで。うな垂れているところへ名前を呼ばれて、隣の彼を見た瞬間に落とされたキスで目を丸くする。

「これで俺もアルコール検知されたり？」

　ほんの少し掠めていった感覚と言葉が、体温をかぁっと急上昇させる。

「……そ、そんな風邪の菌みたいにうつりません！」

　薄暗い車内で捉えたダークグレイの瞳がどこか扇情的で。思わず逸らした私は、膝上に置いた手へ慌てて視線を落とす。すると、くすくすと笑い始めた修平さんの声が静かな車内に響き渡る。お陰で上げられずにいる顔はおろか、耳まで熱くなっていた。どれだけドキドキさせるサプライズを仕掛けてくるの……？

　二十分ほどでタワーマンション前へ着くと、タクシーは私達を置いて静かに走り去った。時間を追うごとに深くなる藍色の夜空。車内との温度差で縮こまる私の手を引いてエントランスを進む彼。すぐやってきたエレベーターへ乗り込んでも寒くて、特につま先なんて氷のように冷たい。

「すぐ風呂入れよ。風邪引くぞ」

『はい……』と頷いた私を見て、何か思い出したような顔をする。

「悪い！　俺がコンビニ行こうか？」

　なんのことかと首を傾げてすぐ、メイク類と下着のことを言ったのだと気づく。さすがに、女性用品を買わせるなんてお願いできない。それに修平さんがコンビニへ行くなら、私も喜んで行くのに……。

「あ、大丈夫です……実は、持ってます」

　苦笑して返せば、ところさすがの修平さんも、「え？」とその意味を計っているらしい。

「あれから……困らないくらいは持ち歩いてるんです」

「そう、なの？」

　ようやくオブラートに包んだ発言に納得してくれたのか、小さく言葉を返してくれる。

「あ、ほら！　友達の家に行く時も困りませんし！」

「それは用意のいいことで」

　無理に加えたひと言がどうやら彼のツボを突いたのか、今度はお腹を抱えて笑い始めた。ちなみに簡単メイクができるくらいの化粧ポーチは、もともと携行している。ただ、初めて彼のお家へお邪魔して以来、バッグの中にはお泊まり用スキンケア用品と下着を足していたのだ。本当はここ最近、バタバタでそれも忘れていたけれど……今ほど、備えあれば憂いなしと思ったことはない。




　すっかり覚えた二十五階にある彼の部屋を解錠し、また今日も彼がドアを開けて待つ。「お邪魔します」と足を進めたところで、背後でバタンと扉が閉まる音がした。

　彼に背中を押された私はすぐさま、リビング手前のバスルームを借りた。早速メイクをオフして、いそいそとお風呂へ入る。洗面台もお風呂場もやはり、必要品以外置いていないところが彼らしい。

　シャワーの蛇口を捻ひねるとすぐに熱いお湯が湯気とともに肌を打ちつける。もくもくと湯けむりに覆われる浴室内で、冷えきっていた身体はすぐに体温を取り戻す。さすがにシャンプー類は持参していないので、置いてあるものを使わせてもらった。バスルームに入ってどれくらい経ったのか、コンディショナーを流していた時だった。

「真帆ー、着替え置いとく」

「あっ、すみません……！」

　すりガラス越しに彼の呼ぶ声が届く。ドキッとして振り返れば、ぼんやりシルエットが映っていた。言葉を返すと「ゆっくり入ってこいよー」と言って、すぐにその影は消えてしまう。

　シャワーを止めた私はタオルで水滴を取りながら、渡された着替えを見た。ジャケット類の上に置かれていたのは、休日用と見えるワンポイント入りのラフな長袖シャツと黒いパーカー。とりあえず風邪を引く前に、とブラジャーと下着の上からそれらを着てみた。この前と同じく、膝上が十五センチほどの丈。腕の先はもちろんブカブカで見えない状態だ。

　髪を乾かし、私物をすべて持ってバスルームからリビングへ急ぎ足で向かったところ、まだスーツ姿の彼がソファで新聞を読んでいた。

「お先にすみません、ありがとうございました」

「いや……温まった？」

「はい！」

　新聞を折り畳みながら尋ねてくる彼に、にっこり笑って返す。

「真帆ちゃんエロい」

「なっ、どこ見てるんですか……！」

　ちらりとダークグレイの瞳が向けられたのは胸元だった。パーカーのジップをもう一度上げ直しながら、クククッと笑っている向かいの彼を睨む。

　いくつもガラステーブルに置かれた新聞紙を見ると、経済紙に工業新聞や英字新聞などその種類は幅広い。

「すごい……こんなにたくさん読まれるんですか？」

「んー、専門分野からも情報入るし、読むのも結構楽しいんだよね」

　そんな時間が果たしてあるの？と、にわかに疑問を抱きながらも感心した。もっぱら自宅が取る新聞を斜め読みの私とあれば、なおさらだ。

「あ、修平さんご飯まだですよね？」

「うん、まだ」

「それじゃあ、私、作ります！」

　立ち上がった彼は私の頭をポンポンと軽く叩き、「よろしくね」とリビングを出て行った。乱雑に置かれた新聞をひと通り並べると、長すぎる服の袖を無理やり上げた。ふわりと漂ってくる彼の香りが心地よくて、やっぱり頬が緩んでしまうのも無理はない。

　その後キッチンの冷蔵庫を開けると、中にあった食材からできそうな料理を思いついた。もうすぐ二十二時。すぐに食べられるように、急いでお湯を沸騰させながら食材をカットする。まずはオリーブオイルと潰したガーリックと鷹の爪を入れてフライパンを温める。それらの香りを立たせたところで、冷蔵庫にあったキノコや野菜類を投入。最後は茹でていたパスタをからめて、お手軽ぺペロンチーノの完成だ。

　お皿へ盛りつけていたところへ「いいにおいー」と言いながら戻って来た彼。「パスタにはビールだな」と、キッチンへ入ってきて冷蔵庫から缶ビールを取り出す。

「ワインじゃなくて？」

「ガッツリ食べられるから」

「……確かにそうかも」

　首にタオルをかけてスウェット姿の修平さん。髪の毛からはまだ、ポタポタと水滴を垂らしているのに、合間に作ったシーザーサラダとともに、ダイニングテーブルでガツガツと食べ始めた。

「修平さん、髪拭きますね？」

　その首元にかかっていたタオルで、湿った髪の毛を優しく拭き始めた。

「あ、サンキュ」と、されるがままに食べ進めていく。

「何で乾かさなかったんですか。風邪引きますよ？」

「うーん、何でだろ？」

「もー……」

「うまい！」と言われて、それだけで頬の緩みが止まらない。仕事モードの消えた表情が、ふたりきりのプライベートな時間を実感させてくれる。

「あ、そういえば！」

　髪を拭き終えて向かいの席へ着いた私。そこで思い出したように声を上げる。

「どうした？」

　その間に彼は、二人前はあろうかというパスタをあっという間に完食した。早くも二本目の缶ビールを片手にこちらを見てくる。

「うーん……明日は出勤しないとマズいなぁと。今度のプレゼン準備が進んでなくて」

　思い出した途端、テーブルへ突っ伏してしまいたい気分になる。

「そうなの？　俺も会議あるから一日会社。あとは松岡に……ま、ほぼ出勤だ」

「そうですか、不謹慎だけどちょっとよかった……。みなさんのほうがバタバタですよね」

　彼の飄々とした声は、聞いた者達をホッとさせる力がある。苦笑いして返事をする私はこの声にいったい何度救われたのか。今日は直帰なんてさせていただいたものの、仕事はエンドレスで日々積み重なっていく。ようやく終わった今回の案件の他に担当しているものもあって、のんびりしていられない。

「苦労を重ねた分がすべて実を結ぶとは限らないけど、完成品が認められた時は、最高に清々しい仕事だと思う。だからみんな、頑張っているのかな……」

　微笑してまた缶ビールを飲んだ修平さんこそ、日々忙殺されているのに疲労の色は一切見えない。実際のところ、構造課が課として成立してきた現在では、伊藤部長や他の課のサポートまで行なっている。彼のすべての業務内容は私にも把握できない。それくらい動き回っている。

　そんなことを考えつつ、ビールを美味しそうに飲む彼の姿をぼんやり眺めていたら、ダークグレイの瞳がこちらに焦点を合わせた。

「真帆は、いつも笑顔でこなす〝試作部のマドンナ〟だし？」

「あっ！　その言葉、禁句ですよ!?」

　ニヤリ、と口角を上げて言われたフレーズ。それに過剰反応して立ち上がってしまう。

　マドンナなんて、勘違い女だった学生当時の汚名にしか思えないのだ。今、その頃の自分に会えたら、とりあえず周囲に土下座させて回りたい。

「俺は知っちゃったもん」

「あー、もう穴掘って埋まりたい……」

　修平さんが何やら鼻歌を歌っているけれど、それにかまえないくらいダメージが大きい。今度こそ立つ瀬がなくなったと、テーブルへお行儀悪く突っ伏した。

「埋まりたいなら……もう行く？」

「……それこそ大変」

「ひどいなぁ」

　と前方から聞こえる笑い声が心地よくて、徐々に瞼が重くなってくる。これもすべて終えた安堵感からなのか……。相変わらず伏せたままでいる私に、「……真帆？眠いの？」の呼びかけが届く。

「……う、ん」

　かろうじて返した答えはひどく曖昧で。起きていたいと思うほど、襲ってくる眠気は容赦しない……まさに今がそれ。

「ほら、ベッド行って……」

　二日間の徹夜に加え、ほどよくアルコールが回った身体は、優しい声にひどくホッとしたみたい。プツン、と糸が切れたように意識が飛んでしまった……。




　居心地のよい温かさで、何かに包まれているようなまどろみの中、ゆらゆらと幾たび揺すられる感覚がした。

「……ほ……真帆」

「……うー、ん」

　遠くで聞こえる甘い声に反応はしても。最高の世界から抜け出したくなくて、その誘いに背いてみる。

「真帆、時間だぞー！」

「……うっ、そおおお！」

　最後に届いた声の大きさに驚き、思わず叫んでしまった。時間？　……仕事！　遅刻!?

『時間』というフレーズで、跳ねるように起き上がった。しかし、辺りを一瞥すれば、大きなベッドにいる自分の格好、そしてシンプルなインテリアに一瞬固まった。極めつけは、すぐ傍らでそれを観察していた人と目が合った。その相手は、もちろん修平さんだ。

「おはよう、目ぇ覚めた？」

　と笑いながら、寝転んでいた彼もまたゆっくり上体を起こした。

「お、はようございます……あの、私って？」

『もしかして寝てました？』とは聞けずにいると、彼が急に肩を落としてしまう。

「ひどいなぁ。据え膳でつらかった」

「ぎゃあああ！　す、すみません！」

　そのひと言で、瞬時に昨夜の行動が浮かび上がるとは不思議なもの。

「何度も呼びかけたのに……夢の世界に旅立っちゃってね？」

「ああああ、すみませんー！」

　俯いてシュンとした声が室内に響けば、回転の悪い朝の脳もこれには大パニック。慌てて彼の顔を覗き込んだところ、愁いを帯びたダークグレイの瞳と目が合う。

「ご、めんなさい……その」

　せっかく会えたのに……まさかの睡眠欲にあっさり負けて眠るなんて女子失格だ。そこで顔を上げた彼はやっぱり不機嫌で……なんとお詫びするべきか考える余裕もない。

「それじゃあ許せない」

　さらに予想外の言葉に思考回路は寸断。というより、あまりのショックでうな垂れていたところ。

「だから、今夜と明日の予定は？」

「へっ？」

　突然の質問にぽかんとしながら、今夜は家で過ごし、明日は瑞穂に呼ばれたら家に行くつもりだと話す。

「それじゃあ真帆の時間ちょうだい？」

「……時間？」

　そこでようやく表情に笑みを宿した修平さん。いつもの穏やかな声に戻ってホッとする。

「たまにはゆっくり、一緒に過ごしてくれる？」

「はい！」

　こくこく何度も頷いた私の頭を撫でると、リップノイズを立てた短いキスを落としてくれる。

　その後、遅刻したといっても出社時間までには二時間の余裕があって、ふたりで簡単な朝食を作って食べた。そして私はスーツを着替えたいから、と青山の最寄り駅でお別れして電車で自宅へ戻った。

　連絡なしの外泊については、ちょっとだけ母に咎められたものの、遅刻するからと急いで逃げてしまう。それでも今日は、彼の言う通りにコートも忘れず着込んで自宅をあとにした。

　再び電車に乗り、最寄り駅で降りると徒歩でオフィスへ向かう。休日は、正面玄関が封鎖されている。裏口でチェックを受けて入ると、高速エレベーターで試作部のある二十階を目指す。到着音と共に降りると、すぐ先で壁に背をもたれている人と目が合った。お決まりのブラックの缶コーヒーを手に、もう片方の手をひらひらと動かしている。

「ぐっもーにーん」

「おはようございます……松岡さん、どうされたんですか？」

「マドンナと〝かっさらいに行ったキング〟の、その後が気になって」

「何もありません。私、寝ちゃったので……って松岡さん。かっさらいって、まさか」

「えー、せっかくのチャンスに寝ちゃったんだぁ。その割に今日は機嫌いいねキングさん」

「い、いやいや、それは別の話として！」

　はたと気づいて尋ねても、予想通りすぐに答えが返ってこない。ここで焦りの色を見せれば負け。今も含み笑いを浮かべる彼に、毅き然ぜんと対応したのに。

「もちろん、『元カレと仲よくデートさせちゃった』って言っただけ」

「さ、詐欺……！」

　奈落の底へ突き落とすのが得意な人に、唖然とさせられる。

「真帆ちゃんー、可愛いお顔が残念だよ」

「今さら、お世辞はいりません！　もうっ！」

　コーヒー缶を手にしながら軽口を叩く彼の隣で、最後はそっぽを向くだけ。

「ほーんと似てるよねぇ――キングとマドンナって」

「……どこがですか」

　すると松岡さんは、試作部のセキュリティーゾーンを目前にその足を止めてしまう。私もつられて立ち止まった。隣へ視線を移すと、彼は涼しげな目元を細めてニヤリと笑っていた。

「素直に見えて素直じゃないところ」

「はぁ……当たってますね。私だけ」

　さほど期待をしていなかったけれど、今ほど彼の答えに落胆することはない。

「マドンナだもんねぇ」

「……それ、絶対に広めないでください」

「時間って残酷ー……」

　そう言って私の背中を、ポンと叩いた松岡さんとセキュリティーチェックを受けた。

　この時の私がまだ何も知らないことを、彼は知った上で放った言葉だったのだろう。タイムリミットが存在すると……信じるはずのない〝子供〟だったから――。




　休日といえど普段と変わらない環境の中、今日も各自業務に当たっていた。前日の残務処理を終えて短時間で退社したり、一日研究室にこもりきりの人もいたりとさまざま。

　私もほぼメンバーの揃った構造課のデスクで、プレゼン用のパワーポイントに集中。そしてお昼休憩を挟んで午後二時頃、ようやくメドがついたため、帰り支度を始めることにした。

　仕事中に何度も引き締めてきた表情も、ようやく終了となれば頬の緩みが抑えられない。上機嫌でデスク上を綺麗に片付け終えると帰宅準備が整った。ふと辺りを一瞥したところ、斜め向かいの人と目が合ってしまう。

「あれ？　吉川さん、もう終わった？」

「あ、はい」

　それは同じく朝からパソコンにかじりついていた、大野さんという二十七歳の先輩。短めのくせ毛が四方へはねている、ナチュラルヘアが特徴的な構造課のメンバーだ。

「何ニヤニヤしてたの？」

「えっ……そうでしたか？」

　データ入力する手を止めた彼の視線は、完全に画面から逸れて私へと向いた。曖昧な言葉と笑顔でごまかし、ササッと逃げるつもりでいたのに当てがはずれてしまった気分。

「もしかして、今から松岡さんとデート!?」

　にわかに焦りを見せる私を指差しながら、どこか楽しげな笑みを浮かべる大野さん。そして彼の言葉に固まったあと、心の中で反はん芻すうして我に返る。

　松岡さんとデート……デート？　はぁああああ!?

「ちっ、違いますよ！」

　ほくそ笑んでいる大野さんに、両手を左右に大きく振って強く否定した。ちなみに隣席の松岡さんは、小一時間ほど前に作業を終えて退社済み。そんな私達には本命がいる、と知らない上での発言とわかっていても対処に困る。

「あ、そっか。もしかして、松岡さんと時間差退勤ってヤツ？　周知の仲なんだし、休日くらい外で待ち合わせする必要ないのに」

「ち、違いますって……」

　うろたえる私から逸れた視線は、すでに空席となっている松岡さんの席を見ていた。

　勝手に自己完結させて、聞く耳持たずな人に嘆息する。有能揃いの試作部内から見事、構造課へ選抜されている大野さん。そのため頭はもちろんキレる。非常に知識も豊富で見た目よりも弁が立つらしい。

　とても明るい人だし、徹夜続きの時は差し入れをくれる優しいところも知っている。けれど、彼の唯一の問題点が、空気を読めないことだと思う。

「社内恋愛も、結構大変なんだなぁ」

　アハハハッ！と笑いかけられて、心に感じた小さな痛みと虚しい疑念。

　そんなふうにあっさり、笑い飛ばせるのはなぜ……？　人の顔色を読まないところは、今の私にとっては好都合だった。『社内恋愛は大変』と一蹴された時点で、すっかり表情を失っていたから。

　これは噂されているのと同じだ、といくら自分に言い聞かせても笑えない。上司と部下の秘密の恋。そのつらさがわかる？　他の女性……矢崎さんと、楽しそうに会話している姿を見た時だって。彼女の彼を見つめる目と紅潮した顔を捉えて、嬉しそうに弾んだ声も聞かなきゃいけない。そのたびに心が折れかけていたことも知らないでしょう……？

　耳に届く話すべてを聞き流すべきだとわかっているのに、子供染みた考えが止まらない。でも、修平さんとの関係は今後も内緒だとあっさり肯定された気がして、意味もなく悲しかった。

「あれ、どうかした？」

　そこでようやく、私がずっと黙り込んでいたことに気づいた大野さん。俯き加減で座っている私の顔を、斜め向かいの席から立って覗き込んできた。今にも泣きそうな顔を見られそうになり、ますます俯いてしまう。すべて軽く笑い飛ばしてしまえばよかったのに。――何もありませんよ？と。こんな時はいつも、松岡さんがフォローをしてくれた。いない時ほど気づく、〝味方〟の存在がさらなる孤独感を募らせていく。

　いっそこのまま逃げてしまおうか、と頭の片隅でチラチラ考え始めた時だった。

「……大野くん、十四時約束の経過報告メールが届いていないようだが？」

　事務的で淡々とした声音が聞こえて、俯いていた顔も自然とそのほうへ向く。そこには大野さんへ冷ややかな視線を送る、怜れい悧りさの際立つ課長がいた。ダークグレイの瞳から放たれる鋭さに、私まで怯みかけながらも目を離せない。

「あ！　課長すみません、今すぐ」

「今すぐ？　十四時と宣言したのは誰だ？」

　仕事中のクールな彼の逆鱗に触れてまで、対抗しようとする人はここにはいない。続けざまに、斜め向かいでバタバタと音を立て始めた大野さん。

「すっ、すみませんでした！」

　彼もまた課長に完璧な白旗を振っているひとりだった。慌てふためきながら仕事を再開している。そこでチラッと課長を見ると、すでにいつもの様子で書類へ目を通していた。

　援護してくれたと勘違いしてもいい？　そう心に問いかけてすぐ、自ら肯定してしまう。たとえ表情に出なくても……それが修平さんの優しさだって知っているから。

「それでは、お先に失礼します」

　ちらほらかかる声の中に混ざった大野さんのひと声。しかし、画面にかじりつく視線が上がることはない。苦笑しながら、ようやく試作部をあとにした。

　エレベーターを降りた私は、また裏口を通ってオフィスを抜け、駅までの道中を急ぎめに歩く。小走りしたくなる心をなだめて電車を乗り替えながら、自宅近くにある駅までの道のりは約二十分。本当はオフィスから彼のマンションへ直接向かうほうが早い。でもスーツを脱いで、お泊まり用の荷物を持って行きたい。そのための手間はまったく気にならなかった。

　電車を降りて改札を通過すると、休日の雰囲気を尻目に走り出して自宅まで一直線。これも最寄駅から徒歩十分もかからない距離だから。




　自宅に着き、チャイムを鳴らして手で目の前の門扉を押す。しばらく待っていると、玄関のドアが向こうから開かれた。

「ただいま～！」

「おかえりー、早かったのね」

　出迎えてくれたのは、顔はおろか声までそっくりと言われる母だ。ひとり娘の私は、日本に帰ってきてから現在まで実家暮らしである。

「うん、仕事もひと区切りついたから」

　急ぎ足で玄関を上がると、バタンとドアの閉まる音を背中で受けながらコートを脱いだ。家へ上がると室内に甘い香りが漂っていた。

「お疲れさま。さっきシフォンケーキが焼けたところよ。お茶にしよっか？」

　専業主婦の母はお菓子作りが大好きで、素人ながらその腕は相当なもの。天気がいい日には、お友達と中庭でお茶会もするらしい。娘から見ても、人生を謳歌しているのがわかる。

「あー、ごめんっ！　すぐに出かけるの。それでね、準備してもらいたいものがあって……お願いできる？」

　途端に残念そうな顔へと変わった母に、ある物の用意をお願いする。

　ブツブツ聞こえてくるお小言に苦笑しながら、二階へ続く階段を駆け上がって自室に入る。急いでスーツを脱いだ私は、キャミソール姿でクローゼット内を漁り始めた。修平さんとは毎日スーツ姿で顔を合わせているので、初めてのデート服に悩みながら洋服を次々と広げていく。迷った挙句、白のニットワンピースを選んだ。

　どうせなら可愛いと言ってもらいたいけれど……修平さんの好みをまだ知らない。全身鏡の前で心配しつつも、最後は押し迫る時間に覚悟を決めた。あれこれ思案して、最小限にとどめた必需品も小さなボストンバッグに詰める。

　華奢な腕時計を見ると十六時前を示しており、驚きとともに部屋を飛び出た。修平さんと一緒にいられる。あれこれ想像し、顔がニヤけてしまう。そこで深呼吸を試してみたが、浮ついた心には効果も薄い。

　バッグふたつを手に階段を下りると、その先で仁王立ちの母が待ち構えていた。お願いした品の入った紙袋を持ちながら、ほくそ笑む彼女。

「彼氏の家にお泊まりでしょ!?」と、ためらいなく斬り込んでくる。

　気圧された私が彼女についてリビングに向かうと、制限時間を十分に設定したティータイムの始まり。ダイニングテーブルに着いた私の前には、プレーンのシフォンケーキと温かいダージリンティー。向かい側の席に座る母がそれらと共に、矢継ぎ早に聞いてくる。

「ちょっと前から男性の気配は察知してたわよ？　真帆ちゃんてば、わかりやすいしねぇ。あんなに出歩いて遊び回っていたのに、社会人になったら見る影もなくなって！それがここ最近は幸せオーラを振りまいてるから、すぐにピン！ときたの」

　大きな口を開けてケーキを味わう彼女は話も止めない。雄弁さを披露される中で、私からついて出るのは、もちろん溜め息だけ。

　こんな時、さすが法律事務所に勤めていただけあるなと思う。

「ねえ、聞いてる？」

「うん、仰る通りで……」

　まるで証言台に立たされたような気分でも、ふわふわのシフォンケーキを食べるとその美味しさは格別だった。

「よかったじゃない！　それで、どういう人なの!?」

　認めてあっさり終了とはならず、母の嬉々とした声が部屋に響く。瑞穂といい、松岡さんといい……誘導尋問が得意なゴシップ好きに周囲を固められているらしい。

「ええと、同じ会社に勤める五歳上の人で。……ちょっと事情があって、周りには秘密にしてるけどね」

　とはいえ、こうして呆気なく引っかかる私にそもそもの原因があるみたい。今も彼を思い浮かべて顔が赤くなっている辺り、かなり重症かもしれない。

「い、言えないって……まさか、ふっ、不倫？」

　そこに思いもよらないフレーズが返ってきたのでむせてしまう。慌てて視線を正面に移すと、鬼の形相でこちらを見る母と目が合った。

「ちょっと待って！　彼は独身よ!?　やむを得ない事情があって社内では秘密にしてるの！　それに、弁護士だった〝誰かさん〟の娘だもん。分別はあるつもりだよ？」

　あらぬ疑いを晴らそうと、最後はきっぱりと言いきった。陽気な母は、父と三十三歳で結婚するまで弁護士をしていたのだ。

「なぁんだ、そういうことか。俗に言う〝オフィス・ラブ〟ね！」

「そうだね……だから、心配しなくて大丈夫！」

　娘の牽制に安心したのか、彼女は二個目のシフォンケーキを食べながら笑った。

「ねえ、まだ相手の方とお会いしてもいないけど。……その先は考えてるの？」

「……はぁ？」

　あえて、言葉が差すものの意味に気づかないふりをした。

「だからぁ、け・っ・こ・ん！　真帆はまだ若いけどもうすぐ二十六歳だし、そういう話が出てるのかなぁと」

　聞こえていなかったと感じたのか、やたらと一部分を強調させた滑舌のよい大きな声で言い直されてしまう。

「まだ付き合い始めたばかりだよ？」

　彼女を相手に、しらを切るほうが無理な話。なにも出ていないと、首を左右に振って否定する。

「あら、そうだったの。今はまだ仕事が楽しい時期だと思うけど、もし真帆がこの人だ！って感じるのなら……あえて言わせてもらうわ。――いずれ仕事と結婚で悩む時が訪れるはずよ。あなたのように徹夜続きの仕事で、お相手が同じ職場ならきっと」

　いつになく真剣な面持ちで口にしたのは、私にとって耳が痛い話だった。




「もちろんママの言うことなんて気にせず、今を楽しんでくれればいいのよ？　いつか迷った時に思い出してほしいの。どうか、あなたが一番大切な物を見失わない選択をしてね？」

　改めてそっくりだと感じるその顔で、優しいアドバイスをくれた。「うん、ありがとう」と笑顔を見せた私は、荷物を持って出かけることにした。

　暖かい室内から外に出た途端、北風の冷たさをより一層感じてしまう。荷物の重みにも耐えきれなくなって、気づけば大通りで手を上げて電車を諦めた。乗り込んだタクシーの中で私は、無言のまま車窓から夕暮れ時の街を見ていた。

　移ろいゆく景色を眺めながらも、考えるのは母のこと。

　その昔、長年の夢を叶えて就いた弁護士の仕事を、彼女は周囲が驚くほどあっさり辞めた過去を持っている。二足のわらじを履くのは不器用だからとても無理だし、何よりあたたかい家庭作りが一番の夢だったという。

　そうして大好きな仕事と日本に別れを告げ、外交官である父とともにロンドンへ向かったと聞いている。仕事と結婚――この言葉が母の口から出るまで、私はあまり深く考えていなかったと気づかされた。

　実際、試作部での仕事にもようやく慣れてきたところで。案件をやり遂げた時の達成感は最高だし、これからも腰を据えて働きたいと思っている。

　修平さんと出会ってから二年以上経つけれど、付き合い始めてまだ三カ月。まして、私達の関係は内緒で。普通の恋人とはかけ離れた状況にある。それでも『過去も背負っていく』と、以前言ってくれた時は心の底から嬉しかった。とはいえ、今すぐ進展しそうな気配は微塵もない……。

　ほどなくして、タクシーは青山のタワーマンション前で停車した。料金を払い荷物とともに車を降りると、すぐに走り去った車のテールランプを見送る。その場に立ち尽くす私を室内へ向かえと急かすような冷たい風が強く吹き、身を縮ませながらようやく歩きだす。

　マンションの正面玄関の隅へ荷物を一旦下ろし、バッグからある物を取り出す。それは修平さんの部屋の鍵がついた、黒いレザーのキーケース。『今日は真帆のほうが早いから先に行ってて』と預かり、朝から大切にバッグの内ポケットに入れていた。

　オートロックを解錠して中に入ると、少し経って訪れたエレベーターへ乗り込んだ。目的の二十五階で降りて歩きながら、つい考えてしまう。――彼の未来に私はいるのかな……？　その答えは出るはずもなく、キーケースの鍵で解錠し部屋へ入った。

「お邪魔します……」と、静寂に包まれた玄関を遠慮がちに上がる。おもむろに窓のほうへ向かうと、眼下に広がる夕暮れ時の景色に目を奪われながら、あることを思い出して暗い心はふっと軽くなる。

　――先を恐れるのなら、今あるこの幸せを大切にするべきだと。

　気持ちを切り替えたところで、バッグだけを持って急いでスーパーに向かった。

　手早く買い物を終えてマンションへ戻った私が作ったのは、彼にリクエストされていた和食。鮮魚売り場で美味しそうな寒ブリを発見し、その場で照り焼きに決定した。傍らでは副菜とお味噌汁を作ったり、と同時進行で料理にいそしんだ。

　キッチンでエプロンをつけながらバタバタしていると、インターフォンが鳴った。視線を腕時計に落とすと、時計の針は十八時を過ぎたところ。休日とはいえ、帰宅には珍しい時間帯だった。『開けて』のひと言に、大きな声で了承しながら頬が緩んでしまう。

　オートロックを解除してリビングを出たものの、今日はさすがに玄関先でスタンバイ。部屋のインターフォンが鳴ったと同時にドアを開けて出迎えると、「ただいま」と頬に落とされたキス。その唇がとても冷たくて心配すると、「じゃあ、真帆があっためて」と、ねだる修平さんをくすぐったく感じたり……。

　そのまま別室へ向かった彼は、精せい悍かんなスーツ姿から部屋着のスウェットに着替えた。そして、すぐに始めた食事に合わせて日本酒を飲む彼とウーロン茶の私。アルコールを飲まない私に不思議そうな顔をするので、「昨日の反省です」と白状したら笑われてしまった。

　すると、味噌汁を飲んだ彼が「あれ」と口にして、お椀を手にしたまま止まってしまう。

「……苦手でしたか？」

　尋ねた声があまりに沈んでいたのだろう。「違うよ、すごく美味しい」と、微笑んでから食べ始めた彼に深追いしなかった。そんな私といえば、食欲に忠実にぱくぱく食べ進めていく。

　それを後悔するのは、本当にすぐ先のこと。ダイニングテーブルに並べたたくさんの料理も、気づけばあいたお皿の山ができていた。

「うぅ……苦しい」

　お腹辺りを押さえながら、リビングのＬ字型ソファへゴロリと寝転んで呟く。

「まあ……あれだけ食べれば、な」

　お酒の小ボトルとグラスを手に、隣へ腰を下ろした修平さんもさすがに苦笑している。

「残さず食べる主義だから後悔はしない、けど」

「それはいい心がけだ」

　寝ながら彼の顔を見上げると、フッと優しく笑ってくれた。さらにガラステーブルへ手に持っていた物を置き、「おいで」と自分の膝の上を叩いている。

　その誘惑に私は、まるで猫のように従ってしまう。……やっぱり、デザートよりもはるかに甘い人だと思う。テレビも音楽も何もつけていない、ふたりの時間を満喫できる無音の空間は最上の幸せだから。穏やかな息遣いも爽やかな香りも、修平さんのすべてが伝わってくる膝枕は言うことナシ。

　猫が飼い主の膝の上にいたがる理由も、今ならなんとなくわかる。すると大きな手が私の頬をそっと撫でていく。骨ばった大好きな温かい手で、もっとさわってほしい。ずっとこうして甘えていたい。膨らんでいくばかりの願望を、自分で持て余してしまうくらいに……。

「ほら真帆ー、そろそろ風呂に入ろうか？　このまま眠ると今日こそ風邪引くぞ」

「……うん」

　いつものように、食べたあとはやっぱり眠くなる。さっきから重い瞼が閉じかけては我慢を繰り返していた。まして、この膝枕で訪れる睡眠欲には勝てそうにない。「こら」と、たしなめる言葉とは裏腹に、低くて優しい声が鼓膜を揺らす。何度も髪を撫でられながら、このままでいたいと強く思う。

　やっぱり修平さんのそばにいると、魅力に惑わされてドキドキするのに眠りたくなってしまう。すべてを委ねられる人だから寝てしまうの……？　ついに眠り始めたその時、そっと上体を起こされ、支えられたまま唇に柔らかい感触を覚えた。ぴったり塞がれると、さすがに瞼も軽くなって両目を見開く私。

「うっ……んっ」

　急いで『起きた』と、口で伝えようとする。けれど、なおも酸素量は低下していく。互いを見つめ合ったままで続くキスの最中、ダークグレイの瞳へ必死に訴えかけると、ついにその状況から解放された。

「はぁ、はぁっ……」

　彼から離れた勢いでソファから落ちた私は、胸元を押さえながら新鮮な空気を求める。すぐに息も落ち着いたので振り返ると、「大丈夫？」と言いつつ微笑む修平さんと目が合う。

「さすがに苦しいですっ！」

「真帆が起きないんだもん」

「お、起きない……のは、すみません」

「じゃあ一緒に風呂入ろうよ」

「は……それは嫌です！」

　意地悪さを含んだ低い声で攻め立てられ、あやうく頷きかけるところだった。

　お風呂はぜったいにマズい。それだけは絶対に嫌だ。ソファで足を組んだ彼の隣に改めて座ると、くすくす笑われて恥ずかしさが倍増する。

「早く行こうよ、真帆。たまには、ね？」

「嫌です。それだけは」

「まーほっ」

「うー……今日は嫌！」

　隣から洋服を小さく引っ張る彼におねだりされながら、視線を逸らした私は断固拒否を貫く。誘惑を頑なに拒むのは理由があった。

　食べすぎたせいで、たぬきみたいにお腹が出てるはずだから。いつもより残念な身体を、明るいところで彼に晒す勇気はない。

「……わかった」

　せめぎ合いを続けた結果、ひとつ溜め息をついて立ち上がった修平さんに、どれほどホッとしたことか。

「諦めて〝今日は〟ひとりで入ってくるよ。……真帆をベッドで待つ、〝据え膳時間〟も案外好きだし」

「そ、それはっ！」

「じゃあお先に」

　ダークグレイの瞳が楽しそうに艶めくのを感じ、残された私は高鳴る鼓動を抑えるのに必死だった。

　修平さんがお風呂に入っている間、私は食事の後片付けをしていた。使った食器を食洗機へ入れて、ダイニングテーブルを拭き上げる。そこへ先ほどと違うスウェット姿の彼が、「お先にー」と言って戻って来た。

「早いっ！」

「そうか？」

　率直なこちらの反応に、彼は首を傾げた。入浴時間が十分以下なんて、私には高速に感じたのだ。「真帆も入ったら？」と冷蔵庫のビールを開けた彼に頷き、着替えを持って向かった。今日も大活躍なスキンケアセットのメイククレンジングで、すぐにメイクオフ。脱衣かごに脱いだワンピース類を置くと、まだ湯けむりの立つ浴室へ入った。




　乳白色の入浴剤が入れられていたお湯に浸かると、疲れた身体もすぐにぽかぽか温まっていく。

　いろいろ考えても、きっと良い答えは出ない。松岡さんが言うようにシンプルに生きなきゃ。あれこれ未来を想像して落ち込むよりも、修平さんとの一瞬を大切にしたい。相手が必要とする限り……できれば、ずっと隣で笑っていられるように。

　彼の人となりや、会社の上司としても尊敬しているから、もっと彼に近づきたい。そのために私は、前を向いて頑張り続けよう。きっと今は、それでいいと思う。




「……遅い」

「えっ、そうだった？」

　温かいお湯にのんびり浸かって、タオルを肩にかけてリビングへ戻ったところで声をかけられる。

「待ちくたびれた」

　そう口を尖らせた彼は、ソファから長い足を投げ出して寝転んでいた。スウェット姿と洗い晒しの無造作ヘアはナチュラルそのもの。仕事中は寸分の隙も見当たらないから、今はリラックスしている証拠。

　かくいう私も、すっぴんにルームワンピ姿なので、ほどよく気を許せる相手って、心の安定剤にもなるのかもしれない。

「真帆って長風呂派？」

「これでも早く出たんですよ？　余裕がある日は一時間が当たり前なので、そうだと思います」

　そう言って壁時計を一瞥すると、まだ三十分ほどしか経っていない。意外とせっかち？　なんて思いながら微笑した。

「一時間!?　ずっと湯に浸かってるのか？」

「うーん、音楽を聴きながら読書とか、マッサージしているとあっという間ですよ？それより、修平さんはカラスの行水っ！」

「えー、そうか？」

「ふふっ、あまりの早さにびっくりでした」

　そう言って、横たわったままの修平さんの隣へ座った。栗色の髪に触れると、その乱れを手櫛で整えていく。すると彼は『さっきの交代』と言わんばかりに、私の膝へそっと頭を乗せてきた。くすくす笑いながら再び髪に手を伸ばすと、見た目以上にサラサラな質感で羨ましい。

　今まで付き合った人に触れたい、とは思わなかったのに。修平さんだけは、自分でも不思議なくらい自然に手が出ていた。……ずっとさわっていたいとさえ感じるほど、すべてが愛しいと思う。

「ねえ、修平さん」

「んー？」と、どこか眠たそうな気だるい声が返ってきた。

「過去に私……スイーツバイキングでケーキ二十個完食しましたよ」

「……は？」

　唐突な発言にぽかんとしたような声を出すと、ダークグレイの瞳で下から探るように見てくる。

「だって昨日、剛史に言いましたよね？　『あとは真帆に聞く』って。あ、瑞穂っていうのは私の親友です。彼女がよく食べる子なので、ずっと自分のことを、ただの食いしん坊だと思ってたの。もちろんこれは、瑞穂と母しか知らない武勇伝です。あと、修平さんだけ」

「それは貴重な情報、サンキュ」

　ふふっと笑うと、光を宿した瞳が優しい色でこちらを捉えている。とりとめのない会話をして笑い合えるこの瞬間、改めて実感するの。彼でなければ、私は絶対にダメだと――。

「ところで」

　寝転んだままの彼を見ていると、ふと話を切り出されたので、「はい？」と短く答えた。

「……それ」

「ん？　何がですか？」

　何を指摘されたのかわからずに首を傾げると、片手で頭を押さえて苦悶の表情を浮かべている。

「いつまで俺に、敬語を使うわけ？」

　その答えに、思考回路は即座にストップ。彼を捉えながら、パチパチとまばたきだけが増える。

「ええ、と……上司だし？」

「オフタイムだ、ここは」

「……うーん、いつもの癖なんです、あっ」

　思案しながら話すと、つい出てしまうのも癖と同じ。とっさに手で口を押さえたものの、下からジーッとこちらを見てくる彼に苦笑い。私だって、もっと彼に近づきたい。それでも職場での言い間違いを想像すると、切り替えもためらわれてしまう。

　どうにか『修平さん』と、今日まで呼び間違えずにきた自分を褒めたいほど。

　ここは穏便に済ませようとしたら、おもむろに膝上から起き上がった彼。隣のスペースへ座り直した直後、その整った顔でこちらを見ながら告げる。

「今から敬語禁止！」

「えええ！」

「何か問題でも？」

　圧倒的なオーラを前にして、私が『いいえ』を言えるわけもなく、「……は、い」とおずおず頷いた。

「『はい』も、ダメ」

「えー！　それは厳しいですっ、あ！　で、でしょっ？」

「頑張りすぎ、アハハ！」

「そう言われたってぇ」

　墓穴を掘る結果となった私は、肩を震わせながら笑う彼に口を尖らせる。

「あー、真帆って本当に、見てて飽きない」

「いつまで笑ってるん……笑わないで！」

　すでに沁みついたものを矯正するのは大変だというのに。話すたびに言葉尻を直す私を楽しそうに見て、修平さんは時おり缶ビールを飲んでいる。『そうそう、その調子』とか『自然な感じ』と採点するので、あながち冗談ではないらしい。

　さすがに喋りすぎて喉が渇いた私は、冷蔵庫へ飲み物を取りに向かう。ミネラルウォーターを取り出し、コップへ注いで飲んでいると彼もやってきた。すると、もう明日のために酒は控えると言って、ノンアルコールビールの缶を取り出して飲んだ。

「本当によく飲み……飲むよね？」

「そう？」

　しれっとした顔で、彼はその缶を傾けながら言う。

「私もわりと飲むほうだと思ってたけど……次元が違う」

「今日は飲まないの？　ワインあるじゃん」

　彼の指差した冷蔵庫内には、さっき買っておいたワインが冷やしてある。

「今日はいいで、いいの！　……寝ないように」

　そこで口をつぐんだ。このあとの言葉は肉食女子そのものだから。

　〝今日こそは抱かれたい〟、とすでに言ってるようなものだったけれど……。お水を飲みながら恥ずかしさをごまかしていた私は、目の前の光景を見て唖然とする。

「ノンアルコールも進化して美味いけど、やっぱり本物を飲んだあとにはなぁ」

　修平さんがこともなげに、缶の中身を一気にあおっていたのだ。

「そ、そんなに一気に」

　私の抑制する声なんて、時すでに遅し。彼はあっさりと空にした缶をカウンターへ置いた。その直後、グッと腕を取られた私は、なかば引っ張られるように彼のあとをついていく。バン、と彼が大きくドアを開け放ったのは、大きなベッドのある寝室。そのままベッド中央付近へいざなわれると、彼はダウンライトの鈍い明かりを頼りに進み、寝室の扉をパタンと静かに閉めた。

「……そろそろ、真帆で満たして？」

「……っ」

　こちらに振り返った瞬間――扇情的なダークグレイの瞳と低く痺れるような声音に、ただ息をのんでしまう。ベッドへ上がった彼にルームウェアはあっという間に剥はがされ、素肌をさらすと奥へと徐々に触れられる。

「ッ、ア、ンンッ……」

　ふたりの息遣いと繋がる音が暗がりの室内に響き、容赦のない攻め立てに甘い声が漏れてしまう。

「朝、約束しただろ？　――今日は寝ないでって」

　快感と苦しさにまみれたその中で救いを請う私に、いつになく綺麗に笑った彼はひどくセクシーな声でそう囁いた。

　何度昇り詰めても、ふと意識が途切れそうになっても。それでも、彼のすべてを離したくなくて。じわり、と室内の熱気と汗に濡れた身体を密着させて、果てのない快楽にただ身を任せていた……。

「……大丈夫か？」

　このベッドへ入ってからいったい、どれほど時間が経ったのだろう？

「……うん」

　うつ伏せになって、はぁはぁと息を上げる私に、傍らから尋ねる声はひどく心配そう。どうにか頷いて仰向けに戻ると、シーツを引っ張りながら上体を起こす。ズボンを穿はいた彼が備えつけの冷蔵庫からミネラルウォーターを取ってくれたので、渇いた喉を冷たい水で潤すとホッと落ち着く。

　身体は筋肉質でガッシリしているのに、私に触れる手はものすごく優しい。幸せって何回言ったのだろう？　そのたびに、キスを落としてくれる彼を本能のまま求めた。そして奥から湧き上がる欲望をさらけ出し、何度も彼自身を深く受け止めて、身体のナカも心も満たされていたから……。

「それで、明日だけど。悪い、ちょっと遠出になるから、四時出発でもいい？」

「四時!?　……修平さん起こしてくれる？」

「もちろん」

　頷きながら、私が手にしていたミネラルウォーターをサイドテーブルへ置いてくれる彼。風邪を引かないように、とさっきのルームウェアを着直した私は再びベッドに潜り込んだ。彼もラグランＴシャツを着てベッドに入ってくる。そこで乱れ気味のシーツを直し、傍らの私をギュッと引き寄せてくれた。素肌同士とはまた違うその温もりが、求め合ったあとの心と身体に安らぎをもたらす。

「早出して、どこへ行くの？」

「んー……どこだろ？」

「はぐらかすのー？」

「良いじゃん、内緒ってことで」

　疑りの目を向けたところ、コツンとノックするようにおでこに軽く触れる彼の手。くすくす笑っていると、「はいはい、もう寝ようね」とシーツをまたかぶせられた。優しくてとっても心配性な彼に、私もさらに寄り添う。

「明日は一緒にいられるから、おやすみ」

　優しい眼差しに私も微笑みながら、「おやすみなさい」と返して静かに目を閉じた。

　この時の私は、『明日は』のフレーズに疑問を抱く余裕もないほど、心が満たされていたから……。










別離をたどる




「……ほ、まーほ」

「うー……ん。あ……はよ」

　何度か身体を揺すられて薄目を開けると、ぼんやりした視界に映ったのは穏やかな顔の修平さんだ。

「ハハッ、寝起き悪いよな」

「……うーん、仕事だけは遅刻しないから……不思議です」

　サイドテーブルにあるデジタル時計は、午前三時三十分を表示している。大きなあくびをしてまばたきを繰り返すと、次第に頭も覚醒していく。カーテンを開くとまだ外は暗くて、眠りについたのがさっきのように睡眠時間は短いけれど。

　彼の腕の中で深い眠りに落ちていたせいか、目覚めてすぐに彼を見られたためか、とても最高な一日の始まりに感じられた。体力を使った彼は小腹が空いたそう。目覚めに味噌汁が飲みたい、と言うので昨夜の残りを温めた。寝起きの悪い私も一緒に飲むためふたつのお椀に注ぎ、ダイニングテーブルへ運ぶと、向かい合って席に着いた。熱々の味噌汁を飲むと目も冴えていく。

「真帆……聞きたいんだけど？」

「なんです、何？」

　起き抜けのせいか、うっかり敬語が出ていた。すぐに気づいて訂正したものの、あいにく正面からの視線は痛い。

「この味噌って、もしかして八丁味噌？」

「あ、そうなの。父が愛知出身なので我が家は八丁味噌です。……やっぱり苦手だった？」

　お咎めがなくホッとしたところで、今度は真剣に尋ねてくる彼に冷や汗たらり……。八丁味噌は豆味噌の一種とされており、一般的な米麹ではなく大豆から作られている。東海地方の限られた地域では、赤味噌といえば八丁味噌が定番らしい。私は帰国後ずっと東京暮らしだけれど、家庭ではこの味に慣れ親しんでいる。実は昨日、母にお願いしたのがこの赤味噌で、家から持参してでも飲みたかったのだ。とはいえ、味の濃さが苦手な人もいる。修平さんの表情をおずおず窺うと、なぜか破顔しているので首を傾げた。

「……修平さん？」

「あ、ごめん、違うよ。苦手じゃないから。ただ、偶然って意外なところに転がってるな、と思ってね」

　優しく否定してくれたあと、ダークグレイの瞳はどこか遠くを見るように目を逸らす。さらに、もうひと口飲んで、美味しいよと笑顔を返してくれた。

「偶然？　それってどういう意味？」

　苦手じゃないと知ってまずはホッとしたものの、今度は彼の言葉が気になる。

「ああ、俺の出身、名古屋だから」

「ええええ、そうなの!?」

　思いもよらない事実発覚に声を上げた私は、立ち上がって身を乗り出す。「そんなに驚くこと？」と、当の本人はわからないといった顔つきだ。

「だって名古屋の雰囲気がないし!?」

「ハハッ！　名古屋の雰囲気って……むしろ真帆が名古屋に持ってるイメージが気になるよ」

　よほどおかしかったのか、お腹を抱えて笑い始めた彼に頬を膨らませてしまう。

「うーん、俺は大学からずっとこっちで、そのまま就職も決めたしね。……ここ最近は帰省する暇もなかったし、実家の近況も連絡が来て知る程度かな。向こうもいろいろ変わったしなぁ」

　懐古するように話す修平さんに頷きながら、新たな彼の一面に触れた気がして頬も緩む。

「そっかぁ。私てっきり、味噌が合わなかったのかなって心配してたの。でも、共通点が見つかって嬉しい！　知らないことばかりだもん」

「ごめん……昨日はなんとなく聞きそびれたんだよ」

「ううん、嬉しかったから」

　八丁味噌がもたらした共通点は、彼の過去をちょっぴり伺えた特典つき。これも秘密の関係が先立って、すべてに遠慮がちだったせいもある。

「もっと名古屋でのこと教えて！」と、ここぞとばかりに追求してみた。

「……そのうちね」

　一瞬の間をあけて、薄く笑った彼に煙に巻かれてしまう。知らないことばかりだから、どんなことでも聞きたいのに。些細な不満だけど、口を尖らせたくもなる。

「でも、俺は真帆のこと知ってるよ」

「あ、昨日のケーキ大食い記録でしょう？」

　涼やかな顔つきでこちらを見てくる修平さんに、軽快に笑って返したというのに。

「フッ、違うよ……右胸のホクロの位置とか感じやすいところとか。あ、全部言おうか？」

「っ、言わなくていいっ！」

「教えてって言ったのに？」

　彼に含みのある眼差しを向けられ、条件反射のように顔へ一気に熱が集まっていく。何度もからかわれながら味噌汁を飲み終えると、そろそろ着替えようかと促された。

　彼がシャワーを浴びたあとを借りて、そのまま洗面台の前でメイクも手早く済ませた。最後に今シーズン買ったばかりの洋服に袖を通す。それは愛読誌によく掲載されるブランドで、試着をしたところ瑞穂と店員さんに勧められた物だった。

　褒められてゲットする辺り、つくづく子供だと思う。その上から、チェックで有名な英国ブランドの黒のカシミアコートを羽織った。仕度を終えて扉を開けると、バスルーム正面の壁へもたれていた修平さんに気づく。

「あ、お待たせしま……です」

「ハハッ、まだ慣れないようで」

「今のは聞かなかったことにしてね」

　ドキドキしながら口を開いたせいか、ここでも敬語は抜けきらない。姿勢を正した彼は、その性格を表すように爽やかで綺麗めのスタイルだ。

　微笑みながら、キーケースを持つ反対側の手をこちらへ差し出してくる彼。

「可愛い真帆ちゃん、参りましょうか？」

「感情込もってないよね？」

「ひどいなぁ」

　茶化されて釈然としないでいる私と彼は部屋を出て、マンションの地下駐車場に向かった。その途中、ふたりで『似合ってる』なんて言い合う姿はバカップルかもしれない。

　いつもの殺伐とした空気も吹き飛んだ今は、仕事さえ忘却の彼方。けれど、バタバタの毎日があるからご褒美タイムを楽しめる。これもまた、大人の特権と思っていいよね……？




　帰りはその足で自宅に送ってくれると言うので、お泊まりグッズは車のトランクに積んでもらった。冬の空は真っ暗な色が一層、寒さを増すように映る。徐々に薄明かりが差し始める中、運転席の彼がエンジンを響かせて走行して行く。国産メーカーのスポーツカーの車内で、助手席に座る私は彼らしさを発見。

　何も置かれていないシンプルな内装に、彼のフレグランスの香りが漂う空間は、とても居心地が良いけれど……。

「ねぇ、修平さん？」

「ん～？」

　運転する彼の横顔に呼びかけると、流れるＢＧＭに合わせて陽気な声が返ってきた。

「それで今日はどこへ行くの？　いつになったら教えてくれる？」

　都内からすぐ高速に入ってしまい、途中休憩を挟みながらずいぶんと走ってきた。今では太陽もその顔を現し、ゆっくりと昇り始めている。




「まぁ、着いてからのお楽しみ？」

　この答えを何度聞いたのだろう？　今回も、ハンドルを握る彼からは意地悪な声だけが返ってきた。超がつくほど方向音痴な私は、看板を見るたびにサービスエリアの地名を確認。その結果、東名を走行中としか言えず。

　けれど押し問答する時間も楽しくて、長時間の車内でも飽きや疲労感とは無縁。もともとどちらもお喋りではないので、ＢＧＭが静かに流れる時間のほうが多かったりする。それが苦痛に感じないのは、大好きな修平さんの横顔に見とれていたから。

「……そろそろ視線が痛いかな」

「気づいてたの？」

　ずっと運転し続ける彼が、どこか呆れたような声で呟いた。どうしてバレたの？と、思わず辺りをきょろきょろしてしまう。

「当然。熱視線だもん」

「……意地悪」

　ついて出るのは、毎回この言葉。大人な彼にはどうせ敵わない、という諦めから。

「俺にとっては、最高の褒め言葉だ」

　微かに笑った顔を視界に入るだけで、胸の高鳴りがやまない。その後も私は、懲りずに運転中の横顔を盗み見ていた。時おり、呆れた声で『見すぎだよ』と言うものの、その最後には修平さん情報が舞い込んでくるから……。

　彼のお家は、ご両親と弟さんがひとりの四人家族。修平さん以外は今も名古屋在住で、お父様と弟さんは歯科医をされているそう。跡取り息子の修平さんは、治療に使う機械の金属音がどうしても好きになれず、結局そのまま歯科大さえ受験しなかったとか。

　高校時代は剣道部で汗を流し、大学ではテニスサークルに所属。ちなみにそのサークルで、絵美さんと松岡さんと知り合ったという。そういえば、彼はガッシリとした筋肉質の体躯でいて、すごくしなやかな身体つきをしている。その理由はここにあり？なんて、話を聞きながら妄想していた。

「……はい。俺の情報はこれで終了！」

「えええ！　大学の話は!?」

　ＢＧＭまで消して〝修平さん情報〟に夢中でいたら、マンションを出発して約六時間後、呆気なくその時間は終わりを迎えた。

「じゃあ真帆、外は見たの？」

　この問いかけに否定しかできない私は、道中のサービスエリアで買ったペットボトルのお茶を飲んで黙秘を貫く。流れる景色を見るのも好きだけど、せっかくのチャンスを逃したくはない。彼を間近で見られる時間のほうがはるかに貴重だから。

「もう着くよ。ここがお待ちかねの答え」

「え……ここ、名古屋の……？」

　彼が指す方角に見えた、球体形がとても印象的な建物に目を白黒させる。

「おっ、正解！　方向音痴の真帆ちゃんがひと目見てわかるとはねぇ。わかんない！って悔し泣きするかと」

「そ、そんなことで泣かないわよっ！　どこまで子供扱いされてるの!?」

　彼のほうへ視線を戻せば、まるで松岡さんのようにニヤリと笑われて。ツン、とそっぽを向いた私が、車外へ目を向けたその瞬間。

「俺の中では、一生変わらないかもな」

「っ」

　言葉を詰まらせた私が呆然としていると、今度は「どうした？」と心配して声をかけてきた。

「なっ、なんでもない！」

　そこで向き直った私は、慌てて取り繕う。彼のほうは何気なく発したひと言でも、やっぱり聞き流せなくて。『一生』という言葉に、心の早鐘はしばらく止まらないと思う。海沿いの駐車場へ誘導に従って駐車し、ようやく車のエンジン音が止まった。

「よし、到着！」

「お疲れさまでした」

「いや、着いただけだって」

「あっ、そっか」

　的確なツッコミに笑い合うと、私はシートベルトをはずした。助手席のドアを開けて車外へ出たところで、修平さんがこちらに回ってきてくれる。その扉を代わりに閉めたあと、私の手をギュッと握ってくれる。

「行こうか？」

「うん！」

　彼との初めてのデートにわくわく感が高まり、手を握る力も強まってしまう。修平さんが、私を連れて来てくれた場所――それは名古屋で有名な水族館。手を繋いだ私達は潮風を受けながら、水族館の入場口へと歩いて行く。休日で賑わうチケット販売窓口は、家族連れやカップル客でごった返していた。




「わぁ……綺麗！」

「……だな」

　混み合う施設の中へ足を踏み入れた瞬間。感嘆の声が漏れたほど、目の前に広がる世界に魅了された。館内をゆっくり進んでいくと、日常を忘れてしまうような美しいブルーの世界が待っていた。

「すごい……」

　海と海洋生物達の自然な姿を保った水槽や展示には、目を奪われてばかり。

「修平さん、見て見て。あれすごいっ！」

「わかったわかった」

　あれこれと指を差しては、心躍らせて移動する。大好きな人が一緒の水族館にテンションは最高潮。エスコートされていたはずの立場は逆転し、新たな水槽の前まで彼を引っ張っていく。そんな私と手を繋いだ彼は、傍らでずっと笑ってくれていた。

　その後、イルカショーがあると聞いた私は彼にお願いし、ショーブースへと向かった。館内入口すぐの水中観察窓でも泳ぐ姿は見られるけれど、やっぱりショーははずせない。開演間際でとても混雑していたものの、運良く上段隅の二席があいていて、私達はそこに座ることができた。

「イルカショー、すごく楽しみ！　久しぶりだもん」

「……ああ、俺も。あ、喉渇いたから今のうちに何か買ってくる。席は頼んだよ」

　立ち上がった彼に慌てて、「それなら私が」と告げたのに、手で制されてしまう。

「もうすぐ開演じゃん。真帆はせっかくのチャンスだから、しっかり見てて？」

　柔らかい笑みもプラスされるともう何も言えず、そのまま彼は席を離れていった。

　ひとり取り残された瞬間、ガクッとうな垂れてしまう。今までいかに、〝やってもらう〟ことが当たり前だったか気づいたのだ。

　彼が席を立ってしばらくすると、トレーナーさんの明るい声でショーが始まった。何匹ものバンドウイルカが見せてくれる多彩な芸と、高さのある軽やかなジャンプ。その素晴らしさに歓声が上がっているのに、私はひとり嘆息したくなっていた。

「……気分でも悪い？」

　賑わしい周囲から、ふと聞こえたその声に小さく顔を上げる。戻って来た彼の手には二本のジュース。ひとつを差し出されて、「ありがとう」と受け取った。同時に心配そうな眼差しまで向けられ、居たたまれなさが加速する。

「どうした？」

　と尋ねながら彼は、あいていた私の左隣の席へ座ってこちらを見てくる。

「その、ごめんね？　疲れてるのに、買いに行かせちゃったし」

　まずは自分勝手だったことを謝った。これ以上の心配をさせたくないし、彼にはとても隠しきれないから。すると彼はドアをノックするように、コツンと頭に触れてきた。

「真帆、そんなこと気にしてたのか？」

「……だって」

　どこか呆れたような態度に気づき、ぐっと言葉に詰まる。痛みもないのに、触れられたところを手で押さえた。

「だって修平さんは運転して疲れてるのに、私」

　そこで止めると、反応を探るようにダークグレイの瞳を横目で見た。今日ここへ来てからを振り返ると、自分のことしか考えてない。散々連れ回した挙句、少しの気遣いもできずにひとり浮かれて……。

「まったく」

　そこでククッと、喉を鳴らすような笑い声が隣から聞こえた。遠慮がちに窺うと、いつもの柔和な顔がそこにある。

「いいか？　真帆の言うような気遣いも大切だと思うが、相手ばかりを気にした付き合いも疲れるだけだよ。まあ、俺達はアンバランスだから上手くいったとも思うけどね……。そもそも俺は丈夫だから気にする必要ないって。それに真帆ちゃんが笑ってくれないと、せっかくのデートも台なしなんだけど？」

「本当だね……もう気にしないようにする」

「そうそう、真帆ちゃんは気にしすぎ！」

　ダークグレイの瞳を見て、もう反省の言葉はのみ込むべきだと感じて頷いた。

　代わりに心から笑って感謝すると、彼の表情がホッとしたように映る。大切な人に気遣わせる前に、私自身がもっと強くならなければと思えた。

　すると修平さんが耳元へ顔を寄せて、こう囁いてきた。

「……疲れなら、真帆を抱いてすっきりしてるもん」

「なっ」

　心地よいバリトンの声音での不意打ちに顔を赤らめてしまう。こんな場所でも意地悪するなんて……ずるい。

「ハハッ！　これ飲んでショー見るぞ」

「冷たっ！」

　まだ赤みの残る私の顔へ、ジュースのペットボトルをくっつけてきた。何もかもが未知数で、エリートな彼の行動はいつだって想像できない。……だからこそ、強く惹かれてしまうみたい。

「なんなら、前列でイルカに水ぶっかけてもらう？」

「知らないっ」

　あれこれ言い合いながら、最高潮の盛り上がりをみせるイルカショーに夢中となった。誰よりも大切な人は、やっぱり大人で。

　これからも自分の幼さに落胆することは多いはず。それでも、ふたりで笑って、高め合っていけたらいいな。

　だから、たとえ何があっても、あなたとなら大丈夫だと思えたの……。

　イルカショーを見たあとは水族館を出て車へ乗り込んだ。そして水族館のある港みなと区から熱あつ田た区へ。目的地に到着すると車を駐車場へ停めて、まずは熱田神宮近くにある、有名な〝ひつまぶし〟のお店に立ち寄った。

　混雑する店内で八丁味噌の味噌汁と一緒に、ボリュームたっぷりのひつまぶしを頂く。さらに修平さんにならって、薬味を載せたり、最後は出汁をかけてお茶漬けにしたりと、大満足だった。




　昼食を終えた私たちは、手を繋いで参道を散策しながら正門を目指す。大鳥居が構えるそこはもう熱田神宮の入口。その杜の中をまっすぐ進むと、前方には立派な社殿がそびえていた。

「あれが本殿なの？」

「そう、街中にあるとは思えないだろ？」

　素朴な疑問にも笑ってくれた彼の目は、どこか懐かしそうに周囲を見渡していた。

「うん、すごく静かだね」

　ジャリ、ジャリと、ふたりで踏みしめる玉砂利の音に、木々の揺れる自然の音を感じながら行く。ここでは結婚式が行なわれたり、普段から多くの参拝客が訪れるのだと、道すがら教えてくれた。

　海辺の水族館とは違った、頬を撫でるような冷たい風が辺りに吹きつけていた。神社やお寺に赴くと、心身ともに研ぎ澄まされた感覚がするけれど……それだけじゃない。隣を歩く修平さんが、ずっと険しい表情で正面を見つめているから、空気まで強張るよう。

　この時の彼の表情で何かに気づけるほど、やっぱり私は大人じゃなくて。彼の傍を離れないよう、手に力を込めるのが精一杯だった。

　それでも本宮へ到着すると、どちらともなくその手を離していた。〝あつたの杜〟と称される、緑に囲まれた社殿は歴史ある厳かな場所に感じられた。

　いつもより参拝者は少ないようだけど、それでも多くの人が熱心に祈っていて。その中を無言で進んでいた彼は、拝殿を眺めて感慨深げな表情に変わった。

「最後にここへ来たの、いつだったかな……それだけ名古屋から遠のいていたんだな」

「そう」

　その横顔を見るととても言葉にならず、同調することしかできない。どこか遠くを見つめて佇む彼を、私はその隣で静かに見守った。今回この場所に来た理由。それは修平さんが、大切な決めごとがあるたび熱田神宮にお参りをした当時を懐かしんでのことだという。

　パン、パンッ――ふたりで揃えた、拍手を打つ音が小気味よく響いた。、両手を合わせて祈る。目を瞑った私の願いごとは、とても単純なもの。

　彼との時間がこれからも続きますように。みんなと健康で楽しい生活を送れますように。お仕事も上手くいきますように。欲張りな私はずいぶん長く手を合わせていたのに、隣の彼は私が終えてもなお、熱心に何かを祈っていた。

「お待たせ」

　ゆっくり瞼を開いた彼がそう言うと、ダークグレイの瞳は穏やかさを取り戻していてホッとした。

「ううん全然！　……どんなお祈りしていたの？」

　参拝を終えてその場から歩き始めた私は、彼の腕を掴んで呑気な声で尋ねてみる。

「ハハ……内緒」

　ガッシリとした腕の力強さ、落ち着いた微笑と声にすっかり気を取られていた。彼の表情がほんの一瞬、曇ったとも知らずに……。

「それなら私もヒミツ！」

「え？　真帆の願い事なら想像ついてるけど」

「だったら、当ててみて？」

　その発言に驚いた私は足を止めて、彼の腕を今度は両手で掴んでニヤリと笑ってみせる。

「いいけど……言ったら叶わなくなるよ？」

「それは、嫌」

　口を尖らせた私は、自分の幼さを露見しただけ。

　再び歩き始めると、この熱田神宮で、修平さんの誕生から成長にまつわるお参りのすべてを行なっていると教わった。

　そして本宮をあとにする時、最後に一度だけ振り返った彼が、物悲しそうに微笑んだ。

「ここに来て、いろいろと思い出せたよ。――いつでも奮起させてくれる不思議な場所の一方で、苦々しいものを忘れさせない戒めの地でもある……。ただ、どんな時も迷いを取り払って、決意を固めてくれるんだ……」

　遥か遠くの何かを見つめる彼の言葉を、私は静かに受け止めていた。それでも修平さんの心中を察することは叶わず、そこに込められた意味にも気づかなかった。

　冷たくも爽やかな風に吹かれながら、私達は熱田神宮をあとにした。名古屋市を訪れたことで、彼の歴史を覗かせてもらえた気がする。

　今は内緒な関係だとしても、いつかきっと公言できる日が来るはず。そのために、努力が足りないと感じる今はもっと頑張ろう。ただ、評価は求めるものじゃない。おのずとついてくるものだと、彼が体現しているように焦らずにいこう。

　自らを戒めるように砂利道を踏みしめていた時、手を繋いでいた彼が不意にその足を止める。

「……真帆」

「どうしたの？」

　力なく私を呼ぶ彼の顔を見た瞬間、訳もなく嫌な予感がした。それでも、愛しい人の言葉に打ちのめされるなんて、とても想像できなかった。

　さらに北風が強くなってきたので、駐車場に停めてある車へと急いで戻った。その間ずっと無言を貫く修平さんに不安を覚えながらも、何も聞けないままついて行く。

　険しい面持ちの彼の隣で、心臓の鼓動だけが速まっていた。乗り込んだ車内は冷え冷えとした空気が包み、彼がエンジンをかけるとエアコンが稼働し、その暖かさに心もほんのり落ち着く。

「真帆」

「は、はいっ！」

　運転席から突如、いつもより低い声で呼びかけられて、ビクッと身体を強張らせた。

「ごめん、驚かせた？」

　大きな手で頭をひと撫でしてくれ、その温かさにゆっくり頭を振った。こちらを窺うその眼差しは穏やかなようでいて、ある違いに気づいてしまう。冷静沈着な彼には珍しい、焦燥が浮かんでいると。

　だから、これは言うタイミングを計っているのだと察しがついた。私を傷つけてしまう、と危惧してくれるその優しさが、今はつらいなんて。

「話があるんでしょ？　どうしたの？」

　この状況から逃れるように私は、社会人として身についた、偽りの笑みを顔に浮かべて尋ねていた。

「真帆」

「また内緒？」

「真帆」

　何度も名前を呼ぶ彼の困惑した声をかわして、ただ笑い続けた。あなたの苦しそうな表情を見るのは、どうしようもなく胸が痛い。その原因が私自身とあれば、何もかまわず言ってほしかった。隣のシートでハンドルへ手を置くその横顔は、揺るぎないものに変わっているのに……。

「修平さん、お願い」

「……わかった」

　虚しく響くばかりの私の懇願が通じたのは、それからしばらくしてのこと。まるで何かを吐き出すように息を整えた彼は、ついにその口を開く。

「まだ正式に発表されていないから、絶対に、口外しないでくれるね？　もちろん信頼してるから誤解しないで欲しい」

　こちらへ向けてきたその眼差しは、明らかに仕事モードだった。仕事関係の話なのだとそこで察した私は、ゆっくり頷いて彼を見返すのみ。すると修平さんは、怯える私の目を切なく捉えたまま呟いた。

「――本社への出向が決まった」

　業務報告のように告げると視線をはずし、手を置いたままのハンドルへ重心を置いて、まっすぐ前を見据えてしまう。微かに聞こえるＢＧＭは、たちまち車内を重い空気に包んでいく。皮肉なことに、別離の心境を歌った歌詞を切ないメロディーで彩る曲だった。

「ほ、本社……って？」

　彼からのたったひと言が上手くのみ込めずにいる私は、ぎこちないオウム返しで尋ねた。

「ああ……前から出されていた〝条件〟が揃ったからね」

「ど、ういう？」

　凛と遠くを見つめる彼の眼差しに、一瞬の陰りが見えたのは気のせい……？

「俺が前にマネジメント課で働いてたことは知ってるよな？」

「……はい」

　仕事の話のせいか、確認される口調が事務的なものに変わった。一抹の寂しさを感じながら、私も言葉遣いを戻すことにした。けれど彼は、私の返事を聞いても動じず、抑揚のないまま語り始めた。

「実は真帆が入社したのと同時期に、部長と構造課の新設に着手することになったんだ。当時の部署体制のさまざまな問題を強みに変え、いずれ構造課に試作部を牽引させていきたいとね。ただ俺は、時を同じくして本社へ呼ばれた。……もっと波に揉まれろというお達しだったよ」

　自嘲しながら言葉を止めた修平さんは、枯れ葉が舞い散る様子を目で追っていた。ＳＪ本社の試作部といえば、世界中の支社から選出された、いわばエリートの集合体。本社から日本支社へお呼びがかかるのは、数年にひとりの時期もあったと聞いている。その本社から、彼は有能さを認められているということだ。

「ただし、俺はそこで反発したんだ」

「……えっ？」

　形のよい唇で放たれたとんでもない事実に、私の口からは驚きの声が漏れる。

「どうした？」

「い、いえ！」

　こちらへ向き直ったダークグレイの瞳に捉えられ、慌てて頭を振った。どんな形であれ、反発したために修平さんがここにいるのだ、と心に言い聞かせながら。

「構造課が立ち上がる寸前の支社で、ろくに結果も出せないヤツが本社の試作部で学ぶのはまだ早いと言ってね。本社からの要請をキッパリ断ったんだ。早い話、蹴った、のかな？」

　私はひと言も尋ねていないのに、目を見ただけでその疑問をサッと解決してくれた。

「ホント、今考えても恐ろしい……下っ端の俺がよく言えたもんだよなぁ。改めて考えると、あまりに愚かで笑えるよ」

　また自嘲を浮かべて、とても似つかわしくない言葉を口にする。

　視線が逸れた時、私はひっそり、不謹慎だけど断ってくれてよかったと感じていた。もし彼が本社へ行っていれば、私達は何も始まらなかったから……。

「本社への出向は世界中の支社から成果を認められた者が選ばれる。ありがたい話だったが、俺はその時、とても呼ばれるべきではないと思ったんだ。日本で働いてきて果たして、自分に誇れるものがあったのか？って自問するようになってね……。それで謝罪のために本社へ向かって、周囲のサポートのお陰で、延期の形で話がまとまってすぐに帰国したんだ。構造課にしてもしかり。やはり日本でやっていないことばかりだと気づいたからね。そんな俺に部長が構造課を任せてくださった分、捨て身の覚悟で励もうと思ったんだ」

「そう、でしたか……」

　遠くを見て語ってくれた、構造課と課長の真実。震えだした指先に気づかれないよう、グッと拳を握る。彼の過去を垣間見れた気がしたと、先ほどまで喜んでいた私は、本当に浅はかな人間だ。

　一時期、よく秘書課を訪れていた彼を見かけない時があったかもしれない。当時の私は秘書課に在籍しており、彼の言葉を胸に仕事への姿勢がやっと前向きに変われた頃で鮮明に覚えている。

『ちょっとだけ、バタバタしてたかな？』と、その時すでに彼は真実を伏せていたんだ。私がくだらないことで悩んでいた時こそ、エリートと呼ばれる彼は人知れず葛藤していたのに……。

「でも、その時に出した結論は今でも間違っていないと思う。本社や日本支社の一部からはいろいろ言われたけど、やっぱり日本に残って良かった。構造課のメンバーのお陰で、試作部の弱点だったところが強みに変わって、結果的に会社の評価に繋がっているのは紛れもない事実だから。同時に俺もまた、新しい発見を手に入れられたからね」

　ためらいがちに彼を見ると、『本当』だと告げるように微笑みかけてくれた。

　彼の言う通り、構造課の新設から開発製品のさらなる多様化に繋がり、支社の業務予想も前年より五パーセントの上方修正に切り替えている。これは構造課へ尽力したメンバーの力はもちろん、陰ながらすべてをサポートした修平さんの努力の賜物だろう。

　むしろリーダーの手腕が試される中、すべてを背負ってくれたから上手くいった。彼でなければ無理だったと思う。

「……修平さん」

「どうした？」

　ダークグレイの瞳に見つめられているのに、頬を伝う涙はもう止められなかった。決して口にしなかったけれど、日本に残ったのは自身のためだけじゃない。まだまだ脆さのある試作部が、安定成長を遂げるまでは行けないと。きっと彼の密かな愛社精神が、支社を選んで本社行きを断らせていたはず。

　向き合いながら骨ばった指先で、ポロポロとこぼれ落ちる涙を拭ってくれる。

「なぁ、真帆……俺達の関係が秘密な理由は覚えているか？」

　彼の瞳から目を逸らせず、ただコクンと首を縦に振っただけ。

「構造課へ真帆を異動させた時、上層部から反発を受けていたのは事実だ。試作部への異動は前にも言ったように、たやすいものではないからね」

「うん……絵美さんからもあれから少し聞きました」

　ようやく泣きやんだ私の頭を撫でる彼に、もう大丈夫だと小さく笑ってみせた。ちなみに試作部は、一定の成果をおさめた者か一流大出身の優秀者ばかりが在籍している。飛び込んでみて実感したけれど、まさにエリートが肩を並べる空間なのだ。

「だから、真帆を試作部へ配置させたいと嘆願した時……誰とは言わないが、上層部の人間にはひどく反対されたよ。直接言うのは酷かもしれないけど……『美人にはただの華でいてもらえばいい。だいたい在学中になんの功績も残していない彼女に、男揃いの試作部で何ができる？』と、そう言われて抵抗されたからね……」

「そ、んな……」

　乾いたばかりの頬はまた濡れ始め、視界も揺らいでいく。でも、伏せておきたいことを、あえて正直に教えてくれた修平さんのほうが苦悶の顔をしている。入社後はバリバリ働きたいと思っていた。けれどそんな希望は、あまりに儚くて。

　最初から会社には戦力ともされていなかった事実には、胸が痛くてたまらない。

「だけど俺は、真帆の働きぶりを見ていたから、秘書課で終わらせるのはもったいないと思った。もちろんどの仕事も、会社にとっては欠かせない大切な業務だけどね。頭の回転の速さと推察力が試作部で役立つと直感したんだよなぁ。それで真帆を異動させる代わりに、上層部と〝条件〟を取り決めたんだ」

「……ん、で？」

「二年以内に、構造課は成績に準ずる何かを確立すること。異動した真帆が、何かしらの功績を上げること。そして二年を経過した時、俺は潔く本社へ向かうとね」

「ど、して、ほん、しゃ……？」

　思考回路のストップした状況では、言葉が続かずにもどかしさが募る。

　けれど、泣きじゃくる私の頭を撫でてくれる温かさで、今頃わかった。この手こそ、〝一番の味方〟だったと。ただ今までの話を統合すると、そもそもの原因は私だよね？私を異動させたから、余計に揉める火種を蒔いてしまったんじゃないの……？

「いいか？　よく聞いてほしい。決して、真帆のせいじゃない。俺が本社行きを拒んだ時点では、支社は俺の主張をのんでくれたんだ。……もともと、本社と支社の仲があまりよくないのも知ってるだろ？　今、出向させるのは支社としては困ると言ってくれてね。ただ、それが本社の癇に障ってしまったんだよ。つまり、責任は俺にある。だから関係修復のためにも、どうしても来いと言ってくれる本社へは、条件クリア後に行くと最初から決めていたんだ。さすがにいろいろと無茶したこともあったけどな。……何より、部署の変化はみんなのお陰だよ」

　甘さを感じるバリトンの声音。今日はそれが涙を誘うようにしか聞こえない。

「以前の真帆にはきちんと言えなかった。けど、本当の条件はここにあったんだよ。今はもう試作部のメンバーとして、ひとり立ちできているだろ？　大丈夫って言えるから、今日はすべてを話すことにしたんだ」

　尋ねる前に先回りで答えをくれる彼の優しさに、涙が溢れて止まらず。嗚咽を漏らさないようにこらえる私は、頷くことで精一杯。

　それでも話を聞いて、すべての謎が解けた。修平さんが他の課長よりも極端に多忙な理由も、私との関係を内緒にした理由だって。疑念という点をすべてたどり終えた今、ひとつの答えに繋がった。

「ようやく支社と結んでいた条件をクリアしたから、本社へ出向することになったんだ。……真帆、わかってくれる？」

　いつものように涙を拭ってくれて、その優しい声で問い掛けられたとしても。

「……や、だっ」

　声にならない声で、頭を左右へ懸命に振っている私がいた。大好きな修平さんを〝待つ〟なんて耐えられない、と体現するように。

「……真帆」

「……行かっ、ないで……！」

　今この場で修平さんにすがることがひどく最低だとわかっているのに。ずっと近くで守ってくれていた彼を、今度は私が笑って送り出さなきゃいけないのに。

「は、離れたく……な、い……っ」

「真帆……」

「な……んでぇ？」

　泣きながら彼の腕を掴んでしまった私は、なんてひどい女なのだろう。それでも、大好きな人を離したくなかった。たとえ内緒であっても、一緒に働いて成果を上げる瞬間の喜びや、密かにプライベートで会えた時の嬉しさもそう。初めて愛した上司から、あまりに贅沢な時間を教わってしまったの……。

　頭のどこかでは、こんな時間がいつまでも続くと思っていなかった。けれど、いつか彼の隣で認めてもらえるように頑張ろうと、決意したばかりで。大好きな修平さんがいなくなったら私は、ひとりで笑って頑張れる自信もない。

　子供っぽくてわがままな自分が嫌なのに。好きな人といられる幸せを知った今は、ひとりで戦えないよ……。

「腕でいいの？」

　運転席側へ身を寄せて、彼の腕を離さないと言わんばかりに掴んでいた。すると頭上から聞こえてきたのは、愛しい人の心地よい声色だった。

「おいで？　ほら」

「……ひ……く」

　力を解いたところで身体を助手席側へ向けた彼は、両腕を広げて微笑んでくれるから、それにあらがう理由なんてない。そのまま大好きな彼の広くて厚い胸へと、泣きながらすがりついた。

「お願いだからこれ以上、自分を悪者に仕立てないでほしい……それは違うから。何より真帆には、誇りとなるものがたくさんあるだろ？　毎日頑張ってきた仕事があるし、支えてくれる仲間だっている。それに俺達なら、離れていようが変わらない関係だろ？　違う？　確かに過ごした時間は短いけど、内緒でいられたことが大きな強みになったと俺は思う。――そもそも真帆をどうしようもなく愛してるヤツがいる時点で、ひとりじゃないでしょ？　大丈夫、真帆は大丈夫だよ……」

「うぅ……っ」

　頭上から聞こえるのは、優しく諭す声で。甘ったれた私に、返す言葉はひとつも見当たらない。

「……気、をつけてっ、ね…」

　大好きな人の胸の中で呟いたのは、『いってらっしゃい』の思いを込めたひと言。

「ああ、ありがとう。また二年……互いに励もうな？」

「ん……」

　安堵した声音が寂しさを募らせて、その場では何も言えなかった。もうエリートなあなたの足枷にはなりたくなくて。それは同時に、いつまでも子供ではいられない現実と向き合うきっかけとなった。これから二年間――私なりに精一杯、日々を大切に過ごしていこう、と誓って……。










さよならの福音




　その後、一カ月も経たないうちに、本社へ修平さんが出向すると正式発表された。事前に準備を始めていたので、結局のところ発表してから二週間ほどで発つという。

　社内で話題に上るたび、本当にアメリカへ行ってしまう……目の前からいなくなるのだと、チリチリした胸の痛みを感じた。けれど、その小さな悲しみにとらわれるより、さらなる棘いばらの道へ進んでいく彼の一番の理解者になりたい。同時に、私も彼に負けないように仕事と向き合うつもりだ……。

「それじゃあ、黒岩くんからみんなにひと言挨拶を」

「はい」

　伊藤試作部統括部長の呼びかけに、返事をしてスッと一歩前へ出て来た課長。今日は瞳と同じ色のダークグレイのスーツに、光沢感のあるシルバーのネクタイを合わせている。これは私が最も好きなスーツスタイルで、最後の日に着てほしいとリクエストしていた。

　一番好きなスーツ姿を目にしっかりと焼きつけたい。そんな願いをあっさり叶えてくれた修平さんは、私を喜ばせるスペシャリストだ。

　今は試作部のメンバー全員が、自席から部屋の中央に立った課長へと目を向けている。たくさんの視線にも動じず、クールな顔つきで持ち前のオーラを発するその姿に胸が高鳴るのも、今日が最後……。

「誠に恐縮ながら、このたび本社で研鑽を積ませていただくことになりました。みなさんには大変お世話になったこと、心より感謝しています。いつになるかはお答えできませんが、また一緒に仕事ができる日を楽しみにしています。今後の試作部の発展を願いつつ、私からの挨拶と代えさせていただきます。本当にありがとうございました！」

　彼らしい端的な挨拶を終えて一礼する修平さんに、パチパチと大きな拍手が鳴りやまず。

「黒岩さん、頑張ってくださいね！」

「本当にありがとうございました！」

　新天地に向かう彼への温かいエールが、あちらこちらから送られる。「ありがとう」と破顔した彼からは、仕事モードながら優しさが滲にじみ出ていた。仕事にはシビアで有名な修平さんだけれど、それはみんなのためを思ってのこと。

　日々、後輩育成に努めていた彼の秘めたる思いは、ちゃんと伝わっていた。部下に囲まれる光景を見れば、いかに彼が慕われていたのかわかるもの。

「……真帆ちゃん、大丈夫？」

「松岡さん」

「これから、寂しくなるなぁ」

　部下から大きな花束を受け取って微笑んだ彼を、私の隣で見つめる松岡さんがそう言った。ダークグレイの瞳にスーツ姿で奔走する姿を、もう明日から見られなくなると思うと、不安でたまらないのが本音。けれど、ただ悲しむ時間は作りたくない。

「……すごく、すごく寂しいんですけど。こうして見ていると、すごく誇りに思います。それに……大丈夫って言ってくれるから、私も負けないようにこれから頑張ります！」

　彼から離せなかった視線をようやく松岡さんへと移し、にっこり笑いながら伝えた。どんなに怖がっていても明日はすぐに来るから、先を考えていてもキリがない。

「そっかぁー、真帆ちゃん、偉いじゃん。ていうか試作部ってね、黒岩さんが入社してからまた成長したんだってぇ。黒岩さんが不在中に失速したとか、失礼なことを言われないようにしますかね」

「はい！　また頑張りましょうね」

　周りは前向きな同僚ばかり。大切な家族や瑞穂だっているから大丈夫。何より、修平さんという最強の恋人と出会えたことで、いろいろな発見をした今の私なら。きっと二年くらい……乗り越えられるよね？

　しばらく松岡さんと顔を見合わせていると、彼に手のひらで頭を軽くひと撫でされる。そのまま屈んで私の耳元へ顔を寄せてきた。……誰も見ていないことを祈るばかりだ。

「まあ、黒岩さんは浮気の心配なんてゼロだよねぇ。お兄ちゃんが泣きたいくらい、真帆ちゃんにゾッコンだもん」

「な……っ」

　私にしか聞こえないほどの囁き声で、『ゾッコン』なんて言われて、頬が赤らんでしまう。

「もちろん真帆ちゃんが寂しい時はお兄ちゃんがいつでも相手するよー。あ、指名料は弾んでね？」

　今日もまた口角をキュッと上げて、松岡スマイルを浮かべている。

「ホントーに後輩いじりが好きですね。今日こそ、絵美さんにそのまま言いつけますからっ！」

　軽蔑の眼差しを遠慮なしに送ったところで、プイッと大げさにそっぽを向く。

「へぇ、また言うつもりなんだぁ。だったら俺は黒岩さんに餞別で、〝剛史くん〟情報でも吹聴しておこうかなぁ」

「はあ!?」

　とっておきの爆弾を投下された私は、狼狽しながら向き直ってしまった。

「え？　もしかして、言われて困ることでもあるの？」

「……後輩いじりが過ぎるんですっ！」

　どこまでも不敵な笑みを前に、苦し紛れに出るのは、使い古しのフレーズだ。

「やっぱり、今すぐ餞別を……」

「ちょ、か、課長っ！　持ち場から離れないでくださいっ！」

　口を尖らせた彼がおもむろに修平さんのほうへ歩いて行こうとしたので、いつものように白衣姿の背中を引っ張って阻止する。

「……その呼び方、ヤダっ！」

「は？」

　呆気にとられて掴んでいた白衣から手を離すと、くるりと振り返った松岡さん。

「俺は〝松岡〟で生きてんの」と、ひと言。

　かつても似たようなことがあった気が……。ちなみに修平さんの後任として、松岡さんが新たな課長に決定している。

　構造課のメンバー誰もが、このキラー・スマイルに戦々恐々としているみたいだけど……。

　修平さんが日本を離れるのと同じくして、私の生活もまた新たな日々へと変わって進んでいく。

　出会いもあれば、別れだって、人生では限りなく遭遇するから。そのために人はみな、前を向き笑顔で歩いていける。




「……今日も見事に、松岡にやられてたな？」

　ダイニングテーブルを埋め尽くさんばかりに料理を並べていると、何かを思い出しているのか喉を鳴らして笑う彼に聞かれた。

「え……あんなに囲まれてて気づいたの？」

「話までは聞こえなかったけど、ふたりの表情を見ていればわかるよ」

　彼が口をつけたのは、絵美さんからのいただき物という日本酒の大吟醸。その小さなグラスを傾けると修平さんは、きょとんとしている私を見ながらまた一笑した。

「愛情の裏返しだって」

「松岡さんは私でストレス発散してるの！　都合よく妹って言うから……何も言えなくなるもん」

　はぁと溜め息をつくと、海老の天ぷらを箸で口へと運び、もぐもぐと食べる。

「松岡は真帆のことを実の妹みたいに思ってるらしいし、諦めたほうがいいぞ？」

　夕食を開始して三十分ほど経った頃。いただいた大吟醸がよほど美味しいのか、ボトルの中身はあと残りわずか。今日は修平さんにとって日本で最後の夕食だからとはりきった私は、どれがメインかわからないほど料理を作っていた。

　日本酒好きな彼に合わせて和食中心に並べた品々は、とてもふたりで食べきれないほどの量。もちろん彼との共通点第一号となった、八丁味噌の味噌汁も忘れずに。それらを囲んで向かい合っての楽しい食事タイムも、今日でしばらくお預けとなる。

「まぁ、掴みどころのないヤツだけど、頼りにはなるから大丈夫」

「うん……キラー・スマイルさんだもん」

　この言葉に、顔を見合って笑う。こうして日々笑いを提供してくれる松岡さんは、私達を一番に心配してくれる人。だから感謝の気持ちでいっぱい。……とは、本人に口が裂けても言えないけれど。

　それから十五分も経たずに、私はソファへ場所を移して寝転んでいた。

「修平さんも無理しないでね？　機内で体調が悪くなると大変だから」

　ダイニングテーブルへ突っ伏す前に避難して横たわっているものの、さすがの食いしん坊でも〝もったいない〟精神を打ち砕く量を作ったのだと後悔する。

「そうさせてもらう。残りは明日の朝、また食べることにするから。ありがとう。とても美味しかったよ」

　柔らかい笑みを見せる彼が、休めることのなかった箸をついに置いた。

「いえ、お粗末さまでした。大量に作って本当にごめんね」

　残った分は保存容器に入れて瑞穂に届けよう、と心に決めた。

「そんなことないよ。頑張ってくれて嬉しかった」

　優しい彼はまたフォローを入れてくれる。私がストップをかけなければ、きっと無理して完食したはずだから。

　彼のマンションで一緒にいると、不思議なほど時間の経過が速くて仕方ない。……今日が最後。この事実が、心の中で焦りを募らせているらしい。これまで引き継ぎとか友人や部署主催の送別会が入って、彼とは共に過ごせなかったけれど。ラストの今日は、私のためだけに完全フリーにしてくれた。そんなの当たり前だ、と言われて泣きたいほど嬉しかったのは内緒。

　起きたあとテーブルの片付けを急いで終えると、ふたりでほうじ茶を飲んで、時間を惜しむようにいろいろな話をした。大好きなダークグレイの瞳を正面から見ることも、安らぎを与えてくれる声を直接聞けるのも最後……。

　それでも、今夜は泣かない。大好きな笑顔だけを心にとどめようと決めたから。

「明日、お昼に発つんだよねぇ……平日で残念」

「ふたりとも真面目に働けってことかもな」

「……うん、私ひとり休んで勘ぐられると大変だし。バレないようにね！」

「あ、ひとり知られちゃった」

　思い出したように口にする彼に、大きく目を見開いた。

「ど、どういうことっ!?」

「……同じ部署の矢崎さん」

「えええええ！」

　ゆったりした時間が流れるリビングに、私の叫声が響き渡る。――何で、彼を狙っている女性に教えたの!?

「あー、正直に話すけど……三日前のマネジメント課の飲み会でちょっと、ね？」

　苦笑いを浮かべる彼とは違って、私は頭を抱えたくなるほど衝撃的だった。つまり、矢崎さんに告白されたんだよね？

「……それで、どうして私の名前を出したの？」

　ヤキモチを妬いていると悟られたくなくて平静を装ったものの、口調はつい刺とげ々とげしくなる。

「うん、守りたい子がいるからって言ったら……向こうに言い当てられた」

　もちろん彼の返事は素直に嬉しかったけれど、「……何で？」が先行していた。

「いやー……、『女の勘よ』って言われてさ」

　困惑気味の彼をよそに、同性だからその発言には納得する。もちろん彼女の観察眼もあるけれど。ここで「うん、わかった。ありがとう」と返すようになれただけ、子供っぽさからの脱却に向けて前進しているらしい。だから彼も、正直に話してくれたのだと思う。すると、湯飲みをテーブルへ置いた彼の目の色が変わった。

「……向こうへ行ったら、帰国できるまで途中で戻らないつもりだ。なかなか連絡も取れないと思う。だから、お互いに日々励んでいこう。それでも、絶対に無理はするなよ？　突き進むだけが人生じゃない。たまには休む時間も必要だから……。迷った時は、一度立ち止まることも大切！　そんな時はためらわずに誰かに頼って欲しい。真帆は負けず嫌いでやり遂げるまで頑張り抜くからね。……現に心配しているヤツが俺以外にひとりいるよ？　……なんてアドバイスしたけど……真帆はもう大丈夫」

　ダークグレイの瞳はどこまでも澄んでいて、最後まで優しい人となりに胸がきゅっと締めつけられる。

「うん、ありがとう。修平さんこそ無理はしないで……どうか仕事に専念してください。私は大丈夫……絶対にアドバイスも忘れないから」

「ありがとう」

　目を細めて言われた時、チクチクと小さな胸の痛みも感じていた。でも、これはお別れじゃない。ふたりがふたりらしくあるための、ほんの少しの別離だと信じてる。最後まで涙を見せなかったことも、『頑張って』と口にしなかったことも。

　すでに別の道を進み始めた私達には、不要なものだったから。










踏み出した時




　真実の愛……そんな目に見えないものを果たして探し出せるのだろうか。

　心の奥底で人を信じきれずにいる俺には、星を掴むような夢物語だった。




「……かしこまりました。後ほど担当者と共にお伺いいたします」

　先方の意見が腑に落ちないまま、惰性で終話ボタンを押して通話を終える。受話器を電話機へ置いたところで、騒がしい周囲を一瞥してデスクへ視線を落とした。

　たとえサンプル品が完成していようとも、量産に移るまでの大詰めの状況で油断は命取り。だが、こちらの意見に聞く耳持たずなところはいかがなものだろう……？　理性と相対するもどかしさが募り、嘆息したくなった。

　デスク上に山と化した膨大な量の書類に目を通していると、ミーティングルームのドアが勢いよく開いた。その音にふと顔を上げると、ガヤガヤと騒がしいフロアに、バタバタと大きな足音を響かせて入ってくる人物を捉えた。その足音は、徐々にこちらへ近づいてくる。

「黒岩くん、忙しいところ悪い！　ちょっと頼めるか!?」

　それは恰かっ幅ぷくのよい、伊藤試作部統括部長だった。ワイシャツ姿にジャケットを手にした彼は、中年のおじさんそのもの。普段は温厚で前向きな性格の彼が、珍しく慌てている。

「はい、わかりました」

　俺は頷いて、素早く席を立った。部長のあとについて、試作部内のフロアを抜ける。やってきたエレベーターに乗り込むと、静かに動きだしたその中で部長が舌打ちをする。

「どうされたんです？」

「例のロボット部品の案件にやや難癖がついてなぁ。担当者が何度説明しても全否定なお偉いさんがやってきた」

　手にしていたジャケットを窮屈そうに羽織りながら、深い溜め息をついた。

「そうでしたか」

「試作部は、やっぱり部署構成がおかしい！　分業できていない。集中できないこの環境はなんだ！」

　まったく！と、ここぞとばかりに悪態をついた伊藤部長。苛立たしげに眉根を寄せる表情は、朗らかな日常とはほど遠い顔つきで。この様子から察するに、相当面倒な事態に発展していると思われた。

「大丈夫です、先方には私から説明いたしますので、お任せください。……失礼ながら部署編成には私も疑問を感じます。担当なので擁護する、というわけではありませんが、このままではマネジメント課に負担が集中するかと」

「あぁ、その通りだ。その件については、今度の会議で私のほうから議題に上げておくから、心配しないでいい。ただなぁ、さすがに最近は部署の体制に限界を感じるんだが、君はどう思う？　試作部の業務は常に満杯なのに、こうやってトラブルが起こるたびに足止めを食らうと、対応もままならんよなぁ……」

　同調してくれた伊藤部長は、うーん……と難しい顔をした。

「部の発展と社員の負担軽減のために、どうか新たな体制作りをよろしくお願いします」

　一礼しながら、部署全体から聞こえてくる希望と不満を率直に伝えた。

　エレベーターが停止したのは八階の営業部。試作部以上に騒がしいフロアを通り抜けて小会議室へと到着。一度ドアの前で立ち止まると、伊藤部長と顔を見合わせた。どうやら担当者は、吊るし上げに遭っているようだ。扉越しに届く怒号は増す一方で、ふたり揃って小さく息を吐いた。

「黒岩くん、よろしく頼むぞ」

「はい、行きましょう」

　伊藤部長に肩を叩かれるとひとつ頷いてから、ドアの前に立つ。そしてノックをしてから小会議室の扉を開くと、やはり担当者は、先方の攻撃的な言葉にやられっぱなしのようだ。

「恐れ入ります。これより私、黒岩がご説明申し上げます」

　仕事に生きがいを見つけ、すべてを捧げる日々。この激しい戦いは今後も続いていくだろう。

　ずっと、そう思いながら生きてきた。それが、ひとりの女性によって鮮やかに塗り替えられてしまうことを、この時の俺はまだ知らない。




　その日の仕事終わりは珍しく飲み会が入っていた。というより、早く帰れるのなら来いというお達しメールに従って、オフィス近くの居酒屋へ徒歩で向かった。

　ガヤガヤとうるさい店内へ足を進めると、奥の座敷に見慣れたヤツらの姿を発見する。靴を脱いで上がると、大学時代の後輩から差し出された新しいビールジョッキを受け取る。

　開始から二時間以上経過している今、俺の到着に気づいてくれたのはほんの数人。もちろんそのほうが気楽に飲めてホッとする、と壁際の席でひとりアルコールに口をつけた。だが次の瞬間、隣のあいていた座布団へ豪快に座った人物が、ジョッキを片手に話しかけてくる。

「ちょっと修平ー、あんたまた伊藤部長が言ってたわよ。口うるさいクライアントを黙らせた挙句、尻尾を巻いて帰らせたとか？」

「黙らせたって……大げさな」

　すると明らかな舌打ちとともに、平手で容赦なくバシッと頭を叩かれた。音が軽快に響いたこれは暴力だと思う。男に対してまったく遠慮なしだ。

　ヒリヒリ痛む頭を軽くさすりながら、ちらりと彼女のほうを見た。

「何よ？」

「いえ？」

　悪びれた様子は露ほどもなく、その鋭い眼光と強気な発言には、乾いた笑いを返すしかない。彼女の強暴さには勝とうと思わないこと……なんて言えば、火に油を注ぐことになるので黙っておくが。

　今日はＳＪ社に勤める中でも、同じ大学出身者が集まった定期的な飲み会だ。俺は普段から帰宅が遅いので、めったに参加しないのだが。『今日は絶対に来い！』と、半分脅しのメールが届いたために仕事を切り上げた。

「ほんっと、いけ好かないヤツ！」

　ブツブツ文句を言いながら枝豆に手をつける彼女。ちなみにメールの送信主は、男以上に強気で勝気なこの女性。阪本絵美さんは、二十九歳の先輩だ。

　口は悪いが、どんなことでも卒なくこなす。配属されている秘書課で、若くして主任を務めている。表裏のない人間性は清々しくて付き合いやすいが……ここまで強い女性は見たことがなく、俺は彼女を女性としては絶対に見られない。そんな彼女と付き合っているのは俺の後輩だ。その松岡はよく彼女を落とせたなと、事あるごとに思っている。

「ところで、なんの話だったんです？」

　これ以上の怒りを増幅させないように、こちらが穏やかに話を切り出した。

「そうだった！　……実は後輩のことでちょっとね」

　絵美さんは肝心の用件を思い出したのか、少し声のトーンを落とした。

「……吉川真帆？」

「そうそう。私の可愛い後輩ちゃんの名前」

　俺のオウム返しに頷くと、彼女はジョッキに入っているビールをゴクゴク飲んだ。

　新入社員の吉川真帆――それは、人事部の同期が相当な美人だと騒いでいた女性。その時は俺には興味のない話だと、話はほとんど聞いていなかったが、試作部希望者の中、断トツの成績をおさめながら秘書課へ配属された子だと結びついた。

「その彼女が何か？」

　今もビールをあおっている絵美さんに尋ねた。俺は正直言って、美人に興味がない。いや違う、避けてきた。自分の武器を最大限に行使して、裏側の本音を隠して近づいて来るヤツは嫌いだ。それに、見た目だけに騙されると、あとで取り返しのつかないことになる。だから俺は、もう二度と女性を信じない。信用したくもない……。

「話も聞けないほど眠いんなら、もう一発おみまいしてあげよっか？」

「滅相もない。続きからお願いします」

　そんな俺の態度には非難の視線と声が向けられたので、おとなしく白旗を上げた。すると目の前にある、冷えたフライドポテトを口へ運び始めた彼女。幾つかポテトを食べておしぼりで手を拭くと、俺のほうを向いた。

「真帆ちゃんってね、言われたことはなんでも卒なくこなすのよ。今までに秘書課では見たことないほど賢い子だと思うけど、本人にやる気が見られないの。なんて言うか……自発性？　うーん、目にやる気の色がないっていうか……。まあ私の予想だけど、きっと希望職種と畑違いの秘書課へ配置されたせいだと思うんだよねぇ。仕方なく……ううん、それこそ惰性で仕事してるって感じでさ？　このままだといつ辞めるかわからないから、ちょっと心配で」

　今まで積もり積もった気持ちを話し終えると、絵美さんの強硬姿勢はすっかり影を潜めてしまった。

「でもさぁ！　先輩の私が『この仕事、嫌？』なんて聞いたら後輩イビリじゃない？それでもし勘違いだったら？　彼女の気力まで余計に削ぐことになるしぃ。――で、修平。この場合どうするべき？」

　あれほど手放さなかったビールジョッキをテーブルへ置き、その隣に顔を突っ伏している。どうやら期待の新人は、男気溢れる彼女を悩ませているらしい。

「……わかりました。俺が探りを入れてみますよ」

　この時は単純に、会社と先輩のためになるのならと軽く引き受けた。だが、これをきっかけに、俺自身が新たな一歩を踏み出していたんだ。




　絵美さんの相談と愚痴にまみれた飲み会から数日後、伊藤部長に呼ばれて向かった先。それは自社ビルの最上階にある、役員室のひとつだった。

「どうされたんですか？」

「いやぁ、今日は実に気分がよくてな」

　その部屋にはマホガニー色の高級デスクの手前に、応接テーブルを挟んで、高級感のあるブラックの本革張りのソファが設置されている。テーブルに置かれたコーヒーカップを手に取り、嬉々とした顔でずっと俺を捉えていた部長。コーヒーを少し口に含み、カップをテーブルへ置くと、彼の表情が切り替わった。

「承認されたぞ」

「……本当ですか？」

「おいおい、ここまで呼び出して冗談を言うわけないよ」

　今度はソファへ身体を預けて天を仰いだ彼は、ククッと楽しそうに笑っている。先ほどの『承認されたぞ』という端的な発言は、試作部に新たな部署が正式発足するというもの。これで部内の混乱や負担の解消になる。嬉しさがじわりじわりと、心に広がっていく。

「本当にありがとうございます」

「いやいや、イライラの解消になって私も嬉しいよ」

　確かに数日前のあの苛立つ姿を見ていた分、返ってきた声はどこか弾んでいる。取締役として最上階に仕事場を持っていながら、現場主義を貫く伊藤試作部長。役員室は息が詰まると言って部長室で日々を過ごす彼が、他の課長も招集せず、俺だけをここへ呼び出した理由がどうにも腑に落ちない。

「部長、他にご用件はありませんか？」

　喜ばしい知らせにもすぐに表情を切り替えた俺は、笑顔の彼に尋ねてみた。するとこちらをジッと見つめたのち、口元に浮かべていた笑みを消した。日頃は部下にも非常にフレンドリーで温厚だが、その顔は、昔の手厳しかった頃を思い出させる。

「黒岩くん……君にアメリカ本社へ招集がかかった」

　寝耳に水とは、まさにこのこと。あまりの驚きで、すぐには言葉が出なかった。

「……わ、たしにでしょうか？」

「あぁ、そうだ。本社の試作部から君が欲しいと言われてな。忙しい最中ではあるが、近いうちに一度向こうへ飛んでもらうから」

　部長はこう言い終えたと同時に、はぁーと溜め息をつき、腕を組んで目を瞑ってしまった。

「ああ悪い。せっかくのめでたい話に、つい本音が」

　手を上げて非礼を詫びた彼に、小さく笑ってみせるとまた目が合う。

「いや、本社で働くのは最高の経験になるとわかっているんだ。黒岩くんにとって最大のチャンスでもある。が、本心を言わせてもらうと……黒岩くんが抜けるとなれば、支社には非常に痛手だよ。正直な話、君の活躍で今の試作部が回っているのは誰の目にも明らかだしね」

「なぜ、私なのでしょうか？」

　単純にそれが聞きたい。どうして俺なんかが本社へ呼ばれたのかと。

「それを聞くかい？　うちへ入社以降、君はどれだけの製品開発をしてヒットさせた？」

　ニヤリと口角を上げて笑った彼に、今は返す言葉が見つからない。

「私達が君を欲しているように、君の能力は本社にも必要だそうだ」

「……買い被りすぎです」

「こういう時でないと君を苛められんからな」

　そう言って、横目でチラリと俺の様子を窺ってくる彼に、思わず頬が緩んでいた。

『製造メーカーであるＳＪ社にとって、製品開発や研究を行なう試作部は未来を担う心臓部だ』と、かつて本社ＣＥＯへのインタビュー記事がビジネス専門誌に掲載されていた。そのＣＥＯの発言通り、ＳＪ社は研究設備への投資を惜しまないという一文も添えられていた。実際に本社の試作部は、飛びぬけて優秀なスタッフばかり。職場には最新鋭の設備を揃えた巨大なラボがあり、それも本社ＣＥＯの自慢のひとつという。そこへお呼びがかかるとは、いったいどういうことだ？

「……黒岩くん？」

「あ、いえ。すみません」

　呼びかけにハッとすると、役員室は静寂に包まれていた。向かいの伊藤部長に頭を下げて詫びる。

「いつ行けそうだ？」

「そうですね。一カ月以内で調整して伺いたいと」

「わかった。あっちへは自分で連絡するよな？」

「はい、ありがとうございます」

　返事を聞くと立ち上がった彼。奥のオフィスチェアへ向かう姿に背を向けて部屋を出ると、静かな廊下でひとり小さな溜め息をついた俺。本社招集の話はどこか現実味がなく、正直言って今の状況では気が進まない。

「とりあえず、気にせず行ってこい」

　部屋を出る時にかけられた部長の言葉は本心を見抜いていて、さすがにギクリとさせられたが……。

　エレベーターへ乗り込んでボタンを押しかけた時、ふと脳裏をよぎったのは数日前の絵美さんからの相談事。気づけば人差し指は試作部のある二十階ではなく、仕事で立ち寄る程度の二十三階を押していた。エレベーターを降りた俺は、おのずと秘書課と記されたドアの前へと来てしまう。

　ドアをノックし、『はい』という声を聞いてドアを開く。こちらに気づいた女性に軽く会釈をすると、奥から、ひとりの女性が真っ先にこちらへやって来た。

「黒岩くん、どうしたの？」

「すみません、今よろしいですか？」

　ここは職場。どんな相手とも穏やかでにこやかに接するのは当然のこと。

「嫌味かしら？」

　なぜこの人の笑顔は、これほどまでに迫力を備えているのだろうか？　腕を組んでニヤリと笑いながら放たれたひと言は、『なめんな、このボケっ！』としか聞こえない。苦笑いを返すと、彼女は近くにいたセミロングの若い女性社員に「打ち合わせしてくるわ」と優しい声をかけた。

　そしてその女性――絵美さんとともに、秘書課内にある奥の部屋へ進む。ドアを開けて中へ入ると、手前の席に腰を下ろした。同時にドアの閉まる音を背後で聞き、向かいの席に手帳類を携えた絵美さんが座る。

　向かい合った瞬間、アーモンド形の目を細めると同時に眉根も寄せた。これこそ絵美さんが、〝キラー・アイ〟と密かに囁かれる表情だ。

「で、その後どうなった？」

　席に着いてすぐに状況を尋ねられた。それは先日、居酒屋で相談を受けた彼女のお気に入りの後輩のこと。

「いや、まだ話もしてないけど」

「はぁあああ？」

　凄まじいほどの眼力と一切の反論を寄せつけない態度を前に、愛想笑いを返した。結果、「使えねえな」と呟かれ、チッと盛大な舌打ちまでおみまいされてしまう。黒色のスーツに身を包む姿はモデルと見紛うほどなのに、これでは羊の皮をかぶった狼ではないか。

「ところで彼女……吉川さんは、さっき絵美さんが声をかけた子だよね？」

「そうそう、綺麗でしょう？」

　身体を後ろへ向けてから、覗き窓のついたドアから見える女性を指差す。その先にはセミロングの髪を下ろした、社内ではまだあどけなく映る女性が仕事をしている。

「人事部の係長から情報は仕入れ済みですよ」

　振り返った俺の発言を聞くなり、真顔に戻った彼女。もちろん動いていなかったわけではない。人事部で聞いたことだけでなく、同期で大学が一緒だったヤツに頼み、いろいろと周囲から教えてもらったことも併せて伝えた。

　彼女はＫ大理工学部出身という二十三歳。大学では工業機械の設計と製品作りの研究をしていた。父親の仕事の都合により、幼少時代をイギリスで過ごした帰国子女でもある。採用担当者によると製品開発への関心が最も強く、試作部には特に興味を持っていたと。

「……あの噂、マジだったんだ」

　ぽつりと呟いて、ひとり納得している絵美さん。そのわけを聞いた。

「彼女の場合、容姿が夢を阻んだんだってね」

　それだけで彼女の発言の真意がわかった。そして納得させられる。いつしかキラー・アイの眼差しは俺を通りすぎ、ドアの先へ向かっていた。

「せっかく仕事ができるのになぁ。私だって、すぐ追い抜かれそう」

　吉川さんという子には、強気な絵美さんにここまで言わしめる〝何か〟が存在するのだろう。

　ただどんな仕事にしろ、理想と現実のギャップがあるのは致し方ない。そこで社会の厳しい荒波に揉まれるのだ。夢に向かって邁進すればするほど、それを不条理と捉えたくなる気持ちもよくわかるが……。

「ねえ、修平」

　不意に、いつもより沈んだ絵美さんの声が耳に届いた。

「私って甘い？　辞める辞めないって個人の自由だしね。他人の人生に首を突っ込むのはさすがになぁ、とは思うんだけど」

　苦笑いを浮かべながら、俺にそう尋ねてきた。

「いや、まったく。絵美さんの考えは、人として間違ってないですよ」

「へぇ、珍しい」

「フッ、嘘をついても仕方ないでしょう？」

　目を逸らさずキッパリ否定する。ただ、後輩を心配できる絵美さんは、勝気な性格はどうあれ、優しいと思うから。俺のような冷たく切り捨てる人間とは大違いだと、言うべきだったのかもしれない。

　結局、吉川さんをフォローする糸口を掴めないまま、お互いのスマホが鳴り始めて話は終わってしまった。




　その二日後、営業部の部長と打ち合わせが入っていた俺は、営業部のフロアにある小会議室に来ていた。

　甲高い声の若い女性社員に案内を受けて入室すると、部屋には誰もおらず、扉の向こうの騒がしさとは無縁な静けさが漂っていた。

　椅子へ深く腰を下ろすと、ある物がないことに気づく。それは伊藤部長へ預けたままの報告書類で。今から始まる営業部長との打ち合わせには欠かせない。ただし伊藤部長は午前中から会議が入っており、一日部長室を不在にしていた。

　彼はいつも重要書類を役員室で保管するため、すぐさまスマホを取り出し、電話をかけた。

「……あ、絵美さん？　今、秘書課にいます？」

『はいはい、そーよ』

「すみません、伊藤部長の部屋に確か、マネジメント課の報告書類があるはずなんですが……」

『探してこいと？　そして持って来いと？』

「ご名答」

　短く返すと、俺の現在地を聞かれてそのまま電話が切れてしまった。

　それからほどなくして、部屋のドアを数回ノックされた。「はい」と返事をしたあとで現れた先ほどの女性に、営業部長は打ち合わせが長引いて十分遅れると知らされる。

　仕方ない、と席を立って窓際に移動したその時。「……はぁ」と、深い溜め息がドアの向こうから聞こえてきた。顔を上げてそちらを見ると静寂が訪れる。何の気なしでまた景色を眺めていると、コンコンとノック音が。「どうぞ」と答えてすぐに開いた扉の先に、深い溜め息を落としたと思われる女性が立っていた。

　それが絵美さんの悩みのタネである吉川さんだったので、俺はにわかに動揺する。

「こんにちは」

　それはおくびにも出さず、ドアノブを手にしたまま立ち尽くす彼女へ笑顔を向ける。

「こ、こんにちは。……お疲れさまです」

「中に入らないの？」

　そう促すと、彼女はドアを静かに閉めたあとテーブル付近まで歩いてきた。そして手に持った大きな書類を抱えながら、恐る恐る俺のほうを見上げてくる。

「何度か秘書課では会ってるよね？　俺は試作部の黒岩です、よろしく」

「あ、私は吉川と申します。よ、よろしくお願いいたします」

　簡単に自己紹介すると、小さく頭を下げる姿がぎこちなくて微笑ましい。彼女の姿を間近で見たのは初めて。一般的な女性ほどの身長に秘書課スーツを着た姿から華奢な女性だと感じた。

　かなりの黒髪美人だけど仕草が可愛い、と周囲から騒がれるのもこれでは仕方がない。この時点では、見たままの印象が残っただけだった。営業部長の打ち合わせが長引いている旨を伝え、椅子に腰を下ろして彼女の大きな目を見る。

「よかったら、少しだけ話に付き合ってくれないかな？　あと十分って言われても、ひとりで待つのは暇なんだ」

「え……？」

　さっさと渡してこの場から逃げたがっていると気づいていたが、どうやら彼女には打つ手立てもなかったようで、目の前の椅子に座らせることに成功した。

　彼女についていろいろと調べておきながら、乗りかけた船を降りるのは論外だ。それに、気になる点を見つけていた。

　視線を逸らすこともできず、不安げにこちらを窺う声はわずかに震えていた。

「仕事、楽しくないでしょ？」

「へっ？」

「この部屋の壁は意外と薄いから、注意したほうがいいよ？」

「えっ？　あ！　その……」

　アドバイスを聞くと間の抜けた声を漏らして、一度ドアを振り返る彼女。そして戻ってきた瞳は困惑の色に変わっていた。溜め息をついたのがバレていたと、なす術もなく苦笑いを浮かべている。トントン、とおもむろに指先でデスクを叩くと、それがまたビクビクする材料を与えたらしい。

「なんのために入社したの？」

　この問いかけには耐えきれないというように、彼女から目を逸らされてしまった。それが心の内を指摘されたあの時……ＳＪ社へ入った頃の自分の姿と重なって見えた。

「吉川さんの目が……俺が入社した当時と似ていたんだ」

「それは、どういう？」と、ようやく顔を上げた吉川さんはそこで口をつぐんだ。同時に、何に目的を見出せばいいのかと、迷子のような眼差しを向けてくる。

「事情はどうあれ、人には必ずチャンスが訪れるってことかな？」

　しっかり俺の目を見ながら、その言葉の続きを求める視線に、小さく笑って頷いた。

「さっきの質問のすべてに答えが見つかるまでは……まず、目の前のものをこなすべきだと思うよ？　今はわからなくていい、ひた向きにぶつかっていくその姿勢こそが一番大事！　そこで得られるものは必ず、いつか役立つ時が来ると、経験者は語ってみたりね？」

　実のところ、『経験者』なんて大層なことを言える人間ではない。ただ、今を諦めて下を向いている彼女に、何かのきっかけをもたらす〝誰か〟が必要に感じたのだ。

「は、は、い。あの、ありがとうございます」

　そう言えるなら彼女は大丈夫、と思いながら腕時計へ目を向けると、「あ、そろそろ時間だ。付き合ってくれてありがとう」と話を終えた。そして「失礼しました」と一礼を重ね、逃げるようにその部屋をあとにする彼女の小さな後ろ姿を見送った。

　これで吉川さんの件は無事に片づいたと、あとで絵美さんに連絡を入れようと思っていた。

　とはいえ、彼女のことはすぐに頭の中から消えていた。自身の本社行きの問題と、新たな課の設置に向けて話が本格化し始めた状況で、試作部のこと以外はとても考えられなかったのだ。




　それから三週間後、伊藤部長を中心として、各課の課長と係長で、現在の問題を洗いざらい出す日々が続いていた。その意見の中には、バタバタの環境下で次々と起こるトラブルを、新たにできる課に解消してほしいという期待が見え隠れした。

　客観的に見ると、試作部では〝憧れ〟という生半可な気持ちでは務まらない。現に中途入社や志願して別部署から異動した人間の大半が、激務のあまり半年以内にはここを去っていく。きつくて高度な業務内容ゆえに、必然的にタフで前向きな優秀者が残る場でもある。

　設立に向けて話も進む中、新たな課の名前は『構造課』に決定した。その直後、「ところで部長」と、手を挙げたひとりへいくつもの目が一斉に向く。

「新しい課のメンバーは決まっているのですか？」

「ああ、それについては検討中だ」

　誰もが気にしている問いかけに、部長は明言を避けた。周囲のざわつきは、誰もが現時点では手持ちの仕事に追われる状態を示していた。新たな課はすべての状況を把握しなければならず、常にスピードと決断力が求められるのは明白。配置替えを志願するほど余裕がある者は、この段階では皆無に近かった。

　白熱した会議も終わり、立ち上がったメンバーがそれぞれの席へ戻って行く。その流れに逆らった俺が向かう先は、会議室の中央で考え込む伊藤部長の元だった。

　話があると告げたところ、ならば役員室へ行こうと誘われてふたりで向かう。エレベーターが最上階へ到着して部屋に通されると、時刻はすでに二十一時を過ぎていた。疲れの色を覗かせている部長がソファへ座ったところで、その向かいに落ち着いた。

「どうした？　黒岩くんが珍しいな」

「すみません、お時間頂戴して」

「いやいや。それで話というのは？」

「……本社行きはお断りさせていただきたく存じます」

「……ど、どうした？　もしや私が先日」

「いえ、決して部長のせいではありません。私自身が日本支社でやりたいことを放ってまで行きたくないのです。試作部の未来像が浮かび上がりかけの現状でここを離れると……正直、一生後悔します」

　言い切ったところで、室内は静寂に包まれる。その間も、固い表情の部長から目を逸らさずにいた。すると、ひとつ息を吐いた彼がわずかに口元を緩めた。

「……いや、個人的にはとても嬉しい話ではある。さっきの質問への答えに行き詰まったのも、適任者を決めかねていたためだ。だが黒岩くん、君は本当にそう決めてしまっていいのかね？」

　その目の鋭さは残したままに、俺の意見を汲みながらも諭す彼。本社行きは、その後の未来が約束されたも同然。かつて、ノーという答えを出した者などいないはず。それを実行しようとしている俺は、前代未聞の大バカ者になるだろう。

　探りを入れてくる彼の目からも、その先に何を言いたいのかわかった。本社の要求を拒んでしまえば、順調だった俺の今の立場すら危うくなるぞと。もちろん迷いがなかったか、と尋ねられてイエスと言えば嘘になる。同時に俺の元へ舞い込んだふたつのチャンスは、どちらも魅力的だったから。

　日本支社の発展に尽力するか、または本社へ行って研けん鑽さんを積むか。だが、先ほどの会議での部長の顔を見て、揺らいでいた心はしっかりと固まった。俺にもまだ日本支社でできることがあるのなら、伊藤部長の助けになりたいと。

「……それで君は、本当にいいんだな？」

「もちろんです。私にとってベストの答えです」

　暫しの沈黙を破った部長の最後の問いかけに、なんの迷いもないと目で訴える。そこでようやく破顔した彼の答えが色よいものであると、すぐに察しがついた。

「本当に君は昔から、言い出したら聞かないな」

「フッ、部長のご指導の賜物です」

「おっ、そうか？」

　いつも通りの笑顔を見ながら安堵してしまう。とはいえ、問題は山積している。むしろ俺が選択した道を行くほうが、遥かに険しい道のりだろう。

「部長……もしも何かあった時は」

「そんなこと気にしなくていい。何かあっても〝私〟がいるだろうが！　ひとまず本社へ行くのは……えーと、一週間後だったか？」

「はい」

　言われた通り、本社へ向かうのはちょうど一週間後に迫っていた。

「だったら向こうで怒られる準備と覚悟をしておけ。もちろんマネジメント課の引き継ぎもある。後任のためにも、係長の矢崎へ頼んでおくこと。最後に構造課の課長として、今後はすべて君に一任するよ」

「ありがとうございます」

　立ち上がって深く一礼しながら、この人の懐の大きさに今回もまた感謝していた。今後について話を終えてふたりで部屋を出ると、高層階からの景色を眺めながら歩く。

「明日は人事へ報告しにいく。……もう後戻りはできないぞ。本当にいいのか？」

「そんなに苛めないでくださいよ」

「ハハ、そりゃ結構だ！　まあ話は変わるが、構造課へ配置替えさせるのも限度がある。どうするつもりだ？」

　これは指摘されるように悩ましい問題であった。試作部の限られた人員でまかなうのは、ほぼ不可能だ。視線を彼へ戻したところで、「もう少し考えます」と答えるにとどめておいた。










確信に繋がる




　仕事をしていると、一週間などあっという間に過ぎる。

　成田空港を離陸して約十二時間後。到着した先は、シカゴ・オヘア国際空港。アメリカのイリノイ州は工業生産が盛んで、その大都市シカゴにＳＪ社の本社がある。今回のように要請がある時やウェブ会議では難しい場合など、幾度となく強行スケジュールで出張に来ていた。ただ今回の心境はいつもと違う。人生を賭ける、と言えば大げさな表現だろうが。

　事前に本社の担当者へ連絡を入れて、丁重に断りの旨は伝えた。だが、それで『はい、そうですか』と誰が納得するだろう？　当然のように怒りを露わにされた。ちなみに支社へは、伊藤部長が試作部の改変理由で俺が必要だと上層部に訴えてくれて、さほど今回の件を咎める様子はない。

　それもあくまで、現時点でなのだが。ともすれば本社が支社に大目玉をくらわす可能性もあるし、試作部の今後にも関わってくるだろう。シカゴの街並みに紛れて、初めて今後背負うものの重みを痛感した。

　ただ不安がチラつくのは会社と部長のことで、自らの出世は気に留めていない。いや、違うか。『気に留める必要がなくなった』が正しいだろう。

　枠や肩書きに囚われるよりも大切なことがあると、彼の下で学ばせてもらって今がある。入社して半年経った頃、彼から『そんな死んだ目をして会社に来るな！　それで新しい物が生まれると思うのか？』と、言われた時の衝撃は今もよく覚えている。

　人を信じられず、愛想笑いでやり過ごしていた当時の俺は、部長の叱咤にもちろん何も言えず。そこで、目の前のものを見ようともせず、後ろを向いて佇んでいる自分にも気づかされたのだ。

　滞在先のホテルに到着し、チェックインを済ませてシャワーを浴びた。そしてスーツに着替えると、決意の揺るがないうちに目的地へ向かった……。




「電話と同じ言葉を繰り返すだけか？　そんなの求めとらん！」

　四角い箱のような大きい建物のある一室で、電話でも話したエドワード・チーフの怒声が響く。

　対峙する彼に「申し訳ございません」と、俺は頭を下げたままお詫びの言葉を重ねていた。それに火がついたのか、激しい口調のチーフがテーブルを強く叩いた。

「こっちのほうから誘ってやったのに、君はいったい何を考えているんだ!?」

「……せっかくのチャンスを棒に振ること、さらには選んでいただいたことに応えられず、誠に申し訳ないと思っております。それでも自分の意思を曲げることはできかねます。本社と比較すれば劣る部分はままあり、人員も少ない環境です。でも、だからこそ、成長する今を逃すつもりはありません。生意気は承知の上です」

　どれほど罵倒されても、眉根を寄せてすごむチーフの目を決して逸らさなかった。

「フンッ！　さすが支社のホープと言われるだけあるな？」

　大きな身体を椅子へ預ける彼の眼光の鋭さは折り紙つきである。

「お褒めのお言葉、ありがたくお受けいたします」

　ビジネス用の笑顔で上手くかわした。怒りに怒りを返しても逆効果、となれば笑顔でいることが一番。伊藤部長から授かった処世術は功を奏し、チーフは顔をピクピクさせながらも落ち着いた。

　テーブルを挟んで対峙する俺達の空気は少し和らぐ。すると突如、バンッと音を立てて部屋のドアが大きく開いた。

「ハハハッ！　エド、やられたなー」

　緊迫感を中断させる軽快な笑い声と共に、現れた陽気な人物に俺は目を丸くする。

「……笑うんじゃない、リヒト」

　苛立たしさを吐き出すように、チッと舌打ちしたチーフがドア付近へ目を向けた。

「そんなに怒ると身体に障るよ？　ただでさえ、ドクターに食べすぎって言われてんだから」

「今そんな話は関係ないっ！」

「こういう時に忠告したほうが、頭に残るんじゃない？」

　エドワード氏の非難にも一切かまわず言った男は、確かめるような視線を俺へ向けてくる。

「にしても、本当に考えがぶっ飛んでて面白いよねぇ。俺やっぱり尊敬しちゃうな。ねえ、黒岩くん？」

　さすがにその言葉に溜め息をつきかけたが、口角を上げて笑みを浮かべる男はさすがと言うべきか。

「ハハハッ！」

　すると、チーフが大きな身体を揺らして豪快に笑った。

「エド、そこで笑うの？　確かに俺なんか黒岩くんに及びませんしぃ。日本支社が誇るエリートくんは、言うこともやることも違うよねぇ」

　その男がチーフへ向けた視線より気になるのは、ニヤリと口元に浮かぶ不敵な笑みだ。

「ホラ吹きって言葉、知ってるよな？」

「それより、ＳＮＳに写真アップしていい？　みんなの反応よくてさぁ」

　あえて日本語で言った俺の嫌味さえ、軽口で返してくるところは相変わらず。クックッと喉を鳴らして隣の椅子へ腰かけた男は、大神理人。俺とは同い年であり、同年に本社に入社している試作部のエリートだ。

　俺が大神と面識ができたのは、今回のように本社を訪れる機会が増えてからだが。ヤツと知り合うまで風の噂に聞いていた。『本社に珍しい日本人がいる』と。それに納得したのは初対面でのこと。大神は黒髪をなびかせ、黒いサングラスをかけていた。さらに派手なアロハシャツを、浅黒い褐色肌と筋肉質な体躯でまとっていた。その足元はサンダルで、どこから見てもリゾート仕様。ウェブ会議で顔を合わせた時はスーツを着ているので、知らなかったのだ。

　呆気にとられる中で拭えない猜さい疑ぎ心しん。これが噂どおり、ＣＥＯお気に入りの人物かと……。陽気なヴェールに包まれて、能ある鷹は爪を隠す事実に触れたのは四年前のこと。潜めていた爪はすぐに鋭く現れた。本社と連携して開発していた件で、当時の課長と持参した報告書の類を床へ投げ捨てたのだ。

『陳腐な回答は求めてないんですよ。見るだけ時間の無駄でしょ』と。その時に対峙した顔に心が冷えたことを覚えている。あとになって知ったが、彼は一部の人間から、外見で得をする〝タカ派〟と称されているらしい。本社の厳しい荒波に揉まれ、勝ち残ってきた自信がそうさせるのだろう。

「でもね、今の彼には何を言ってもダメだと思うよ」

　それまでの軽口が一転、隣から聞こえた声はひどく冷静。同時に鋭利な視線を俺に向けてきた。これが本社でエリートと呼ばれる、大神の〝キレ者スイッチ〟が入ったというサイン。強さをたぎらせたその目で、今度は彼の斜め向かいに座るエドワード氏を見た。

「ま、エドが怒るのもわかるけどね？　そもそも彼に本社出向を求めたのは、今回、俺の希望が叶ったから。本当は鍛えるのも楽しみにしてたのにねぇ。来る気がないとは残念だけど。……『今』は無理だと口にしたから、猶予期間を与えてみるのはどう？」

　一切こちらを見ない大神の発言には、こちらが虚を突かれてしまった。

「どういうことだ？」

　そう言ったチーフを窺うと、彼は訝しげに眉根を寄せている。そこへ割り入るように、軽快な笑い声が室内に響いた。

「これほど彼が支社に尽力する覚悟を持って臨むなら、当然それなりの結果を出す。だから、彼にそのための時間を与えてみては？と考えたんですよ。仮に、今の彼を力でねじ伏せて出向させたとしても、後悔を引きずる男が役に立つとは思えない。青い果実が熟した時に、こっちに呼んで初めて使いものになるかと」

　続けて「どう？　間違ってる？」と、そこで初めて俺に向けられた眼差しは幾分、優しくなっていた。だがその言葉の数々に核心を突かれたようで、素直に頷けずにいる。一方で、大神の発言を黙って聞いていたチーフが「なるほどな」と小さく呟いた。

「まあ彼を本社に呼びたいと言い出したのはリヒトだしな。仕方ない」

「さすがエド！　ありがとー」

　脅しにも似た誘いをかけ続けてきたチーフを、大神はあっさり納得させるほどの権限がある。実力成果主義の本社において、幾多の開発を指揮する彼が社内で絶大な信頼を得ている証拠だ。

　その大神のお陰で、支社残留の希望が叶いかけている。だが、心から喜べずにいた。「これがベストじゃない？」と笑うヤツとの、男としての〝差〟をまた実感したからだろうか……？

　本当は一週間の滞在予定だったが、話のメドがついた今、本社にとどまる理由もない。翌日に大神から部内を案内してもらうと、その夜には変更した航空チケットを手に空港に向かった。

　出国審査を終えた俺は、ラウンジでメールチェックをしながらコーヒーを飲み、ひとり搭乗時刻を待っていた。取引先への返信をすべて完了し、今度は私用アドレスへの受信メールも見る。一件の送信者の名前に珍しさを感じつつも、『修平のお陰で後輩ちゃんいい感じ！』のひと言に笑う。

　そのメールの送り主はもちろん絵美さん。その『後輩ちゃん』が吉川さんだとわかるのに、少しだけ時間を要した。『役に立ったのならよかったです』と、こちらも手短に返信し終えた。

　ノートパソコンをしまうと、大きなソファの背に寄りかかった。あまりに考えること、すべきこと、こなすことに翻弄されていた自分を嘲笑してしまう。そういえば、吉川さんと話してから一カ月が経過していたことに気づく。

　あどけない女の子が唐突な質問に、必死で答えようとしていた姿が、ふと頭に浮かぶ。『チャンス』と言った俺の言葉がプラスに転がってくれたのなら、やはり嬉しい。

「吉川真帆……か」

　自然に彼女の名前を呼んだ理由を探す気力もなく、高い天井をぼんやり仰ぎ見ていた……。

　何事もなかったように帰国すると、いつも通りの日々に加えて、マネジメント課の引き継ぎ業務も始まった。

「この場合、どうすればいいかしら？」

「あ、それは構造課に任せて欲しい」

「わかったわ」と頷いて微笑を浮かべたのは、係長の矢崎さん。ちなみに後任の課長は別の課から異動するので、以前から課に所属する内情をよく知った彼女に伝えたほうが話は早い。

　これはもちろん次期課長も了承済み……いや、ふたつ返事で『助かる』と喜んでいた。どの課も何かしらの変化が加わるため、連携プレーは欠かせないものとなっていた。

　ミーティングルームでふたり向き合って、今後の全体の流れや不手際がないかチェックする。

「あとは矢崎さんのフォローで完璧だね」

「よいしょが上手ね」

「本心なんだけどな」

　と肩をすくめて返せば、しとやかに笑ってくれる。メガネをかけた同い年の矢崎さんは理知的。でも嫌味がなく、明るい性格も好印象だった。同じ課で働いてきたから、仕事の丁寧さと誠実ぶりもよくわかっている。その彼女へ笑いかけると、デスク上に広げていた品を集め始めた。

「よし今日はこれで終わろう」

「黒岩くん……大丈夫なの？」

『んー、何が？』と、軽く返事をしながら書類をデスク上でまとめる。

「……人選よ。そろそろ時間が」

　その声に顔を上げると、真剣な面持ちでこちらを見ていた矢崎さんと目が合う。

「大丈夫。心配ありがとう」

　フッと破顔して答えた俺は、両手にすべての物を手にして出口へ向かった。まずマネジメント課へ戻り、それらを机に置くとオフィスチェアに腰を下ろす。メールを確認しながら思う。つい最近、誰とも知れず候補にしていた子がいた。ひょんなことから名前を知った――秘書課に在籍する吉川真帆である。

　何度か人事部や伊藤部長と、異動者の候補をリストアップしたはいいが、どうもしっくりこない。知識を活かせなければここで活躍することは難しい。何より、重要なのが持ち前のセンスだ。それに応えてくれる人材を探していた時に浮かんだのが、吉川さんだった。

　数日前に、伊藤部長が吉川さんに依頼していたという計画立案書を見た瞬間。この子が欲しい、と心から思った。その文面は知識の豊富さを活かしたわかりやすいもので、端的なまとめ方も好感が持てた。

　あとで部長に聞くと、作成依頼をしてからたった二日で仕上げてくれたと感心していた。営業部で話し終えたあの日で、縁が切れるはずだった秘書課の女性。それが今、どうしても構造課に必要な人へと変わっていた。その考えは他の誰を見ても変化がなく、むしろ『彼女しかいない』という思いを強めていた……。




「なぜ吉川くんを？」

　ようやくすべての報告を終えて、最後にこの意向を伊藤部長に伝えることにした。

　業務に忙殺されている間に、季節は寒さ厳しい冬を越え、少しだけ春の息吹を感じ始めていた。今日も役員フロアでふたりきりで話していると、やはり腑に落ちないといった声が返ってくる。もちろん誤解のないように理由をすべて話したつもりだが、向かい合う部長の顔は険しい。目の前に置かれたコーヒーにも手をつけず、ただ俺の答えを待っている。

　確かに試作部は男社会で、矢崎さん達女性にしても経験のある中途入社ばかり。まったく畑違いの部署の女性の異動は前例がない。そして部長からピックアップされていた異動対象者は、全員が男性であった。なぜ男性にしかチャンスを与えないのか？　それも俺には納得できず、せっかくの芽を潰してしまうのは惜しくてたまらない。

「彼女に構造課へ来て欲しい、という私の直感です」

　だからこそありのままに、嘘偽りはないと猜疑心に満ちた目へ訴えかける。依然として無表情の部長から視線を逸らさないことしか、手立ては残されていなかった。

「わかった」

　すると、静寂に包まれた役員室でひとつの声が聞こえた。そして「君が言い出したら聞かんのは、私が一番知っているからな」と言われる。嬉しさを噛み締めるより早く、自然と立ち上がって深く頭を下げていた。

「簡単にいくかどうかわからんが……もちろん覚悟あってのことだな？」

　低い声音が耳に届き、顔を上げた俺は、「はい」ときっぱり言いきった。だが部長の懸念は的中し、やはり彼女の異動には大きな反発があった。

　美人だからと配属させた秘書課の業務にも慣れた今、何を考えているのだとか。まったくの新人を新しい課へ配属させたところで戦力の足しにもならんとか。挙句の果てには、この話を上げた俺と吉川さんの関係がよからぬほうへ受け取られたり。ただ、これらが反骨心を呼び覚まし、躍起になれたのだろうか……？

　そこで俺は、『構造課と吉川さんの功績を、俺が本社へ向かうまでの二年で上げてみせます』と、淀みなく言い切った。すると、最も反対していたと思われる吉川さんの担当する専務が、『本人が了承後に辞令を出せ』と宣言したことでひとまずの終息をみせた……。

　こうして吉川さんの試作部への異動がほぼ決定して間もなく。内密の話でも筋は通したい、と電話をかけてある人物を呼び出した。




　二十三階のエレベーター脇にある階段で待ち合わせると、コツコツとヒールの音を鳴らし現れた絵美さん。「休憩中にすみません」と謝ると、「嫌味か！」と眉根を寄せて踊り場まで上がって来た彼女とふたり、壁を背にして並んだ。

「電話じゃ済ませられない件って、何？」

「……吉川さんの試作部への異動が決まった、と」

　昔から互いに回りくどいのは好きじゃない。だから包み隠さず、告げることにした。その直後、絵美さんがこちらへ向き直ると、胸ぐらを容赦なく掴んできた。壁にトン、と背中がまたぶつかり、そして下からシャツを握りしめた彼女に睨まれる。

「どういうことよ!?」

「絵美さん……頼むからそんなに怒らないで欲しいんだけど」

「修平！」

　どうか抑えて欲しい、と牽制したのが間違いだったようで、眼光の鋭さは増し、声のボリュームも一気に上がった。ピリピリとした空気を漂わせる彼女を、俺は身じろぎもせず見ていた。

「私の気持ちを知ってたくせに、どういうことよ!?」

　怒りを露わにする絵美さんの気持ちはよく理解している。それでいて奪おうとする俺がなだめるのは、とても無理なことも。

「どうしても欲しい」

「修平……」

　すると、俺を再度ひと睨みして手を離した彼女。そしてチッと大きな舌打ち音を辺りに響かせながら、こう続けた。

「ムカつく。……今度、豪華なご飯奢らせる」

「了解」

　手が早く口も悪い絵美さんだが、心は優しい。……そんなところに松岡も惚れているのだろうと小さく笑った。

　三月中旬になると、異動対象者が発表されて、社内はにわかに騒がしくなっていた。しかし、下旬の今も内定が出ただけの者がひとり。――それが吉川さんだった。構造課のスタートに合わせて辞令を出したいと考えていたので、今も本人の知らないところだ。

　時間に余裕ができた頃、デスク上にある受話器を手にした。すぐに内線は繋がり、『専務秘書室でございます』と心地よい声が耳元で響く。

「試作部の黒岩です」

『お、お疲れさまです』

　久しぶりの会話のせいか、どこか緊張の色が見え隠れする彼女の声音に破顔した。

「お疲れさま。吉川さん、専務は本日、不在だよね？」

『はい、終日不在ですが』

「だったら今、書類だけ持参するから」

『でしたら私がっ』

　その続きをあえて聞かないように「そちらまでお伺いしますよ」と言って、即座に受話器を置いた。「席を外す」とだけ近くの矢崎さんに告げると、専務に渡す書類を持って試作部を出た。エレベーターで向かった先はもちろん最上階。今日は絵美さんから、専務と不在にするとあらかじめ情報を得ていた。そこで今日、吉川さんと話をしたいと考えていたのだ。

　到着した専務秘書室のドアをノックすると、『はい！』と少し慌てた声が届いて扉を開く。「吉川さん、失礼するよ？」と顔を覗かせたところ、立ち上がって笑顔で迎えてくれた。

「は、はい。わざわざすみません。私が伺いましたのに」

「いいよ。俺も気分転換になるから」

　ペコリと頭を下げる姿があまりに申し訳なさそうで、小さく笑ってしまう。

「あれから頑張ってるそうだね」

「え……？」

　秘書課の制服がすっかりなじんだ女の子は、またしても困惑の色を覗かせる。恐る恐る見上げてくる瞳と向かい合ったのは、半年ぶりの二度目だ。デスク上にはノートパソコンと書類を広げ、ひとりで奮闘していたらしい。固い表情の彼女のデスクの正面に立つと、居場所を失ったような顔つきに変わる。

「あ、あの」

「うん」

　書類を渡すとそれをデスクへ置き、小さく言葉を発した吉川さん。どういうわけか、その声は不思議と心が安らぐものに感じられた。

「あ、あの私……ずっと課長にお礼が言いたかったんです」

　その言葉でハッと我に返った俺は、「お礼？」と聞き返す。

「はい……えと」

　コクン、と一度頷いて視線を逸らした彼女も、今はすっかり落ち着いていた。

「あの時……半年くらい前にお話しさせていただいた時……。課長がアドバイスをくださらなければ、私はとんでもない勘違いをしたまま仕事から逃げるところでした。どれだけ自分を過大評価して、自己中心的に物事を捉えていたか、身に沁みて反省しております。課長のおっしゃっていた『チャンス』がいつ訪れるかわかりませんが、この会社に入社できてよかったです。阪本先輩みたいに目標としたい先輩に出会え、日々鍛えていただいていますから」

　最後まで言い終えると、安堵の色を覗かせて。そのまま深くお辞儀をしてくる律儀さ。「吉川さん」と呼べば顔を上げて、にわかに心細さを漂わせているので、伝えておくべきだと思った。

「絵美さんが心配する後輩を救えて、俺も嬉しいよ」

「どういう？」

　大きな目をぱちぱちと瞬かせるその顔は、理由を探っているらしい。表情がすべて物語る子だなと小さく笑って、空席となっている隣のデスクの端へ腰を下ろした。

「知ってるかもしれないけど、絵美さんは俺の大学の先輩でね。吉川さんが入って、確か半年くらいの頃かな……？　同じ大学出身者で飲み会をしたんだ。その時に珍しく、絵美さんから相談されたことがあってね……」

「す、みませ……っ」

　そう言葉に詰まった彼女の瞳から涙がこぼれる。慌てて視線を逸らし、俯き加減で泣き顔を隠そうとしている彼女の姿に、すぐ浅はかな言葉をかけてしまったのだと後悔する。

　華奢な肩を震わせ、必死に涙をこらえている吉川さんがとうとう俯くと専務秘書室ドアへと向かった。その瞬間、身体が勝手に動いて『待って』と言いながら、右手首を掴んだ。触れた手首は、あと少し力を込めれば折れそうなくらい細くて。

「ごめん、勝手なことして」

　シンと静まった室内で時おり漏れてくる嗚咽に、ズキリと心に痛みを覚えた。

「吉川さん」

　何か言ってほしくて、その小さな背中に呼びかける。

「は、なして……くださっ」

　ようやく返ってきた小さな声は悲しみに満ちたもので、なおさら聞き入れられるわけがなかった。

「お、ねが……っ」

　ついに振り返った彼女の頬はひどく涙に濡れていて、申し訳なさで一杯になる。その一方で、まっすぐ向けられる視線が微かな鼓動の変化を告げ、それにためらいを覚えた。

　だが、「ごめんな」と解いた力が、泣きじゃくる彼女を専務秘書室から逃がす唯一の手段。情けなくもその場に佇む俺は、ドアの向こうを見ながら二の足を踏んでいた。今も手に残るわずかな感覚と、追いかけなければと焦る心。それらすべてが、次の拒絶を恐れていたのだろう。

　なぜ仕事に私情が入る？　そう自らに訴えかけるまでに、少しの時を要した。ようやく一歩進み、秘書室を出てドアを閉める。シンと静まり返った廊下を抜け、向かう先に階段があった。この心境では悠長にエレベーターを待てなかったのだ。勢いのままに一段目を降りた時、近くでバタンと扉が閉まるような音が耳に届く。

　静かに下りて行くと、微かなすすり泣く声と物音が聞こえてきた。間違いなく化粧室へ行ったのだとわかり、ドアを前に壁へ背をもたれることにした。この胸の痛みの理由は、泣かせた責任からだと位置づけながら……。

　三分ほど経った頃、キィと小さな音を立てて前方にあるドアが開かれた。

「大丈夫？」

「……え？」

　扉の先にまさか人がいるとは思わなかったのだろう。俺を見るなり固まってしまった吉川さん。ほんのり赤い瞼をパチパチと瞬かせる彼女を前に、組んでいた腕をはずし姿勢を正して謝ろうとした。

「あ、の、先ほどはご迷惑をおかけしてすみません」

　と、先に謝罪してきたのは彼女。深く頭を下げられて戸惑いが先行する。なおさら罪悪感を覚えるが、ここで俺が謝っても吉川さんは譲らないだろう。

「いいから、顔を上げて。怒ってないから」と、この空気を一新するのがベストだと思った。

「ありがとう、ございます」

　すると、お礼とともに微笑が返ってきた。改めて、優しい子だと感じながら、胸を撫で下ろす。

　肝心な話へ移る前に、これ以上の居心地の悪さを与えてはならないと。困惑する彼女を誘った先はもちろん、二十階を占めている試作部のフロアだ。

　部署内をキョロキョロと窺いながら後ろをついて来るその姿は、畑違いの職場に小さくなっているように映った。ミーティングルームへ案内すると、ここでもペコペコとお辞儀して中へ進むものだから頬が緩んだ。

「ハハッ！」と笑ったあと、「吉川さんって……見た目と違って面白いよね」と本音が出ていた。あとから考えれば、女性に対して失礼な発言だが正直な感想だった。

「……本当にご迷惑ばかり」

「いや、想像していた通りで嬉しいよ」と、ククッと笑ってしまうのも不可抗力。この子は見た目だけではないと、そっと教えてくれるようだった。

「早速だけど、吉川さんは、この部署を見てどう感じた？」

　本題へ入る前に質問を投げかけたら、以前と同じ反応を見せる彼女。

「さっきの問いに正解はない。単純にどうかを聞いているだけだよ？」

　今思えば、ミーティングルームでどちらも手探り状態だったのかもしれない。

「あの……私ですね。非常に単純なんですが、試作部の方々をすごいと思いました。とても多忙な部署だと噂で伺っていたのですが、初めて拝見させていただいて、みなさんが生き生きとしていて圧倒されました。純粋に仕事を楽しんでいる姿は、正直言って羨ましいというか……素直に憧れます」

　遠慮がちに話してくれた吉川さんは、こちらへ不安げな眼差しを向けてくる。ひとまずブラインドを閉じてから、俺はネクタイへ手をかけて緩めた。望んでいた答えがもらえたという、安堵感に包まれていたのだ。

「あ～、ホッとした。これで進められる！」

「す、進められるって、どういうことでしょう……？」

「吉川さんの感想のお陰」

　首を傾げる吉川さんは当然、この言葉の意味がわかるはずもない。それでも破顔してしまった俺は、大きくて丸い瞳を心穏やかに見つめていた。

　美人と称される女性には頑なに一線を引いていた自分の小さな変化に、この時は気づくはずもなく……。




　吉川さんの答えを聞いた以上、上層部と人事部は反対する理由もなく、辞令が出たのも早かった。当然だが秘書課から試作部への異動は前例がないため、社内でもっぱら噂になっていた。中には試作部への異動希望を出していた者が、人事へ文句を言いに乗り込んだとも聞いた。『なぜ新人で秘書課にいた吉川さんが優遇されているんだ？絶対におかしいだろう』と。

　そして試作部内での異動や彼女を含めた顔合わせも終わり、構造課のスタートまで残り数日となったある日、俺は部長から役員室へ来るように呼ばれ、彼の待つ部屋にいた。

　いつものように対面式の革張りソファで向き合うと、軽く労いの言葉をくれた部長に頭を下げたのだが。

「黒岩くん、わかっているね？」

「何がでしょう？」

　主語の抜けた会話はよくあるものの、今回はさすがに読めなくて話の続きを促した。厳しい眼差しを向けてくる彼の心の内を計れず、固唾をのんで答えを待つ。

「君は優しい。それが誤解を受ける元になる」

「……どういう」

「吉川さんとは充分、距離を取って接しなさい。たとえ二年の制限があっても、君が指導役を担うことに私は賛成できない。なんらかの問題が起きた時点で、ふたりともチャンスを潰すことになるぞ」

　言い切った伊藤部長の真剣な双眸に、思わず目を逸らしかけた。

　まるで氷水をぶっかけられたように冷えた心。最後の念押しには、かろうじて首を縦に振った。

「あ！　誤解しないでくれよ。もちろん関係を疑ってはいないし、裏だって取ってある。だが、噂は勝手に横行していく。時に真実をも飲み込んで脚色される……それだけ肝に銘じてくれ」

「……ありがとうございます」

　いつもの声音で重ねられた言葉が、どこかで沸き立っていた心のストッパーに思えた。あえて頷かせたこの時、もしかすると部長は、俺より先に変化に気づいていたのかもしれない。

　だが、この忠告の意味を実感するのは、来週に構造課のスタートを控えた金曜日のこと。この日は午後からクライアントの元へひとりで出かけていた。十七時には戻る予定が少々長引いてしまい、夕暮れの中を自社ビルまで足早に歩いていた。

　頭の中で二十二時からのウェブ会議の確認をしつつ、退勤ラッシュのオフィスへ到着した。するとエレベーター付近で、大きな人だかりができていることに気づく。

「男好きは結局、身体を利用してのし上がるんでしょ!?」

　一歩進んで立ち止まると、エントランスフロアに響き渡る激しい怒り声に眉根を寄せた。……ああ、女性同士が男で揉めごとか。騒然としたその場に紛れて、不在の受付カウンター付近で目を瞑っていた。ここは仕事をする場とわからないのだろうか？と、分別がついていない女性になかば呆れながら。

「あんたが秘書課に選ばれなきゃ……私が入れたかもしれないのに！」

　しかし、この言葉を聞いて、騒がしい場所へ近づいた。誰に対しての発言かすぐにわかったから。こういった時、人より頭ひとつ分高い身長は役に立つ。囲まれていたのは、やはり吉川さんだった。左頬を押さえて罵詈雑言に耐える姿から察するに、あまりのショックに反論すらできずにいるらしい。一方で巻き髪の若い女性は、無抵抗の相手に金切り声を上げている。

「いい加減にしないか」

　踏み出した足と共に出た言葉は、ざわつく周囲を一気に静寂へと追いやっていた。きっと苛立ちが顔に表れていたのだろう。俺が輪の中へ近づくと、囲んでいた者達は後ずさるように道を開けた。

　いつもなら、こういった部外の諍いさかいごとに口を挟むことはない。ただし、吉川さんは違う――もう試作部の大切なメンバーだ。頬に手を添えたままの彼女に目を向けると、ひどく憔悴していた。そこで視線を移すと、俺が現れたせいか、さっきまでの勢いが嘘のように、急に俯いて黙ってしまった巻き髪の女性。

「どうしたんだ？」

「……いえ」

　静かに言葉をかけると派手に巻かれた髪がその女性の顔を隠す。これでは意思の確認もできない。そこで辺りに目を向け、「私は現場を見ていない。何があったんだ？」と、すでに無関係と言えない者たちへ答えを求めた。

　顔を見合わせながら押しつけ合う光景に苛立ちを抑えていると、ついに返ってきた声の主を見る。

「……え、と、巻き髪の子が彼女の頬を叩いて、いろいろ言って」

「何を？」

「その……男好きとか……専務に取り入って利用したとか、です」

　若手の男性社員の抽象的な発言に詰問すれば、事実が明らかになっていく。

「頬を叩いた。そしていろいろ言った、さらにこの状況ね……わかった」

　その後、吉川さんともうひとりの女性に事実確認をした。巻き髪の女性の身勝手さを叱責したくなったが、グッとこらえた。それでは埒があかない。かえって吉川さんをかばった、と不信感を募らせるだけだろう。

　そこで全体へ警鐘を鳴らす意味も込めて、こう言った。

「名誉棄損……この言葉は知ってるよね？　公共の場で悪口を言えば、君は彼女の名誉を傷つけたことになる。もちろん、この場で聞いていた者がのちに面白半分で広めても同じとは思うが」

　最後はあえて低い声で傍観していた周囲に冷ややかな目を向ける。これで面白おかしく話題を振りまく者は、多少なりとも減るだろうと願って。静寂の中で泣き始めた巻き髪の女性は、ようやく発作的な行為を反省したらしい。

「事情もはっきりしたことだし、これで解散！」

「はいお疲れさま！」とつけ加えると、それまで沈んでいた空気を刷新する。当然、逃げられずにいた者達はそそくさと無言で帰宅の途について行く。

　ちらりと見た吉川さんの表情は硬く、手を離していた頬は赤みを帯びている。

「ちょっと話があるから、ふたりとも来てくれる？」

　俺の言葉に立ち尽くしていたふたりが小さく頷いた。そのまま無言ですぐ目の前のエレベーターに三人で乗る。

　ボタンを押して動き始めたエレベーターが向かった先は、総務部のある十二階。泣きじゃくる女性に降りるよう促し、あとに続きかけた吉川さんを手でスッと制し、先に手当てをするよう告げて、無表情で頷く彼女を残したエレベーターは静かに扉が閉まった。

　今にも泣き出しそうな顔をしていた吉川さんが気になるものの、事務的にこなさなければ、と心に言い聞かせる。巻き髪の女性は、まだ仕事中だった総務部長に事情を話して預かってもらうことに。彼には再び戻るので、その間に人事部の担当者も呼び寄せていただきたいとお願いした。きちんと処理しておかなければ双方がつらいことになる、と判断したのだ。

　ひとまず総務部を抜け出すと、やって来たエレベーターへ居合わせた人に挨拶して乗り込む。十二階から目指した先は、二十三階の秘書課。手当てを勧めたが、医務室に行ってない気がした。

　開いた扉を飛び出ると、秘書室はそのまま通過する。……なんとなく、化粧室じゃないかと。近づくにつれて速度を落とし、奥手にあるドアの前で立ち止まった。すると小さく聞こえる嗚咽で、予感が確信に変わった。

　すぐに目の前のドアを、トントンと音を立ててノックする。「吉川さん、大丈夫だったか？」と彼女を呼んで。途端にシンと静まった扉の向こうに再度、「吉川さん？」と声をかけた。

　隔てられた距離にもどかしさを感じるほど、ドア向こうの涙声が気になって仕方ない。

「心配なんだ」

　ひとりで泣かないでほしい――そう思って出た本音はあまりに頼りなく、自分でうんざりするほどだった。その時、胸ポケットへ沈めていたスマホが振動で着信を告げる。舌打ちしたい気分をどうにかおさめ、電話を手短に済ませてスマホをしまった時、突如ドアが開いて目を丸くする。

「……課長、その、お忙しいのにすみませんでした！」

　謝罪後に廊下の中心で佇む俺を見るその瞳は、まだ不安に揺れていた。それを解きたくて、フッと頬を緩ませる。真っ赤な目をした迷子の子供のような顔で、あの場は必死にこらえて泣かなかった君へ、よく頑張ったと伝えたくて。

「何も心配する必要ないから」

「……え？」

「ひたすら自分の能力を信じて頑張ってほしい」

　そして細い肩をぽんぽん、と小さく叩いた。これからは守るからと――。




「アホ！　そこで抱きしめるのが男でしょ!?」

「絶好のチャンス逃してもったいなーい」

「……いや、仕事が」

「甲斐性なし！」

　そんな事件があった翌日の夜。俺は呼び出したふたりから集中砲火を浴びていた。騒がしい和風居酒屋の一角で、三人向かい合って静かに料理と酒を味わうはずはずが。

「だいたいねぇ、哲がそんな時に電話するから悪いのよ！　まったく、たまには空気読みなさいよ。アホなんだから！」

　すでに何回『アホ』と口にしているのかわからない絵美さんは、例のごとくジョッキを離さない。

「えー、アホアホ言われて萎え気味ぃ」

「黙れ変態」

　そして彼女の怒りを隣で増幅させる彼氏こそ、俺と後輩関係が今なお続く、松岡哲である。大学時代からまったく変わらないふたりの光景に、ひっそり溜め息を吐く。そして手元にある日本酒をひと口飲んだ。

　前日はウェブ会議の開始ギリギリまで、総務部長と人事部の三人で話し合っていた。すでに帰宅させた吉川さんを殴った女性に事情を聞けば、やはりよくある逆恨み。さらに困ったことに女性は、『もう辞める』と言い出した。それでは吉川さんが悪者になるだろう。

　そこで俺達は彼女の話に何度も出てきた、『秘書』というフレーズに着目。ちょうど欠員の出ていた、仙台営業所へ秘書業務と同じ所長補佐での転勤はどうかと話を勧めた。運よく支社の試作部から異動していた所長には、事情を告げて了解までは得てある。あとは週明けの月曜日に、その女性がどう返事をするのかは気になるが……。

「それにしても真帆ちゃん、大丈夫かな？　秘書室に来てくれたら、私の胸を貸していくらでも泣かせてあげたのに……」

「ナイ胸じゃ、痛くて涙が止まんないよ？」

「ああ？　もう一回言ってみろ」

　ジョッキを置いて後輩を心配したかと思えば、隣からの揶や揄ゆには即座に眼光が鋭くなる絵美さん。

「そこで松岡」

「なんでしょう？」とこちらを捉えた彼はすでに、俺の声の変化に気づいている。

「彼女……吉川さんを守ってほしい」

「それはなぜ？」

　テーブル上で頬杖をつきながら、向かいの俺の反応を窺っているようだ。

「お前に指導役をお願いするから」

　真っ黒な瞳を逸らさず、言い切った。構造課へ異動した松岡に、吉川さんを託すと決めていたと。絵美さんはそれを聞き、隣を指差しながら「こんなので大丈夫？」と眉根を寄せた。

「お姉様、失礼ですけどー」

「いろいろあるかもしれないが……よろしく頼む」

「なんで黒岩さんが動かないの？」

「俺じゃダメなんだ。部長からの忠告を実感した」

「……認めたほうがいいんじゃないですか？」

　緩いように見えて松岡は賢い。性格的にも、容赦なく突いてくると思っていたのだが。

「……雁がん字じ搦がらめ、かもしれないな」

　小さく自嘲を浮かべて呟いた本音に、前方のふたりはなんともいえない表情をする。それはふたりとも大学時代からの付き合いで、多少なりとも俺の過去を、知っているからだろう……。

　あれは高校二年の時。まだガキだった当時の俺には、一生ものと言える大切なヤツがいた。突然の別れなんて想像できるはずもなく。決して戻れないあの頃を、まるで昨日のことのように今も忘れられずにいる……。




「おい修平、早くしろよ！」

　周囲を気にしない、傍はた迷惑な声で呼ぶ彼は、ガキみたいなヤツだった。その時ばかりは、いつも他人のふりをしたくなったほど。

「……康太が急ぎすぎなんだよ」

　俺がぽつりと呟いて歩くのは、ショッピングモールの中にある映画館。上映開始にはまだ早い劇場でひとり騒ぐヤツの元へ、今日も文句を言いながら向かっていた。

　その後は映画のエンドロールまで見終わってから、店内にあるパスタ屋で食事するのが当時の定番だった。

「ところで修平、また別れたのか？」

「あぁ、振られた。あっさり終わってよかったけど。束縛が激しすぎて面倒って言ったら、引っぱたかれた」

「ハッ！　そりゃあオマエの性格の問題だろ！　俺、マジで相手の子に同情するわ」

「ああ、俺も」

　すると、呑気にパスタを食べている俺の頭を、向かいの席から平手で殴る康太。

「ったく、罪人が他人事かよ！」

「罪人って、俺は犯罪者か！」と、毎回の叱責にもふて腐れていた。当時の俺は女の子から告白されて、とりあえず付き合ってみるものの、徐々に疎ましく感じてばかり。ただ流されて、誘惑にほだされて。いくら付き合った人数と経験が増えても……恋愛する意味がわからずにいた。

「まっ、俺が弁護士になっても、お前の色恋沙汰には弁護しねぇ」

　康太は父親が名古屋でも指折りの弁護士とあってか、異性関係に適当な俺をいつも叱ってくれていた。正義感が誰よりも強くて、底抜けに明るかったヤツは……もう、この世にいない。




「……哲」

　うるさい居酒屋で一席だけ、やけに静かな俺達の張り詰めた空気を切り裂く呼び声。

「たまには役に立て。手段は選ぶな――いいわね？」

　耽っていた俺も顔を上げて絵美さんを見ると、そのキラー・アイはいつになく真剣な表情をしている。彼女に対し、ニヤリと不敵に笑って「りょーかい」と告げた松岡は、俺へ視線を向けてきた。そして、自信あり気にこう言った。

「安心してください。俺、女の子大好きですから」

　それにはもちろん隣の彼女から、素早い裏拳が飛んでいたが……。




　日曜日も仕事に追われての月曜日。今日はいよいよ、構造課がスタートする日だ。俺は早くから会社へ向かい、まだ違和感を覚える部内フロアの一番奥へ突き進んで課長席へと着く。続々と出社してくる社員と挨拶を交わしながら、吉川さんが現れるのを待っていた。

　辺りを窺いながら別支社の者と電話している最中、ようやく見えた小さな姿に安堵する。自席へバッグを置き、こちらへやって来た彼女に、指と目で『ここで待て』の指示を出す。小さく頭を下げてデスクの隅で待つ彼女に、俺も通話を手短に終えた。

「黒岩課長、おはようございます」

「ああ、おはよう。じゃあ行こうか」

　金曜の時の顔とは違い、ホッとして立ち上がると、フロアをふたりで離れて歩く。部長室へ向かうと、伊藤部長が笑顔で迎えてくれた。

　マホガニー色の大きなデスク越しに、彼女を穏やかに見る部長。その場で俺は、固唾をのんで見守っていた。

「吉川さん、ここでは慣習や失敗に捉われずにどんどんトライしてほしい。それが構造課を立ち上げた一番の目的だ。よろしく頼むよ」

　部長からにこやかに告げられたのは、吉川さんへの期待で。同時に、俺にとっては、燻ぶりかけていた淡い感情への消火剤となった。

　それから構造課へ戻るとメンバーはすでに揃っていたので、着席したところで連絡事項を伝えた。ペンを走らせるメンバーに目を配りながらすべて言い終えたところで、紅一点の姿を捉えた。

「……あと、吉川さん」

「は、はい！」と、肩を小さく上げて返ってきた声。

「吉川さんは松岡係長のアシスタントになってもらうよ」

「か、かしこまりました」

　こちらへ向けられた瞳に、もう笑いかけることは許されない。事務的に告げると、再び頷いた彼女。すぐ視線をはずして「以上」と締めた瞬間、メンバーは続々と立ち上がった。もちろんそれは俺も同じ。一時間後にはクライアントと約束があり、また、午後一で入っている会議の準備も残っていた。

「さて、今日からよろしくねー。よし真帆ちゃん、行こうか」

「……えっ、ま」

　前方から聞こえてくる声にもう反応はしないと固く言い聞かせていたのに。

「黒岩さん！　ちょっとふたりで出てきますー」

「……」

　あえてマイペースな宣言をして彼女を連れ立った松岡の背中に、さすがに溜め息を吐く。落ち着くために缶コーヒーを飲むと、やけに苦く感じて。結局、そのままデスクに置いた……。

　タイムリミットの二年は、あっという間に過ぎていく。だからこそ、全神経を仕事に集中させなければならない。

　懸念材料だった彼女のことも、約束通り初日に松岡が優しい嘘で対処してくれた。ならば俺は何をすべきだ？と、現場を目の当たりにしてすぐ結論にいきついた。新人の彼女を守るには、根回し含め、すべてのサポートをすることだと。

　ただ、発足したばかりの課と他の課の連携はなかなか上手くいかず、トラブルが何度も発生。すべての責任を負うには休みを取る余裕もなかった。いや、休みを取らなかったというべきか……。唯一のご褒美とでもいうように自宅マンションで夜景を眺めて酒を飲み、そしてわずかな惰眠を貪むさぼるという生活サイクルができ上がった頃には、あっさり一年が経過していた。そのうち何度か絵美さん達から飲み会や遊びにも誘われたが、仕事を理由にすべて断っていた。二年の時限があると内密に伝えていたために、以前のような強制を受けなかったことは幸いだった。

　あえて自分を追い込み、山積していく仕事に忙殺される。そうでもしなければ、周囲に迷惑をかけてまで貫き通した決意さえ見失いそうだった。

　そんな日々も災いし、一年を過ぎた頃には、吉川さんとの距離の取り方がわからなくなっていた……。これもすべて自分の至らなさが招いた結果だ。優しい笑顔を向けてくれた子は、いつからか俺と目が合うだけで顔を強張らせるようになった。

　抑止をかけた自分の本心に気づけないほど俺はガキじゃない。ただそれを認めたくないからと素っ気なさは加速し、負のスパイラルに終わりが見えなくなった。そのくせ、すっかり仲良くなった松岡と吉川さんの楽しそうな光景には目を伏せて。元気に働いているのだからこれでいい、と都合のよい言い訳でごまかした。妙な使命感と義務感に苛まれる中、彼女の成長ぶりを上司として喜べるのなら、それでもう充分だったんだ……。




　そんなある日、私用のスマホに着信が入った。ちょうど会議を終えたばかりのお昼前。騒がしい試作部のフロアから、今は使用されていないミーティングルームへ移動した。部屋のドアを閉めるなり、スマホ画面をタップして「はい、もしもし」と通話に応じた。

『ハロハロー、修ちゃん久しぶり』

「……その呼び方やめろ」

　ドアにもたれて聞こえてきた第一声に、早くも溜め息をついてしまう。

『だから〝リィ〟って呼んでって言ってるじゃん』

「絶対ごめんだ」

　屈託のない声を通話口で響かせるのは、シカゴ在住で本社勤務の大神だ。

「珍しいじゃん、どうした？」

『んー、ちょっと修ちゃんの声が聞きたくて』

「嘘つけ」

　ここ一年はウェブ会議などで会話する機会はあったが、そうそう都合も合わずにいたので、私的に連絡が入ったのは久しぶりだった。

『まあ、それも本心だけど……あと一年になったなぁと』

「早いよな……正直、もう一年経ったんだって気がするよ」

　大神に本音を漏らすと自嘲の笑みを浮かべた。前方にある窓へ目を向ける。その向こうに映るのは、なんの変化も見せない高層ビルの群れ。季節の変化を感じさせない、見慣れた風景があった。

『修ちゃんさー、最近笑ってる？』

「……なんだよ、いきなり」

『声にハリがないよ？　他にはバレなくてもね、俺は騙せないからね？』

　不意の質問にドキリとしたところで、核心を突かれて何も言えなくなる。

『何があったの？　あ、これは友人としてね』

　賢いだけでなく、人のわずかな変化にも気づいてしまう大神にはごまかせるはずもない。俺は天井へ視線を移すと、無機質な白い壁を眺めながら曖昧に笑って返す。

『なぁんか今、先が見えなくなってない？　修ちゃんの長所って、真面目な割に大胆な発想と思いきりのよさでしょ？　あ、それと顔面偏差値の高さもか！　せっかくのお顔もダークじゃ魅力半減するってー。……あまりになんでも忠実にこなしてると、今度は自分を見失うから気をつけろよ』

「そうだな」

『修ちゃんのオーラはよくも悪くも周りに影響を与えるからねぇ。あと一年もあるんだし、もっとイイ男になってこっちに来いよ？』

　そう加えた辺り、今の状況を察しているなと感じた。

「……フッ、この一年でまた老けるだけだっての」

『ほーんと仙人並みに固いなぁ』と返してくる大神と、電話を通して笑い合った。もう一年しかないが、あと一年もある、と気持ちを切り替えられたこの日。大神のアドバイスのお陰で、圧しかかっていた重みが取れたように、頭と心はすっきり軽くなった――。

　そんな電話から半年が過ぎても、相変わらず業務に追われる自分がいた。季節も、ジリジリと焼けるように暑い夏から肌寒い秋へ変わっていた。だがその頃には、ようやく課も軌道に乗り始め、俺は後悔しないために挑戦を続けていた。

　そして、部内の全体会議を明日に控えた午後のこと。徹夜続きでさすがに疲労困憊に映る松岡をミーティングルームへ呼び出した。爽やかと評判な男の涼やかな目の下には大きなクマ。ブラインド側を背に、大きなあくびを噛み殺した彼は、静かに向かいの席へ着く。

「……お疲れさん」

「黒岩さんに言われても」

　松岡が呆れるように、俺の状態は彼を凌ぐのだろう。同じ課に所属しているし、会議や打ち合わせで会話する機会はざらにあった。それでも頬杖をついて話す時間は久しぶりに感じられる。

「明日が終わったら……徐々に引き継いでいくから」

　真っ黒な瞳を捉えた俺は、呼び出した理由を明らかにする。そこで彼の表情の変化に気づいて小さく頷く。次に課を動かすのは、係長の松岡だと。つまり構造課の係長に就任した時点で、次期課長が内定していての異動だったのだ。

「正式には、いつ行かれるんです？」

「んー……半年は確実に切ったな。状況次第で早まるかもね」

　テーブル上で腕を組みながら、固い表情を見せる彼にあえて軽口で返す。試作部の成果を存分に示すことになる明日の会議。さらに松岡のお陰で吉川さんのひとり立ちも叶った。これらの宣言が二年以内に実現できたのは、みんなのお陰だ。構造課と今まで俺が請け負っていた業務の引き継ぎが完了した時には、早めに日本を離れてもかまわなかった。

「それで、明日から取りかかりたい……」

「後悔しますよ」

　まっすぐ向けられる切れ長の視線の意味がわからず、「何に？」と尋ねてしまう。

「このまま真帆ちゃんに、何も言わないでいいのかと」

　松岡の口から出た名前に、ドキリとして言葉を失った。

「ご自分でも、よくわかってんでしょ？」

　険しい顔での詰問にすべてを見透かされそうで、思わず目を逸らした。沈黙を貫こうとする俺に、松岡は呆れきったように大きな溜め息を吐いて席を立ってしまった。足早に出口へ向かうその背中に「まだ話が」と、立ち上がって声をかける。

「明日の会議の準備が先なんで、続きはそれからでお願いします」

　テーブルへ手をついている俺に対し、振り返った彼の声はひどく嫌味混じりだ。また背を向けた彼がドアノブへ手をかけたところで、「あ、それと」と思い出したように言う。

「明日って黒岩さん、夜はデスクワークでしょ？」

「あ、ああ。その予定」

　頷いた通り、午後からの全体会議後は今週中の残務処理をするつもりでいたのだ。

「それなら、去年に絵美が奢れって言った約束、もちろん忘れてませんよね？　明日の夜は実行しますんで。あとで場所は連絡しますから」

　返事をする間もなく部屋を出て行った松岡に、ひとり残された俺は嘆息するだけ。しばらくして構造課のデスクへ戻ると、松岡達メンバーと真剣な面持ちで話し合う吉川さんの姿を捉えた。

　疲れた色を見せながら、それでも笑顔で周囲と明日の最終チェックをする、その表情が俺に向くことはない。ここまで彼女に嫌われながら、今さら何を言えと……？　諦めて視線をはずすと、思考から吉川さんを無理やり追い出した。

　そうして一旦シャワーを浴びに自宅へ戻った朝、店名とアドレスが添付されたメールが絵美さんから届く。『絶対に来い』という、脅しにも似た文面に思わず苦笑い。そのまま簡単に『ありがとうございます、了解しました』と返信し、通勤バッグへスマホを放り込んだ。

　昨日の時点で少しは落ち着いたと察し、強引にでも誘ってくれたふたりには感謝だ。今日のスーツをクローゼットから選んで急いで袖を通すと、朝の光を浴びながら再度出社した。










伝えたい思い




　本日の目玉といえば、午後の全体会議。俺は役職者のため、前方で別の課の課長と伊藤部長と共に進行を見届けていた。

「では、ご質問はよろしいでしょうか？」

　静まり返る室内に爽やかな声を響かせたキラー・スマイルこと、松岡が、構造課の代表として発表を終えて一礼した。次の発表者とバトンタッチすると、戻った先にはもちろんメンバーが待っている。今までひとつあいていた席へと座ったその隣は、彼を笑顔で迎える吉川さん。思わず俺が目を止めてしまったのは、メンバーの遠藤が必死に松岡を起こす姿に、くすくす笑う吉川さんの一年以上前と変わらない表情だ。

　すると俺の視線に気づいた三人の目が一斉にこちらに向けられ、逸らすタイミングを逃してしまう。その刹那、丸くて大きな目と視線が重なった。時間にしてわずか五秒。だけど、その瞳は、ひどく冷たい色に変わっていた。

　思わず発表者へと目を向けて、彼女から逃げたのは今日も俺のほう。吉川さんとの距離を実感するたび、後悔の文字が脳裏をよぎる。

　発表者の話に必死に耳を傾けながらも、消えない思いが何度も湧き上がっていた。せめて普通の上司と部下として接することができていれば、何か違ったのかもしれない。いや、少しでも近づけばきっと……いい結果なんてその先になかったはず。

　どちらにしても、このまま静かにいなくなったほうがいい。そう結論づけて、今までを正当化したかった……。




　会議を終えてから、残った課長同士と談笑を重ねて試作部のフロアへ戻ると、時刻は十八時三十分。すでに松岡はおろか、他のメンバーの席も閑散としており、約束の十九時には間に合うだろうと俺もデスクを片付け始めた。

　その時、胸ポケットへ沈めていた私用スマホのバイブレーションに気づく。取り出して見ると、絵美さんからの督促メールだ。『タクシーに乗るから早く来い』とただひと言。『今、行きます』と入力する途中、今度はデスク上にある会社用のスマホが鳴りだした。

　ディスプレイ表示は、最大手のクライアントの担当者の名前。即座に出て通話をしながら、作成中のメール文は『急用のため、先にどうぞ』に差し替えた。

　その電話内容は、ただちに現段階のサンプルの精度がわかる検査報告書をメールで欲しいというもの。担当者も上司の急な指示でひどく申し訳なさそうに連絡をしてきたが、すぐに送信できる状態である旨を伝えてＰＣからデータを添付して送った。

　電源を落とすと、残業中の部員と挨拶を交わしながらフロアを出ようとした。すると今度は、「黒岩くん、いいかね？」の声が足を止めさせた。パーティションから顔を覗かせた伊藤部長だ。上の部屋で話したいと言う彼に快く了承すると、ふたり揃ってバッグを提げて、エレベーターに乗り込んだ。

　最上階で降りて全面窓から臨む夜景を横目に、談笑しながら向かうのは彼の部屋。ドアを開けると革張りソファに向かい合って腰を下ろす。今日の部長はいつにも増して穏やかに映った。

「お疲れさまだったな。今日まで君には頑張らせすぎた」

「とんでもありません。周りがあってこその役割ですから、みんなのお陰ですよ。部署全体が向上心に満ちていると感じられて、密かに今日の会議は楽しい時間でもありました」

「おっ、それは同感だ。まあ、構造課のテキトー人間は寝ぼけていたがな」

　破顔した彼とひとしきり笑い合うと、話の着陸地点が見えてくるから不思議なもの。

「それで、いつ頃を目処にしているんだ？」

　不意に表情を変えて部長が尋ねてきたのは、予想通り、あと半年に迫った今後のことだった。改めて部長を見つめると、発足以前より白髪が増えていた。きっと心労が溜まっているのだろう。

　この一年半、身体を心配してくれたうえに、本当に構造課の運営をジッと見守ってくれた。それは他の課にしても同じ。すべてはこの寛大さと人に委ねる心の強さがあるからだろう。

「そうですね、三カ月もあれば十分かと。来週から早速、松岡には順々にバトンタッチしていきます。ご存知の通り課のムードメーカーですし、業務自体もなんら問題ないと」

「君は？」

「え？」

　静かに言葉を遮った部長に、思わず目を見開く。

「君自身はもう、なんの後悔もないのかね？」

「……それはどういう意味でしょうか」

「それがわかった時こそ、向こうへ旅立つ時だな」

　小さく笑って腕を組んだ彼から、真の答えは得られなかった。ただ残ったのは、意表を突かれた心の動揺だけ。結局二十分ほど話をしてから部屋を出た時には、もう約束の十九時を過ぎていた。エレベーターにひとり乗り込んだ俺は、まずはふたりに遅刻を詫びようとスーツの胸ポケットからスマホを取り出す。その画面は、十数通のメール受信を知らせていた。

　すべてが絵美さんからの無題メールだ。時間の古いものからチェックする。タクシー代がもったいないと怒り気味。順を追うごとに、遅刻魔に仕事終われないチキン男に顔だけ男など、まさに容赦なし。見るのも嫌になる一行メールの数々に溜め息を吐いたが、その中に紛れて松岡からも一通届いていた。絵美さんのメール内容は先行きが見えていたため、まずは松岡のメールをチェックしたのだが……。

「レディが干からびてますけど……？」

　それこそ理解できない一文で、思わずエレベーター内で読み上げてしまった。オフィスを出てすぐにタクシーを捕まえると、車内で残りのメールもチェックする。やはり絵美さんから届いたものすべて、恨みつらみが書かれていた。さすがにラストの『会ったら覚えとけ』を見た瞬間、苦笑を浮かべてしまうのはいつものこと。

　すっかり夜の闇に溶けた空と対照的に、並木道の灯りが華やかな街の景色。車の中で絵美さんに返信を終えてスマホをしまう。間もなくタクシーが停車したのは裏路地。以降は進入禁止のため、会計を済ませて車を降りると先を急ぐ。さらに狭い道へ一本曲がると、目的地の割烹料理店を見つけた。

　出迎えてくれた女将さんに予約の名前を告げると、「こちらです」と案内を受け、その後ろについて歩く。周囲に目をやると、少々値の張る店ゆえか、はたまた〝すっぽん料理〟がウリの店だからか、店内は仕事終わりの中年の男性が多く見受けられ、少し笑った。

　ひとつの個室の前へ案内されると、「ありがとうございます」と告げ、ひとりで部屋に入ることにした。絵美さんの態度は目に見えているので、まずは深呼吸。そして片引きの襖へ手をかけ、勢いのまま一気に開いた。

「遅くなってごめん！」

「ほんとよ！」と予想どおりに機嫌の悪い絵美さんと、「まあまあ」とフォローを入れた松岡に苦笑する。

「ちょっと呼ばれて、すみません」

「ふんっ、そんな顔して謝ってもね。私はあんたの顔に騙されないっての！」

「……だから、ごめん」

　そう言って視線を移した俺は、想定外の人物を見つけて頭が真っ白になった。

　一番手前に座るその子は、目を白黒させていた。なぜこの場に、吉川さんが……？驚きと緊張にとらわれたように、そのひと言が尋ねられなかった。

　どこか悲しそうな彼女の目もまともに見られず、表情を保つのに必死だった。

　俺を待ち続けてくれた三人に改めて謝ると、四つのジョッキが運ばれてくる。「かんぱーい！」と、絵美さんの弾んだ声とジョッキのぶつかる音が個室に響き渡った。黄金色の液体に口をつけると、徐々に沁み渡るビールの美味さに救われた気分だ。

「面白いだろう？」

　ようやく隣の小さな彼女に声をかけることができたのも、肩の力が抜けた証拠。向かいで繰り広げられるいつもの光景は、会話を繋ぐ頼みの綱にもなった。気づけば、絵美さんと松岡の関係を吉川さんに説明している自分がいた。

「ちょっと修平！」

「……なんです？」

　すると対角線上から鋭い視線を向けてきた絵美さんに、平静を装っていつもの態度で返す。

「あんたね、真帆ちゃんを気遣いなさいよ！」

　そこで目を配った彼女の表情から、俺は肝心なことを忘れていたと気づく。

「真帆ちゃんごめんね。もしかして、ビール苦手だった？　ほら、乾杯したあとずっと飲んでないから」

「……え、あ……はい」

　絵美さんに顔を強張らせている吉川さんは……ずっと松岡が好きだったのに。彼女が手にしたまま飲まれていないビールが、動揺を物語っていたのに。

　本当に絵美さんの言う通りだ。なぜ一番に彼女を気遣えなかったのだろう。

「隣にクレーマーがいなけりゃ、俺は真帆ちゃんの専属執事になるのに」

　いつもなら大笑いする松岡の発言も、戦慄の音として聞こえた。ならば、好きな男の優しさを含んだ言葉も、今日は彼女を傷つける刃となっているはず。

「はい、好きなの頼んで？」

「あ、りがとうございます」

　レザー調のメニュー表を吉川さんへ手渡した絵美さんは、彼女が好きな先輩。だからこそ、事実を知ったところで無む碍げにもできずにつらいだろう。

「ていうか修平、あんた聞いてんの？」

　苛立った呼びかけに絵美さんを見て小さく笑うと、すぐに隣へ視線を戻した。隣で俯いている子の頭に手を置く。『大丈夫だ』と励ましたくて、優しく撫でるために。

「……ごめんな、吉川さん」

　そこで顔を上げた吉川さんはびっくりしていた。

　情けない謝罪に込めた意味に、気づくことはなかった。

　新たに運ばれてきた酒を囲みながら、他愛もない会話が続く。その端々で目を細めて笑う彼女に対して、今までに感じたことのない何かが沸き立っていく。

「初めてだよね」

「……え？」と、目を見開く彼女の頭をさらりと撫でていた。

「笑ってくれたの、初めて」

「……えっ、そうでした？」

　尋ね返してくるその表情が愛らしく、自然に笑ってしまう。近づいてしまったが最後。この子に抱いてきた小さな想いが、大きくなっていく。そう自覚した時だった。優しさの滲むその目から、ポロリと涙がこぼれ落ちたのは。

「……よ、しかわ、さん？」

　彼女に呼びかけた声音は、心情そのもので。慌てて手を引いたものの、白い頬を伝う涙の筋に言葉も出ない。

　当然、相席のふたりもすぐ気づき、室内は沈黙に包まれる。そこで彼女は慌てたように涙を拭った。かと思えば、泣きかけの顔で必死に笑顔を浮かべて頭を下げた。

「す、みません……ちょ、っと体調がよくなくって」

「真帆ちゃ」

「ごめんなさい……失礼します」

　絵美さんがなだめようと試みたが数回首を振って遮り、静かに立ち上がった吉川さん。バッグを手にして俺達に背を向けると部屋を出て、その顔を見せることなく襖を閉めた。

　二度目も失敗して、彼女を傷つけたまま……絶対に帰せない。

　すぐにバッグ内にある財布から、一枚のクレジット・カードを取り出すと目の前の松岡に渡す。

「悪い……これで支払って」

　その言葉を置いて、急いで彼女を追うため店を飛び出した。薄暗く狭い道を念のため左右確認し、やっぱり大通りへ向かったはずだと、焦る中で直感だけを頼りに、来た道を進んで角を曲がった時だった。小走りに歩くスーツ姿の女性の背中を見つけて、さらに速まる足。徐々に距離を縮めつつ、前方の彼女の右腕を強引に掴んで止めた。

「待って」と重ねて言えば、思いの外上がっている息に気づく。捉えられて肩をびくり、と揺らしたものの、彼女は振り返ってくれない。

「……は、離してください」

「そうしたら吉川さん、逃げるでしょ？」

　まだ微かに震えている声を聞いて、細い腕を離せない俺の手の力は、思いを表すように、ほんの少し強まる。

　裏路地は街灯だけが地面を照らし、少しダッシュして熱い身体を冷ますにはほどよい涼しさ。彼女の答えを待って無言を貫いていると、諦めたような溜め息が小さく聞こえた。

「……逃げませんから」

「わかった。ありがとう」

　俺もまた安堵の息を漏らしながら、掴んでいた右腕からそっと手をはずした。やはり恐る恐る振り返った彼女の瞳は、悲しさをたたえた色をしている。

　その後も彼女の口から出てくる言葉や態度は、まるで俺をかばうようで、ひどく胸が締めつけられた。距離を置かなければならない。あの時決意した留め金は、今にもはずれそうだった。

　そして極めつけは、この言葉だった。

「……課長は優しいですね、いつも」

「え？」

「すっごく……優しいです」

　そう言って、瞳を逸らさず微笑んでくれた彼女。その気遣いある優しさが、俺にとっては残酷なものに変わる。

「……大切な人を、いつも泣かせているのに？」

　ポツリと口にしたひと言は情けなさを助長し、フッと小さく自嘲する。

「本当は好きだって言えない、ただの臆病なヤツが？」

　心を冷やすような夜風が吹く中、目の前の彼女はいたたまれない様子で。苦手な上司の吐露に困惑するのも当然か。わかっているのに、口は止まらなかった。

「何度も諦めようと思ったんだけど……やっぱり無理で。それどころか泣かせてばかりだよね」

　迷惑だとしても、言わせてほしかった。あと先考えられないほどに君が好きだ、と悟った以上は。結果は見えているのに、踏み出してしまった一歩をとどめる術は、ないんだ……。誰ひとり通らない閑散とした路上で俺の気持ちを遮るように、彼女は少し潤んだ目を静かに閉じた。

　その様子を見て、すぐに振られたとわかった。こんな時まで彼女を悩ませただけだ、と薄闇の空を仰いだ瞬間。

「か、ちょうの……す、好きな人って……どんな方ですか……？」

　か細い声で、たどたどしく発せられた言葉に耳を疑う。……ちょっと待った。まさか吉川さん、自分のことだと気づいてない？　心の乱れに逆らえず、俺は左手で口元を押さえて閉口する。

　思案していると、ゆっくり目を開けた彼女が不思議そうに顔を覗き込んでくる。

「……本気で言ってるの？」

「は……？」

　口元から手を離したところで、ぽかんとする彼女に思わず大きな溜め息をついた。意味がわからないと目を白黒させているので、少し屈んでその顔を覗き返してしまう。

「吉川さん。彼氏は？」

「は？　え、と……いません」

「好きな男は？」

　口ごもる彼女を見据えて、ストレートな質問をぶつけた。ここまで来たら、きちんとけりをつけてしまったほうがいい……。

「……い、ます」

　不安げな瞳を捉えて答えを待っていると、少し震えた声が返ってきた。そこで一気に脱力した俺は、情けなくもアスファルトへしゃがみ込んでしまう。驚いた吉川さんがすぐそばで屈みながら、「どうしました!?」と心配してくれる。

「……やっぱり、な。それって、松岡だよね？」

　わかりきっていたくせに、今は傷口に塩を塗られた気分だ。

「は？　ち、違いますよ！　そんなわけありませんっ！」

　それでも本命を探ったところ、なぜか予想とはまったく違う反応を示す。

「松岡さんはただの先輩です！　確かに素敵な方とは思いますけど……お兄ちゃんみたいですから」

　あまりに頑なに否定するから、「……本当？」と再確認してしまう。

「ええ、誓って！」

　大きく頷いたその目に焦りの色が感じられたのは、都合よい解釈だろう。何よりも吉川さんが望んでいた言葉をくれたのだから……いつまでも逃げていてはダメだと思った。ようやく立ち上がった俺に続いて身体を起こした彼女の両肩へ手を置くと、向き合う形で大きな瞳を見た。

「他の男が好きでも、もう諦めない。……ずっと吉川さんが好きだった」

「……か、ちょ」

「いや、好きだ」

　自分を戒めるように本当だと二度告げた声は、冷ややかな夜空へ散って消えていく。

「……う、そ」

　忙しくまばたきを繰り返すその目に、『嘘じゃないよ』とただ重ねるだけ。

「だ、って……え、みさん、が」

　この場にまったく関係ない名前の登場に違和感を覚えた俺は、つい眉根を寄せてしまう。

「え、絵美さんが……好き、なんですよね？」

　そこで声を張った彼女が問うように口にした言葉に、今度は俺が目を見張る。絵美さんが好き？　俺があの絵美さんを好き？　天と地がひっくり返ってもあり得ないぞ？

「ちょっと待った。それ、どこ情報？」

　少々混乱して尋ねると、「秘書課内、とかいろいろ？」と苦笑されて、頭を抱えたくなった。これは俺の行いの悪さが生んだ嘘。身から出たさび以外の何物でもない。だからこそ彼女に対して、事実と本音を包み隠さず話すべきだと口を開く。

「確かに絵美さんはいい先輩だけどな……あの人はおと」

「その続き、言う覚悟ある？」

　突如、耳慣れた低い声が発言を遮るように響く。同時に俺たちは、その声がしたほうへ顔を向けた。

　十メートル先で捉えたのは、渦中のキラー・アイが腕を組んで苛立った様子。その隣には、薄気味悪い顔の松岡の姿まで。こちらへ近づいて来る彼らに、慌てて吉川さんとの距離を少し取ったのは言うまでもない。だが絵美さんの鋭い眼光はすぐに失せ、目撃者のふたりはニマニマして笑い始めた。

　ずっと建物の陰で息を潜めていたという彼らに、俺と吉川さんはまた割烹の個室へと連行される。ぐつぐつと煮えるすっぽん鍋を前にして、これで何杯目かわからないビールジョッキをあおる絵美さんは、斜め向かい席に座る俺をつまみに隣の彼女と話していた。

「まあいいじゃん。一件落着したし」

　会話の最後に、うんうんと頷きながら、すっぽん鍋をつつく絵美さん。

「いや、まだ吉川さんに返事もらってないけど？」

　俺の発言に目を見開く絵美さん。当然三人の視線が一斉に向かう先は、悠長にすっぽんを食べていた彼女である。

「……真帆ちゃん、放置プレイ？」

「うわー、俺もそれ参加していい？」

「ち、違いますよ！」

　傍らで鍋を絶賛して食べていたその箸を置くが、前方ふたりの攻撃にはタジタジらしい。その様子にフッと頬を緩ませていた時、不意にこちらを向いた彼女。

「……好きです、私も」

　確かに聞こえた声で鼓動が速まる。そのまま小さな身体を手元へ引き寄せていた。受け止めたその温かさに、「ありがとう」とひと言伝えると、心地よさが胸に広がっていく。

　向かいでニヤニヤしているふたりが見ていようが、そんなの関係なかった。心の中で燻ぶりかけの火を消した、一年以上前の感情が実を結んだ今。

　華奢な身体へ腕を回す力は増し、この子を離したくないと強く感じる。言葉にしてしまえば簡単なのに……それを阻むものに苛まれていた愚かな自分。大切な人ができた瞬間、頑なに孤独を貫いているのがバカに思えた。ただ抱き寄せて、ずっと言えなかった本音に溺れてしまいたい。

　本当に好きな人のためなら、体裁やちっぽけな立場に囚われている場合じゃないと知ったから――。

　割烹料理店を出てふたりで向かった先は、俺のマンション。白くて柔らかな肌に欲望は高まるばかりで、熱い吐息と甘い嬌声に導かれるようにして真帆を貫いていた。激しくも愛しい情事に耽ったあとの寝室は、ひどく甘酸っぱい香りで満ちていた……。




『愛した女を抱いた時が最高に幸せ――それを知らない修平くんは可哀想ー』

　そう言っては、とろけそうな顔をしていた康太をやけに懐かしく思う――。




　あれは、いよいよ大学受験を来年に控えた、高校二年の十一月終わり。俺と康太が予備校帰りに立ち寄るのは、その近くにあるファミレスだった。

「まーた振られちゃったね、オメデトウ！　ほんと懲りないヤツだな」

　その日も俺のフラレ記録更新をネタに、賑わう店内で爆笑していた康太。

「……別にどうでもいいし」

　報告するたび同じ光景を見てきた。俺は、いつも悔し紛れにホットコーヒーを流し込んでいた。その当時は『去りゆく者は追わず、来る者は拒まず適当に』と、女性の敵を体現するような付き合いばかり。セックス以外の時間を面倒がる最低な俺は、愛なんて存在しないと決めつけていた。

　別にトラウマがあったわけじゃない。ただ関心ごとが他にあって、恋愛は煩わしい対象になっていた。

　今日は、ジュージューと鉄板の上で焼ける音を立ててハンバーグを食べる康太の向かいで、俺が鮭の塩焼き和膳を口にしていた。

「アホな修平と違ってこっちは最高だなぁ。夕子に出会ってから毎日バラ色だもん」

「気色悪いぞ」

　口をもぐもぐ動かしながらニヤけるので、冷ややかな視線を送ってたしなめる。

「ハッ！　恋愛の『レ』の字も知らねぇガキにはわかんねえの。いいか、よく聞けよ？本気で好きなヤツのためなら、身代わりになって死んでもいいって思えるからな！」

　あっさり一蹴した康太は、豪語してお花畑にトリップ。そんな恋愛ボケ中の親友を傍観するのも俺の役割で。

『まったく。ドツボにハマるなよ？』と、よく茶化していた。

　康太の彼女は、六月頃に俺達の学校へ教育実習にきた『佐さ伯えき夕ゆう子こ』という年上の女性。おとなしそうな外見と優しい笑顔で、先生や生徒にも好印象の大学生だった。

「……修ちゃんは余計な心配しすぎ！　俺と夕子がはまってるのは〝甘い恋の罠〟だもんね」

「アホか」

「うん、アホだな」

　彼が肯定するたび、俺は呆れていた。もちろん忠告にしても、冗談でしかなく。ガキすぎた俺には、歯を見せて笑う康太の心の機微などわからなかった。

「まっ、修ちゃんにもいつか現れるんじゃねえ？　その前に、ひん曲がった性格がもー少し直ればな？」

　今思えば、康太なりのＳＯＳは出ていたのに、俺はそれらすべてを見逃して。小さく笑ってドリンクバーへ向かった彼の苦悩に気づけなかった。何も知らなかったのだから仕方ない、と言えばそれまで。だが、そんなひと言ではとても片付けられない。

「今日もよく食ったなー」

　食事を終えた俺達がファミレスをあとにすると、時刻はすでに二十二時近く。夜の繁華街を行き交う人にもかまわず、大きな声を上げる康太の隣で溜め息をついて歩いていた。

「食いすぎなのはお前だけ。つうか迷惑だって」

「修平は真面目すぎんの」

　糖分が欲しいとデザートまでぺロリと平らげた康太の呑気な声音に、俺は返す言葉もない。授業態度は真面目なのに、ハメをはずすと一気に無頓着になるのも彼の魅力のひとつで。その日も笑いながら、地下鉄の最寄り駅を目指していた。なのに俺は、すぐ隣にいて何も感じ取れなかったのだ。

　帰宅を急ぐ人の波に混ざり、地下鉄の入口前で別れるのが定番だった。俺の実家があるのは東ひがし区、そして康太は中なか村むら区と乗る路線が違っていたから。『じゃあな！』と、いつもの調子で康太の肩を叩くが、その反応は薄かった。

「どうした？」

「あー、なんでもねぇよ！」

「そうか……？」

　この時ばかりは異変に気づき顔を覗くが、しかめっ面で後ずさる彼に、ごまかされた。その直後、いつになく真剣な眼差しを向けられて、調子が狂ったのは俺のほうだ。

「修平、よく聞け。……本当に好きだと思える子に出会ったら、ぜってぇ大切にしろよ。いいな？」

「な、なんだよ、いきなり」

　突拍子のない発言に戸惑う俺を見るその眼差しは、一瞬ぞくりとしたほど鋭いもの。

「……まっ、いつかわかんねぇか」

　すると、何事もなかったように破顔した彼にホッとする。そんな俺に「じゃあな！」と背を向け、急ぎ足で階段を下りていくその姿を見たのが最後。ラストの言葉にまともに頷きもせず、「ああ、またな」と返して。康太からの最期のメッセージにも真剣に取り合わなかったのだ。当たり前なものはないと、この時の俺は知らずに。改札に向かう階段を駆け下りた……。

　なぜ康太が命を絶たなければならない？と、いったい何度考えただろう。それでも、絶対に見つけられない答えを握るのは、亡くなった彼のみ。

　残された俺が怒りを募らせても、あの日々は二度と返ってこない。もう見られない親友の笑った顔写真を見るたび、そこはかとない悲しみと悔いを味わわされた。結局、膨らみ続ける喪失感に耐えきれなくなり、俺は楽しい思い出からも逃げるように名古屋を去ってしまった……。

　だから康太の言葉の意味をわかった今。この腕の中で眠りに落ちている彼女を、時間の許す限り抱きしめようとしたのかもしれない。










日常という枷




「……で、効果はどうでした？」

「なんの話だ」

　真帆と過ごした翌日の日曜日。二日も休んでいられないと朝から出社した俺を、松岡が自席から手をひらひら振りながら迎えた。さすがに会議明けの土日とあって、部内で仕事をするのは俺達だけらしい。閑散としたフロアで何を言うんだとシラを切り、わざと首を傾げてみせる。「わかってるくせに」と口を尖らせた彼の横を素通りし、自分のデスク上へバッグを置いた。

「聞いてます？　黒岩さーん」

「聞こえても黙秘する」

　オフィスチェアをこちらへ向けてまで、諦めない男と目を合わせず流すが。

「ひどいなぁ。俺らのお陰なのにぃ」

「ああ、それに関しては〝ありがとう〟」

　ぼやく松岡を、ちらりと一瞥してはっきりお礼を言った。

「うわっ！　明日は雹ひょうが降る！」

「週間天気予報によると、快晴が続くらしいけど？」

　オフィスで松岡とこんなやりとりで破顔したのも、いつ以来だろう？　どちらともなく席を立って向かったのは、自動販売機が設置された簡素な休憩スペース。

　俺はブラックのホット、そして松岡がアイスを選んで、ふたりがけのベンチへ腰を下ろした。

「あーやだ！　真帆ちゃんのが美味しいのにぃ」

「……小言が多い」

「淹いれたて味わうと、もー、無理！」

　なおも連呼する男を放ってプルトップに手をかけ、熱いコーヒーをひと口飲む。かつてはこれを中毒のように飲んでいた彼がぐだぐだ言う理由。それは真帆が給湯室で淹れるコーヒーにあった。

　始まりは徹夜の時に、彼女が自宅から持参したコーヒーをメンバーに淹れてくれたこと。以来、ふたりは毎朝のコーヒータイムと称して楽しんでいる。隣同士で仲良くマグカップで。

「あの美味しさとコクは〝真帆カフェ〟しかあり得なーい」

　気づかないフリをしていたとはいえ、そんな些細な点も密かに嫉妬していたことに笑えてくる。

「で、言ったんですか？」

　ぎゃーぎゃー騒いだかと思えば、ようやくプルトップを開けて手中のコーヒーを飲み始めた松岡の声色が変わる。

「んー、それなりに」

「どうせ黒岩さんのことだから、妙に気遣ったんでしょ？」

　本題へ入るとひどく冷静で、この切り替わりどころはいまだに掴めない。

「……かもな」

　小さく笑ってコーヒーを飲んだ俺が、真帆と過ごした夜に告げたこと。それはベッドで話すには少々重かったが、少しでも早く伝えなければならなかった話だ。

　それでも、ふたりの関係を会社に知られてはいけない理由はオブラートに包んでしまった。そこで、あと半年も日本にいられないことを、真っ先に話すべきだった。何より、二年の意味も伝えなければいけなかった。だけど、俺の腕の中で困惑する子に言えるわけなかった。

　守ると決めたから傷つけたくない。すべてを教えて、苦しませたくなかったんだ。

　惰性で飲み干したコーヒー缶をゴミ箱へ捨てると、今も座ってこちらを見ている松岡を捉えた。

「とにかく、まだ迷惑をかけると思う。よろしく頼む」

　深く頭を下げて言い終えたのはごく自然なこと。彼と絵美さんを心から信頼しているからだ。伊藤部長から釘をさされていた状況で抑えきれなかった俺は、何かしら責任を問われてもかまわない。当然の報いであるから。だが、構造課のメンバーとして活躍し始めた真帆への被害は避けたい。本音は大っぴらにあの笑顔を守ってやりたいが、今後はさらに難しくなるだろう。

「黒岩さん」の呼びかけで顔を上げると、不敵にニヤリと笑った彼と目が合う。そして立ち上がってゴミ箱へ空き缶を捨てると、俺の肩をポンポンと二度叩いてきた。

「もうあの子は俺の妹だから。むしろ取られた感も否めないしぃ。まっ、とにかく前しか向いてない黒岩さんでいてよ？」

「フッ、取った気はもちろんあるが……サンキュ」

　飄々としたキラー・スマイルと共に、試作部へ戻って仕事を開始することにした。……大切な人を失うつらさからもう逃げたくない。それに今なら、胸を張って康太に言える。自分を盾にすることなど厭わない彼女という存在が、こんなにも奮い立たせてくれると。

　そのあと気も新たに取りかかり始めたのは、松岡への段階を踏んだバトンタッチ準備。しかし、気をつけなければならないのが、周囲に悟られないように進めること。俺に二年の期限が定められていることは、社内のトップシークレット。特別に認めてもらった、交換条件つきでの異動先延ばしが周囲に知られて前例になれば、あちこちに火の粉が飛ぶ恐れもある。

　何より真帆が秘書課から異動した理由を知られるのは、本人にとって一番つらいだろうという判断から。そのため本当の事実を知る者も関係者のみ。もちろんその口は固く閉ざされている。唯一、次に構造課を牽引していく松岡（流れで絵美さんも）が知っているというわけだ。

　なるべく松岡へ仕事を明け渡すようになったのは、構造課が落ち着き始めたここ一カ月のこと。もちろん彼の今までの業務にプラスされる。あまり無茶に進めれば、余計なミスを引き起こしかねない。

　そのため真帆と付き合い始めて一カ月の間は、今まで以上にバタバタしていた。時おり、進捗状況を報告にやってくる彼女には、何度も声をかけようと口を開きかける。だが、突然の変化こそ気づかない人間はいない、とそのまま閉ざす日々だった。

　きっと大切な存在を守らなければ、と余計に神経を尖らせていたのだろう。さらに同じ職場で徹夜する姿を見ている分、深夜早朝の私的な連絡はためらわれた。

　それがどれほど酷薄で、日々を追うごとに彼女を不安にさせていたとも知らずに。めまぐるしく過ぎる毎日に、リミットを考えてはひとり焦っていたのだろう……。

「申し訳ない。矢崎さん、今いいかな？」

　そんなある日。クライアント先から戻った俺は、自分の席へ戻る前にマネジメント課へ立ち寄って矢崎さんを呼んだ。一番関わりが深い矢崎さんとは課同士のスペースが隣接しているので、日に何度も立ち寄ることもある。

「あら、黒岩くんどうしたの？」

　十席あるデスクの中でも窓際寄りにある矢崎さんの席。立ち上がった彼女は、通路で待つ俺の元へやって来てくれる。笑みを浮かべるその顔も穏やかで、部内でも頼りになる存在だ。

「この報告書作成――矢崎さんならできる、よな？」

　向かい合ったところで小さく笑い、持参していたグレーのファイルのレジュメを示す。その途端、ノンフレーム・メガネの奥の瞳がこちらへ向いたものの笑顔を崩さない。

　それは今度プレゼンする改良製品の大元である、三年前に作成したサンプル品の報告書。彼女が当時の担当者なので、内容のわかっている者が作成したほうが早いというわけだ。「矢崎さんならできるよ」と加えたところで、小さな笑いが聞こえてきた。

「もー……そう言われたら断れなくなること、よく知ってるわね？」

「俺、そんなに性格悪く見えるかな？」

「ああ、わかったわ！」

　係長を務める彼女の現状を知っている分、肩をすくめて言えば声を上げた矢崎さんの負け。とはいえ上司の指示を断るわけないのだが、同僚としてこのやりとりが定番化していた。ファイルを取り上げて俺のほうへ回った彼女。隣に立つと、腕を掴んで見上げてくる。

「その代わり、最高のプレゼンしなきゃ許さないわよ」

「それには最高の報告書作成が必要だけど？」

　茶化して返せば、「もー……わかってるわよ！」と言った矢崎さんとひとしきり笑う。そして彼女の肩を「よろしく！」と叩いた。

　小さな返事とともに解けた腕の拘束。席へ戻る彼女を一瞥して向き直り、すぐ奥の構造課へ踏み出した時。真帆が隣の席の松岡に腕を取られて、一気にふたりの距離が縮まる。その刹那、松岡は彼女の右耳へ唇を寄せたではないか。

「ひっ、ひゃああああ！」

　想定外の事態に、一歩遅れて叫んだ彼女は声を上げて席を立った。うろたえながら耳を押さえて、犯人の松岡を真っ赤な顔で見ている。当然、なんだ？と一斉に構造課へ注目が集まる中、俺も野次馬の一員と化していた。

「松岡さん！　何してんすか!?」

「え？　真帆ちゃんの耳舐めて噛んだだけ」

「そーじゃなくて！　今ここ会社っすよ！」

　不運にも向かい側の席に居合わせた後輩の遠藤は、呆れ返っている。

　それでも彼は松岡の仰天行動を咎めて、俺ができない会話を繰り広げている。聞くにつれ、自分の無力さに胸が痛む。すると所在なげな顔で振り返った彼女が、どこへともなくペコペコして謝罪し始めた。テキトー男に溜め息をつくと、周囲はまた何事もなかったように仕事へと戻っていた。

『付き合ってるから仕方ない』というフレーズを、部員の誰かが口にしたあとで。

　俺がその場に佇んでいると、辺りに目を向けていた真帆と視線が重なった。その途端、ビクリと肩を揺らす彼女。すぐに頭を下げると、俯き加減で席に着いてしまう。小さな背中から窺えない心情に背を向けるように、俺の足は自然と試作部のフロアから遠ざかっていた。

　なぜ動揺に駆られて、上司としてのフォローさえできなかったのだろうか？　今頃沸いた嫉妬心に「ガキか」と自嘲してエレベーターに乗り込むと、上を目指した。

　俺を乗せたエレベーターが到着した先は二十三階。降りてすぐに秘書室へ向かい、ドアをノックした。「はい」と返ってきた声に扉を開くと、一番奥のデスクから絵美さんが立ち上がる。

　秘書課の黒いスーツ姿だとしとやかに見えるが、キラー・アイは相変わらず。いつも通りに顎で奥の部屋を示す彼女に軽く頭を下げ、フロアを通り抜けて新たなドアを開いた。

　おなじみの位置関係で席へ着くと、テーブル上で頬杖をついた絵美さん。そして差し出された封筒を受け取った時、私用スマホがバイブレーションで着信を告げる。ジャケットの内ポケットからスマホを取り出すと、その画面で松岡からのメールだとわかった。「ごめん松岡だ」と絵美さんに断ってメールを確認するが。

『今日でフラれる前に黒岩さん宅の鍵をください。さもないと一生後悔するでしょう。呪ってやる！』

「は？」と漏れた声は、ひどく間抜けなもの。脈絡のない言葉を表示する画面から目が離せない。

「どうしたの？」

　身を乗り出して覗き見しようとする絵美さんに、おとなしく画面を向けると大爆笑。すぐにアドレス帳から松岡の名前を検索して発信をかけた。……さっきの件もあって、内心穏やかとはほど遠いのに。無機質なコール音から、すぐ通話に切り替わった。『はいはーい』と、第一声から呑気な口調で拍子抜けする。

「すぐに秘書課の打ち合わせ室まで」

『あ、そこね。りょーかい』と言い終えた途端、通話終了音へと変わった。

　そして五分も経たないうちに、ドアの向こうで色めき立つ声が上がった。すなわち、秘書課の子とも仲のよい松岡の到着だ。そんな男の彼女といえば、どうでもいいといった様子で頬杖をついている。そして後ろのドアが開いた。

「はろはろー」と、気の抜けた声を室内に連れて来た男に疲れがどっと増す。無反応にも構わず扉を閉め、俺の隣の椅子を引いて座った。

「ジェラった修ちゃん、早く寄越して」

　そして松岡は、来るなり俺へ手のひらを見せながら、メールにあった通り家の鍵を要求してくる。

「は？　修平が何に嫉妬したって？」

「んー、真帆ちゃんの耳噛んだら、修ちゃん怒ってここへ逃げたっぽい」

　あっさり答えた彼に当然、「はっ!?」と短く疑問符を返すのは絵美さんだ。前方の剣けん呑のんな空気にもかまわず、「ねえ？」と俺にニヤリと笑って念押しする。平和でいられるのも、残り五秒だろうが。

　そんな予想から四秒後、ヘラヘラと笑っていた彼の頭に、見事な平手打ちを炸裂させたキラー・アイ。傍らで俺は嘆息しながら、椅子の横に置いていたバッグをデスクの上へ乗せて中を探る。松岡のセクハラ相手が、可愛がる真帆と知ってブチ切れした絵美さん。彼氏をなじる口調は、より激しさを増していたが。

「はい」

　舌戦にスッと割り込んだ俺は、取り出した鍵を松岡に渡す。そのブラックレザーのキーケースには自宅の鍵がついている。

「確かに預かります」

「……今日は早く帰るつもり」

「つもりじゃなくて早く帰れっての、この仕事バカ！」

　受け取った彼へ伝言として呟いたはずが、絵美さんの怒りの矛先が今度はこちらに向く。

「ちゃんと帰りますよ。誰より大事な子だから」

　ふたりに恥ずかしげもなく告げたのは、失わないという決意の表れだったのだろう。




　その後は夕方から企画部その次に営業部長と、社内で打ち合わせが入っていて部署へ戻る時間は皆無。とくに営業部長との話が長引いたため、すべてが終わった時には二十時を回っていた。

　部長には先に部屋を出てもらい、営業部の小会議室でひとり片付けていると、デスク上に置いていた私用スマホが振動で着信を告げたので、手を伸ばす。

　画面に表示されている名前に頬を緩ませつつ、「はい？」と急いで通話へ切り替えた。

『あ、すみません、吉川です……今、大丈夫ですか？』

「フッ……今は他人行儀じゃなくていいのに」

『……ほ、んとに？』

　この柔らかくて甘い声を聞いたのは、本当に一カ月ぶりだなと実感する。平日の夜だから周囲を気にしているのだろう。向こうの声は明らかにホッとしていた。

「うん。それで松岡から聞いたけど、もう着いた？　……あれ、騒がしい？　まだ出先？」

　すると通話口から聞こえる喧騒に胸騒ぎを覚えて、少し焦り気味に尋ねてしまう。

『え、と……到着はしているんです、けど……私ひとりでお邪魔してて、本当にいいのかと』

　この言葉を聞いた時、彼女がやっぱり愛しいと実感する。同時に、俺は救いようのないバカだと。

『一時間後に帰る』と約束して電話を終え、その手をさらに速めて営業部をあとにした。

「あれ、今日は早いのね？」

「ああ、今日はちょっとね。じゃあお先に！」

　試作部へ戻ったところで残業中の矢崎さんに尋ねられたが、軽く答えて残務処理を素早く完了。そのまま部署のメンバーと挨拶を交わして抜け出し、オフィスから駅までの道のりを急ぐ。

　なあ、康太……好きな女のために感情のまま動くのも悪くないな？　不器用さの克服はまだ難しいけど、大切なものを失うのはもう嫌なんだ……。

　マンションへ到着すると、自宅の部屋番号を呼び出した。

『……はい？』

「あ、真帆？　オートロック解除してくれる？」

『今開けますね！』

　機械越しの元気な声にフッと癒されながら、自動ドアの前で待っていると扉が開いた。すぐにエレベーターへ乗り込んで二十五階のボタンを押す。機内でひとり壁へ背中を預け、呼吸を落ち着かせながら到着を待ち侘びて目を閉じる。しばらくすると到着音が鳴り、潔く目を開いた。そしてエレベーターを出た瞬間、スーツ姿で佇む真帆と対面する。

「早く会いたくて……来ちゃいました」

　その言葉で一緒の気持ちだったとわかり、抱きしめたくなった。こうして大事な人に出迎えられる喜びも、笑顔の彼女にまた教わった。

「こんなに早く……大丈夫ですか？」

「ああ今日は会議もないし、ちょっとバタバタが続いてたから、たまにはいいよ」

「じゃあ、今日は食べたらゆっくり休んでくださいね」

　手を繋いで部屋に向かう途中、同じ職場で働く者ならではの心配をしてくれたが。それはつまり、せっかく会えたのに大人しく寝ろと……？　「どうしたんですか？」と、ドアを開けて俺が入るのを待ってくれる姿もいじらしい。優しい気遣いなのだと、よくわかる。だからこそ、天然なところが愛おしい……。不思議がる彼女を促して玄関へ入れ、代わりに扉を勢いよく閉める。そして玄関ホールの上段へバッグを放った。

「真帆はノリ気じゃないんだって知って、ちょっとショック受けたり？」

　あーあ、と重ねて残念だと不思議がる目へ訴えると、ようやく気づいたのか困惑気味だ。それが可愛くてくすくす笑うと、目を丸くさせた彼女の両肩へ手を置いて玄関で向き合う。

「真帆もバタバタお疲れさま」

「今週もバタバタ……お疲れさまです」と、穏やかな笑みで俺のことも労ってくれる。

「やっと笑った」

　目を見張った真帆は目の下にクマを作って顔色もいいとは言えないけど、目標に向かう姿は誰より綺麗だと改めて感じる。伝えきれないほどの想いが込み上げて、腕の中におさめてしまう。

「ずっと、寂しい思いをさせてごめん……」

「そ、んな」と、否定する声色は優しくて、あの日となんら変わっていなかったのに。いったい俺は、何を恐れていたのか。なぜもっと裏で支えてあげられなかったのかと、申し訳なさが募る。

　どんなに謝っても足りない俺を腕の中から見上げて、彼女は頭を振った。

「なんでかな？　……謝ることばかり、だから？」

　理由を尋ねれば、首を傾げてあえてなにも言及しない真帆のほうが大人だと気づかされる。

「もっとギュッとしてください」

　謝罪はいらないから、もっともっと抱きしめて――と。こんな俺を欲してくれる嬉しさが心を埋め尽くし、抱き寄せる腕の力を一瞬強めた。だが、すぐに腕の力を解いて少し屈むと、不満顔の真帆の顎先を指でクイッと捉えた。

「やっぱり、天然由来の小悪魔だ」

「へっ？　……んっ、か、ちょっ」

　意味の掴めていない彼女が口を開けたところへ落としたキス。『課長』という、今は聞きたくないフレーズを継ぐより早く、舌先をねじ込んで口腔へ進んだ。

　初めは突然のキスに驚いて舌を避けた彼女も、すぐに音を立て絡ませてくる。口腔内をいじり、そして歯列をなぞり、さらに熱を帯びて絡み合っていく舌先の動きはとどまりをみせない。

「……ふぅ……んっ」

　玄関フロアで響く、身体の熱を上げるくぐもった真帆の甘い声と激しいリップノイズ。顎先から両頬へ手を添え替えると、何度も角度を変えて唇も口腔内も侵すように塞いだ。

　俺のシャツをかろうじて掴む彼女はあまりに非力で、それがまた情欲を駆り立てていく。言葉では上手く伝えることのできない、歯がゆい想いが存在するから。この二年近く潜んでいた本音をさらけ出し、彼女の平常心を奪うように口づけていた。ひそかに薄目を開けると、今にも崩れ落ちそうな彼女のあまりに扇情的な姿が。……ここではマズい。

　自制心の利くうちにゆっくり離れた刹那、腰が抜けたらしい彼女をすぐに抱きとめる。はぁはぁ、と酸素を求めて肩で息する子が可愛くて仕方ない。堪能したかといえば……足りないが。応えようと舌を絡ませてくる必死さ、紅潮させて熱を帯びた身体を密着させている今。

「大丈夫？」

「……ん」

　頼りない反応をされて、よく抑えていられるな、と自分を褒めたくなった。

「あの、かちょ」

「課長じゃない」

　このフレーズが冷静さを取り戻させた。たとえガキっぽくてもいいから、プライベートな時間に『課長』はなしだろう？

「今は真帆しか考えられない、ただの男ってこと！　まさかとは思うけど、俺の名前忘れたとは言わせないよ……？　ほら、呼んで？」

「……あ、し、しゅうへ、い」

　しどろもどろで頬を朱に染めながら言う彼女に、「聞こえないー」とあえて重ねてみる。

「まだ乾いてない」

　さらに瑞々しく輝く唇に触れると、親指でその柔らかさを堪能して拭う。瞬時に固くなった身体とは裏腹に、熱っぽい視線を向けられる。天然小悪魔の色香に惑わされて、こっちのほうが危険だ。

「で、俺の名前は？」

「し、しゅうへ、いさん」

「〝さん〟はいらないのに」

「……これは、譲りません」

　妙なところでこだわりがあるのは同じ。昼間の松岡の〝変なトコが意地っ張りで似た者同士〟という発言はあまりにぴったりで、耐えきれずに笑ってしまう。目の前で拗ねた様子の彼女の頭を撫でたあと、玄関フロアからようやく離れた。

　その後、真帆の初めての手料理を味わった瞬間は、かなりの腕前に驚かされたのが本音。聞けば母親が料理上手で教わっていたからだと。料理は作った人の性格が味にも出る。真帆の料理にはその性格を表すように、優しい味が感じられた。

　美味しいと口をついて出る言葉に、いちいち微笑んでくれる姿は俺には眩しいくらいに映った。みぞれ鍋をメインに、ワインを飲みながら向かい合って話す時間はあっという間で。何かを知るごとにそれは募り、いつでも笑っていてほしいと心から思ってやまない。

　相手に興味を持ったことはもちろん初めて。とにかく彼女と過ごす時すべてが、俺にとって初体験のようなもの。平常心を保つ難しささえ知らなかった。

「何したら許してくれる？」

　そこで欲しくてたまらない衝動から、あまりに意地悪なトラップを仕掛ける。

「朝まで……離さないで」

「朝まででいいの？」の返しにも、フルフル頭を振った彼女がひどく扇情的に映るから。この夜は甘い誘いに溺れて、疲れた身体に回ったアルコールは互いをさらに求めただけだった……。










決意と決別




　今日も慌ただしい課内に「早く早くー」と響き渡る、松岡の声。それは不思議と安定剤を処方するように穏やかなものだ。

「……ま、待ってください！　あと三分！」

　その隣のデスクで急かされてバタバタしている真帆。ふたりの言い合う姿が、もはや試作部の風物詩と化している現在。彼らが付き合っているというデマを、近くで笑っている自分がいた。真帆が来てくれた夜からすでに一カ月月が経つ。暖かなオフィスを一歩出れば、外は冷たい木枯らしの吹く季節に移っていた。

　相変わらず松岡の口車に乗せられ、飛び出して行く彼女を目で見送るのも日常。誰にも気づかれないように一瞬だけ。そして作業する手を止めず、また意識を戻す。めまぐるしい毎日を送りつつも、松岡への密かな引き継ぎ業務に終わりが見えた今。俺が旅立つ日を正式に決めなければ、と頭の片隅でいつも考えていた。

　約束の時間になり、俺はスマホで連絡を取ってエレベーターに乗り込んだ。そのまま一気に最上階へ到着したエレベーターを降りると、三つ目のドアをノックした。

「おっ、来たか」

「失礼します」

　返事を聞いてすぐに扉を開けると、すでにデスクから手前のソファ席へ移って待ちかまえていた伊藤部長。俺はドアに近い席へ腰を下ろし、にこやかに迎えてくれた彼と向かい合わせになる。そこで部長を真っ直ぐに見て、口を開いた。

「恐れ入ります、部長。少し早いですが、一カ月後に行かせていただけないでしょうか？」

「……決めたか」

　一瞬、目を光らせた彼に深く頷いた。もう本社へ行かせていただきたいと。

「きっかけはなんだった？」

「はい。構造課の状況はご承知の通りですし、問題ないかと」

「本当にそれだけかね？」

　ジッとこちらを捉えて逸らさないその眼差しは、昔の手厳しい姿を彷彿とさせている。部長就任前は本社の試作部でリーダーを務めていた彼は、部下から〝鬼〟と呼ばれていたとか。直属だったあの剛腕なエドワード氏ですら、いまだに伊藤部長には頭が上がらない。今となってはその事実を知る者が、部内にもほとんどいないが。

　静まった役員室で答えを待つかのように、足を組み替えた部長が天井を仰ぎ見た。俺もまた膝の上に置いた両手で拳を作り、そこへギュッと力を込めて目を瞑る。

「昔を思い出したんです。迷い始めた時こそ行動に移してきたことを。もちろん課のメンバーに任せられる状況が前提にありますが……今度は自身のチャンスに賭けたいと」

「……彼女はどうする？」

　言葉を遮った不意の問いかけに、彼へ視線を戻す。それが真帆を指していることは明らかだった。二年ほど前と同じ目を向けられ、小さく笑って素直に頭を振った。

「彼女らしく、ここで活躍してもらいたいと願っていますし……信じています」

「そうか……すぐに本社と人事へは連絡を入れる。黒岩くん、頑張ってくれ」

　変わらず固い表情でそう言った部長に、「ありがとうございます」と短く頭を下げた。




　役員室から試作部へ戻った俺は、何件か電話を入れたあとでパソコン作業を再開していた。夕方になっても名物コンビの二席は空席のまま。というより遠藤とふたりきりだ。

　ようやく決まって安堵したその半面、ためらいと今も戦っていた。ここ一カ月もバタバタ具合は変わらず、彼女とはメールか時どきの電話でしか話せなかった。手放せるのか、離れられるのか……そう考え始めると心配が先行していた。邪よこしまな感情を自嘲していたところに、陽気な声が割り込んできた。

「たっだいまー」とバッグを手に提げて、構造課へようやく帰社した松岡だ。

「お疲れさまです……けど元気っすねぇ」

「遠藤を見てるとこっちが老けるー」

　早々にいらない攻撃を受けた遠藤は肩を落としているが、キラー・スマイルは席へ着くことなく、こちらに向かって来た。

「黒岩さん、ご報告したい大切な件があるんですけど」

　デスクへやってくるなり、その発言とは裏腹に口元に悪い笑みを浮かべている彼。「わかった」と短く返事をしてミーティングルームへ向かうと、先を行く大きな背中は楽しそうに映る。不在の片割れ――真帆についてだとこの時点でわかっていたが、首を傾げるばかり。

　ミーティングルームのドアを開けて待つ彼に小さく会釈して先に入ると、バタンと後ろでドアの閉まる音が響く。向き直ってみれば、それまでと比べものにならないほどニヤつき、ドアに背をもたれている彼と目が合う。

「で、どうした？」

「焼けぼっくいに火がつくのかなーって」

「……は？」

　言葉の意味がわからなかったのではない。突拍子のない発言に目を丸くしたのだ。

「元カレさんと仲良く飲みに行きましたよー？」

　そんな俺に口角を上げてみせる男は、人の動揺を駆り立てるのが上手い。「どういうことだ？」と当然尋ねれば、また頬を緩めてこの時を楽しむのだから。

「というのもー。ハートバイオ社で運命の再会しちゃったんですよねえ。先方の担当者がヤりすぎでぎっくり腰になったらしいんですけどー、代理で現れた男はなんと元カレ！　これを逃すわけないでしょ？ってことで、誘われるまま〝ふたりで〟出かけた的な？　あ、仕事は真帆ちゃんが華麗に終わらせたのでなんらご心配なくー」

「……元カレだろ？　別に気にしないよ。彼女も大人だし、信頼してるから」

　途中は明らかに不要情報だったが、自然と眉根が寄っていたことに気づく。「ホントにぃ？」と、自分の眉間を指でトントン押さえている目の前の男は、やはり性質が悪い。おもむろに窓際へ近づいて日暮れのビル群を眺めるふりをすると、くくっと笑う声が後ろで聞こえた。

「あと、もうひとつ。彼女が好きになる男のタイプって……うん、納得した」

　仕方なく振り返ったところ、すでにドアノブへ手をかけていた松岡の大声の独白が響いた。爆弾発言ごと置き去りにされた俺は、閉じたドアを眺めて消化不良の吐息を漏らす。

　諦めて視線を戻すと、白い壁を背に天井を仰ぎながら、「焼けぼっくいか……」と呟いた。大人の恋愛は、互いの過去に介入していたらキリがない。

　こんなところでブレていたら、この先どうなる？　信用するのも愛情だから。いつまでもここにとどまっていても仕事が滞ると、腕時計に目をやった。ちょうど十八時前を指している。姿勢を正してミーティングルームを退出すると、活気あるフロアへ舞い戻った。

　席に着いていた松岡は、片手で頬杖をつきながら試作品の図面と格闘中。後ろを通りすぎる時に俺を一瞥したその顔には、『どうします？』と書いてあったが、フッと小さく笑っただけ。そして自席に着き、まずは目の前の仕事を片す。

　それから顔を上げたのは二時間経ってからのこと。パソコンをはじめ、机上にあるすべての機器の電源をオフにした。いつもよりすこぶる早い時間に、「お先に！」と残るメンバーに声をかけてフロアを出ると、向かった先は同じ階にある会議室。

　真っ暗な室内の電気をつけてドアを閉めると、すぐに私用のスマホを取り出し電話をかけた。その相手はもちろん真帆。ドアへ背をもたれながら無機質なコール音を聞いていると、ようやく切り替わった通話の合図。ガヤガヤうるさい中で、『は、はい。吉川です！　課長、何か……』と、なぜか他人行儀な出方をされて感情がうごめく。

「……真帆、会いたい」

　小さな嫉妬心から、口をついて出てしまった本音。たちまち情けない態度をとったと自己嫌悪に陥る俺を、あっさり引き止めたのは彼女のほう。

『寂しい……会いたい。会いたいよ……』

　それでも仕事の心配をし始めたから、茶化して迎えに行かせてほしいと頼んでみせる。場所を聞いて電話を切った直後、その部屋を飛び出したのは言うまでもない。オフィスを出てすぐ捕まえたタクシーの中、車窓から臨む紺こん碧ぺきの冷たい空を静かに見つめていた。

　ただ会いたくてたまらない。その傍らで、今後を心配する自分に歯がゆさを覚えながら……。二十分ほどでタクシーが停車したのは、大通りにある一軒のカフェの路肩。反対車線にはクライアントのひとつであるハートバイオ社が面していた。

　その場で精算を済ませて降車すると、カフェのすぐ近くに、彼女の言っていた通り、小さな居酒屋を見つけてそのドアを開く。

「いらっしゃいませ」と近づいて来た店員を制して、捉えた姿へ近づいて行く。その刹那、じゃれ合っているふたりに出くわした。真帆の頬をつねる男と手をつねる彼女。

「……手を離してあげてくれるかな？」

　苛立つよりも早く、実に落ち着いた声を出して頬を緩めたのは、すぐに俺を見た男に対して妙なプライドが働いたからだろう。真帆の隣に立つと、元カレらしいスーツ姿の好青年と対峙した。

「初めまして、佐々木剛史です」

　メガネをかけたオシャレな佐々木さんは俺より若い印象。……たぶん、真帆と同じ年だろうか？　慌てる彼女を尻目に彼から差し出された名刺を穏やかに受け取ると、ここで松岡の言葉の意味も理解する。クライアントの時点で想像はついていたが、自分と〝同じ世界〟の男なのかと。

　あえて彼に名刺を出さなかったのは、関係がバレることを危惧したから。だが、相手はどうやら上司伝いに俺を知っていたらしい。どうせなら先に提示するべきだった、とそんな些細なことで敗北感を味わう。嫉妬とは無縁だったくせに、今はふたりの仲睦まじさが面白くない。

「ここはお前が払ってよ？　これが当時のお詫びの形ってことで」

「……つ、よし」と、元カレにひどく切ない眼差しを向けた真帆。

「いや、ここは俺が払うよ」

　たった三カ月で知り得るはずのない、互いの過去。そこへ介入するような、自らの狭量を痛感しても引くつもりはなかった。

「彼女の過去も……何もかもすべて受け止める。だからこの場も俺に払わせてほしい」

　確かに俺も、一夜限りやドライに戯れた過去がある。関係維持こそ面倒なもので、干渉されるのも苦手だったが。リスクを冒してまで真帆と付き合い始めた今は違う。すべてが初めて尽くしの大切な人だからこそ、この先も一緒にいたいと考えていた。

　どんな反応を示すのか懸念もあった。やはり彼女は目を見開いたが、すぐ破顔してくれたことにどれほど安堵しただろう。そして、君に溺れている、ともっと早く伝えるべきだった……。

　宣言通りに俺が会計を済ませたあとは、店外で元カレの佐々木さんと笑顔で別れた真帆。

　ふたりきりになれて帰せるわけもなく、タクシーで自宅へ直行した。

　寒がっていた彼女をそのままバスルームへ向かわせる。俺は着替える前に、彼女が着られそうな服を手にすると、水音が聞こえ始めたバスルームにその着替えを置き、ひと声かけてリビングへ行った。

　静まる室内でひとり、カーテンが開けっぱなしの窓から臨む景色へ目を向ける。

　そこには寂しい空を彩る地上の光が、そこはかとなく点在していた。どこか無機質な輝きは孤独を呼び寄せるよう。

　今まで高層階からこれを眺めては無意識に考えていた――過去と現実と理想。過去に囚われていた自分を律するように、仕事一直線の日々を送ってきて今がある。だが、愛情を知った現在。同時に、大切にすべき人を傷つけようとしている。今まで重ねてきた冷静な判断が、ただひとりの女性によって思い惑うとは……。

　すると、ドアを開ける音が聞こえた俺は、無意識のうちに近くにあった新聞を手にしていた。そこへ小さな足音を立てて現れた真帆。

　一面すら読んでいない新聞を折り畳むと、すっかり忘れていた夕食を作ってくれるという。すっぴんのあどけなさが愛らしく、頭を撫でて「よろしくね」と言って、俺も風呂へ入ることにした。

　熱いシャワーを浴び始めると、すぐに湯けむりが浴室内を覆う。肌を打つような強めのお湯に目を瞑ってみるが、真っ暗な世界でもまったく出ない答え。だからこそ、今日は言うべきじゃないと結論づけた。

　スウェットを着てバスルームの扉を開けると、そのそばから漂う香りに引き寄せられてリビングへ戻った。キッチンへ行けば俺のシャツとパーカー姿でフライパンを扱う、ひどく魅惑的な姿の真帆に別の欲を駆り立てられたが。

　冷蔵庫からビールを取り出してダイニングテーブルへ着いた。真帆いわく『お手軽ぺペロンチーノ』は野菜たっぷりで、二度目の手料理もまた美味しく、がっついて食べていた。その間に彼女が呆れた声を背後で響かせ、まだ濡れていた俺の髪をタオルで拭いてくれた。

　それを終えると向かいの席へ戻った彼女が、「あ！」と思い出したように声を上げる。

「どうした？」

「うーん……明日は出勤しないとマズいなぁと。今度のプレゼン準備が進んでなくて」

　残念という声音を耳にした時、仕方ないというひどく冷静な考えがよぎった。これが彼女の上司であり、リスクを背負った俺が背負うべきものだと。

　後回しにさせたところで現実は変わらない、とひそかに自分を戒めた。

「真帆は、いつも笑顔でこなす〝試作部のマドンナ〟だし？」

「あっ！　その言葉、禁句ですよ!?」

　向かいからまっすぐ見つめてくる大きな瞳に、本心を悟られまいと茶化してしまう。立ち上がってまで牽制する姿が可愛くて。……ただ無垢に笑っていてほしかった。

「あー、もう穴掘って埋まりたい……」

　すると、うな垂れた彼女がおもむろに目の前のテーブルへ突っ伏した。相当、『マドンナ』が恥ずかしいらしい。

「埋まりたいなら……もう行く？」と、口から出たのはもちろん男の性。

「……それこそ大変」

「ひどいなぁ」

　くすくす笑っていたのもしばらくの間。伏せたまま反応がなくなったため。

「……真帆？　眠いの？」

　予想は見事ビンゴ。もはや頷いたともいえない声は眠りにいざなわれているようだ。

「ほら、ベッド行って……」

　と言い終える前に、聞こえた寝息で口を閉ざす。徹夜明けで疲れていたところにアルコールが効いたのだろう。席を立って彼女のほうへ回り、声をかけて身体を揺すってみるが起きない。いや、寝つきがいいのはもうわかっている。

　このままでは風邪を引くだろう。椅子から自分の元へ少し寄せてから、膝と背中辺りを支えて一気に抱え上げる。だらんと垂れた腕に白い肌と細さを際立たせるように伸びた足。どれもが庇護欲を駆り立てた。

　長い睫毛を伏せて眠りにつく寝顔を一瞥すると、向かった先はリビングを出てすぐの寝室。常にドアを小さく開けておく癖が役立ち、背中でドアを全開にしてベッドへ彼女を一旦寝転ばせる。

　髪が流れて覗く白い首筋に口づけ、素直な彼女に溺れてしまいたかった。この欺ぎ瞞まんに満ちた心を忘れたいほどに……。だが規則正しい寝息を立てる姿にその気は失せ、シーツをめくってそっと身体へかけた。

　ダウンライトを小さくつけたまま部屋をあとにすると、またリビングへ戻った俺は新たなビールを手にソファへ沈む。缶のプルトップに指をかけて開け、ほろ苦い液体で喉を一気に潤した。半分ほど飲んでガラステーブルへ置き、前傾姿勢で目前に綺麗に並んでいる複数の新聞へ視線を移す。

　優しさに触れるたびに感じる――手放したくない、など身勝手な願望だ。真帆の成長は目ざましく、あの絵美さんが認めていただけあると、そばで見守ってきたのは誰だ？　彼女を試作部の戦力にと、異動を強く望んだのは誰だ？　伊藤部長の牽制を受け止めたのは誰だ？

「自分のくせに」

　静寂の中、虚しく響いた答えが、愚かな迷いのすべてを寸断させた。手前の幸せばかりに浸かる自分の甘さをやっと凌りょう駕ができた夜は、輝く景色もなぜかぼんやりと霞んで見えた……。




　ベッドに寝転んだあとも、考え事をしていてほとんど眠れないまま、時間だけが無情に過ぎていった。準備を見越して隣でスヤスヤ眠っていた彼女を起こせば、やっぱり寝起きも悪いと再確認した翌朝。

「たまにはゆっくり、一緒に過ごしてくれる？」

「っ、はい！」

　彼女の土日の独占に成功した嬉しさでキスを落とせば、起き抜けの上目遣いは天然小悪魔の必殺技かと脱力したり。サッと作ってくれた朝食を共に食べる相手がいると、さらに幸福感まで味わえるのかと知らされたり。一度自宅まで着替えに戻る彼女と最寄駅で別れた瞬間は、男でも名残惜しいと感じるものなのかと納得したり。――真帆と過ごす、そのすべてが貴重に映った。

　休日の朝とあって、どこか和やかな電車を最寄り駅で降り、会社へ徒歩で向かう。優しい日の光に包まれたエントランスを進んだ先のエレベーターホールで、意地の悪い顔をした男と出くわしてしまう。

「どうですか？　マドンナは」と、第一声から楽しそうな声を放つのはもちろん松岡だ。探りを入れてくる真っ黒な目を避けるように、到着したエレベーターへ先に乗り込むと二十階のボタンを押す。その間に俺の後ろにいた男も連れて、静かに扉が閉まると目的地へ上昇を始めた。

「教えてよー」などと途端にうるさい男は唯一、絵美さんを困惑させる策士であるが、振り向いて彼の肩を叩くと、「ナイスアシストに感謝する」と口角を上げて俺も笑った。たまには、松岡のポカンと口を開けた顔を拝ませてもらおう。

　到着音と共に二十階で停止したエレベーターを降りると、そのまま試作部のフロアを目指してスタスタと進んだ。そして、自席で昨日の残務処理と来週あるウェブ会議の準備を開始。

　しばらくするとスーツを替えた真帆も出社。試作部は土日で実家へ戻った遠藤以外、みんなが出ている状況だった。だが他の課と同じように、個々の業務を終えれば少しでも休日を求めるように、早々にフロアをあとにして行く。俺は昼休憩を適当に取ってからも変わらず画面にかじりつき、その頃には課内は三人となっていた。

「あれ？　吉川さん、もう終わった？」

「あ、はい」

　斜め向かいの席からの声に応じたのは真帆。一瞥すると、その横顔が嬉しそうに映った。会話する部下の大野にもバレるほど顔を緩ませた彼女は、やっぱり素直なのだと心の中で笑っていたが。

「もしかして、今から松岡さんとデート!?」

　この発言に目を見開いたのは言うまでもない。もちろん否定した真帆も同じ気持ちだったはず。

「あ、そっか。もしかして、松岡さんと時間差退勤ってヤツ？　周知の仲なんだし、休日くらい外で待ち合わせする必要ないのに」

　それどころか空気の読めないヤツは、声高らかにアドバイスまで繰り広げる始末。今日は松岡がひと足先に帰宅しているため、主だってフォローする者がいない。極めつけに「社内恋愛も、結構大変なんだなぁ」と、プラスされた言葉。これはひどく耳の痛くなる言葉で、佇んだままの彼女へ視線を向けると俯いていた。

　その姿を目の当たりにして、今までどれほど苦しめてきたのか、そして悩ませてきたのか、やっとわかった。社内恋愛で一緒に過ごせる時間は最大のメリットだが、多くのデメリットも含んでいる。まして秘密を約束させているので、この場で強く何かを言えるはずがない。立ち回りが上手な子でもあの状態は当然だ。

　これも、彼女を守ってやれない俺が悪いのに……。また今日も不甲斐なさが取り巻く。それでも、見守っているにも限度がある。小さな肩が震え始めていて黙っているのは、我慢ならなかった。

「……大野くん、十四時約束の経過報告メールが届いていないようだが？」

「あ！　課長すみません、今すぐ」

「今すぐ？　十四時と宣言したのは誰だ？」

　ようやく口をつぐんで俺を見た大野へ向けた内容は、上司としてのものだったが致し方ない。慌ててメール作成にかかった大野と、一方でそれを小さく笑って帰宅して行く真帆に安堵する。

　真帆から一時間遅れで大野は帰宅し、俺が仕事を終えたのは十七時三十分頃だった。

　オフィスを出て最寄り駅に向かい、混雑した電車へ乗り込む。そして自宅近くの駅に着くと、開いたドアから電車を降りた。改札を出ると、自然に速まる足。マンションまであっという間に到着する。

　オートロックの前で部屋番号を呼び出すと、解除されたドアが開いてエントランスを進む。さらに二十五階まで高速で向かったエレベーターを降りて、息いき急せいて部屋のインターフォンを押した。

　すぐに開かれたドアの向こうで捉えた笑顔。この顔にどれほど会いたかっただろう？　ドアが閉まった直後に顔へキスを落として、「ただいま」と告げれば白い頬が朱に染まる。小さく笑ったあとで、ひとり別室へ向かうと目を閉じた。――可愛くて仕方ないな、と。

　リビングへ向かったところ、すでに用意されていたご飯は朝リクエストした和食。『昨日の反省』で今日は酒を飲まないというから、いじらしさが微笑ましかったけど。コロコロ変わる表情、口を尖らせて怒った顔、ご飯を美味しそうに食べる姿。

　まばたきをするたび、新たな発見がある。だが、別離を告げるのは明日……。今この瞬間は忘れよう、と味噌汁へ口をつけた時、「あれ」と思わず発してしまった。料理が合わないのかと不安がる彼女に笑顔を向けたが、その味はひどく自分を律するようだった。

　食事開始から三十分でテーブルを埋め尽くすほどの料理を、今日もまたぱくぱくと食べた彼女。

「うぅ……苦しい」

　食後はお腹を押さえてリビングのソファで寝転んでいた。その隣に座る俺もさすがに苦笑い。

「残さず食べる主義だから後悔はしない、けど」

　後悔を恐れないと言いきれる彼女を羨ましく思った。俺にないものを持っているからこそ、一層輝いて見えるのだろう。その正直な子が寝転がったまま見上げてくる姿は、気まぐれに誘う猫のように見えて。グラス類をテーブルへ置き、「おいで」と自分の膝の上を叩いた。

　窺うように頭を乗せてくるからまた可愛くて、小さな頭やすべすべな頬を確かめるように撫でて。それでは飽き足らず、眠りかけの彼女へ執拗にキスをしてみたり。意地悪を言って反応を楽しんだり。

　愛しいなんて感情を知らなかった俺が、真帆にご執心の姿を見せたら、アイツも安心するだろうか……。

　先に風呂から出て彼女を待つ間、ソファに寝転んで起きずにいた。膝枕をして甘い薔薇の香りが鼻腔を掠めた時は、決心が揺らぎそうだった。もし、身を預けてくれるこの子を一緒に連れて行けたら……。何度も脳裏をよぎる、そんな甘えのフレーズには固く目を瞑ってひたすら耐えていた。

　すると三十分近く経ってようやく、上気した顔でバスルームから戻ってきた彼女。「待ちくたびれた！」と甘えた俺の頭を今度は膝に乗せて、くすくす笑い始めた。華奢なのに女性らしくて柔らかい太股はとても寝心地がよくて、つい目を閉じる。不意に細い指で髪に触れられた時、不規則な指先の動きが情欲を駆り立てていく。

「ねえ、修平さん。過去に私……スイーツバイキングでケーキ二十個完食しましたよ」

　突然のカミングアウトが、そんな気分をシャットアウトして、一気に目を見開く。

「だって昨日、剛史に言いましたよね？　『あとは真帆に聞く』って。あ、瑞穂っていうのは私の親友です。彼女がよく食べる子なので、ずっと自分のことを、ただの食いしん坊だと思ってたの。もちろんこれは、瑞穂と母しか知らない武勇伝です。あと、修平さんだけ」

「それは貴重な情報、サンキュ」

　元カレに張ってた意地を見抜く彼女にはお手上げ。やっぱり天然由来の小悪魔だ。

「ところで」と、寝転んだまま見上げると呑気な声が返ってきたが。

「……それ」

「ん？　何がですか」と素直に首を傾げたため、片手で頭を押さえてこちらが降参だ。

「いつまで俺に、敬語を使うわけ？」

　さすがに今までほとんど会っていなかったし、彼女の立場や気持ちもわかるけど。元カレと普通に話しているところを見ていた分、不平を鳴らしてしまう。大きな目を白黒させた真帆は一瞬固まって、曖昧に笑った。

「……うーん、いつもの癖なんです、あっ」

　言ったそばからミスをし、あっと口を押さえた。つい俺は拗ねたように、下から視線を送ってしまう。そして起き上がると、彼女の隣へ腰を下ろす。不安で泳ぐ瞳を捉えてすぐ告げる。

「今から敬語禁止！」

「えええ！」

　狼狽する彼女に対して、「何か問題でも？」と説き伏せた俺はガキそのもの。それでも、敬語をやめようとしては言い間違える姿に、素直だなと何度も笑わされた。そんなやりとりにも疲れたのだろう。立ち上がった彼女がキッチンへ向かい、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出した。

　俺も手持ちのビールがなくなったので立ち上がると、冷蔵庫から取り出したノンアルコールビールをひと口飲む。

「本当によく飲み……飲むよね？」

　少し畏かしこまった感の抜けた真帆が、コップを持ちながら感嘆の声を漏らしたので小さく笑う。最近のノンアルコール製品も美味しいが、さすがにビールの直後だとビール・テイスト感は否めない。だが明日の出発時間を考えれば、飲酒を控えたい時にはありがたい品である。

「今日は飲まないの？　ワインあるじゃん」

「今日はいいで、いいの！　……寝ないように」

　本人は慌てていたし、返ってきた言葉に俺が嬉々としていたとは知らないだろう。一気に缶の残りをあけたのも、もちろん逃がさないため。シンクに缶を置いてすぐ、細い腕をグッと掴んでなかば引っ張るように彼女を連れていく。

　今日も少し開けていたドアを大きく開け放った寝室。ベッドの中央付近へスリッパを脱いだ彼女が落ち着くと、薄明かりの中を進んだ俺は部屋の扉を静かに閉めた。

「……そろそろ、真帆で満たして？」

　すぐにベッドへ上がると、加わった俺の重みでギシリ、とスプリング音が鳴り響く。

　目を閉じた彼女の唇にキスを落としながら、着ているルームウェアのワンピースに手をかけた。プツン、プツン、とひとつずつボタンをはずすと現れる真っ白な肌へ唇を落とせば、ピクリと小さく反応する華奢な身体。すべてのボタンを取りはずすと、腰を浮かせた彼女の身体からそれを取り去った。

　ブラジャー越しの胸に触れれば、その布越しの感覚がじれったくて上へずり上げた。手のひらほどの大きさの双丘に、性急に唇を寄せたその刹那。ビクンと揺れた身体と熱い吐息が漏れ始める。片手を柔らかな感触を楽しむように動かし、目立ち始めたひとつの突起を口へと含む。

「っ、ふぅ……やぁ」

　甘い声が室内を満たし、胸からはずした手はすべすべの肌をたどるようにして秘所へと向かった。

「もう……濡れてる？」

「い、わな……いで」

　ショーツに触れただけで、くちゅりと静かな部屋に妖しく響いた。なぞるように触れていると、じれったいのか浮き始めた細い腰。

「……あぁっ」

　一気にそれを取り去るように足からはずしてしまうと、瑞々しさを指で確かめる。すっかり体温上昇している彼女の中は溶けてしまいそうに熱く、するりと指を受け入れた。指数を増やせばさらに、キュッと素直な内側が収縮して。徐々にバラバラに動かしていくと、彼女は嬌声を上げて甘い反応をみせる。すっかり力も抜けた細い足を持ち上げ、今度はその秘所から溢れる蜜を味わうように、ぺロリと舌を差し向けた。

「ひゃっ、……ああっ！」

　うごめく舌先であまりの快感に襲われたのか、悲鳴にも似た声を上げる真帆の顔は紅潮しており、少し開いた口がなんともいやらしい。潤いが充分すぎるそこへ我慢も限界の俺は、すべてを脱ぎ捨てるとゴムを装着して彼女の細い腰を支えながら奥へ突き進んだ。

「はぁ……ああ、ンン」

　妖しく響く挿入音が最奥へと果てない旅に誘いざない、快楽がそのスピードを上げさせる。旅先で締めつける肉壁はひどく心地よく、収縮する度、苦しさを呼び寄せた。白濁のモノを吐き出す頃には、額から汗が滴り落ちていた……。




「……大丈夫か？」

「……うん」

　白い背中にところどころ咲いた跡を惜しげもなくさらし、はぁはぁと息を上げて突っ伏している真帆。恐る恐る尋ねれば、何とも頼りない答えが返ってきて申し訳なくなった。久しぶりだったため、彼女が意識を失うまで続けてしまった。

　盛ったガキのように、加減を知らない自身を叱咤して、彼女を見守っていた。すると体勢が仰向けに変わり、シーツを引っ張りながら上体を起こしたのでひと安心。すでにズボンを履いていた俺は、寝室に備えつけの冷蔵庫からミネラルウォーターを取って彼女に渡した。あれだけ声を上げ続けたせいで喉が渇いていたのだろう。ゴクゴク、と勢いよくペットボトルの水が減っていく。

　少しして彼女からそれを受け取ると、サイドテーブルに置いて本題を告げた。

「それで、明日だけど。悪い、ちょっと遠出になるから、四時出発でいい？」

「四時!?　……修平さん起こしてくれる？」

　朝の弱い彼女には地獄だろう。俺はもちろん笑って頷いてみせた。彼女は安堵すると、いつの間にか床へ落ちていたワンピースを拾い上げ、着直してからベッドへ戻った。俺もまたラグランＴシャツを着てから、真帆の隣へ滑り込んでシーツをかけ直す。

「早出して、どこへ行くの？」

　嬉しそうに聞いてくるから、「良いじゃん、内緒ってことで」と素知らぬふりで通して、早く眠るようにはぐらかした。真帆がブツブツ言っていたのも束の間で、散々に疲れさせた身体はすぐに彼女を休息の世界へ連れていった。

「……ずっとこうしていられればな」

　最愛の子の寝息を傍らで聞きながら、変わるはずのない現実に嘆く。時には限りがあって、戻ることも留まることも許されないとわかっていても……。だから今、この手にある幸福感が余計に惜しかった。










本当の軌跡




　鳴り響いたスマホのアラーム機能で覚醒すると、表示されている時刻は午前三時二十分。徹夜に慣れている身には仮眠でも充分疲労は癒えていた。……あ、別の理由だろうか？　ダウンライトの薄明かりですぐ目も冴え、傍らにはこちらへ向いて眠っている真帆が。気持ちよさそうな寝顔を見ると、起こすのは忍びない。ただ、準備の時間を考えると仕方ないか。

「真帆、まーほ」

　何度か身体を揺すり、声をかけても起きず。徐々に力を強めて、ようやく薄目が開いた。

「うー……ん。あ……はよ」

　少し掠れた声でそう言うと、大きなあくびをしたり重そうに瞼を瞬かせている。ボーっと寝ぼけた様子の彼女は可愛いけど、ふたりでベッドから降りてリビングへ向かう。体力を使ったこともあって小腹が空いた俺は、まだ残っているという昨夜の味噌汁を温めてもらった。湯気と香りが立つとふたつのお椀へ注ぎ、ダイニングテーブルまで持ってきてくれた彼女。

　向かい合って席に着き、その味噌汁をゆっくり飲むと、ひどく懐かしい気持ちに包まれる。

「この味噌って、もしかして八丁味噌？」

「あ、そうなの。父が愛知出身なので我が家は八丁味噌です。……やっぱり苦手だった？」

「あ、ごめん、違うよ。苦手じゃないから。ただ、偶然って意外なところに転がってるな、と思ってね」

　恐る恐る尋ねたら、また誤解させてしまう。それより何より、不思議な繋がりに驚いた。

「偶然？　それってどういう意味？」と首を傾げるものだから、フッと笑い返す。

「ああ、俺の出身、名古屋だから」

「ええええ、そうなの!?　だって名古屋の雰囲気がないし!?」

　目を丸くして叫んだ真帆に表情も緩む。……いや、笑わせてくれて助かった。

「うーん、俺は大学からずっとこっちで、そのまま就職も決めたしね。……ここ最近は帰省する暇もなかったし、実家の近況も連絡が来て知る程度かな。向こうもいろいろ変わったしなぁ」

　帰省する暇がなかった？　そんなの嘘だ。名古屋から逃げ続けただけのくせに。それでも俺のことを知ることができて嬉しい、と微笑んでくれる真帆にまた救われた。




　康太の死をどうしても受け入れられず、事実から逃げるように飛び出した名古屋。大学時代も就職後もできる限り避け、たまに都内で見かける名古屋メシすら手をつけずにきたほど徹底している。

　だが彼女のお陰で再会した濃い色の味噌汁は、心が安らぐ味で美味しかった。もう忘れたと思い込んでいたけど、慣れ親しんだものは身体に深く刻まれていると教えられた気がした……。

　先にシャワーを浴びてバスルームを彼女に明け渡すと、着替えてリビングの窓からまた景色を見つめた。真っ暗な空の下でいくつも輝く光の点在は、眠らない街である東京の喧騒を教えてくれる。

　しずしずと、日々着実に朝を迎えるように。俺も、時を止めていてはいけない。その景色に背を向けて、バッグを手にリビングをあとにした。

　バッグを先に玄関ホールへ置いておき、キーを手にしながらバスルーム前の壁に背をもたれる。約束の四時出発まであと十分。目を閉じてその時を待とうとした瞬間、目の前のドアが大きく開いた。

「あ、お待たせしま……です」

「ハハッ、まだ慣れないようで」

「今のは聞かなかったことにしてね」

　まさか鉢合わせするとは思わなかったらしく、驚きが敬語へ繋がって恥ずかしそうだ。その性格を表すような可愛い格好をしている彼女に手を差し出す。

「可愛い真帆ちゃん、参りましょうか？」

「感情こもってないよね？」

「ひどいなぁ」

　疑りの目を向けてくるものの、小さな手でキュッと握ってくれる。そして彼女が持参した荷物を持って部屋を出た。乗り込んだエレベーターで地下駐車場へ向かうと、明け方の空気の冷たさは頬を刺すようだ。




　エンジンをかけて荷物をトランクに入れ、彼女が助手席に乗り込んだところで運転席へ着いた。地下から地上へ出ていよいよ出発すると、大通りはいつもの混雑とはまるで無縁。真っ黒な空の下で一般道を走行し始めてすぐ首都高に乗り、東名へ入ったところで時おり休憩を挟み、先を進んだ。その頃にはすっかり昇り始めていた朝日。休日ともあり混雑箇所はあったが、ひどい渋滞にも巻き込まれずに順調だ。

「それで今日はどこへ行くの？　いつになったら教えてくれる？」

　傍らではずっと、口を尖らせて同じ質問を繰り返す真帆。「まぁ、着いてからのお楽しみ？」と、何度もはぐらかしてはこの時を楽しんでいた。すると「ずるいー！」と拗ねたふりをしたり、「ここどこ？」と才女が方向音痴を露見させてみたり。柔らかな笑顔や紅潮した表情もすべて。今まで見守ってきたようで、俺のほうがパワーをもらっていたのだと気づかされた。

　時がいたずらに変えてしまうこともあるかもしれないが、その無垢さは大切にしてほしい。そして、ずっと自己を持って向上心と笑顔に満ちた、挑戦を続ける今の真帆をなくさないでほしい。できれば、ずっとそばで支えて力になりたい。でも、もう隣にはいられなくなるから……。

　勝手な願いと一抹の寂しさを払拭するように、ぽつりぽつりと自らの過去をあかせば、そのたびに笑顔をみせる真帆。長時間のドライブも、嬉々とした声音が車内を幸福で満たしてくれた……。

「もう着くよ。ここがお待ちかねの答え」

「え……ここ、名古屋の……？」

　高速も降りて一般道を走る現在――恐らく十一年ぶりとなる、懐かしい建物が見えてきた。

「おっ、正解！　方向音痴の真帆ちゃんがひと目見てわかるとはねぇ。わかんない！って悔し泣きするかと」

　彼女に到着を告げた先は、実家のある名古屋。そして目的地は、球体形が印象的な市内の水族館だった。

「そ、そんなことで泣かないわよっ！　どこまで子供扱いされてるの!?」

「俺の中では、一生変わらないかもな」

　助手席で憤慨する子がただ愛しくて、約束づけるフレーズを自然に発していたのだろう。俺にとってはそれがもう、当たり前の位置づけになっていたから……。海沿いの駐車場へ誘導に従って駐車をすると、そこでようやくエンジン音を停止させた。

　彼女の華奢な手を繋いで向かった先は、かつて通い詰めた場所。

　チケットを購入して入館すると、昔とは変わっているのに、懐かしさで何かが込み上げる。俺の傍らには、水槽の中で元気に泳ぐ魚達にすっかり夢中になっている真帆。食い入るような目で魚を追う横顔を見ながら、離したくない本心を吐露しそうだった。

「イルカショーがあるけど、どうする？」

「観たい！　修平さん行こう！」

　はしゃいで俺の腕を取り、まるで先導するように先を急ぐから身を委ねた。

「遅いよー！」

「俺、オジさんだもん」

「もー……」

　いつも以上に可愛く着飾った彼女は、さらに魅力的な輝きを放っていて眩しかった。どうしてもっと早く、彼女との時間を作れなかったのかと悔いながら……。

　イルカショーの行なわれるメインプールへ着くと、休日ともあり席は埋まっていたが、運よく端の上段二席を見つけて座った。

「イルカショー、すごく楽しみ！　久しぶりだもん」

「……ああ、俺も。あ、喉渇いたから今のうちに何か買ってくる。席は頼んだよ」

　目を丸くして頷いた彼女から離れると、ひとり足早に向かう。歓声の沸き立つ中を抜けるように階段を下りた。通路へ出てすぐ売店があり、そこでは名古屋の街並みを少しだけ覗かせている。

　康太がこの場所を好きだったから、俺はただ、なかば強制的に連れられて来ただけなのにな……。




　康太が亡くなる前の俺は東京へ出る気もなく、県内の大学進学を目指していた。研究機関で働きたいという夢を叶えるため、実現に一歩近づく大学合格を近い目標として。のちに、名古屋という地を飛び出す大きな事件が起こるとも知らずに……。

「ちょっと修平！　大変なの！」

　あれは朝の六時頃、ノックもなしに部屋へ入って来たお袋の第一声から始まった。

「はぁ……？　康太が死んだって？　なんでそんな冗談」

　昨夜、笑顔で康太と別れて帰宅した俺は、予習に手間取り、明け方近くまで起きていた。ようやくベッドに入り仮眠を取り始めたところで、いつも以上に寝ぼけていたのだ。

「じょっ、冗談じゃないわよ！　こ、康太くん……で、電車にっ、身を投げてぇ」

「……え？」

　眠気を一蹴する言葉に声も出ず、泣きだすお袋に呆然としていた。……康太が……死んだ？　嘘だろ？　次々と浮かぶ疑問すら言葉にできなかった……。

　その後、制服で参列した通夜と葬儀は多くの人が故人を偲びに参列していた。ポタポタと雨の雫が滴り落ちる音は、鉛のように重い心をさらに沈ませた。




　喪主を務めたのは、誠実な人柄で有名な弁護士の親父さん。彼の傍らで、康太の遺影を抱きしめながら一礼したのがお袋さん。彼らにとって、息子が自ら命を絶った心境はまさに地獄だと思う。遺影の中で笑う康太の写真は、そこで時を止めるためのものじゃなかったのに……。

　人目を憚はばからずに泣くふたりの姿に、参列者からも嗚咽の声が漏れていた。親父さんに似た康太は誰からも愛される実直な人間で、俺とは正反対な性格が羨ましかった。そんなヤツに親友だと言われた時……本気で嬉しかったのに、結局伝えられなくて。遺影でニカッと笑う康太の顔を遠くから見つめ、深い悲しみと後悔が募っていた。

　ニュースでも取り上げられたこの事件は、どこか俺の気持ちだけ置いてけぼりで。それは通夜と葬儀のどちらとも、あの女の姿を見なかったことが理由かもしれない。アイツが心底惚れていた女の本性を知ったのは、その数日後……。




　やっぱり思い出してしまったか。忘れるはずのない過去を、目を一度閉じて遮断する。海沿いの風景から視線をさっとはずすと、売店でふたつジュースを買って急いでショーの会場へ戻った。

　大盛況のイルカショーを見終えると水族館をあとにし、次の目的地である熱田区へ移動する。

　生まれた時からずっと節々に参拝していた、熱田神宮へ向かうために……。神宮近くの駐車場へ停めて、まずは近くにある名古屋で有名な〝ひつまぶし〟が美味と評判の店へ向かった。

　さすがの混雑ぶりをみせる店内で、食いしん坊はここでも最高の笑顔を俺に見せてくれた。

　大満足で店を出てから参道に手を繋いでいくと、この場所を楽しんでくれる彼女にどれほど救われただろう？　だが、この温もりを離す時の訪れを表すかのごとく、頬を切るような冷たい風を感じていた。

　一歩一歩踏みしめるごとに、康太の顔が浮かんでくる。そしていまだに引きずった苦い思いと一緒に、正門の向こうへと進んだ。傍らで真帆がキュッと手を握る力を込めたのがわかったが、どうしても応えられないほど切迫していた……。

　クラス委員長だった康太の席から姿が消えた直後、教室内の雰囲気は一変。皮肉なことに、彼が相手を考えた発言で行動してクラスを統率していた、と気づかされたのだ。

　俺もそのひとりで、何も手につかないまま時間だけが過ぎていた、数日後のある日。机の中に置きっぱなしだった教科書を取り出す時、不自然な膨らみを感じてその本を開く。

　途中のページで見つけたのは、見覚えのない白い二重封筒。しかし、『修ちゃんへ』と書かれた文字とあだ名で、それが誰からのものかすぐにわかった。思わず目を見開いたものの、それはすぐ通学カバンへ入れた。

　一向に落ち着かない心臓音に悩みながら、その日は予備校をサボって自宅へすぐに帰った。部屋の鍵を閉めデスクに着いて、封筒をハサミで丁寧に開封。すると、中には三枚の便箋が封入されていた。




【修平へ――。オマエがこれを読んでるってことは、やっぱり俺は死を選択したんだな。修ちゃんは、自殺とかマジでダセェ！と思って……ないか。超がつくほど真面目なオマエのことだ、どうせ自責の念にかられてるんだろ？　それを否定するために、この手紙を遺すことにした。俺が死を選んだのは他でもない、生きることから逃げた結果だ。……お前に言えなかったのも、たぶんプライドが邪魔したんだろうな。苦しませて悪かった……、本当にごめん……】




　便箋を握り潰しかけながらもどうにか読み終えた手紙の内容は、あまりに惨いものだった。康太の通学カバンからは、『勉強に疲れた』と書かれた遺書らしきものが発見されたと聞いていたが……実は本当の遺書を俺に託していたのだ。順に読んだ手紙をすべて封筒に入れると、俺は彼の最期の願いを叶えるために電話を手にした……。




　そうして向かったのは、市内にある大学近くのカフェ。ここで待ち合わせをしていた。すると店内に入ってすぐ、派手な巻き髪にミニスカートで堂々と足を組んでいる女を見つけた。俺にとってはただの教育実習生――康太にとっては最も愛する女性だった佐伯夕子、その人だ。

　抜かりない康太の手紙には、携帯の番号が記載されていたからあっさり会えた。だが、向かいのソファ席へ座っても知らん顔。対峙するその表情もうっとうしいと言わんばかりに不機嫌。

「……用事って、なに？」

　派手な化粧に赤い爪の目立つ手で煙草を持ちながら、ついに気だるい声を出した。教育実習生の時のナチュラルな顔とまったくの別人。これが本性だと思う他ない。運ばれてきたホットコーヒーに手をつけることなく、呼吸をひとつ置いて俺は口を開いた。

「……康太から、貴方とのことは聞いていましたが」

　第三者の俺には話を切り出すのが難しくて、遠回しに始めようとしたのだが。

「ねえ、もう実習終わってるし、堅苦しいのはイヤ。話なら手短にして」

　こちらへ向かってわざと、フゥーッと煙を吐き出して話す傲慢さに、俺は早くも苛立ちを覚えた。

「わかりました」

　でもグッとこらえてカバンから手紙を取り出し、一枚の便箋を彼女に差し出す。

「……康太から、あなたに向けた手紙です」

「つまり、遺書？　気味悪……意味わかんないし」

「……早く読んでもらえますか？」

　怒りを抑えながら、俺は顔をしかめている女を見つめた。

　すると片手で持ち上げた手紙を、薄ら笑いを浮かべて読み始めた。その姿を前にすれば、とても最低な女にしか映らない。

「ほんと、情けないヤツ」

　読み終えての第一声はまさに衝撃だった。あの文面から何も感じなかったのか、紙の端をつまんでペラペラ揺らしてみせたのだ。

「……何が、情けないんです？　その手紙を遺してまで……命を絶ったアイツに対する冒ぼう涜とくだ！」

　すべてを軽んじている態度が許せず、ついに声を上げて女を睨みつけた。だが怒号を浴びても余裕たっぷりで俺を眺めるその目に、語調は弱まっていく。

「だったら、康太には非がないって言うの？　なんで自殺したわけ？　それこそ命の冒涜じゃん。家は弁護士事務所を経営しててリッチだし？　せっかく青田買いしたってのに……やっぱり坊ちゃんはぬるくてダメだわ。つか、私が生きてんのに死ぬとか、何考えてんのアイツ」

　呆れた声で紡がれた言葉は絶望へ繋がった。人ひとりの命が消えて笑えるのかと。

「あんたの身勝手さでっ、康太は……！」

「は？　私のせいじゃないし。すぐに誘う男に責任があるじゃん」

　怒りをぶつけたものの、新たなタバコに火をつけた女。どうして康太の命が、こんなに軽々しく扱われなければならないのか……？




【――夕子へ。この手紙を読んでくれて感謝する、ありがとう。本来なら生きて戦うべきなのに、逃げて受け入れられなかった結果がこれだ。あの日……ホテルから男と出てくるお前を目撃してケンカになった時に、自分がＨＩＶキャリアだと初めて俺に言ったよな。その瞬間、何度もセックスをしていたことに悪寒が走った自分が情けなかった。結局『当て馬の分際でウザい』って振られてからは、毎日がただ恐怖の連続だった。親友にも言える話じゃないから、別れたことも必死に隠し続けたよ。ＨＩＶ検査を受けようと決心するまでの二カ月……ひとりで悩みまくって、検査結果で陽性がわかった時――キャリアだと知った瞬間……もう限界だった】




「……どこで感染したんです？」

　何度も読んだ手紙の内容を浮かべながら、怒りを潜めて尋ねた。

「さあ？　私だって好きで移してないわよ？　お小遣い稼ぎにデリヘル始めたら、意外と上玉もいてちょっとハマったの。たぶん、その中の誰かでしょ？　別に薬飲んでれば発症しないし、自殺する理由にならなくない？」

「……最後の文面は読みましたか？」

　視線を合わせることなく、相変わらず煙草の味を楽しむ姿には、とても言葉が見当たらない。




【……こうして手紙でしか、もう俺には伝えられないけど。お願いだ、まっとうに生きて欲しい。無茶なセックスをし続ければ、相手がＨＩＶに感染することくらいわかってるだろ？　無論、相手だけじゃない。俺には夕子が苦しんでるように思えてならないから。もう自分の身体を痛めて傷つけるようなことはやめてくれ……なんて、俺に言う権利はないよな。ＨＩＶキャリアと判明した途端、未来が真っ暗になって、死を選んだヤツだし。本当に夕子が好きだったのに、弱くて……ごめん】




　手紙の最期の言葉は、康太の苦しみの表れか小さくよれている箇所があった。いったい何度ヤツは泣いたのだろう……。

「康太の決断を、貴方はどう思うんですか？」

「はあ？　関係ないくせにいい加減ウザいんだけど。まあ、当て馬の分際で偉そうな口を叩く康太もだけど」

　その問いに答えることなく、灰皿へ乱暴に煙草を押しつけた女はバッグを手にした。

「康太の墓前にヨロシク伝えといて」

　フンと鼻を鳴らして最後に冷たい目で薄く笑うと、会計伝票を手に席を立ってしまった。そして店外に出た瞬間、待ち合わせ相手らしい男の腕を取って笑顔で街へと消える姿を、俺はぼんやり窓越しに眺めるだけ。

　テーブルには康太の思いが詰まった最期の手紙と、すっかり冷めたコーヒーがふたつ。確かに俺達の短い人生は、苦労知らずで過ぎていたのかもしれない。それでも、笑い合っていた日々は一生戻らないんだ……。

　甘ったるい女の残り香に嫌悪感を覚えながら、俺の目からは康太の死後、初めて涙がこぼれた。親友が託してくれた願いさえ満足に叶えてやれず、孤独と無力感に打ちひしがれた日でもあった――。




　俺が黙ってしまったせいだろうか。隣を歩く真帆は、ただ手を繋いで歩いている。昔を噛みしめるように本宮に着いた時には、どちらともなくその手を離していた。

「最後にここへ来たの、いつだったかな……それだけ名古屋から遠のいていたんだな」

「そう」

　ザザ……と、強風に煽られる木々の音を聞きながら、改めて正面の厳かな建物を捉える。そうしてふたりで、パンパンと乾いた音を立てて拍手を打って、拝殿に祈りを捧げた。ずっと燻ぶり続けてきた思いを忘れるわけじゃない。嫌な思いを断ち切りにやってきた。過去を認めて越えなければ、次のステップなど踏めないとわかっているからだ。

　もう昔の思いから逃げるのはやめて、今隣にいる子と幸せになりたい。この性格だとやっぱり康太の力になれなかった自責の念は、一生消えないだろう。それでも前を向いて歩いていたいと思う、いや……歩いていくと誓うためにここを訪れた。

　だから、天国の康太に問いかけるのは今日で終わり。これからは内に溜め込まず、大切な人を不安がらせないために伝えていきたいから。康太、今までありがとう。天国でのんびりとバカな俺を笑っていてくれ……。

「お待たせ」

　過去と決別し、現実へと戻るように目を開けた俺を待っていたのは、優しい笑顔の真帆だった。

「ううん全然！　……どんなお祈りしていたの？」

　その場から踵を返す前に俺の腕を掴むと、一緒に並んで歩き始めた。拘束されるのがひどく心地よい。「ハハ……内緒」と濁して、今日はまだ教えない。……話す時はすぐ訪れるから。

　踏みしめる砂利の音と木々の揺れる音が共鳴して、真冬の熱田神宮は一層静けさに包まれる。断ち切れない過去があった。そして離れたくない今がある。だが未来を共に歩んでいきたいと望む、ただひとりの子に、ここで伝えようと決心がついた。

「……真帆」

「どうしたの？」

　不思議そうにする彼女がひどく愛しくても、告げなければならない現実にもう背を向けない。

「本社への出向が決まった」

　たったひと言――それを伝えるのに紆余曲折して、大切な彼女を散々傷つけてしまった。これからは優しい真帆が教えてくれた幸せを、たとえ何があっても手放したりしない。何より真帆の夢を邪魔するのが、俺であってはならないから。どうか大切な人の躍進を上司としても願わせてほしいんだ。

　心配ごとを言い出したらキリがない。ゆえに、新たなステップを踏むべきだろう。必ず迎えに行く、と交わした約束と信念を持って。新たな地で、周囲への感謝とともに挑んでくるから。

　だからふたりでまた、新しい幸せを見つけるために奮闘しよう。

　この世の誰より大切な女性の右手薬指におさまるリングは、また会う近い未来への道標。何度も遠回りした気持ちで繋がっているから、大丈夫。俺達なら、たとえ離れても変わらない――。










エリートの凱旋




「吉川さん、大変ですー！」

「ど、どうしたの？　岩田くん」

　特有の喧騒に包まれた午前のフロアに、突如けたたましく響いた悲壮感たっぷりの声。呼ばれた私もさすがにドギマギして振り返ると、新人の岩田くんがこちらへ駆けて来るところだった。

「そ、それが……。うちが依頼していて今日届くはずだったガラス材料がですね。今、輸送会社から電話が入って、事故で破損してしまったそうです！」

「そうなの!?」

　私のデスク前で立ち止まった彼の顔色は、可哀想なほど真っ青だ。

「はい……、どうすればいいでしょうか？」

　新人くんが頭を抱えるのも無理はない。彼が待つのは発注元から何度もデザイン差し替えに見舞われて、試作開始が本日というサンプル品。前段階での遅れが響き、スケジュールもギリギリで組んであった。届くはずだったガラス材料品がなければまた遅延――つまり、会社の信用問題に関わる。

　立ち上がった私はまず、デスク脇でうな垂れている彼の肩を優しく叩いた。

　けれど、正直言って悠長に構えていられる問題でないのは事実で。こういった時こそ深呼吸。努めて冷静に腕時計へ目をやると、該当材料を保持する業者リストをパソコンで抽出していく。

　するとヒットしたのは以前チェックしていた通り、たったの二社。今回輸送事故に見舞われたこの会社は九州にあるため、再輸送を待つとどうしても一日のロスが発生する。そして残りの一社の立地ならば……行ける。

「ねえ、岩田くんいい？　九州の材料も今後必要だから、担当者には再輸送をもう一度お願いしてくれる？　それとすぐに出かけられる準備をしておいて。至急よ！」

「は、はいっ！」

　その言葉を残して席へ戻った彼は、すぐに受話器を片手に連絡を始めた。その姿を尻目にスマホを操作し、アドレス帳から見つけた名前に発信をかけた。

「Ａ材料社の佐藤様でしょうか？　お世話になります。ＳＪ社の吉川です。ええ、大変ご無沙汰しております。実は今回ですね、急なお願いが……」

　電話を手短に終えたところで岩田くんがスタンバイしていたので、そのままふたりで試作部をあとにする。「どこに行かれるんですか？」と、慌てている割に呑気な岩田くんには苦笑い。

「今から会社を出れば、二時間半以内にＡ材料社へ着くでしょ？　製品も小さな段ボール箱に入るし、往復しても再輸送を待つより早い。だから、たまには自分の足を使えってこと！」

　電車を乗り継いで東京駅へ到着すると、新幹線に飛び乗って目的地となる名古屋へ向かった。




　名古屋に到着してタクシーで目的のＡ材料社へ向かえば、佐藤さんが厳重に梱包したガラス材料品とともに待っていてくれた。お陰でそれを手早く受け取ることが叶い、また改めてお礼に伺うと約束して、すぐにその会社をあとにした。

　そして今は素早くタクシーへ乗り込み、ふたりで名古屋駅へと向かっている。東京とは違う風景と名古屋という地名が、二年前の日々をまるで昨日のように蘇らせた。

　小さく自嘲してバッグから手帳を取り出すと、引っかけていたボールペンを握ってみる。群青色の落ち着いたデザインに、手にしっくりとなじむ絶妙なフォルムとこの重さは今も変わらない。

「あ、それ！　ずっと気になってたんですけど。吉川さん、いつもそのボールペン使ってますよね？　オシャレで高そうだなって思ってたんですよ」

　ここでも声を上げた岩田君が興味津々に、私の手に収まっているペンを覗き込んでいる。

「本当？　んー、使い始めて二年になるかなぁ。愛着があってね、他は使えないの」

　懐かしむように目を細めて見ても、いまだ朽ちることのない高級品は艶々と輝いていて。二年の歳月が流れているとは感じさせない、職人さんお手製の逸品だ。

「いつまでも使えるヤツってかっこいいですね！」

　彼に微笑を見せると、大切なボールペンは手帳とともにまたカバンへ沈めておいた。このボールペンは修平さんとのお揃いの品――私が最後に過ごした日にお揃いにして贈ったものだ。セミオーダー式で完全手造りのボールペンには、フック部分には名前が入り、ノック部分にもイニシャルが印字されている。まさに世界にひとつしかない、その人専用のボールペン。

　毎日使ってもらえる物をと思案した結果、たまたま出会った品で。同じ物を使って仕事をしていると思うだけで、力が湧いてくる気がしたから。名前とイニシャルの刻印以外は、すべて修平さんと同じ品をオーダーすることにした。

『ありがとう、大切に使わせてもらうよ』と笑った表情が、私の中での最後の修平さんの姿。あっという間に約束の二年が経っていた。

　彼と離れている二年の間に、また新たな出会いとともに予想外のプレッシャーがのしかかっている。それは係長への昇格という思いもよらない形で……。昇級試験を受けて基準は満たしていたものの、伊藤部長や課長の松岡さんのひと声が決め手だったとか。当初の年上の方ばかりの状況から、後輩もできた今は、仕事の幅だけでなく人脈も広がって、ますます日々が充実している。




　懐かしさを感じた名古屋から東京へと戻った私達。大事な品を持っているため、品川駅から会社まで再びタクシーを使う。オフィスに戻ったのは十四時を過ぎていた。

「吉川さん、今日はありがとうございました！　ほんと噂通りに、エリートな美人係長ですよね」

　ふたりきりのエレベーター内で、いきなり頭を下げられ、目を丸くした。

「調子いいよねぇ。今ごろ褒めてもコーヒーしか奢れないよ？」

　彼はやっぱりお調子者だなと、くすくす笑って返した。

「お世辞なんかじゃないですって!!　試作部で係長なんて、エリートじゃないっすか！　社内で知らない人がいないほど、有名人だし!!」

「ふふっ、私なんかがエリートなんて、絶対にあり得ません」

　鼻息荒くフォローしてくれる彼は、本当に笑いのツボを突くのが上手だ。

「それにね……エリートの代名詞は、違う人のものだから」

「違う人って……松岡さんですか？」

　すかさず、そう答えを出してきた岩田くん。だけど彼は入社一年目で、知らなくて当然の話。

「今は本社で働いている人で――試作部……ううん、いずれ会社を背負って立つと言われてた人がいるの。構造課を新設してから、たった二年で功績を出してみせたやり手よ。それだけじゃなくて、メンタル面でも部下を気にかけていて、すごく慕われていたわ。その彼のことをみんなが揃って、『エリート』と呼んでいたの」

「へぇー、そんなすごい人がいたんですか！」

　目を輝かせる岩田くんが純粋に羨ましい。残像にすがりながら、口に出せない言葉が頭をよぎる。もう、二年経ったよ？　修平さんに早く早く会いたい、と……。

　二十階でエレベーターを降り、試作部のフロアへ足を踏み入れる。そこはいつもと変わらない、バタバタと慌ただしいおなじみの空間が広がっていた。

「それじゃあ吉川さん、本当にありがとうございました！」

　岩田くんはカバンをデスクに置くと、ガラス材料を大事に抱えて研究室へ向かった。必死だった新人時代の自分を思い出し、フッと小さく微笑んでから席へ着いたところで、隣の後輩に呼ばれる。

「お疲れさまです。松岡さんからの伝言で、至急ミーティングルームまでお願いしたいとの事です」

「そうなの？　ありがとう」

　お礼を言ってスマホをジャケットの外ポケットへ沈め、足早にもと来た道をとおり、奥手にあるミーティングルームを目指す。松岡さんからの呼び出しはめったにない。そして軽く注意が入ったとしても、お叱りが飛ぶこともほぼない。この件で、久しぶりの雷が落ちるのだろうか……。仕方ないな、と嘆息して到着したミーティングルームのドアの前。

　その扉をノックすれば、『はーい』といつもと変わらず、テンションの高い声が返ってくる。

「吉川です、遅くなってすみません。ただいま戻りましたが」

『うんうん、入ってきてー』

　あくまで変わらない声が怖さを助長する。「失礼します」と告げたのち、ドアを開いた。さすがにお怒りが飛ぶと踏んでいて明るい気持ちで入ることはできず、どうしても伏し目がちになってしまう。とりあえずドアを静かに閉めて、松岡さんにあとは委ねようと切り替えた時だった。

「真帆」

　え……、今の声って……？

　空耳などと考えるより早く、跳ね返ったように顔を上げていた。そこには椅子に腰かけ、テーブル上で肘をついて、ひらひら手を振っている松岡さん。そしてもうひとりの姿から視線を逸らせなくなり、唇が小さく震えた。

「う……う、そ」

　驚きでまばたきも忘れたように凝視していた私は、信じられないと数回頭を振ってみたが、目の前の光景は何も変わらず。

「驚いた？」

「ど……して？」

　ふた言目を発した声音も甘さを含み、呆然とする私に優しく微笑んでくれる。あまりの衝撃で、その場に立ち尽くしたままジッと見てしまう。ただ一点を。サラッとなびく栗色の髪とダークグレイの優しい瞳がいきなり目の前に現れても、何も言葉なんて出てこなかった。会いたい会いたい、と願ってしまったところで呆気なく夢が叶ったせいなの？

　これは都合のよい、ただの幻……なのかと、にわかに考えてしまう。すると、おもむろに席を立った松岡さんが入口付近で佇んでいる私の元へやってきた。涼しげな眼差しの彼と視線が合ったと同時、ポンポンと肩を叩かれる。

「よく、頑張った」

　このひと言を聞いた瞬間、大粒の涙がこぼれ落ちていく。素直に喜んでいいと、松岡さんが教えてくれたから。そこで堰せきを切ったように、これまで耐え続けた涙腺も崩壊したのだ。

「ほら、飛び込む胸はあっち！」

　そう笑った松岡さんに、早く行けと背中を押されて。ようやく駆け出すことができた時、背後のドアが静かに閉まる音が聞こえた。屈んでくれていた彼の首へと腕を回して、もう離れることのないよう、ギュッと強くすがりついてしまう。

「……っ、ひっ」

「ただいま、真帆――会いたかった、ずっと」

「……っひ……くっ」

　ああこの温もりだ、と枯渇しきった心が潤い始めた。一瞬も忘れられなかった、優しい温度がなだめてくれる。このバリトンの甘い声だって、爽やかなフレグランスの香りだって……何ひとつ変わっていなかった。

　再会した時は、修平さんには私がどう見えるかな？　少しは成長した、と思ってくれるのかな？とか、再会のシチュエーションも想像して、その時をただひたすらに夢見て、帰国した彼にかける言葉だって考えていたりもした。

　それを寂しくなった時の励みにして、ただ必死に目の前の仕事に打ち込んできた。

「寂しい思いさせてごめん。……よく頑張ったな」

「……ひっ、うーっ」

　それなのに、実際は温かくて広い胸の中で、ただ頭を振って修平さんの言葉に応えることに精一杯。

　伝えたいことも口に出来ずに、大好きな声をそばで聞きながら、その嬉しさで涙が溢れ続けた。彼にすがりつけるのなら、あとは何もいらない。

　この腕でどれほど抱きしめて欲しかったのか。彼の温もりを求めて、いったい何度泣きかけたか。……やっと会えた今ならよくわかる。触れるだけで身体の熱は駆け巡り、深く繋がることで潜めてきた愛情だって、溢れて止まらないの――。

「これ、つけてくれてたんだ？」

　彼が私の右手を引き上げ、薬指をひと撫でする。それだけで甘美な仕草に感じるから、感情の高ぶりはとどまりを見せず。

「もちろん……私の原動力だったから」

「フッ、甘えん坊」

　手を離した彼の広くて厚い胸へそっと身を寄せると、抱き寄せてくれる彼の腕の中がひどく温かい。ちなみに試作部での再会後は、松岡さんの計らいで早退させてもらった。

　今は修平さんのマンションに戻ってきて、ふたりでベッドに寝転んでいるところ。離れていた分を埋めるかのように激しく、長くお互いを求めて応え合った時間は何ものにも代えがたい。

「ふたりとも意地悪だよ」

「フッ……、否定はできない」

　低いこの声を聞くだけで、今は劣情が呼び覚まされそうになる。どうやら修平さんは私に内緒で会うため、あえて帰国日を伝えなかったみたい。日本へ着いてすぐに会社へ来たものの、当の私はイレギュラーな事態で名古屋へ行っていた。

　そこで松岡さんが計画に加担し、帰社直後の私を呼び出すという、Ｗサプライズを企てたという。どちらにしても私は、なんらかの驚きに遭う運命だったらしい。

「ホント、始末書もの!?って戦々恐々としてたのに」

「まあ、松岡からのプレゼントってこと？」

　口を尖らせている私が本社に行く前にプレゼントしたものがボールペン、そして彼からプレゼントされたものがある。

　それが右手の薬指にはまった、ダイヤモンドが中央にあしらわれたピンクゴールドのリング。ビロードの箱を渡された時は、ただただ感激して、小さな箱の中で煌きらめく指輪に魅了されていたのに。

『これ、実はエンゲージじゃないんだ。婚約までの繋ぎに……とか言って、本当は男除けのためだけどね』

　このひと言で呆然とする私に、『帰ってきたら……その時、きちんと申し込むから』と重ねてくれた。思いがけず、未来の約束をもらえたことが、この二年間ずっと走り抜けるエネルギーだったと思う。このまま前に進んだ先には、新たな未来が待っているという確かな約束をくれたから。

　こうして彼の帰国後、前代未聞ともいえる人事異動が執り行なわれることになった。

　かつて本社からの帰国組の配属先もまた、社内をあっと驚かせたというけれど、入社当時から有能と騒がれ、支社でエリートと称されてきた彼。目立つ容姿とずば抜けた能力は、海を渡ってさらに開花し、噂によると本社側は帰国を引き止めていたとか。

　それでも確かに……戻ってきてくれたのだ――交わした約束を果たすために。だから私達には、気づけば難しい条件や足かせもなくなっていた。

　そんなエリートと呼ばれる彼に用意されていたポストは……。

〝取締役　試作部統括部長〟




　その後――。私の薬指には、新たに大きなダイヤモンドが美しい輝きを放つエンゲージリングが煌めいていた。

　ずっとずっと願い続けてやまなかった〝未来の約束〟が、いよいよ現実として歩き始めている。婚約報告を済ませたところ、このニュースはたちまち会社中を駆け巡ってしまったけれど。

　多くのお祝いの言葉をかけてもらえた。そして……矢崎さんからも『おめでとう』と言ってもらえたのだ。以前の私だったら間違いなく、周囲から認めてもらえなかった。だから、未熟な私を育ててくれた今の環境と、そこでのめまぐるしい日々には、感謝の気持ちでいっぱい。

　修平さんと出会う前の私は、すべてにおいて投げやりに考えていた。ただ人に流されて、自分の弱さに気づかないふりをして生きていた。

　けれど、修平さんのお陰で尊敬すべき人や仕事と、温かい仲間にもめぐり会えた。見方を変えるだけで、一瞬一瞬がすごく大切で、きらきら輝いているのだと教えてくれたから、毎日がとても恋しく思える。

　愛しいあなたと出会えた人生最大の幸運と奇跡を、これからはふたりの軌跡に変えていきたい。エリートなあなたを支える妻として、あなたのことを幸せにしたいの。だから修平さん。もう二度と離れないからね……？





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは、初めまして。星ほし乃のさりと申します。

　このたびは『エリートなあなた』をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

　こちらは、かつて単行本として出版していただいた作品の文庫版でございます。

　お話を伺った時は、しばし呆然としましたが、このような機会をいただき感謝の気持ちでいっぱいです。

　そして初期のエリートな彼らと向き合い、改めて綴り直しました。手厚いサポートも賜り、拙いなりに本作のブラッシュアップができたかと存じます。

　振り返りますと、サイトで『エリートなあなた』を公開し始めて約七年！　私にとって、小説を書くことは日常の癒しのひとつです。

　現在は（二〇一五年三月）、サイトで『エリートなあなた』のシリーズ作を連載しております。そちらと比較すると、本作の執筆当時を懐かしく感じました。

　内緒の関係に戸惑い、遠慮してしまう……。きっと、お互いが『初めての真剣な恋愛』ゆえに、すれ違いもたくさん生じたのだと思います。

　ふたりの絆も、多くの失敗を経てより強まっていったのではないでしょうか。

　近くで見てきた絵美や松岡からすると、最も変わったのは修平だと思う気が……真帆は、『天然由来の小悪魔』ですしね（笑）。

　また私ごとですが、前回の出版後、闘病により活動を休止した期間がありました。

　その経験から、周囲への感謝を忘れず、今を大切に生きていきたいという気持ちを、本作にもたくさん詰め込んでおります。綻びだらけではございますが、皆様の心に何かをお届けできましたら幸いです。

　最後に、今回『いつか訪れるチャンス』に恵まれましたのも、いつもサイトでゆるゆるとお付き合いくださる、優しい読者さまのお陰です。

　さらに、編集作業をいつでも明るく支えてくださいました、担当の倉持様。

　真帆と修平の素敵なイラストを描いてくださいました、こまめきくこ様。

　出版に携わってくださったすべての皆様。数多くの方々のご尽力を賜りましたこと、心よりお礼申し上げます。本当にありがとうございました。

　いつかまた、お会いできますように……。


星乃さり



















本作は二〇一二年三月に小社より単行本『エリートなあなた』として刊行されたものに、一部加筆・修正したものです。
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